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奈良女子大学文学部
附属中等教育学校



本報告書に記載されている内容は、学校教育法施行規則

第65条の５節１項において準用する第26条の２及び第６5条

の５第２項において準用する第57条の３の規定に基づき、

教育課程の基準改善のために文部大臣の委嘱を受けて実施

した実証的研究です。

したがって、この研究内容のすべてが直ちに一般の学校

における教育課程の編成・実施に適用できる性格のもので

ないことに留意してお読みください。



奈良女子大学文学部附属
中等教育学校研究紀要第42集
2001年３月

はじめに

学校長佐久間春夫

『研究紀要』第42集をお届け致します。本校では、１９７３（昭和48）年から始まった中学校と高等学

校の形態上における接続から－歩進めるために、平成元年度から３年間、文部省研究開発学校の指定

を受けて、＜2-2-2制＞＜総合学習＞＜選択制＞を中心としたカリキュラムの編成と様々な実践を創
造してまいりました。

昨年度の『研究紀要』第41集では、この11年間の学校改革のあゆみを総括いたしました。今年度は、

中学校と高等学校を葎一体的に組織化した６年一貫の「中等教育学校」としてのスタートに際し、５

日制と中等教育学校にふさわしいカリキュラムの編成についての研究の成果をまとめました。

本校の中高一貫教育の理念は、中学校と高等学校間の節目をなくすことから生じる「ゆとり」ある

学校生活の中で、基礎・基本の学習活動の充実、自主的・体験的・総合的学習活動の導入、学力・能

力・個性・特性・進路に応じた学習の進展を柱に、集団生活の民主的・道徳的ルールを見につけ、人

間性豊かな自立した人格の育成をはかることです。

今回の研究紀要は（１）と（Ⅱ）から成り立っています。（１）部では、上記理念を実現するため

のカリキュラム編成の理念・個別教科ごとの６年一貫カリキュラム・総合学習・新教科・合科教科・

総合学習センター構想・カリキュラム評価等が紹介されております。特に、最終章には現行カリキュ

ラムに対する在校生や卒業生による評価の比較調査結果が紹介されており、反省点をふまえ今後検討
すべき課題が提示されています。

今回のカリキュラム編成上顕著な特徴として、

１．中等教育の完成を目指す青年前期にふさわしいカリキュラム

2.2-2-2制に対応した発達課題の達成がより確実になるカリキュラム

低学年（１～２年）：個の萌芽

基礎的学力及び学習の基本的方法を習得する。集団生活の民主的・道徳的ルールを身につける。

中学年（３～４年）：個の分化と深化

自主的・体験的・実験的学習を取り入れ、幅広い学力を身につけ、学習意欲を高める。

高学年（５～６年）：個の確立と将来への展望

学力・能力・個性・特性・進路に応じた学習の保障、人間性豊かな自立した人格の育成を図ろ。

3．いくつかの教科を合科したり、融合した新教科や新科目の創造

４．６年間を見通したカリキュラムのく梁＞としての「総合的な学習の時間」の実施

これまでの総合学習を分散的に実施する「奈良学」（１，２年)、「情報学」（１，２，５年)、統合

的に実施する「環境学」（３年)、「世界学」（４年）や選択的に実施する「卒業研究」（５，６年）と
して再構成し、６年間を通した総合学習の体系を創り上げる。

１ 



５．「発達差」「学力差」「能力差」の発散・拡大に対応するカリキュラム

中等教育学校の６年間では、生徒達の個性や能力が多様化することが予想される。特に、教育内容

が前期課程から後期課程に変わる中学年（３年、４年）では、その様相が顕著になる。そこで、「発

達差」「学力差」「能力差」に対応したカリキュラムを研究開発する。

６．附属小学校から本大学への連携を視野に入れたカリキュラム

本学の附属小学校と本校は、「総合学習センター」を通じて「総合的な学習の時間」の実践におい

て連携を図り、本校と大学は、本校教官の大学での講義「中等教育授業論」の担当、本校の３，４年

生を対象とする大学教官による本校での「アカデミック・ガイダソス」の授業などを通じて積極的な

交流をはかっていく予定です。

本紀要の（Ⅱ）部は、「総合学習セソター」紀要とでも言うべきもので、総合学習く環境学＞＜世

界学＞＜グローバル・クラスルーム＞の報告と特別活動・教科の報告から成り立っています。

附属幼稚園・附属小学校・大学・大学院との全学的な連携によって、総合的な学習の教材開発とそ

の実践・地域や全国の総合的な学習の資料の収集・理論的研究・文献的研究・歴史研究等を行う「総

合学習セソター」を設置しました。セソターの構成員は、本中等教育学校教官、本学大学・大学院教

官と学生、附属幼稚園、附属小学校教官からなりますが、公立学校からの教員の研修も受け入れ、総

合的学習の具体的教材の共同研究・開発を行う予定です。

また、本校は、来年度より２期制に移行します。このことにより、授業時間が確保され、柔軟な時

間割編成が可能となり、新しいカリキュラムの利点を十分に生かせるものと考えております。しかし、

中等教育学校は、まだその緒についたばかりであるにもかかわらず、学校を取り巻く環境は厳しいも

のがあります。検討すべき課題は山積みではありますが、長期的展望に立ち、その方向を見誤らぬよ

うに努力して行きたいと考えております。本紀要を御一読いただき、御批判、御指導をお願いする次

第です。

－２－ 
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Ａ研究開発の課題

Ｉ研究開発の課題

(1)研究開発課題

中学校及び高等学校における教育の連携を深める教育課程の研究開発

(2)研究委嘱事項

中学校及び高等学校において、生徒の実態に対応して、教育内容の一貫性、継続性を一層深め、

中学校及び高等学校の教育の連携を計る教育課程の研究開発を行う

(3)研究開発の委嘱期間

平成11年４月１日～平成14年３月31日までの３か年間

Ⅱ研究のねらい

本校は昭和48年以来、主として制度的に中・高完全６年一貫教育体制をとってきた。その経験と伝

統を生かし、中・高一貫の実践的内容の充実、徹底を目指して、平成１．２．３年度の３ヶ年間、文

部省研究開発学校として中高の連携を深める研究開発と実践を行った。その成果は、総合教科「奈良

学」「環境学」の実践、６年一貫2-2-2制カリキュラムの編成と実践などの多様な取り組みとして結実
し、１０数年後の今日まで継続されてきた。

以上の６年一貫教育の伝統をふまえて、本校は平成12年度より中等教育学校に移行した。今回の研

究開発では、中等教育学校の理念を実現するためのカリキュラムの編成を第一の目標とする。その際、

本校において従来から実施している2-2-2制の方針を踏襲し、第１学年から第６学年までを次の３段

階に分け、それらの時期の発達段階と目標を次のように捉える。

低学年（１．２年）：個の萌芽

基礎的学力及び学習の基本的方法を習得する。集団生活の民主的・道徳的ルールを身につける。

中学年（３．４年）：個の分化と深化

自主的・体験的・実験的学習を取り入れ、幅広い学力を身につけ、学習意欲を高める。

高学年（５．６年）：個の確立と将来への展望

学力・能力・個性・特性・進路に応じた学習の保障、人間性豊かな自立した人格の育成を図ろ。

そして、すべての学年・教科において、従来の学習方法を－歩進めて、生徒の主体的な活動を重視

し、あらゆる表現活動の育成をめざす。

さらに、このカリキュラムでは、将来の教科の再編をも見据えた「新教科・科目」の創設、選択教

科「アカデミックガイダソス」（以下ＡＧ）の展開、総合教科・総合的学習の再構築を目指す。そし

て、総合教科・総合的学習の構築に際しては、大学・大学院との連携・援助の下に、校内に「総合学

習センター」を設置すべ<研究を進め、このセンターを中心に、現在の総合学習「世界学」・「環境学」

に、新たに「奈良学」・「情報学」・「家族」を構築する。

以上で述べたカリキュラムの構造を図式化すると、以下のようになる。

３－ 
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研究内容等

平成11年度

(第１年次）

平成元年度より実施してきた、２－２－２制を枠組みとする中高６年

一貫教育の総括と中等教育学校組織の構築

(1)２－２－２制における教育課程の総括

(2)２－２－２制における学校組織の総括

(3)総合教科「奈良学」「環境学」の総括

(4)中等教育学校へ向けての週5日制カリキュラムの編成

(5)総合学習センターの構想

平成12年度

(第２年次）

中等教育学校における実践の構築

(1)中等教育学校におけるカリキュラムの編成

(2)総合学習センターの構築

(3)「奈良学」「環境学」「世界学」「情報学」の展開

平成13年度

(第３年次）

中等教育学校の展開

(1)中等教育学校におけるカリキュラムの完成

(2)クロスカリキュラムの研究・実践

(3)総合学習センターの構築



Ⅳ研究組織

１研究組織の概要

研究体制

運営指導委員会

韓務委員会
伯艮･胡０２良?人･ＵＨ官5A

婚ｎ対五
伯艮･胡０２良?人･ＵＨ官5A

研寅桧推挙且会
吉田円･延本

００･中回･月山･弓111.⑧本.C吉田阻也
〔Ｏ研究関見担当〕

０，０４ 

カリキュラム委員会
へ

敬科主仔今 字年
盃）（） 

２研究担当者（○印は、研究主任）

３運営指導委員会

(1)運営指導委員

－５－ 

職名 氏名 担当学年及び教科

長長校校Ｉｌ 一風一属

論諭諭諭諭諭教教教教教教

吉田裕

松本博史

林良樹

勝山元照

谷本文男

中道貞子

塩川史

○吉田信也

倫社・政経

数学

研究部長・物理・総合学習センター

2年・日本史・奈良学

1年・研究部・国語・カリキュラム

6年・生物・環境学

研究部・英語・世界学

学務部長・数学・情報学・研究開発担当

氏名 勤務先 職名 専門分野

重松敬_

松尾孝司

長尾彰夫

西森章子

奥村悦三

吉田幸子

小田切毅一

小路田泰直

奈良教育大学教育学部

奈良県教育委員会

大阪教育大学

大阪府立大学

奈良女子大学文学部

奈良女子大学文学部

奈良女子大学文学部

奈良女子大学文学部

教授

指導主事

教授

助手

教授

教授

教授

教授

数学教育

教育課程

教育エ学

国語史・文体史

英・米詩

スポーツ史

日本近代史



(上記運営指導委員のすべては確定的なものではない）

(2)活動計画

各教科カリキュラム作成に対しての指導助言

カリキュラムの評価

総合学習への学問的リソースの提供

総合学習における外部講師としての参加

公開研究会支援

Ｖ研究開発の経過

平成10年（1998年）

１０月14日研究開発校希望調査提出の件を、研究部より会議に提案し了承

１１月６日プロジェクト会議①

１２月９日プロジェクト会議②

平成11年（1999年）

プロジェクト会議③

内示

総務・教務（谷本・木村）打ち合わせ

研究組織図（総務案）完成

研究課題の変更・・・・会議で了承

文部省に提出する書類を、大学へ提出

総務より連絡

運営指導委員会のメソバーの了解を得る

プロジェクト会議④

中等教育学校時の時間割のモデル作り（谷本・木村）

教官会議「５日制における教育課程（カリキュラム）について審議」

プロジェクト会議⑤

中等教育学校時の選抜方法．これからの検討事項について

研究開発推進委員会①（プロジェクト会議）

「研究開発第一年次の研究計画」

「中等教育学校に向けての校内体制の見直し」の検討（会議提案に「

特別会議「中等教育学校時の選抜方法について」（フリートーキソノ

「実施計画書の修正版」の提出依頼の書類を受け取る

上記修正版40部を大学へ提出

日
日
日
日
日
日
日

７
０
２
５
７
２
４
 

２
１
１
１
１
２
２
 

月
月
月
月
月
月
月

１
２
２
２
２
２
２
 

３月13日

３月９日

３月23日

４月12日

● 

の校内体制の見直し」の検討（会議提案に向けて）

時の選抜方法について」（フリートーキソグ）

の提出依頼の書類を受け取る

４月14日

４月15日

４月23日

－６－ 

氏名 勤務先 職名 専門分野

森岡正芳

見目正克

落合豊行

疋田洋子

奈良女子大学文学部

奈良女子大学理学部

奈良女子大学理学部

奈良女子大学生活環境学部

助教授

教授

教授

教授

教育心理臨床学

素粒子論

組合せ位相幾何学

住居管理学



４月28日運営指導委員へ挨拶状と修正版を送付

５月10日研究開発推進委員会②「入検の方法、カリキュラム、執筆分担」

５月12日会議「初年度の研究紀要の執筆分担を依頼」

「平成12年度の入検について、概要説明」

５月26日教育課程の基準改善のための教育研究開発の実施の委嘱書を受理

（平成11年４月１日付）

５月27日研究開発学校連絡協議会（文部省主催）に出席（松本．木村）

６月９日会議「中等教育学校の入検の方法について」

６月16日特別会議「中等教育学校に向けてのカリキュラム」

６月23日連絡協議会の分科会個別協議記録と学校要覧を大学を通じて文部省に提出

６月23日特別会議「中等教育学校に向けてのカリキュラム」

７月１日「運営指導者会議」の延期を運営指導委員の先生に連絡

７月７日会議「来年度入検の仕事分担と今後の仕事日程について」

７月12日研究開発推進委員会③「研究紀要執筆の共通項目とアソケートについて」

７月15日会議「中高一貫教育の総括の執筆について、依頼など」

８月30日研究開発推進委員会④「５日制における教育課程・授業時数について」

９月８日会議「新カリキュラムに向けての移行期の時間数など」

９月13.14日中部地区教育研究開発協議会に参加（大津にて、松本）

９月21日文部省実地調査に向けての打ち合わせと資料の作成

９月22日会議「附属小学校との接続について」

９月29日会議「中等教育学校・５日制におけるカリキュラムの検討」

９月30日文部省研究開発校実地調査

文部省より東京工業大学教授牟田博光先生、千葉大学教授天笠茂先生、

文部省初中局高等学校課中野晃先生の３氏が来校

研究開発の実施状況の経過報告および「世界学」の授業参観

１０月12日教官アソケート・「環境学」「奈良学」のアンケートの原案作り

１０月20日中高一貫教育推進研究協議会（文部省主催）に参加（吉田シ・木村）

１０月27日校内研修会名古屋大学教授安彦忠彦先生

「中等教育のカリキュラム構成」

１１月上旬６年一貫教育・総合教科についての教官アソケート実施

１１月19日研究開発推進委員会⑤「初年度のまとめと今後の日程について」

１１月24日研究開発推進委員会⑥「学期制・授業時間・教官アソケートのまとめ」

１２月７日研究開発推進委員会⑦「15日の会議議題について」

１２月15日教官会議「２期制を取り入れるか（継続審議）

１日は45分７限授業とする（否決＝50分６限授業)」

１２月24日研究開発推進委員会⑧「平成14年（2002年）以降の教育課程について」

平成12年（2000年）

１月７日平成12年度研究開発実施計画書提出

１月21日総合教科「世界学」の公開授業と研究協議会

１月26日教官会議「平成12年度の総合教科の担当教科について審議」
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代表者会で「平成12年度の総合教科の担当教科」を決定

カリキュラム検討のための教科担当者会議(1)

カリキュラム委員3名（吉田、勝山、落葉）の選出

これ以後は、カリキュラム委員会が教育課程作成の中心となることを決定

カリキュラム委員会(1)

教官会議「中等教育学校校則の検討、カリキュラム委員会の方針の承認」

運営指導委員会

運営指導委員の意見を聞き、各教科主任と委員の打ち合わせを行う

総合学習を考える会

カリキュラム委員会(2)

教官会議

「中等教育学校に向けて、諸々の規定（内規）の検討」

「個別教科のカリキュラム作成について」

カリキュラム委員が東京大学教育学部附属中・高校へ学校訪問

教科主任会：各教科に総合学習との関係のシートを提出することを要請

教官会議

カリキュラムについて議論する会議日程を決定

カリキュラム委員会(3)

カリキュラム委員会(4)

カリキュラム委員会(5)

カリキュラムに関する講演会を、鳴門教育大学村川雅弘助教授に依頼

個別教科と総合学習（奈良学、情報学）との関連、全教科から提出

研究会議「２期制について」

２期制のシミュレーションを提示し、それに関して議論

カリキュラム委員会(6)

カリキュラム委員会(7)

カリキュラム委員会(8)

カリキュラム教科担当者会議(2)

カリキュラム委員が、名古屋大学附属中・高校へ学校訪問

７／14の総括会議の午後に、研究開発運営指導委員に出席要請を決定

大阪府立大学総合科学部助手の西森章子先生、運営指導委員を了承

大阪教育大教授の長尾彰夫先生、運営指導委員を了承

教官会議

・２期制への移行：反対１，賛成27、保留10で可決

・移行年度は、課題を各責任部門で検討してから決定

・名古屋大附属中・高校への訪問を報告

・カリキュラム担当者会議の報告

カリキュラム委員会(１０

カリキュラム委員会00

２月１日

２月２日

２月10日

２月14日

２月16日

２月24日

２月24日

２月25日

３月８日

３月13日

３月16日

４月６日

日
日
日
日
日
日
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６月14日

６月21日

６月27日 長尾先生（大阪教育大学）を訪問し、指導を受ける（松本・勝山・落葉・吉田）
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分掌会議「２期制に関する問題点」

村川先生（鳴門教育大学）講演（１３：００～１６：00）

演題：中等教育における「総合的な学習」

カリキュラム＆運営指導委員者会議（９：００～１６：００）

午前：６グループに分かれて議論

午後：全体会議（運営指導委員）

教官会議

2000年度の紀要は、カリキュラム特集＆総合学習＆個人研究と決定

有志カリキュラム会議（言いたいことを言おう会）参加者10名

文部省研究開発進捗状況調査

文部省：教科調査官大杉昭英先生

本校：杉峰英憲・吉田裕・松本博史・林良樹・中道貞子・落葉典雄･吉田信也

研究の進捗状況を報告し、指導を受け、中学年を重要視する必要性を再認識

1993年度卒業生へ、本校教育課程へのアソケート発送

カリキュラム委員会⑫

教官会議「カリキュラムの諸問題をまとめて提示」

カリキュラム委員会⑬

長尾先生十カリキュラム教科代表十カリキュラム委員＋有志の研修会（23名が参加）

６月28日

７月７日

７月14日

７月15日

７月20日

７月25日

７月26日

８月22日

８月31日

９月６日

カリキュラム教科担当者会議(3)

カリキュラム委員会⑭

研究会議

・移行期のカリキュラム

・各教科の新カリキュラム構想の説明

・２期制移行に関しての問題点

1993年度卒業生アソケートの集約が完成

カリキュラム委員が６年有志から、２期制に関して意見を聴取

カリキュラム委員が生徒会関係者十有志から、２期制に関して意見を聴取

カリキュラム委員が生徒会代議員に、２期制に関して説明

カリキュラム委員会十長尾先生

環境学のフィールドワークを見学

教官会議

・移行期のカリキュラムを議論し、次回に結論を出すことを確認

・２期制への移行時期を2001年度とする原案を提示

反対５賛成２２保留１１で可決

・各教科の構想と単位要求について

教官会議

・移行期のカリキュラムを第２案に決定

カリキュラム教科担当者会議(4)

合科を考えている教科・科目の担当者会議

カリキュラム委員会⑮

９月20日

９月27日

９月28日

10月５日

10月６日

10月７日

10月10日

10月11日

10月１８日

10月25日

10月30日
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教官会議

・新カリキュラムに関する課題を列挙し、説明

・説明に対して、質問・意見を受けた

カリキュラム委員会⑯

カリキュラム会議

・全体会で審議日程などの説明

・グループに分かれて協議

カリキュラム委員会⑰

・各教科との協議（ヒアリソグ）をすることに決定

カリキュラム教科担当者会議(5)

・授業年間計画表の作成を依頼

公開研究会（公民科、数学科、英語科が公開）

大杉先生（文部省)、長尾先生（大阪教育大）に参加要請

カリキュラム委員と理科との協議

カリキュラム委員と社会科との協議

カリキュラム委員と国語科との協議

カリキュラム委員と数学科との協議

カリキュラム委員と英語科との協議

カリキュラム委員と保健体育科との協議

カリキュラム委員と芸術科との協議

カリキュラム委員と技術・家庭科との協議

カリキュラム委員会⑱

・家庭科から、「いのち・暮らし」はできないとの申し入れ

11月８日

11月15日

11月29日

11月24日

12月４日

12月５日

12月７日

12月８日

12月14日

､相談の結果、家庭科の「家族」を総合的な学習として実施する方向で検討

．そのために、社会科が出講する形で援助する方向で考えることに決定

カリキュラム会議（教官、長尾先生）

･４５分×７限を50分ｘ６限と平行して考える

・５０分×６限を基本に、柔軟にモジュールの考え方も含めて追求する

．研究紀要の執筆は、５０分×６限で行う

.ＡＧとホーム制と総合的な学習

．ＡＧは大学の先生の講義を中心にした形で追求することで了承

カリキュラム委員会⑲

12月19日

12月22日

平成13年（2001年）

１月10日教官会議

１月16日カリキュラム委員が長尾先生を訪問し、指導を受ける

１月31日カリキュラム会議

２月13日カリキュラム委員が長尾先生を訪問し、指導を受ける

２月21日教官会議

３月７日カリキュラム会議（教官、長尾先生）

３月16日教官会議・総括会議
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奈良女子大学文学部附属
中等教育学校研究紀要第42集
2001年３月

Ｂ研究内容

第１編カリキュラム編成における基本方針

第１章本校教育の方向性

カリキュラム委員会

１本枝の最近20年の軌跡

本校の進むべき方向を探るために、まず最近の20年の歩みを簡単に振り返る。

(1)前カリキュラム：1980年代

1973年から「中高６年一貫教育」にふみきった本校は、国立大学附属校の「エリート主義」教育へ

の批判をふまえて、奈良県下随一の進学校から普通の学校への変革を図った゜しかし、中高６年一貫

教育の具体化は、当初カリキュラム編成に関してはあまり進まなかった。教育研究も個人的レベルに

とどまっていた。

入学検査に「実技を含めた８教科による入学検査」「３倍抽選制」を導入し、高校入試がないこと

から高校段階では「学力」差が大きくなり、どの水準の生徒に焦点を当てた授業をするか、悩む時期

でもあった。「標準学力テスト」の実施や授業方法、考査の問題や方法の工夫がなされたが、次第に

授業や特別活動に停滞が見られるようになった。「特別指導」を要する生徒も年々増加し、指導方法

をめぐり教師間の混乱が生じた。そして、附属学校本来の使命を果たすことに、困難も生じはじめた。

(2)現カリキュラム：1990年代

現カリキュラムは、学校改革と同時に、1989～91年度における「研究開発」指定にともなって開発

された。前項で述べた課題をふまえ、新たな中高６年一貫教育の内容づくりがカリキュラム上から試

みられた。その結果、総合教科「奈良学」「環境学」が創設され、英語20人講座が導入された。また、

５．６年では大幅な自由選択制度を導入した。これらの実践は、2002年度（中学校）および2003年度

（高校）から実施される新学習指導要領における「総合的な学習」や、少人数講座編成の先駆けとなっ

た。さらに、情報教育や国際交流教育にも力を入れた。学校的規模で教育研究が前進し、公開授業も

毎年開催されるようになった。

これらの取り組みによって、多様な「学力」の向上を目指すと同時に、ある程度の進学保障も実現

できるカリキュラムづくりを行った。また、入学検査の改革（３倍抽選制廃止、附小接続見直し）を

行った結果、高校における「学力」差は縮小された。しかし、単位数が増加したため、３年～６年に

おいて７限授業が行われ、生徒の特別活動などへの影響も出た。
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２本枝はどこへ向かうのか？

以上の20年の経験を基に、これから本校はどこへ向かうべきなのかを考える。この方向が、新カリ

キュラムの編成の基本となる。

(1)どのような生徒を育てるのか

中等教育学校となっても、本校の基本的なスタソスは1990年代と大きく変わらない。次の本校の基

本方針に基づいて、教育の実践を行う。

１．自由で自立した人格の形成と社会的責任の自覚を養う学校

２．多様な能力に対応し、それを伸ばせる学校

３．地域社会に開かれ、国際化社会に対応できる学校

「自由・自主・自立」は本校の校風であり、あらゆる教育活動の根幹に位置付いているが、最近の

生徒はややもすると「自由」と「勝手気まま」を混同する傾向にある。「自由」と「自律」は対であ

ることを理解させ、様々な場面でこの校風を意識させたい。また、自分の頭で自主的に考え、議論し、

行動できる自立した人間を育てたい。

独立した人格の基礎を築く中等教育は、単なる高等教育への通過点ではない。したがって、大学受

験のみを目的とする中等教育はあり得ない。本校は、生徒が将来、国際化社会に通じる「良き市民」

として、生きていく力を身につけることを目指している。また、新カリキュラム作成にあたって、こ

の点をより強調したものにしたいと考えている。

(2)学力水準

ここでいう「学力」とは、教育研究・教育実習の対象になりうる基礎・基本をふまえ、個性を伸ば

す学力のことである。また、本校は高校入試がないため、６年間において「学力」が多様化し、格差

が拡大することは避けられないと考え、次のような方策を考えている。

①入学時に「適性検査」を実施する。この検査は本校の教育を受けるのに適した能力が備わってい

るかをみるためのもので、いわゆる「受験」に必要な知識量ではない。興味・関心がどれだけ豊か

か、試行錯誤しながら考える力や表現する力が、身についているかという点である。

②中学年（３．４年）の英語・数学・国語で、少人数講座を編成し、中学の内容から高校の内容へ

移る際のギャップを、ていねいな指導で補い、「学力」差の拡大を最小限にくい止める。

③「中学校・高校学習指導要領」の内容を、生徒の発達段階に応じて合理的なカリキュラムに再編

成し、生徒の学力がスムーズに定着するようにする。

これらの手だてがないと、６年間で「学力」差が急激に拡大し、本校のめざす教育が実現できない

ことは、前述の80年代の経験から明らかであろう。

(3)進路保障

中等教育における本来の目的が大学進学でないことはすでに述べた。しかし、ほぼ全員が大学進学

希望である本校にとって、多様な生徒の能力や適性に見合った「進路」を保障するようなカリキュラ

ムを編成することが重要である｡したがって、高学年（５．６年）では「大学入試」をまったく無視

するわけにはいかない。この点について全教官の認識は一致している。このように進路保障を確実に

することで、本校生徒の「学力」が、多様かつ一定の幅に落ち着き、中等教育学校としての教育活動

が困難になることを防止できると考えている。
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(4)教育研究

本校は、1990年代より公開研究会の実施や研究開発学校・研究指定校としての実践を行い、全校的

な研究体制を確立してきた。今後も、この研究体制を発展させていく予定である。さらに、中等教育

学校としての教育内容の構築と、中等教育学校の実態に合わせた新学習指導要領の実践を行っていく。

具体的には、以下の内容の研究を進める。

●６年一貫の「総合学習」

●３．４年選択学習と各種ガイダソス構想

●習熟度別・少人数講座の編成

●各教科における2-2-2制の徹底と中高内容の互換

●新科目創設と教科・科目再編の試行

●情報化・国際化への対応

●評価の研究

●小学校から大学までの連携

●学校行事、ホーム制

第２章カリキュラム編成の理念

１中等教育学校としての６年一貫カリキュラム

カリキュラム委員会が中心となり、カリキュラム編成の基本方針を以下のように決定した。この方

針のもとに、各教科のカリキュラム担当者とカリキュラム委員会が常に連絡を取り合い、協力してカ

リキュラムを作成することになった。

(1)中等教育の完成を目指すカリキュラム

本校は大学進学希望者がほとんどの学校であるが、「大学進学準備教育」だけを目的とはしていな

い。大学進学はあくまでも結果であって、本校を卒業すれば「よき市民」として世の中を生きていけ

る生徒・人間を育てることを目標とする学校である。したがって、そのためにはどのようなカリキュ

ラムが最適であるかを研究・開発する。

(2)2-2-2制が形の上からもわかるカリキュラム

現在のカリキュラムは、2-2-2制を標傍しながら、形の上では3-3制あるいは4-2制にしか見えない

という指摘を受けた。中等教育学校が、単に中学３年と高校３年を足しただけの学校ではないことか

ら考えても、2-2-2制がカリキュラム上で実効性を持つようにしなければならない。

これはカリキュラム全体で考えなければならないとともに、各教科のカリキュラム上でも2-2-2制

が見え、2-2-2制が必然であることがわかるものにする。特に、中学年（３．４年）のカリキュラム

をどのように構成するかがひとつのポイントである。

(3)教科の再編をにらんで、新教科・科目の構想・実践を行うカリキュラム

おそらく、１０年後には教科の再編が始まり、２０年後には教科の様子はかなり変化しているであろう。

その状況を見越して、各教科の特性を考えながらカリキュラムを編成する。すなわち、現在の教科.
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科目や学習指導要領にこだわらず、中等教育学校としての本校が考える教育を実践していくためには、

どのような教科・科目が必要なのかを考えて、教科の再編もにらんで大胆に研究を進める。

(4)総合学習を６年間を通して実施するカリキュラム

総合学習としては、「奈良学」「情報学」「環境学」「世界学」の実施が決定しているが、「総合的な

学習の時間」として新学習指導要領が定める時間数には不足している。さらに、本校の総合学習は、

グループ別で学習するものばかりである。それらの点を克服して、６年間を通した総合学習の体系を

創り上げる。

また、新カリキュラムで出てくると予想される新しい構想と総合学習とのバランスを考慮しなけれ

ばならない。

(5)「学力」差の拡大に対応するカリキュラム

中等教育学校は学力検査が許されないので、入学した生徒は６年間を過ごすうちに「学力」差が拡

大することが予想される。これは、本校が10数年前に経験したことである。この「学力」差に対応す

るために、どのような方策が考えれるのかの研究がぜひとも必要である。

特に､教育内容が中学の内容から高校の内容に変わる中学年(３．４年)が重要だと考えられる。そ

の時期に、ティームティーチソグ(以下ＴＴ)や少人数、習熟度別の教育を用意する方向で編成していく。

(6)小学校から大学への連携を視野に入れるカリキュラム

本学の附属小学校は、大正時代から総合学習を実践してきた学校である。本校が計画している「総

合学習センター」などを通じて、附属小学校と総合学習において連携をとれるようにしていきたい。

また、本学の教官にも本校へ出講してもらい、生徒が学問の最先端にふれる機会がもてるカリキュラ

ムの編成を行う。

２中学年（３．４年）の重要性

中等教育学校の６年間の生徒たちの発達の幅と深さは、３年十３年では見えない。つまり、中等教

育学校は、中学３年間と高校３年間を単純に足し合わせた学校であってはならないと考える。特に、

３年（中学３年）と４年（高校１年）との間には、教科的、認知的ギャップが存在する。これを１つ

の段階と見ることで、様々な教育的・教科的取り組みが可能となる。

例えば､本校の社会･地歴･公民科では､知識･概念､各種技能の習得について､次のように考えている。

学年 印．・櫛 奇FII！

－１４－ 

学年② 知識･概念 各種技能

1.2年
基本的知識の習得

(鎌倉武士､裁判所など〕

視点の広がり
まとめ･発表

意見表明
体験･交流

3.4年
知識から基礎概念へ

(在地領主、司法など）

課題学習

多様な表現

二項討論
協同･主張

5.6年
基礎概念の習得･応用

(荘園制.国家権力など）

課題追突

主題的表現

多様な討論

模擬授業等
相互璽識



このように、カリキュラム作成の際には、全教科において2-2-2制の概念が必要となっているので

ある。全教科において、上記のような研究を行い、2-2-2制が形の上からも見える中等教育学校のカ

リキュラムを編成する。

３新教科・科目の構想

上記で述べたように、中等教育学校においては中学年（３．４年）が非常に重要な学年だと考える。

したがって、従来の教育課程、あるいは中学校・高等学校を前提とする学習指導要領にとらわれてい

たのでは、中等教育学校として十分なカリキュラムは編成できないと考え、３年と４年をつなぐ新教

科．科目の設置を行う（もちろん、この試みは、中学年に止まるものではない)。平成12年12月現在

おいて、構想が進行中のものは以下の通りである。

３年現代史（社会・地歴・公民科）

生活デザイン（芸術科と家庭科の合科）

４年現代史（社会・地歴・公民科）

生活デザインＩ（芸術科と技術科の合科）

５年芸術と社会（社会・地歴・公民科と芸術科の合科）

総合数学Ｉ（数学科）

生活デザインⅡ（芸術科）

６年総合数学Ⅱ（数学科）

生活デザイン、（芸術科）

それぞれの構想について、簡単に述べておく。詳しくは、各教科の項を参照していただきたい。

(1)現代史

中学年を結ぶ新科目として、「中学社会」歴史的分野と「高校日本史Ａ」「高校世界史Ａ」の相互乗

り入れを行う「現代史」を創設する。これにより、同時代史的前近代史・近現代史を重視した新しい

視点を打ちだす。

「現代史」では「産業革命」以降の歴史を扱う。

(2)芸術と社会（仮称）

本校の５．６年生時では「個の確立と将来の展望一個性、能力、進路に応じた学力の習得と自立し

た人格の形成一」が教育目標となっている。この目標に接近するために、新科目「芸術と社会」（仮

称）を設置する。

本科目は二つの視座に基づいている。一つは、現代世界が当面している諸問題を根本的には価値の

IMI題としてとらえる視座である。いま一つは、「自立した人格の形成」を、体験を通じた価値との出

会い、自己認識、表現という過程としてとらえる視座である。この二つの視座が交錯する地点を

「humanities（人文)」と理解したい。

ここでいうhumanitiesとは、文学などの言語的表現だけでなく、ダンスや映画や音楽などといっ

た非言語的表現をも含むものであり、そのいずれもが現代世界を表象している。したがって

humanitiesは、私たちが現代世界についての認識を深めたり、個の確立を試みるにあたって、格好

の素材を用意しているといえよう。
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本教科ではさまざまなhumanitiesをとりあげ、現代IIL界の仕組みや既存の価値観の矛盾を学びと

り、それらを乗り越えてゆく力をつけていきたい。

(3)総合数学Ｉ.Ⅱ（仮称）

現在のカリキュラムでは、４年までが必修で、５年から自由選択である。これを、新カリキュラム

では５年まで必修にすることにした。数学の力は「生きる力」の基本となるものであるが、理系・文

系や大学受験との関係で教科・科目を選択する傾向の強まってきた現在の生徒たちは、数学を避けよ

うとする傾向が強い。このままでは、中等教育を終了するにふさわしい「数学の力」「生きる力」を

全員が身につけているとは言い難いからである。

しかし、数学が苦手であり、大学受験にも必要でないという生徒も現実には存在する。そこで、従

来からの教科書に代表される「数学」とは別の、新科目「総合数学Ｉ.Ⅱ」（仮称）を創設すること

にした。これは新学習指導要領における「数学基礎」と似ているが、「数学Ｉ」あるいはそれ以上の

数学を学習したあとに履修する点で大きく違う。すなわち、「数学基礎」よりも進んだ数学の上に展

開するのである。

(4)生活デザイン

従来の工芸科に、美術科・技術科・家庭科の要素を加えて、合科したものである。従来の教科の枠

にとらわれることなく、文字通り「生活をデザイソする力」を身につけることを目標とする。

３年生は、ファッショソデザイソやテキスタイルデザイソなども内容に含め、家庭科の出講を受け

る。４年生は、「イサム・野口の明かり」などのイソテリアデザイソや建築・環境デザインなども内

容に含め、技術科の出講を受ける。

以上の他にも、社会・地歴・公民科、家庭科、保健体育科による合科で、新科目「いのち・暮らし」

構想があった。しかし、社会・地歴・公民科が他にも新科目を創設すること、総合学習へ積極的に参

加することなどの負担増から参加が危ぶまれた。そして、保他体育科と家庭科で教育内容のすり合わ

せを行ったところ、本当の意味での合科となるための合意ができなかった。このままでは、単に担当

者が複数教科から出て講義するだけとなる恐れが出てきたので、今回のこの構想は発展的に解消した。

その代わりではないが、家庭科の構想に社会・地歴・公民科が協力、lllii脳する形での「家族」構想が

現れて、総合学習として設置すべく研究中である。

４教科の再編

カリキュラム委員会では、現在の教科を次のように分類した。

国語・英語・数学→基本的学力に関する教科（含理科の一部、地歴の徴部）

理科・社会（地歴・公民）→多面的学力に関する教科（科|]|Ｈ１格差あり）

保体・芸術・技家→生きていく上での基礎的技能・糀神・身体に関わる教科

そして、これらのうちの「基本的学力に関する教科」は将来も存続するであろうが、他の教科は再

編されると予想している。

特に、「生きていく上での基礎的技能・精神・身体に関わる教科」は、現在の枠組みにとらわれる

ことなく、社会の変化に伴って大胆に再編を目指すべきだと考えている。その１つの方法として、中

等教育学校として必要な新教科・科目の創設を通じて、教科の再編を}倣想しているｃ
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具体的には、「芸術科」・「技術科｣、「家庭科」が大同団結して、「創作科」（仮称）を編成すること

を協議中である。前項で述べたような新科目を通じて、これらの教科が有機的に結びついて新教科を

構成するように研究を続ける。

５総合学習と個別教科

(1)総合学習

本校では、総合学習を次の２種類に分類している。

■「統合型総合学習」：まとめて学習する方が適しているもの

１つのテーマを、教科横断的・総合的に学習する

■「分散型総合学習」：各教科に分散させて学習する方が適しているもの

１つのテーマを、各教科の側面から学習してモザイク的に総合する

そして、新カリキュラムでは総合学習として、「奈良学」「環境学」「世界学」「情報学」の４分野の

実施を予定しているが、それぞれの性格・構造を次のようにとらえている。

4つの総合学習の性格・構造

したがって、自分の周りのことを学習する「奈良学｣、教科を超えて様々な場面でのツールとして

重要な情報を学習する「情報学」は分散型として、様々なテーマを扱い、それらを深めることができ

る「環境学」「世界学」は統合型として、学習するのが最適だと考えた。

統合型の内容や教材は、時系列をなしながら網状をなして関連・系統化されていくが、依然として

一個のく教科＞として構成していくことができる。ところが、分散型は時系列や系統性は全く保証さ

れていない。そこで、２つの総合学習を明確に分類することで、その取り扱い方法、展開方法、留意

点、評価方法等が明確になると仮説を立てて研究している。

それぞれの総合学習に関しての詳細は、第３編総合学習を参照されたい。

(2)個別教科

各教科のカリキュラムにおいて、最も重要視しているのは「2-2-2制が見える中等教育学校のカリ

キュラム」を編成することである。そのため、中学校・高等学校を前提としている学習指導要領に縛

られることなく、大胆に前期課程（中学）・後期課程（高校）６年間で重複する教材を精選し、どち

らか一方に位置づけて不必要な重複をなくす作業を行っている。あるいはその逆に、生徒の発達段階
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を考慮して、同じ概念をスパイラル方式でそれぞれの発達段階に応じて教育内容に組み立てる研究も

行っている。

このように、単なる教育内容の前倒しではなく、生徒の発達段階を考慮した2-2-2制の考え方に基

づいて学習内容を並び替えることによって時間的ゆとりをつくり出し、未知の世界への好奇心や学習

への意欲を深める。そして、「安定した学校生活で自分を発見し、自己実現する生徒｣、「ゆとりのあ

る学校生活｣、「教師の余裕ある生徒理解｣、「余裕ある教育活動｣、「柔軟なカリキュラム」の実現を目

指す。

(3)総合学習と個別教科

総合学習と個別教科とは無関係ではあり得ない。総合学習が実りあるものになるためには、当然、

教科の力が必要である。そして、総合学習において教科の力が実際に役立つことを経験することで、

教科の学習にも意欲的に取り組める。このように、総合学習と教科学習は両輪である。

したがって、カリキュラムにおいても、個別教科は総合学習を意識したカリキュラムを編成し、総

合学習は個別教科で学習することを意識したカリキュラムを組まなければならない。例えば、３年に

おける「環境学」をより実りあるものとするために、理科では３年生でエネルギーを重点的に学習す

るカリキュラムを構想している。あるいは数学では、関数の学習において「環境学」の内容を取り込
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めないか研究する予定である。

６前期課程と後期課程の相互乗り入れ

前項でも述べたように、新カリキュラムでは、６年間を見通して各教科の教育内容を精選し、配列

し直す研究・作業を行っている。それに関して、新指導要領との関連を整理すると、以下のようにな

る。

(1)前期課程（中学校段階）について（例えば、必修教科の授業時数を、年間90単位時間の範囲で必

修教科の内容を代替することができる選択教科の授業時数に充てる、など）

①３年の社会の公民分野を、３年「現代社会」の内容に含めて指導する。

②３年の社会の公民分野を、「アカデミックガイダソス」の「マスコミ」でも指導する。

(2)後期課程（高等学校段階）について（例えば、必履修教科・科目の内容を代替することができる

学校設定教科・科目の履修をもって、必履修教科・科目の履修の－部又は全部に替える、など）

①３．４年「現代史」の履修をもって、高校の必履修教科・科目「世界史Ａ」「日本史Ａ」の履

修とする。

②４年「代数・幾何学Ⅱ」の履修により、高校の必履修教科・科目「数学Ｉ」の履修とする。

③４年「総合理科Ⅱ」の履修により、高校の必履修教科・科目「理科総合Ａ」「理科総合Ｂ」の

履修とする。

④４年「家庭総合」で、高校の必履修教科・科目「家庭基礎」の履修とする。

⑤４年「IntegratedEnglish」で、高校の必履修教科・科目「英語Ｉ」の履修とする。

(3)前・後期の教育課程の相互乗り入れ関係について（例えば、中学校段階で高等学校段階の必修科

目を履修している場合は、高等学校段階に進んだときにその科目を履修済みとみなし、他の発展的

な科目などを履修させる、など）

①３年の「現代社会」の履修により、高校の「現代社会」内容の一部を履修済みとする。

②３年「総合理科Ｉ」の履修により、高校の「理科総合Ａ・Ｂ」の内容の一部を履修済みとする。

③３年の「保健」の履修により、高校の保健の内容の一部を履修済みとする。

④３年「生活デザイソ」の履修により、工芸、美術の内容の一部を履修済みとする。

７選択制と「アカデミックガイダンス」

(1)現在のカリキュラムの選択制

本校の現在のカリキュラムの特徴の１つは、高学年における大幅な選択制である。したがって、５．

６年においては多くの選択教科・科目を設置している。その裏返しとして、１年～４年ではほとんど

の教科・科目が必修であり、芸術科を除いて選択制は存在していない。

そのため、生徒たちは高学年になっていきなり教科・科目の選択を迫られてきた。数年前までなら、

その状況でも自分の進路に応じて選択が可能な生徒がほとんどであったのだが、生徒や社会の変化に

伴って、最近はとまどう生徒も多くなってきた。

(2)アカデミックガイダンス

以上のような状況を考慮して、新カリキュラムにおいては「アカデミックガイダソス」と称する選
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択学習を設置することになった。この「アカデミックガイダンス」は、次のような名古屋大学の安彦

忠彦教授の選択の理論を参考にしている。

●中学の選択方法と高校の選択は違うべき

●中学で選択を履修する原理；広く、浅く、多く、短く、軽く

●高校で選択を履修する原理：狭く、深く、少〈、長く、重く

●高校は個性を伸ばす、深めるのが役目であり、うまく機能しないのは、中学で選択的な経験が乏

しいからである。

この安彦氏の説を参考にして、以下のような「アカデミックガイダソス」の構想をたてた。

●３．４年の中学年において、異学年混合で短期集中型で開講する。

●前．後期において各々１講座(0.5単位)を選択し、２年間で合計４講座（２単位）を履修する。

●本学の教官を中心に、それぞれの研究分野・専門分野の講義および実験の指導を行う。

●本校の教官は、大学の教官との連絡や援助を中心にするが、講義を行うこともある。

●生徒が自分の将来を考え、職業を選択していく際の援助となるように、それぞれの学問の楽しさ、

素晴らしさを生徒自身が感得する事を目標とする。したがって、膨大な、過酷なレポートは課さ

ない。

次年度以降は、この計画の具体化を進めていきたい。

８キャリアガイダンス

(1)キャリアガイダンスの必要性

本校では、生徒が自分の将来の生き方・職業を考える時間は、担任が中心となってＨＲで保証して

きた。しかし、これからますます社会も生徒も多様化する中にあっては、これらの指導を学校全体の

カリキュラムの中に、「キャリアガイダソス」として組み込まなくてはならないと考えた。

そこで最初は、他校の総合学科で行われている「産業社会と人間」を参考にして、１単位分を４年

生で確保しようと構想した。しかし、授業時間数は週に30時間という制約などもあり、新カリキュラ

ムでは短期集中的に行う形で出発することに合意した。

(2)キャリアガイダンスの試行

「キャリアガイダソス」の試行の１つとして、平成12年度は学務部・進路が中心となり、大学教官

による学問の紹介を通じて将来の職業選択の参考となる以下のような「ガイダソス」を、５年生に対

して実施した。

●日程2000年11月４日(士）３時間目４時間目

●企画内容大学の教員による学問分野別のガイダンス、および質疑応答

●目的各学問分野についての具体的内容と最新の研究について知る。

●内容

・各学問分野の一般的な研究フィールド

・どのような学生を求めているか

・将来の進路はどのようにひらけていくのか

・高校時代にどのような学習をしておくのが望ましいかなど

●分科会：人文科学系、社会科学系、医療系、理学系、工学系（パイオエ学、情報工学）
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このガイダソスに対する生徒の反応は非常によく、大学教官の先端分野の高度な話にもよく食いつ

いていた。やはり、講演（講義）をする人間が興味を持っていることについて話すと、少々難しくて

も生徒の受けはいいようだ。この経験を、新しい試みである「アカデミックガイダンス」にも生かし
ていきたい。

９少人数・習熟度別編成

学力検査が実施できない中等教育学校では、中学年(３．４年)頃から「学力」差が拡大すると予想

される。そこで、中学年の国語科・数学科・英語科に、少人数授業を積極的に取り入れることにした。

(1)国語科

国語科では、３年生の２単位分で１クラスを２分割した20人の授業を計画している。この授業では、

｢表現」に重点を置いて指導を行い、構想の整った400字程度の文章が書けることを目標とする。

さらに、教師の人員、時間、負担等が許せば、４年生の一部においても少人数授業を行うことを検

討中である。

(2)数学科

数学科では、４年の５単位分で１クラスを２分割した20人の授業を計画している。これは、高校数

学を本格的に学習する４年からは、人数を少なくしてきめ細やかな指導を行うことによって「学力」

差の拡大を防ぐとともに、あらゆる力の基本となる数学の力を全員に身につけさせるためである。

特に数学科に対しては、カリキュラム委員会から少人数授業でも習熟度別は考えないのか、あるい

はティームティーチソグは考えられないのかとの意見があった。それに対して数学科は、以下のよう

な考え方で、クラス２分割の20人授業を選択した。

・４０人から20人になるだけで、いままで以上に生徒に目が届き、丁寧な指導が行える。

・問題演習等で生徒が指名される機会も倍増し、それだけでも学習効果はかなり違ってくる。

・少人数授業は初めての経験であり、いちばんやりやすい単純な２分割でやる方が問題が少ない。

.ＴＴは単純な２分割の少人数授業とは違った効果のある授業はできると考えるが、本校の生徒の

実態を考えると、２０人の少人数授業の方が効果があると判断した。

(3)英語科

現在のカリキュラムでは、英語科は１年～３年で１クラスを２分割して20人で授業を実施している。

これを４年まで拡大する予定で、カリキュラムを考えている。語学教育は、やはり少人数で行うこと

が何より効果的だと考えるからである。

本校では、技術・家庭科、保健体育科などで３クラスを４分割する30人授業の伝統がある。この少

人数授業を英語科からさらには国語科、数学科にまで拡大していく。この少人数授業の方向は、これ

からの日本の学校での主流となっていくだろう。

本校の研究としては、以下のことを目指す。

●20人でこそできるものを追究する

●そのために、４０人ではできないことは何かを追究する

●そして、教科、内容に応じた最適な授業タイプを研究する
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１０ホーム制の構想

(1)ホーム制とは

カリキュラムの議論の中で、６年一貫の中等教育学校の特性を生かし、生徒の縦のつながりを強化

するものとして、以下のような「ホーム制」構想が現れた。

●１学年男子２人、女子２人の１年～６年まで合計24人が１つのホームを構成、全体で30ホームを

構成する。

●各ホームには、１人ずつ教官がホーム担任として配当される。他の10数名はフリーマソとして、

各ホームから出される企画のコーディネートやホーム制担任の補助にあたる。

●７月の午前中、１２月の合計約２週間をホームによる活動期間とする。

●基本的には、各ホームの活動内容はそれぞれのホームが自由に決める。例えば、宿泊行事なども

可能である。

●各ホームは上級生の生徒代表を１名決め、代表者会議等を開きながら、代表が中心となってホー

ムを運営する。教官は、補助の立場をとる。

●この「ホーム」制を通じて、生徒の縦のつながりの強化を図る。

(2)ホーム制についての議論

「ホーム制」の目標とする縦のつながりの強化は、教官全員が賛成である。そして、そのための手

段としての「ホーム制」に対しても、非常に魅力のある案だとの賛成も多かった。

しかし、短期集中方式で行った場合の「奈良学」「アカデミックガイダンス」と活動期間がバヅティ

ソグする、３０人のホーム担任の仕事の様子や負担の度合いが具体的にイメージできない、などの理由

で、平成12年12月現在、心情は賛成、実施は嬬踏という状況である。

それを打開するために、次のような改良案も現れた。

●毎日30分間、朝の会を延長したような形として「ホーム制」を実施する。したがって、従来のよ

うな朝の会はなしとなる。活動内容はそのホームで考えて、自由に行う。

●原案のような「ホーム制」を、「奈良学」「アカデミックガイダソス」も学習しながら行えるよう

に追求すればいいのではないかという意見もある。しかし、これだと教官の負担はかなり増加し、

７月と12月の実施期間中は慌ただしい感じとなり、原案の意図の１つと合わなくなる。

以上のように、明確な反対はないのであるが、他の構想との関係もあって実施には数々のハードル

が立ちふさがっている。しかし、「ホーム制」の精神、目標とするところを、何とか新カリキュラム

の中で生かすように研究を進めたい。

１１２期制

(1)２期制への移行

週５日制の中等教育学校のカリキュラムを編成する上で、できる限り行事等を削ることなく授業時

間数を確保するために、２期制への移行を検討した。

まず、２期制のメリット、デメリットを次のように整理し、議論を行った。

メリット

●授業時間が確保できる。

●定期考査の間隔が長くなるため、一夜漬けの学習では対応できないので、日常的な学習習慣が身

に付く。
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●0.5単位の授業が設定できる。

●１単位の授業でも、「前期に２時間続きの授業」という設定ができる。

●後期課程３年間を６学期ととらえ、前半３学期は共通履修、後半３学期は文理別の選択履修とい

うことも考えられる。

デメリット

●定期考査の間隔が長くなるので、日常的な学習ができていない生徒の負担が増大する。

●定期考査が少なくなるため、成績不振者の発見が遅くなる。

●前期、後期での２回の時間割編成が必要となることも考えられ、時間割を組む者の負担が増える。

※どちらとも言えない事として、小テストの増加が考えられる。

その他、クラブの公式戦への影響、７月の暑いときの授業の対策などについても議論をし、その結

果、平成12年６月に２期制への移行を決定した。しかし、実施時期は未定とし、もう少し時間をかけ

て、各分掌などでさらに問題点等を検討した。

そして、１０月に実施時期について議論をし、平成13年度より２期制に移行することを決定した。そ

の結果、前期、後期別々に単位認定を行なったり、１単位の授業を前期のみに２時間続きで行うなど

の柔軟な時間割も組めることとなった。新カリキュラムでも、この利点を生かしていきたい。

第３章カリキュラム編成作業

１編成日程

(1)平成11年に研究推進委員（８名)、運営指導委員（12名)、平成13年にカリキュラム委員（３名）

を決定する。

(2)研究推進委員会が中心になり、平成11年度中に「平成元年度より実施してきた2-2-2制を枠組み

とする中高６年一貫教育の総括」を行う。

(3)教科カリキュラム担当者が中心となり、平成12年度中に各教科のカリキュラム細案を作成する。

(4)カリキュラム委員会と教科カリキュラム担当者が中心となり、平成12年度中に新教科・科目の創

設を行い、平成13年度中にそれらのカリキュラムの編成を行う。

(5)カリキュラム委員会が中心となり、平成13年度中に新カリキュラムを編成する。

(6)研究推進委員会とカリキュラム委員会が中心となり、平成13年度中に「総合学習」の形態とカリ

キュラムを決定する。

(7)研究推進委員会が中心となり、平成12年度中に２期制・単位制への移行について決定する。

(8)カリキュラム委員会が中心となり、平成12年度中に移行期のカリキュラムを決定する。

(9)平成14年度は１年～３年、平成15年度は１年～４年、平成16年度は１年～５年、平成17年度は全

学年で新カリキュラムを実施する。

００新カリキュラム実施のための細目を決定する。

２平成13年度までの作業日程

(1)平成11年

４月中等教育学校に向けての校内体制の見直しを始める。

５月平成元年度より実施してきた2-2-2制を枠組みとする中高６年一貫教育の総括項目の洗い

－２３－ 



出しを行う。

中等教育学校の入学検査の方法と中等教育学校に向けてのカリキュラムの検討を始める。

月
月
月
月

６
７
８
９
 

研究紀要執筆の共通項目とアソケートについて決定する。

５日制における教育課程・授業時数について協議する。

中等教育学校・５日制におけるカリキュラムの検討を行う。

文部省研究開発校実地調査が行われる。

教官アンケート：「環境学」「奈良学」のアソケートの原案を作成する。

校内研修会（名古屋大学教授安彦忠彦先生「中等教育のカリキュラム構成｣）

６年一貫教育・総合教科についての教官アソケートを実施する。

学期制・授業時間・教官アソケートのまとめについて協議する。

２期制を取り入れるかについて議論する（継続審議)。

新カリキュラムは50分の６限授業とすることに決定する。

10月

11月

12月

(2)平成12年

総合教科「世界学」の公開授業と研究協議会を行う。

新カリキュラム検討のための教科主任会を行う。

カリキュラム委員（３名）を選出する。

運営指導委員会を開催する。

総合学習を考える会を開催する。

諸々の規定（内規）の検討、個別教科のカリキュラム作成について議論する。

カリキュラム委員が東京大学教育学部附属中・高校へ学校訪問する。

教科主任会で、各教科と総合学習との関係の一覧表提出を要請する。

個別教科と総合学習「奈良学｣、「情報学」との関連表をまとめる。

２期制について議論する（継続審議)。

カリキュラム委員が名古屋大学附属中・高校へ学校訪問する。

２期制への移行を決定する（移行時期は継続審議)。

月
月
１
２
 

３月

４月

月
月
月

５
６
７
 校内研修会（鳴門教育大学助教授村川雅弘先生「中等教育における総合的な学習｣）

新カリキュラムの方向性についてグループ別に議論（午前中）

運営指導委員も交えて全体で議論（午後）する。

文部省による研究開発進捗状況調査が実施される。

1993年度卒業生へ、本校教育課程へのアソケートを発送する．

新カリキュラムの諸問題をまとめて提示し、共通認識を行う。

新教育課程表（案）を提示する。

８月

運営指導委員の長尾先生＋カリキュラム教科代表十カリキュラム委員十有志の研修会で、

新教育課程表（案）について議論を行う。

1993年度卒業生アンケートの集約ができあがる。

平成13年度より、２期制に移行することを決定。

移行期のカリキュラムを決定する。

新カリキュラムの課題を列挙し、「環境学｣、「世界学」の合科的な形態などについて議論

する。

９月

10月

11月
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来年度の３月までに単位数を決定し、講座編成条件などの細部も決定する事を確認する。

各教科で授業年間計画表の作成を開始する。

カリキュラム委員会と各教科との、単位数、講座条件などに関する協議を開始する。

「し､のち．暮らし」構想が挫折し、代わりに、「家族」構想が浮上する。

モジュール制も考慮して、４５分×７限構想も平行して考えることに合意する。

「アカデミックガイダソス」構想の概略を決定する。

「ホーム制」構想に関して議論したため、新カリキュラムの大枠については継続審議とな

12月

ろ。

(3)平成13年

１月各教科、カリキュラム編成の視点と授業年間計画表の概略を決定了

短期集中方式の導入を決定する。

２月カリキュラム委員会から、新カリキュラム案を提示し、議論する。

卒業に必要な単位数等、諸内規を改定する。

３月各教科の単位数を決定し、講座編成条件などの細部も決定する。

カリキュラム編成の視点と授業年間計画表の概略を決定する。

９月各教科のカリキュラムの編成を終了する予定。

12月新教科・科目のカリキュラムの編成を終了する予定。

(4)平成14年

新カリキュラム全体の編成を終了する予定。1月
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奈良女子大学文学部附属中等教育学校教育課程表（案）010205現在
カリキュラム委員会

唖
③

鱒濡１１鵜鰯

※単位数は､各教科からの要求通りで記入しているＬたがって.合Efは30単位を超えている。

発逮段階と目標
佃の萌巷

基本的学力･学習の基本的方法の習得
囮の分化と蒲化

自主的･体験的学習'二よる幅広い学力の習得
佃の函立と将来への賎望

個性･能力･進路に応じた学力の習得と自立した人格の育成

学年 1年 2年 3年 4年 5年

文系 理系

６年

一天索一 理孫＝

教科 科Ｅ i必任 科目 科目；必侮：必近 科目 科目 必修 回＝ 科目 必修：必辺：白玉

国語

４ 礎蕊一□已国 国語基礎
愉報と壷現

４ 図調緯合 ４ 国語総合 ４ 現代文
古典
古典講鵠 ２２１ ２２１ 

現代文

古典
古典鱗暁
発展窺代文
基礎古文
発展古文
選択漢文
小鎗文

２２１ 

２２２２２ 
２２１ 

２２２２２ 
社会

地理歴史

公民

社会･地理
探訪:奈良

３ ３ 

史良歴奈■甲■会査社醐
側代社会
月代史 ２２ 

現代社会
現代史 ２２ ２２２ 

５ 凸１ ▽０００Ｃ●００．●ｂｌｌＧｇ。ｃ●）●」●●］■
３３３ 

日本史Ｂ
世界史Ｂ

地理日
２ 倫理

５ １ 

家族(出讃）
蓉街と針令

日本史Ｂ
世界史Ｂ
地理Ｂ

政治経済 ２ □■Ｕｑ●■■ｇ■ｇ■■勺９日０■９６６年ＳいけＯＰＰ■●■Ｐ菫７巴
３３３ 

２ Ｔ●▲■甲■白■古甲■由り０甲子』凸■ｂ●けワ守巴凸●ＣｃＢＰ■⑰
３３３ 

数学

代数学１
幾何学】 ２２ 

Ｆ■▼ＧＢＴＣＧＢ０■■■‐ＢｂｂＢ●巾■●Ｆ■■．●．Ｂ■■Ｐ】
代数学Ⅱ

幾何学Ⅱ ２２ 
[数．幾何学Ｉ

騨析学Ｉ ２２ 
代数･幾何学Ⅱ

解析学Ⅱ ３２ 
代数･幾何学]Ⅱ
解析学、
総合数学Ｉ ３２３ ３３ 

:数．麟伺学Ⅳ
F析学1Ｖ
:台数学u
E系演習Ｉ
[系演習Ⅱ ２３２ 

３４ 

理科

基礎理科Ｉ
標訪:奈良

４ 基礎理科Ⅱ

鯛盃:奈良

３ 総合理科Ｉ ４ 縫合麗科Ⅱ ３ 

ＩⅡⅡⅡ 理学陶学拘化生地 ３３３ ３３３ 
U理Ⅱ

5学Ⅱ（１）
：物Ⅱ(１）
ﾛ学Ｉ ２２２ ４４４ 

芸術科
２２ 

良奉示楽術防音美探 ２２ 
良毒泰楽術査音美鯛

音楽
美術
生活デザイン
書道 ２２２２ ２２２２ Ｉ ンイザ１１デー楽衛活道者美生害

音楽Ⅱ
美術Ⅱ
生活デザインⅡ

芸術と針令

２ 

２ 

２ 

１５ 

２ 

２ 

２ 

1.5 

音楽Ⅲ
美術、
生活デザイン、 ２２２ 

保健体育
体向 １コ 体育

保俄 ２１ 
体間
保樋 ２１ 

体育
保健 ２１ 

体育
保侭 ２１ ２１ 

体面 ３ ３ 

創作科

技能基礎Ｉ

生活基礎１
憤報入門

５５ ■■ １１ 
技能基礎２

生活基礎２ ５５ １１ ｜■■Ｐｑ■Ｕ Ｑｂ８５Ｄｈ■■ＦＤサＰ５け０５Ｆ・Ｃｌ
顛出

家歴舞台

生活デザイン（

技術欝合

家腿縛台

生活デザインＩ(出Ｉ

２ 

日）

家族
生活学

１ 

２ 

１ 

２ 生活学 ２ 

英語

Intr⑥山｣ctcryE
TＴ ３１ 

【ntro(h｣ctOW

TＴ ３１ 』ＢｂＣＢＣＳＳ●Ｃ
Ｅ Inte師団tedEngIish

TＴ ３１ 
ImtepatedEn□ish 
TＴ ３１ 

TopicStu⑱e５ 

Rem頃､９

LLScnHnar 

VocabUary 

WritirUg 
NET 

３ 

閂

与５５５５ ００００ 
２ 

周

３ 

『

■ ５５５５ ■●●■ ００００ ■ 

２ 

＆ 

T⑨picStu凸０５

Ｗ『itirDg

ＬＬSeminar 

Rea出､９

３ 

２２２ 
３ 

２２２ 

情報 情報Ｂ ２１ ２１ 

総合的学習
探訪:奈良
M1報入門

１ 

１ 

鯛盃:奈良
情報と墨理

１ 

１ 

環境学 ２ 世界学 ２ 卒粟研究 １ １ 卒粟研究 １ １ 

アカデミックガイダンス
(週IR教科）

キャリアガイダンス

日本調の変化；
ｷﾞﾘｼｱ神騒を鶴ご
マスコミ

自然は数学を知っている；
科学の目
音楽と歴史
美術と歴史
スポーツを科学する
男と女
英謂でプレイ ■■午■▲と●白い早早印と白●■■▽甲■凸■■■白■■甲ら上■■■Ｐ５甲■已由■と ５５５５５５５５５５ ■？■０８９■■■■ ００００００００００ 

日本調の変化：
ｷﾞﾘｼｱ神話を鵠む
マスコミ

自然は数学を知っている
科学の目
音楽と歴史
美術と歴史

ｽﾎﾟｰﾂを科学す亀
男と女
董躯でプレイ； ５５５５５５５５５５ ■■■■①ＯＳ■①巾００００００００００ 
キャリアガイダンス ＄■と■占可勺・古白白■勺Ｃ白■とＢ■ザ■ｂ■ｐＢｂｂ■■ＰＢｂＢＱＢＰり』仁０６■■ＢＢＰＢｐＢ■。■凸ｂＣＢ■Ｐｂ』

適徳等 世徳 １ 鑓控H１ 辺偲 １ 

糖別活動 HＲ １ Ｈロ；１ HＲ １ HＲ １ HＲ １ １： HＲ １； １ 

合計 ：３３ １３２ ２９ ３ 2８ ３ 1５ 1５ ７ １５：１５１５ １２；３ｉｌ４ １２：３ 1７ 
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第２編個別教科

第１章 各教科カリキュラムの編成

カリキュラム委員会

１「2-2-2」制と「教科」カリキュラムの目標

本校では「2-2-2」制を柱とする６年一貫カリキュラムを作成し、各教科においても生徒の個性と

能力を伸ばす授業づくりを試みてきた。生徒の成長は、３年と４年の間に断層が存在するわけではな

いのだが、中学と高校が制度的に分離していたために、カリキュラム編成にあたっていくつかの制約

が生じていた。なかでも最大の問題点は、中学と高校に分かれている「学習指導要領」の内容を、大

胆に逸脱できないことにあった。

中等教育学校への移行は、教育課程に関する「特例措置」を活用することによって、こうした「学

習指導要領」上の制約を大きく緩和しＩより自由なカリキュラム編成を可能にした。また、2002年か

らの学校５日制の実施ともあいまって、「新学習指導要領」が提示された。こうした状況をうけて、

本校では「2-2-2制」のもとで６年一貫教育の徹底を図るとの合意のもとに、新カリキュラムづくり

を進めた。新カリキュラムの構想は、教育活動の大部分を占める「教科」改革によって支えられなけ

れば、「画餅」に終わってしまう。「教科」カリキュラム作成は、単なる科目の変更や単位数削減交渉

ではなく、本質的な検討を踏まえたものにしたいとの意気込みで進めてきた。

「教科」の各期目標は、以下のように定めることができる。

＜１．２年＞「周囲への依存と個の萌芽」期

→「基礎的能力」「基本的学力」「基本的な学習方法」の習得を図る。体験学習や調査活

動を積極的に取り入れ、知的好奇心や各種学力の育成をめざす。

＜３．４年＞「個の形成と模索・探求」期

→「基礎・基本」に加え、「多面的な学力・学習方法」の習得を図ろ。初歩的な選択作

業や「自主的な学習活動」を通して、自己理解・自己探求能力の育成をめざす。

＜５．６年＞「個の確立と自立への展望」期

→「個性・能力・進路」に応じた科目選択制を活用して、「深化した学力・学習方法」

の習得を図ろ。広い視野と実践力を備えた「自立した人格の育成」をめざす。

なお、「教科」カリキュラムづくりにあたっては、工藤文三氏（国立教育研究所）の指摘「中高一

貫教育における教育課程編成の在り方」（｢中高一貫教育推進の手引』：学事出版2000.7）に学んで、

次の６つの視点を立てながら進めている。

（１）「基礎基本の定着と１．２年」（２）「中高内容の互換と３．４年」（３）「選択制」の拡大

（４）「新教科」・「合科」構想(5)「自己学習力」の育成(6)「自己理解・自己探求」の課題

また、次章からは「各教科の構想」が詳述されているが、以下の項目については共通に記している。

（１）「中等教育における意義」(2)「基本的な考え方」(3)「カリキュラムの特徴」

（４）「新学習指導要領との違い」（５）「指導内容一覧」

－２７－ 



２「教科」カリキュラム作成の基本的な考え方
２－１基礎・基本の定着（１．２年を中心に）

(1)「基礎・基本」は学校教育の不易の部分

「基礎・基本」の定着は、学校教育の不易の部分であると位置づけ、各教科とも１．２年期の中心

目標に据えている。この姿勢は科目名にも反映されており、「国語基礎」「基礎理科」「技能基礎」「生
活基礎」「IntroductoryEnglish」などの名称がつけられている。また、社会･数学・芸術・体育の
各教科でも１．２年の学習は「基礎・基本」重視の内容となっている。「基礎・基本」の内容につい

ては、習熟すべき「知識や概念」・「技能｣、自己「学習力」・「思考力」・「表現力」などの諸点から、

多面的に検討しようとしている。もっとも、なにが「基礎・基本」の学習内容かについては、教科・

科目の事情や生徒の適性・進路によっても大きく違うが、ここでは詳しくふれない。

情報教育の「基礎・基本」については、技術・国語・数学科等に論及がある。１．２年でワープロ
ソフト、表計算ソフト、イソターネットと電子メール等、基本的な「コソピュータリテラシー」の習

得をめざす点では、共通理解がみられる。しかし、「従来の国語教育にコンピュータをどのようにと

りこもうかということよりも、ツールとしてのコソピュータを教育に利用する際に、国語科がどのよ

うな役割を果たすことができるのか」（国語科）といった、視点の転換は各教科の今後の課題であろ

う。

(2)基礎・基本重視の姿勢と「評価」の課題

「新中学学習指導要領」に関して、いくつかの教科から、「基礎・基本部分を削減しすぎている」

との批判が表明されている。数学科は「概して中学校の数学の内容は、義務教育終了時に習得してお

くべきものとしては、甚だ不十分なもの」と記し、英語科は「語彙」の不足、社会科は「世界」学習

の軽視を指摘している。これらの教科では、「基礎・基本」の内容を補うべく、６年一貫教育のメリッ

トを生かしたカリキュラム内容上の組換を構想中である。なお、本校では履修時間を週30時間（ＨＲ・

道徳を含む）とし、多めに設定している。「新学習指導要領」は、少なくとも２年以降に選択科目を

義務づけているが、本校では「基礎・基本」を重視する立場から、１．２年はすべて必修科目として

いる。

性格や能力が異なる個々の生徒を相手に、「基礎・基本」の定着をどう図るかは、本校にとっても

困難な課題である。まずは、生徒の「学力」を正確に把握することが必要であろう。きめ細かな「到

達度評価」の実践や「ポートフォリオ」などの試みが有効であると考え、検討中である。しかし本校

ではかって、到達度評価をふまえた「標準学力テスト」が有効に機能しなかった経緯もあり、「評価」

にとりくむにあたっては、多面的な分析にもとづいた「評価」研究を早急に進めたい。「基礎．基本」

が定着しなかった生徒たちへの補充授業の制度化も重要な課題である。２期制導入によって生じた

「ゆとり」や「半日授業」期間を利用したとりくみなどが考えられる。

２－２中高カリキュラムの互換と３．４年期

(1)選択性導入の教科・科目

３．４年期は、６年一貫教育の特色が一番出るところである。各教科とも、中学と高校の学習内容

を整除して合理的で系統的なものに組替えることを強調している。３．４年「選択制」については、

教科の性格を反映して、明確な方向性の違いが存在する。

芸術科は、３．４年期から科目選択制を導入して、「美術」・「音楽」・「書道」・「生活デザイン（後

述するように、美術・技術・家庭による合科科目)」から１科目ずつ選択履修させる予定である。背
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衆には、芸術の「標準iii位」が削減される結果、各科目・週１時間程度の授業では教育効果が期待で

きないというリド情がある。しかしより本質的には、３．４年になると、「芸術」に対する生徒の興味

関心格差が、他教科以上に開く傾向が顕著だからである。体育科も「体育」の授業において、男女別

のゆるやかな種目選択制を導入しようとしている。種目別選択構想は１１F突上の「科目」選択制である。

体育科は生涯教育との関係も視野に入れつつ、新カリキュラムを構想しているのだが、生徒の興味関

心や主体性をより尊重しようという姿勢が表れている。

また、３．４年に「アカデミックガイダソス」を設置して、２年間に４識座を選択させ、３．４年

生共通で履修できるようにした。生徒が学問の一端を体験できるように、大学や専門家の協力も得て

進める予定である。狙いは、安彦忠彦氏の言う「広く、浅く、多く、短く、軽く」の視点から、選択

履修を通して、生徒に自己決定・判断の体験をさせ、「自己」をより理解させたいという点にある。

(2)必修教科における「総合」「統合」「融合」科目

芸術・体育以外の教科は、基本的に３．４年も必修継続という立場である。同時に多くの教科が、

｢総合」をキーワードに、学習領域・内容を拡げ、深め、関連づけようとしている。科目名も「国語

総合」「総合理科」「家庭総合」「技術総合」「IntegratedEnglish」とつづく。社会科の場合は「現代

社会」「現代史」を併置しているが、両科目を、「中学社会各分野の学習を総合し、高校各科目履修の

基礎」となる「融合」社会と位置づけている。「生活デザイン」も美術・技術・家庭基礎の内容をふ

まえた「総合」的科目といえよう。３．４年の「総合」「統合」「融合」科目設置の背景には、この時

期の「学力」の持つ教科の枠を越えた、以下の「共通項」が存在する。

①自己発見・自己探求との関連性

「自分をみつめ、自己と他者との関係の中で…自己実現を図っていく」（英語科）「自分なりに、

学習の意味を自覚できれば、意欲的に学ぶ」（社会科）と述べられているように、教科の学習内容

と生徒自身による自己発見・自己探求の課題との関連が強調されている。情報化の時代だからこそ、

自己発見・探求の課題は重要との指摘もある。

②現代的・世界的課題との関連性

「社会的視野の獲得」（国語）「知識の現実生活への適用と応用」（理科）「現代認識・世界認識

の飛腿期」（社会）「NatureandEnvironment」「SocietyandCommunication」（英語）「世

界の健康課題」（保健）など、現代的課題との関連で教えることの愈要性が、多くの教科で強調さ

れている。

③教科内における諸学力の総合・融合・統合

「各分野で学習したことを自然科学として総合し」（理科)、「『聞く』・『話す』から『書く』へ」

（国語）「聞く・話す.読む・書く＝４技能が統合されたかたち」（英語）「基本的知識から社会科

的概念へ」（社会）のように、教科内における各分野・知識・技能等の学力構造と３．４年期の学

習との関係が、「総合」・「統合」・「融合」などの用語を通して、強調されている。

数学科は「2-2-2」制をふまえつつも、１～４年期の教育内容を大胆に再構成しようとしている。

｢世界に通用する人材の育成」のためには、「論理的抽象的思考力育成にもっとも適した教科である数

学」がもっと重視される必要があるとの立場から、履修拡充を図っている。新カリキュラムでは、数

学を「苦手」とする生徒を対象に、５年「総合数学」を置いて選択必修（６年は自由選択）制にする

構想である。この主張は、早い時期からの選択制を推奨する今日の教育界の方向や、必修を４年まで

にとどめている現カリキュラムとは、異なる方向性を持っている。
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(3)少人数講座の拡大

新カリキュラムでは、英語科（１～３年）で実践してきた少人数講座の拡大が図られる予定である。

新企画は、英語・数学・国語科とも３．４年期に集中している。英語科は、２０人講座を４年に延長し

たいとの意向である。数学は、内容が難しくなる４年に、少人数講座による丁寧な指導をしたいとの

ことである。国語科は、「書く」力が急速に伸びる３年で、表現指導の徹底を図りたいとしている。

理科も構想中だが、実験授業をＴＴ方式で実施したい意向で、英語・数学・国語とは少々方向が違う。

習熟度別講座については、数学・英語科で話し合われたが見送られた。今後、生徒の「学力」状況

の変化をみながら、再検討することもありえよう。

２－３「選択制」の拡大と５．６年

５．６年では、新教科「情報」が必修として設置される。内容は後で詳しく述べるが、設置科目は

「情報Ｂ」で、担当は数学の教員の予定である。現カリキュラムでは、５．６年に進路・適性に応じ

た大幅な選択制を導入した。新カリキュラムでは、今まで以上に教科・科目の選択制が拡大する。選

択制拡大の狙いは、「個の確立」へと向かう５．６年期に、「狭く、深く、少なく、長く、重く」履修

させることで、生徒の個性・適性をさらに伸ばしたいという点にある。

小規模校なので選択科目数には限界があるが、今までほとんど必修科目であった国語・英語科で、

選択科目が大幅に増えている。国語科は、６年で「発展現代文」「基礎古文」「発展古文」「選択漢文」

「小論文」を自由選択科目として設置し、進路・適性を意識した少人数講座を企画している。英語科

は、５年で「ＬＬSeminar」「Vocabulary」「Writing」「NET」の４講座から選択させるほか、６年

の「ＬＬSeminar」「Writing」「Reading」も選択制にしているｏ数学科では５年「総合数学」を新

設して、選択必修科目とする予定である。今後とも、５．６年においても「学力」格差に応じた科目・

講座構想を充実していく必要があろう。

５．６年芸術・家庭の選択科目は、数学等との「組合せ選択」になることが多く、１０人以上の講座

成立条件を充たせないことも多かった。他教科とは違う事情を考慮して、講座成立条件の緩和を検討

したい。現カリキュラムでは年度途中での「履修取消し」制度があるが、見直しの方向で検討する。

２－４「自己学習力の育成」と2-2-2制

「カリキュラムやカバーすべき項目があらかじめプリセットされていて、生徒はこれをこなしてい

くだけでは、passiveleanerの域を越えない。私たちは、学習者が自らの学習を自覚的・批判的に捉

え、それらを積極的に組織化したり、計画していける自立したactivelearnerもしくはcrcatorを育て

ていきたい｡」（英語科）のように、各教科で「自己学習力」育成の重要性が指摘されている。

また教科毎に、生徒に習得させたい「方法的学力・技能」についても、検討がなされているｑ例え

ば国語科では、「話すこと・聞くこと」に関して、2-2-2制各段階の目標を以下のように記している。

「１．２年は、自分の体験を相手に理解してもらえるように話したり、話し手の意図を考えながら

聞き取ることに主眼をおき、事実と意見との関係に注意して話したり聞き取ったりすることを目指す。

具体的には、３分間スピーチやイソタビュー、テーマ研究に基づく発表などが考えられる。

３．４年は、話し合いの場を通して相手の意見を正しく聞き、自分の考えを効果的に主張すること

を、グループ活動や発表活動を通じて育成する。グループディスカッショソやプレゼンテーション技

法を意識した発表などが考えられる。

５．６年は、自己の主張が相手に認められるよう、説得する技能を身につけさせ、問題解決のため
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に相手の立場や考えを尊重する聞き手であり、話し手を育成することを目指す。ディペートやシンポ

ジュウム形式のディスカッショソなどが考えられる｡」

各教科の「方法的学力・技能」についての考えは、第２章以降で詳しく述べられている｡以下、中

等教育学校の「自己学習力」育成に関して、検討課題を３点述べておく。

①中等教育学校（少なくとも３年以降）の「自己学習力」は、小学校でいう「自己学習力」とは、

相当に違う。後者が、いわば「教師のお膳立て」のなかで、「素朴な興味関心」から出発するのに

対し、前者は、「教師の示唆」はあるにせよ、「自己」と結びついた「問題意識」からしか出発でき

ない。こうした事情をよくふまえて、2-2-2制各期のとりくみを整合性のあるものにする必要があ

る。

②「自己学習力」の内容・方法は、教科によって相当違う。抽象的・論理的思考が重要視され、学

問的系統性の強い「数学」と、生活感覚や個人的価値観が大きく影響する「芸術」「現代社会」「倫

理」等では、同じ「問題解決学習」といっても、そこには質的な差異が存在する。また、各教科の

とりくみと「総合的な学習」との役割分担を明確にしておく必要がある。「自己学習力」育成の課

題は、教科・科目の性格をよく考えて精選し、新カリキュラム全体で構造的に進める必要がある。

③「自己学習力」育成を標傍する学習活動が、あらゆる場面でとりくまれるようになると、－部生

徒が「過密スケジュール」にふりまわされる事態が多発しかねない。国語科．社会科などで、指摘

されているように、「試行錯誤し、迷い、安心して回り道ができ、葛藤して悩むことがゆるされる」

時間的．精神的「ゆとり」の確保が必要である。また、生徒の「学校生活の実態と年間スケジュー

ル」を尊重した、合理的で組織的な「自主的学習」活動計画の作成が必要不可欠である。

２－５「自己理解・自己探求」の課題

中等教育段階における「自己学習力」育成の前提条件は、「基礎・基本」の定着とＦ自己理解・自

己探求」の深化にある。この課題と関連性が深い社会科は、次のように指摘している。

「『社会認識の育成→自己認識の深化』という方向で関わるのが、社会科の基本姿勢として臨んで

きたものの、『自己認識の深化』の課題については、ほとんど意識的なとりくみがない状況になって

いた。しかし、近年の社会状況の変化と生徒の社会意識・自己意識の変化は、従来の基本姿勢に修正

を迫っているように思える。『自己認識の育成→社会認識の深化』という逆の『論理』も、授業等に

おいて重視されるべきではないかと考えている。つまり、社会的・普遍的価値を重視する従来の社会

科教育とは少し視点を代えた、個人的な生き方や価値観の交流に比重を置いた学習を幅広く展開でき

ないか」

一般的に言って、１．２年では、まだ大人社会の「価値観」や「規範」に疑問をもつことが少なく、

逸脱する場合も自己の「価値観」とのズレが自覚されていないことが多い。この時期、自立の基礎を

築く上で大切なことは、依存している周囲への「安心」感「信頼感」の確保であろう。３．４年にな

ると、自分の「あり方」や「生き方」を、考えはじめる。個人差は大きいが、親から与えられた「所

与の自己」を崩し、新たな「自己」を求めての試行錯誤がはじまる。大人社会の「価値観」や「規範」

に反発しはじめ、個々人の「価値観」の相違も顕在化しはじめる。５．６年になると不充分さはあっ

ても、ある程度「自己」が確立し、自分なりの「位置」や「価値観」をふまえて行動するようになる。

自己主張も「根拠」をともなうようになる。

しかし、今日の社会では、こうした個人の「自己」確立や「価値観」深化の道筋が、順調に保障さ

れているとは言えない。むしろ生徒の中には、自らの「価値判断」を放棄し、互いの「価値観」の交
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流をさけるような傾向が多い。それだけに、「自己理解・自己探求」の課題は、‘|'等教育における重

要課題といえよう。「道徳」を含む特別活動、「総合的な学習」「アカデミックガイダソス」「キャリ

アガイダソス」などのとりくみや、関連教科・科目を含めた、総合的な検討の場が必婆であろう。

３各教科の性格と「教科」カリキュラム

３－１各教科の性格とカリキュラムの構造化

各教科の性格やそれに伴う学習方法の違いについては、感覚的な共通理解は存在するものの、それ

を理論的に構成することは、相当困難な課題である。また、教科・科目の独立性が商い中等教育の現

場では、各教科・科目は制度面では「平等」「横並び」という考え方が強かった。とくに、人員配置

やカリキュラムにおける単位数交渉、「総合的な学習」の担当者決定など、教科の「実利」が絡む部

分になると、こうした「横並び」の考え方が顔を出す傾向があった。

現カリキュラムは、教科の枠をこえた議論を行った結果、「総合教科」などの成果を生んだが、教

科iii位数の配分では「平等」「痛み分け」の傾向が強かった。しかし、学校週５日制の実施による総

枠削減のもとで、教科カリキュラムをより構造的なものにする必要が生じた。新カリキュラム作成に

あたっては、各教科の性格を吟味し、教科の担う役割を多少なりとも明確にして臨みたいと考えてい

る。

仮説の域を出ないが、本校では各教科を(1)基礎的能力育成に関わる領域(2)基本的学力に関わる領

域(3)多面的な学力に関わる領域に分けて、構造化を図っている。各教科の学力は全領域に及ぶこと

は確かだが、乱暴を承知で、教科の性格の焦点化を図っているのである。

３－２基礎的能力形成に関わる領域

人間が生きていくのに必要な、身体・精神・技能の育成に深部で関わるもので、非言語的表現が中

心である。「保健体育」「芸術」「技術家庭」科がこれに該当する。身体・精神・技能のどの部分に比

重が高いか、言語的表現がどの程度かについては、教科によって異なる。人間の成長・発達上、もっ

とも早くから習得せねばならない領域である。また、家庭教育・社会教育との関連も深い。

入学時からすでに個人の興味関心・能力などに比較的格差がある領域である。また、個々の競技・

作品等に対する、個人の価値判断がシャープに表明される。この傾向は成長とともに強まる傾向にあ

り、「芸術」「体育」で、３．４年から「選択制」を取り入れようとしている根拠がここにある。しか

し、生徒の興味関心や能力に違いがあるとしても、その格差をこえて共同で学ぶことには大きな意味

があり、クラス単位で長く実施されてきた「音楽会」の成功はその証明でもある。

また、基礎・基本をこえた部分では、現代社会の変化に対応できるような柔軟性が必要であろう。

新カリキュラムで構想中の、生涯教育を展望した「体育｣、健康を身体・精神・社会的側面から捉え

ようとする「保健｣、美術・技術・家庭合同でファッショソや住環境を学ぶ「生活デザイソ」科、家

庭科による新科目「家族」なども、こうした脈絡に位枇づけることができよう。「総合的な学習」と

も関連する領域・教科ではあるが、担当教員が少人数であることも考慮して、対応する必要があろう。

本校では講座編成条件の関係から、体育や技術・家庭科では30人規模の授業を行ってきたが、教育

｣二の根拠を合意した上でのことではなかった。この領域では、授業の多くが実験・実習授業であり、

カリキュラムから考えた、適正な生徒数の検討が必要であろう。

なお、カリキュラム委員会としては、技術・家庭・芸術科が、共同で「生活デザイソ」を創設し、

時に「教科群」として活動している事情を考え、いっそうのこと非言語的表現に関する「教科（名称
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は、創作科・表現科などが候補)」として一体化できないかとの提言をしている。

３－３基本的学力形成に関わる領域

「読み、書き、そろばん」に属する領域で、人間が生きていく上で必要な学力・技能に属する部分

である。中等教育における基本的学力を規定することは難しいが、教科では「国語」「英語」「数学」

が該当し、「理科」の部分や「社会」の一部もこれにあてはまる。国語科は「思考のツールとしての

言語習得」を基本とし、「表現」力育成を柱としている。英語科は「国際対話」を可能とするために、

｢実践的コミュニケーション能力」育成の課題が基本となろう。「人類の普遍的な言語」である数学科

は、「人間の概念形成における根幹的な文化」であるとして、「思考力の部分から鍛えていく」と主張

している。

こうした基本的学力が形成されないことには、中等教育学校が目指す個性に応じた多面的な学力は

身につかない。また、この領域の学力習得には他教科以上に「反復による訓練」を必要とする。した

がって、中等教育初期の段階において、必要以上に単位数を削減することはできない。また今後、

｢学力」差の拡大が予想される中で、「基本的な学力」定着のために、制度・頻度両面で、相当なエネ

ルギーを注ぐ必要が生じるであろう。

第２章以降で詳述されているように、中等教育学校における「国語」「英語」「数学」科の意義や学

習内容は、当然「基本的な学力」の形成だけにはとどまらない。この点については、「自己表現」「民

族のアイデソティティ」（国語科）「自文化中心主義の克服」「世界を視野に」（英語科）「科学的思

考を表現する普遍的な言語」（数学科）の文言を列挙するだけで充分であろう。こうした学際的な場

面や生徒の価値判断と関わる側面については、他教科との合科構想や「総合的な学習」との接点とい

えよう。

３－４多面的な学力形成に関わる領域

「理科」「社会」は、他の教科以上に「多面的な学力」形成に関わる教科である。「多面的な学力」

という規定はいかにも暖昧だが、およそ以下のようなものとして捉えている。まずは、あらゆる自然

現象・社会現象という非常に幅広い領域を対象としている。このことは、「理科」．「社会」の延長線

上にある学問領域の広さが、「英語」・「国語」・「数学」のそれとは、比較にならないことでも明らか

であろう。教科内「科目」の独立性が高いこともこうした事情に起因する。次いで、「教育が抱える

今日的な問題を解決するために、理科教育においても考えるべき点がある」（理科）「複雑化する社

会の構造と変化を、いくらかでも客観的に把握する」（社会）とあるように、現代社会の動向に左右

されやすく、現代的課題や学問の動向等とも直結しやすい教科でもある。

「理科」「社会」にも、基本的学力に属する部分があり､･数理的思考に関わる部分が多い「理科」

の方が、「社会」よりその傾向は強いであろう。しかし両教科共に、前述の「基礎的能力」や「基本

的学力」の領域を前提にして成り立つ教科であり、体験学習・観察学習による知的好奇心の育成が、

大きな意味を持つ教科でもある。また、カリキュラム編成上「理科」「社会」の学習は、１．２年よ

り３年以降に比重を高める方が有効と考えられる。

「現代社会の動向に近く」、「知的好奇心育成に大きな意味がある」ということは、「国際理解」「環

境問題」「少子高齢化」などをテーマにした「総合的な学習」との関連が深い教科ということになる。

本校の理科・社会科は、総合教科「奈良学」「環境学」の頃から大きな役割を果たしているが、今後

とも教科の性格を自覚した参加が望まれる。また、社会科と芸術科共同で「芸術と社会」（５年）を
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設け、個人的価値観の育成と交流をめざす企画が浮上している。

３－５教科・科目再編に向けて

新カリキュラムでは、「総合的な学習」や各種ガイダソスの創設にとどまらず、「教科」カリキュラ

ムなかで、いくつかの教科内「新科目」や合科「科目」が構想されている。この背景には「現代社会

の変化」と、それにともなう「生徒意識の変化」「学問体系の変化」がある。カリキュラム委員会で

は「教科」カリキュラムにおける「新科目」・「新教科」創造の動きは、今後とも強まると予想してい

る。

こうした動向は、「基本的な学力に関する領域・教科」への影響は少ないであろうが、他の領域・

教科への影響は大きく、将来教科再編が進むこともあり得る。その際、「人員削減の目標」や「個別

教科の利益」を優先させるような、教育的原理に基づかない再編論は誤りであろう。しかし、教育的

な論議をふまえた「改革」はおおいに推進すべきだと考えている。カリキュラム委員会による芸術・

技術家庭合同による「創作科（表現科)」創設の提言も、上記の考え方に立脚してのことである。

また、「生命倫理」など現代的・学際的なテーマが次々と登場してきている。「保健」「社会」「家庭」

による合科構想「いのち・暮らし」が未成立に終わった事情は後でふれるが、「理科」「社会」はもと

より、「保健」「技術・家庭」「芸術」科なども含めた教科連携のとりくみが、今後いっそう必要にな

ることは確かであろう。なお、「生活デザイソ」（３・４年：美術・技術・家庭）「芸術と社会」（５

年：芸術・社会）の合科科目や教科内新設科目等の「学校設定科目」については、後の章で詳述する。

４「ゆとり」確保のための模索

本紀要では、現在のところ各教科の希望単位数をそのまま記している。本校では、多様な選択制導

入と引き換えに、７限授業を導入した現カリキュラムへの反省から、総時間割を50分６限の枠内で収

めることを決定していた。生徒の諸活動の「ゆとり」を保障するためにも、年度内にも大幅な単位削

減「交渉」を行う予定であった。

しかし、先日発表された国立大学協会によるセソター試験の５教科７科目構想は、「ゆとり」を生

み出そうとする、本校の新カリキュラム作りにも大きな影響を与えている。今のところ、中等教育学

校の「ゆとり」を持ってしても、後期課程で単位数がどうしても足らない。今まで進めてきた「進路・

適性による５．６年の大幅選択構想」が、一定の「見直し」を迫られている。また議論は続行中であ

るが、教科や学年によって望ましい授業「時間」に開きがあることも鮮明になった。一定枠の授業時

間にとらわれない「モジュール」制も含めて、早急に検討する予定である。
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第２章国語科

荒木由弥・有地秀樹・金沢節子
谷本文男・吉田隆

１中等教育学校における国語学習の意義

中等教育学校の６年間において、私たちは何をなすべきかを考える時、本教育システムに何が求め

られているのかを考えなくてはならない。６年間というiiijXll課程・後期課程を含めた良き期間におい

て社会から求められているのは、「生徒が自分なり、あるいは自分たちなりの考えで試行錯誤し、迷

い、安心して回り道ができ、葛藤して悩むことが許される心理的・精神的時間と余裕がある状態」

(渡辺三枝子氏）という「ゆとり」の状態を生徒に提供できるかどうかということなのである。そし

て、その「ゆとり」の中で、子どもたちは自らを見つめ、向き合い、そして他とは違う自らの意見を

自らの言葉で主張する人間となることが要請されているのである。そのように目的を捉えていく時、

国語教育及び国語学習に課せられた使命と役割・目的は自ずとわかってくる。

すなわち、まずは、いかに自らを捉え、自分を取り巻く社会ｄ世界（情報を含む）を認識し、そし

て思索していくのか。その時には感受性の豊かさなくしては世界を認識することも叶わない。その認

識があることを前提に、自らの力で思索していくには、彼らがいかなる語彙を保有しているかが大切

になってくる。自分にしろ、社会にしろ、その対象物を認識するにも、また思索を繰り広げ、自らの

思想を紡いでいくにも言語が必要となってくるのである。そして、紡ぎあげられた思想は、現代社会

においてはいかに他人に伝えていくことができるのかがlllI題となっている。いかに高迦な思想であれ、

それが自らの範囲内で留まっていることはもはや許されない時代であると認識しないといけないので

はないか。

とすると、国語教育及び国語学習に求められているものや、またその存する意義というものも見え

てくるであろう。つまり、言語の獲得に始まり、「自らの感性を文章の中で磨き、考え得られた自ら

の思想を自らの言葉で表現する。そしてそれを他人に発信していく力を育んでいく。」ことなのであ

る。従来の中学校・高等学校という分離された教育課程では、重複したり、あるいはひょっとしたら

火離していたかも知れない文章体験とか表現指導が、６年|Ｈ１を通して教育することでより有効になり

得る。社会から求められているものにもより応えられるものになっていく。

週５日制の導入により教材の精選が要求されているが、６年間の有利さの一つはこの上記の部分で

もある。重複せぬ教材の精選と並び替え、そして６年|Ｍ１を見通した上での一貫した表現指導が十分可

能となってくるのである。後者に挙げたこの「一貫した表現指導の可能」が、実は中等教育学校にお

ける国語教育の意義の具体的な面なのであろう。そして、その国語教育の意義のもと、学習していく

ことの意義はより豊かな表現力の獲得であろう。先に、現在の教育に求められている課題について、

「いかに自らの思想を表現していけるのか」ということを挙げたように、今まさに子どもたちにも、

私たちにも求められているのはこの「表現力」である。つまり本教育システムの６年'111では、「表現

することの獲得と鍛錬」こそ求められている。

その期待に対して、本校では以下に述べていくカリキュラム編成で応えていこうというのである。
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２国語科の基本的な考え方

２－１国語教育の目指すもの

いつの時代でも、人は、母語のよりよい使い手たらんと心がけなければならない。時代の要請によ

り、さまざまな新機軸がjuⅡわることや、従来伝統的にI[んじられてきたもののウエイトが減じていく

ことはあるにせよ、人はlL敬語話者（｢話者」とは、音ｊｌｉとして話すということのみを指すのではなく、

思考のツールとして言語を習得することを指す）となることなしには、知的作業を営むことができな

い。母語の水準以上に外国語に練達することなどあり得ない。思考、表現、伝達、その他の知的活動

を支える最も基礎となるものは母語の習得である。

平成1４（2002）年４月１日より施行される１１m学校学習指導要領には次の記述がある。

「国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像

力を養い言語感覚を豊かにし、国語に対する認識を深め国語を尊重する態度を育てる｡」

また、平成1５（2003）年４月１日より施行される高等学校学習指導要領には次の記述がある。

「国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力を伸ば

し心情を豊かにし、言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深め、国語を尊重してその向上を図ろ

態度を育てる｡」

このように、中学から高校へと変遷するにつれ、より積極的に国語にかかわる姿勢を打ち出しては

いるものの、基盤は共通するものがある。いわば、国語教育の目指すものの基本的な部分は、万古不

易といえる。このようにして身につけた能力はまた、「目Itlで自立した人格と社会的武任の自覚」を

養うために欠かせないものとなるだろう。

２－２現代の社会と国語

『ことば』こそ民族のアイデンティティの中核といえるものであり、固有の文化・伝統を継承発展

させていく上にも、感受性豊かな人間性を培うにも、国語の能力は重要であり、欠くべからざるもの

である。

人と人とのつながりや、個をとりまく環境が激変する現代にあって、自らの意思を外部に発信する

ことなく、内に閉じこもる姿勢に終始してはならない。自分を他人に分からせること、これは自己表

現に他ならない。

高度な情報処理能力を求められつつある社会においては、まず、己の立場を確定し、しかるのちに

情報の洪水に対処する必要がある。個の確立なしに立ち向かうことは、ミサイルに対し徒手空拳で立

ち向かうに等しく、実に愚かな結果を招くことは火を見るよりも明らかである。

以上により、確かな個を確立した上で、自己実現、自己表現を現代の社会の中で全うするにあたっ

て、国語教育における表現の指導について改めて考える必要がある。

国語教育における表現活動を仮に次の二つの種類にわけて考えてみる｡

(1)文学的表現

具体的な例を挙げるならば、俳句、短歌、あるいは詩のiii元を学習した際に、２Ｍt個々人に作品の

創作を命じ、冊子にまとめる。あるいは、何かの行JliFの感想文を書かせる。小学校から高等学校まで、

頻度や量的な差はありながら、－度ならず、現代の生徒は経験したものである。課題として与えられ

た読書感想文もこれに相当するかもしれない。これらの作品において要求されることは、何よりもそ

の人自身の考え、思いであり、言い換えればオリジナリティ、独愈11性である｡つまりＩＭＩ性的であれば

あるほど評価される性質のものである。
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また、作品の命は、よほど優れた作品、高名な作者の作品でない限り、多くの者に共有され、永続

することはあり得ない。視点を変えれば、個人的表現と言い換えた方が適当であるかもしれない。

(2)社会的表現

何よりも重要なことは、多くの人に分かってもらうことであり、コミュニケーショソがIﾘ柵に行わ

れることである。したがって、表現におけるオリジナリティは尊重されない。むしろ独善に陥る危険

を排除するためには個性的な部分を消し去った方が望ましい。

その上で、わかりやすさとは何か、簡潔に書くとはどういうことか、等々の表現に意を凝らす必要

がある。できあがったものは、多くの者に共有されることをこそ眼目として作成されている。また、

よくできたものであれば、その内容・表現の骨子は長い命を持ち、共有の財産として受け継がれてい

く可能性がある。

従来国語教育における表現は、(1)を多とする傾向なしとしない。しかしながら、現代の社会におい

ては、(2)に積極的に参画すべきであるという認識をもたねばならない。ただし、ここで忘れてはなら

ないのは、（l)はほぼ国語のみに与えられた課題であるのに対し、（2)は国語のみでなく他教科との、就

中、社会科との連携を視野に入れたものでなければならないということである。

２－３情報機器と国語

学校の授業の中にコンピュータを導入する割合でいうと、積極的、有効に利用している他教科に比

べ、極めて低いと言わざるをえない。調べもの学習をする利点においても、例えば社会科には遠くお

よばない。コソピュータを利用した教育の先頭ラソナーにはどう考えてもなれない。

国語科とコンピュータの関係をワープロソフトに限定し、文房具が変わるだけで、教育の中身に本

質的な変化なしと言い切る態度もあり得るが、筆記具と文字体系の関係は密接なものであることを念

頭に置けば、やはり何らかの影響はあるものと考えねばなるまい。

むしろここで求められている視点は、従来の国語科教育にコソピュータをどのようにとりこもうか

ということよりも、ツールとしてのコソピュータを教育に利用する際に、国語科がどのような役割を

果たすことができるかということである。

３中等教育学校における国語科６年一貫カリキュラムの特徴

３－１目標

前述のように、国語教育の基盤となる部分は時代や趨勢に左右されることなく、いつの世にも一貫

したものがあるが、中等教育学校における６年一貫カリキュラムとしては次の二つのことを特に強調

したい。

(1)情報処理能力を高めよう

発達段階に応じた課題を設定し、段階を追って情報処理能力が向上するようにつとめる。主なテー

マとしては、『課題作文のデジタル化』と『情報化社会への対応』の二つがある。

①課題作文のデジタル化

始めは下書きも、推敲も手で行い、清書をコソピュータ入力することから始めることになろう

が、最終的には、初期の構成段階からすべてコソピュータを利用することとする。

②情報化社会への対応

『情報』の持つ可能性、問題点を考えることからはじめて、ネット」二で意見を交換し、議論に

参加していく。
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(2)表現の力をつけよう

広い意味では、上記の情報処理能力も表現力のうちに含めて考えることができる。情報処理能力を

向上させるとともに、構成の整った文章を書くことを主眼として取り組む。特に前期課程においては

表現力の育成を第一の目標とし、文章の読解における詳細な分析に基づく理解までは求めない。

３－２総合的な学習の時間との関連

たとえば、総合的な学習において、フィールドワークにでかけたとして、イソタビューの仕方、対

人関係における挨拶などを教えることが国語科の主たる役割であるとは思えない。これらは、独り国

語科のみならず、大人が子供に教えることである。また、レポートの書き方、まとめ方、あるいはプ

レゼソテーショソの方法への助言等にも当然一定の役割を果たすことになろうが、これもまた、教科

の特性と言うべきものでもない。

国語科が総合的な学習の時間に参画する際に、ツールとしての側面のみを強調することは的外れで

あり、いかなる教科も、総合的な学習に関わるのは、そのコソテソツに積極的に関与せねばならない。

(1)奈良学から世界学へ

これこそ、奈良に生きる日本人としてのアイデンティティを求める道筋である。主なテーマと内容

には、次のようなものがある。

①身近な奈良

・我が町紹介レポート作成・スピーチ

②奈良を見つめて

・奈良に関わる随筆からテーマを絞って調べる.景観論争や文化財の保存が抱える問題を探る。

③奈良と言葉

・方言としての大和言葉、ビデオの作成

④奈良と文学

・各時代別に奈良と文学作品の関わりを調べ、考察する。

⑤日本の伝統文化を世界へ

・伝統文化紹介ビデオ作成、能と謡曲、源氏物語の世界、歌舞伎鑑賞法

⑥私とアイデソティティ

・世界からみた日本人像を調べ、自分の置かれている位置を知る。

(2)環境学

今日、地球的な規模で問題になっている『環境』について国語科の立場から関与するなら、次のよ

うなことが考えられる。

①生き物と環境との関わりについて書かれた文章を読み、関心を深める。

②環境への適応ということを考察する。

③人類が抱えている課題を認識し、かつ未来に向かってなすべきことを考える。

３－３古典教材の扱い

従来、中学校における古典教材は、扱い方として紹介程度に終わることが多く、お目見えはするも

のの、本格的な扱いはしなかった。結果として教材が高等学校と重なることもあり、中途半端に終わっ

ていた。

今後は、６年間のスパンの中で考えて、無理のない程度に、古典教材をiiii期課程においても本格的
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に扱うこととする。そして、後期課程になると、より深く古典教材を読み込むことを目指す。そのた

めに、ｌiii期課程のうちに古典文法を習得できるよう計画的に学習する。

３－４国語科における2-2-2制

６年間を基礎・充実・発腿の３段階に分けて考える。基礎期（１．２年）では、６年間の学習のも

とになる心構え、学習習慣、有効なツールを身につけることを目指す。充実期（３．４年）は通常の

中学・高校では歓然と分かれてしまうが、有機的に継続させることにより、個人的な興味関心から、

社会的・総合的な学習への進化をねらう。発展期（５．６年）では、将来の進路を視野に入れつつ、

適性に応じた学習の深化を目標とする。

(1)１．２年…国語基礎

『ljU〈・話す』ことに重点をおいて展開する。学習形態としてグループ学習などもとりいれて、国

語に関する興味関心を掘り起こす。扱う材料は、身の回りのもの、個人的なものでよい。

国語に関する認識を確実なものとするため、口語文法はこの時期に習得させる。古典にふれるため、

その導入として、百人一首の暗唱、有名古典の暗唱などにも取り組む。図書館やイソターネットを利

用して、情報の収集・選択・発信・交流を行う。

(2)３．４年…国語総合

１．２年の基礎の上に、社会的な視野を獲得する。『聞く・話す』から『書く』ことへと重心を移

動させる。３年では400字程度の構成の整った文を書き、４年では1000字程度の、自分の考えを主張

する小論文を書けるようになることを目指す。そのためには、３年においてＴＴで授業を展開するこ

とが望ましい。

古典文法は、この時期に完全に身につけるようにする。したがって、その学習は３年から計画的に

始め、１年間で－通りは習得を終えることとする。４年において繰り返し古典学習の中で文法にふれ

ることにより、より高度な古典学習である５．６年に備える。

(3)５．６年

現代に生きる日本人としての母語（国語）の能力は、いかなる人にも必須のものである。その意味

で、生徒の側からみれば選択の幅をあまり大きくすることはできない。ただし、主として大学入試と

の関連で、進路・適性に応じた学習の幅を設けることは可能な措置である。内容としては、『現代文」

『古典』『古典講読』を、２年間継続履修し、６年においてさまざまな選択科目を開識する。

□現代文

近現代の文学的文章の精読をはじめとして、現代的テーマである「環境」や「国際理解｣、「人

間関係」等を取り挙げた質・量ともに重い教材を読み深め、自己の認識を深化し、アイデンティ

ティの確立を目指す。

□古典

日本の古典作品を読解し、古典に表れた思想や感lWiの特徴から現代に生きる人|Ｈ１の見方、感じ

方、考え方の底流に流れる不易なるものを読みとり、日本文化の特質や国語の変遷に関心を深め

る。

□古典講読

主に漢文を読むことに亜点をおき、さまざまな時代の人々の生き方について考えたり、日本文

化と中国などの外国文化の関係に理解を深める。句法を『''心に漢文特有の表現を理解し、作品や

文章に表れた思想や感併を的確に読みとることをI÷Ｉ指す。

－３９－ 



□６年選択科目

①発展現代文

必修の現代文では時liU的な制約の中で読むことができない、小説や随筆をはじめとして、日本

文化論、芸術論、哲学評論など広く、深く読み進めることを目指す。

②基礎古文

物語や説話、随筆など中古・中世の有名な作品を読む中で、基礎的な読解力を従い、古典常識

を理解し、古文特有の表現に憤れることを目指す。

③発展古文

「源氏物語」の読解を中心として、敬語や古典常識を理解し、日本文化や国語の変遷に関心を

持ち、現代人の考え方や感じ方の底流をなすものに目を向ける。

④小論文

表現に重点をおいた低学年（１．２年次)、’１１学年（３．４年次）の学習の発展型として、６

年次において表現力の完成を目指す。高学年の現代文や古典で、自己の認識を深化してきたこと

を総合して、思考力・表現力を生かし、現代的な課題に各自のテーマを持って迫る。

⑤選択漢文

言語事項にも留意し、基本的な句法の確認をしながら、文章を多く読むことを目指す。歴史の

文章や思想的な文章など、まとまったものとして読み進めることで、漢文が日本語や日本文化に

与えた影響について興味や関心を持つようにする。

４カリキュラム一覧表

爾
成がjWi要であるという観点から、１年から５年国語科では、社会生活の基本となる言語能力の育成がjWi要であるという観点から、１年から５年ま

での科目をすべて必履修科目として設定した。同様に６年においても現代文・古典・古JIL識読（文系）

を必履修科目とした。理系の古典講読については進蹄選択との関係で、他教科との選択履修科目とし

た。また、６年には目'１１選択科目を設定し、生徒の多様な要望に応えられるように配感した。

－４０－ 

1年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

文 理 文 』４ 戒 日 理 Ｐ４ HHI 白

衆 ・目 同語基礎 同覇基礎 国語総合 国語総合 現代文 現代文 現代文 ○ 現代文 ○ 

単位数 ４ ４ ４ ４ ２ ２ ２ ワ』

科 ■・一『 古典 古典 古典 ○ 古典 ○ 

単位数 ２ ２ ２ ２ 

科 古典鯛醜 古典鱒証 古典舗読 ○ 古典購鉦 ○ 

単位Gｈ

・目 選択漢文 ０ 週択漢文 ○ 

単位8ｋ ２ ２ 

科 ヨ 発展現代文 ○ 発展現代文 ○ 

出位gｈ ２ ２ 

科 目 基礎古文 ○ 基礎古文 ○ 

単柿破 ２ ２ 

科目 発展古文 ○ 発展古文 ○ 

nA位数 ２ ２ 

科 Ｅ 小陰文 ○ 小姶文 ○ 

単ｲ匝数 ２ ２ 



５指導要領との差異の一覧表

２年の国語基礎は標準単位である３単位を１単位上回って

いるが、国語基礎の４単位の中の１単位は、総合的学習の系

統性の中で、１年の情報入門で培った情報操作技能を使って、

表現能力を高めていくための時間として設定している。また、

３年の国語総合も標準単位数３を上回っているが、これは４

めるために、古典文法の導入を３年に行い、詰め込み型の文

意欲を喚起するためである。

一＝＝ロー

科目EfPF可司FFWヨ
ー－

ｍｴﾖ､晒一

るが、これは４年の国語総合における学習を容易ならし

詰め込み型の文法指導を廃し、古典を主体的に学習する

６指導内容一覧表

－４１－ 

２年 ３年

科目 国語基礎 国語総合

単 立数 ４ ４ 

標準単位数 ３ ３ 

聞くこと・猛すこと 轡くこと 疎むこと 百願事項 轡写 古文・iiq文 銃香指導
戸穴I~壼豆戸￣面軍戸… … 

￣￣－－＝＝￣￣ 

后季認霜召F更＝笠事厄吉百悪諦
￣ 

１年
4j１１位

２年
４m位

(１年、２年）

○自分の体験を相手に
わかりやすく説明する
陳習をする．
○副ぺたことを相手に
効果的に硯明する純習
をする．
・３分Ⅲスピーチ
.話し合い
・テーマ研究と発表
・チェンジンゲインタ
ピュー

(１年、２年）

Ｏ身の回りのことを
報告する文章を轡く
。文章Ｎｉ康に注茸し
て文章をかく繊習を
する．
Ｏ囚ぺたことを効果
的に脱明する文章を
否く．
Ｏ文章構成に渉査し
て文車をかく煉習を
する．
・自分新聞を作る
・テーマ研究の妃録
作成
・聞き書き桀靭作

をとらえる．
Ｏ丑靭人物の心傭を
とらえる．

・自然の小さな診断
役
．本当に必要なもの
は

・少年の日の思い11」
・私の周りにはいつ
もあなたがいる

､.〃夕凪特Lヅゾ室ロ迄二つ

える．

Ｏ墹面や人物描写に
印して醜み味わう．
･春の郊外ｎ屯
．「BUいた社会」に
向けて
・トレーニングの通
丘
･一塁手の生還

･文、文章、文節、
'''昭
○学年配当漢字を学
ぶ

Ｏ語彙に関心を持つ

～夕■■Uヨンーロー▼－－”「

･単硲の活用．肋
鋼、助助飼
○学年巴当璽字を学
ぷ

Ｏ昭共を畑やす
･抽象的な檀念を変
す語数l乞潅童する．

Ｕ手形を亜え、文子

の大きさ、湿列厘個
に気を付けて轡く．
Ｏ文字を大切に扱う
心を養う．

Ｕ子形．又手の大き

さ、配列垣研などの
函不通を判断して、
効果的に瞥<、

その世界に触れ、面
白さを味わう
･お伽草子
･竹取物語
･百人一首
･故率成語

に親しむ．
Ｏ語注、匿貸文を手
がかりに古典を碇
む．
･百人一首
･平家物硲
・枕草子
・徒然虹
・漠時

(１年、２年）

○媒四図書を決め
て銃害を習慣づけ
る．

￣ ̄  

両面軍－瓦７軍戸『 后壺奉＝雨＝￣ 罰｢T面軍÷Z軍司

３年
４単位

４年
４単位

（３年、４年）

。話し合いの墹を通し
て、相手の意旦を正し
く聞き、自分の考えを
効果的に主弧する陳習
をする．

Ｏ他人と協力し、わか
りやすい発表を工夫す
る純習をする．
・グループディスカッ
ション

･ｸﾞﾙｰﾌﾟ研究

(３年、４年）
0,2承転hhの構成を
理解する．
・４行文で学ＢｕＷｉ
をする．
・４コマ漫面を硯期
する．

・テーマに沿って４
００字作文を省く．
Ｏ文章ＨＩ成陀渉査Ｌ
て文章をかく練習を
する．

・８００字で自分の
考えを書く．
Ｏ小説、評曲、時釦
を銃んで．自分の考
えをまとめる．
・１０００字作文を
書く．

昭変現を皿じて正付
に銃みとる．
Ｏ社会・歴史・自然
とのBUわりの深い文
庫を雛み、自己の寺
えを深める．
･三十五位光年のdｂ
．ヒロシマ神話
･ihhB 

Ｏ脱明的文申から、
事例や考察の関係．
曲証の過程などを副
みとる．

○文○文学的文軍に
描かれた登泪人物、
f概母Ｌ心情などを翅
現に印して醜みと
る．

・狂生円、蜜柑、地
獄変．
.青き史萌ゆ
・りんごのほっぺ
・千三百年のヒノキ
。消えたモアイの薊
・居心地のいい庫■
悪い距旺
・セメント樽の中の
手紙

－．，F＝ご已夕切丁刀●

･同音異袈Hiや多製
的な意味を表す百葉
に注意する．
Ｏ常用漢字に習熟す
ろ．

Ｏ鯖垂を堀やす．
･実針会において必
更な国晒力を身につ
ける
･敬語
．Ｕ1用句、ことわざ
･その他困lFi壷､?

て適切な形式や文字
の轡き方を考え、田
和よく轡くととも
に、啓写された文字
の形、大きさ．配列
配置の頂和などにっ
いて理解を深める．

をもとに、古典の世
界・発想を知る．
Ｏ基本的な古典文法
を学ぶ．
･徒然草
･宇治拾遺物語
･百人一首
･曲箪

０文軍8K解に必要な
古Ba文法、ｉ奥文の句
法を学ぶ．
･宇治拾遺物語
･伊勢物砺
･平家物扇
･枕草子
･奥の細道
･故事成蘭
･漢詩
･文宰

(３年．４年）

ｏ興味・関心に応
じて本を通ぴ銃宙
をし、知的世界を
広げる．



－４２－ 

■ぜ￣」少・丘か戸し ＝くこと H昆なこと ＦＭＬⅡ四 声丞 古文・沮女 ｢ﾃﾞｰ原石霜軍弓
戸

５年
5単位

現代文２
古典２

古貝■■
１ 

６年５印
位

現代文２

古典２

古典■碗
１ 

辺択漢文
２ 

発且現代
文２

基四六文
２ 

里国古文
２ 

小曲文２

(５年、６年）
Ｏ自己空室翌し相手
巴睨得するために必
艮な技能を身につけ
るためのパブリック

スピーキンク在蛭壁
する。

Ｏ苫田を辺ぴ、互い
の考え方を■った
り、濠めたOする茜
し合いを軽Ｂｋする。
･ディペート

・プレゼンテーショ

ン技法春迫■し之免
衷

ｏ自分の竃見を人､Ｉ

狗な50＄に解える且
かさとともに■理的

に岳し、間■､U決仁
印<茜し合いを0笹LＲ
する。
・シンポジュウム形

式のディスカッショ
ン

｢T:定＝5章戸(５年、６年）
Ｏ各自のHnm□切に
益づき、自らテーマ
を設定して■且文を
宙<■l固唾する。
ｏｎかな創迅力を饗
うために、頓極的に
創作活助を取り入れ
る。

Ｏ薊かなH1凪力と■
かな例恩力を身につ
け、ロb理的で鋭円力
のある文車を白く伍
召をする。
・働や１回欧、俳句な

どのQmflg。
･小脳文

…;受置諒蜀
とばに対する辱受牲産
四色、自己の逗璽群杜
充するよう、笠みの濠
化を因る。

・山月妃
･名人伝
・こころ

･硝子戸の中
Ｏ睨明的文写につい
て、哀HUやことばを手
がかりに筆者の兒恕の
駒自牲や思遅を笠みと
ろ。

･失われた両現

.且里と里号

・ことIｚの影法師

､シＵｒｕ卍U■ジグ己Br￣

の思恕を笠みとる。
［文系］明治以降の作
昼ご取り上げ、樫風の

拉充と璽化を因る言

.ｎ厘

・野火
･雄強文化
･現代日本の､U化

･格95抄
･厭常といふこと
・日本の耳

･中江竪古
[理系］現代の作品を
中心に曲理的な暁みと
創適的な腿みの暁合を
因る。
･ぬ
．なめとこやまの熊
･円春という「生」の
季節

･現代の神猛
・自然と人田
・であることとすること
・人田の時田について

藏花５５飯弔雨
の文化や伝暁に関心
と理解を函める。
･平仮名とカタカナ
の逮立
・方目とコミュニ
ケーション

０文車力｢灰に役立て

る■点で、古典文法
を字日する。
Ｏ時代の拡移や社会
の変化に伴う目田の

虹HUmと餌■的に関
心と持ち、且かな己
函悪宜を身につけ
ろ｡

･匿しぢ頚とアクセ
ント

･伯眼hL理Ｕ２力と腕
白

￣ 宿7F面面石亨＝寺子7F1
者の思想を錘みと
る。
ｏ風文にこだわら

ず、古文・洩文の世
界・思想や考え方を
とらえる。

･枕草子
･源氏初田
･万丈妃
･和取と傍ＩＢ
･古事妃伝
･世皿向耳用
･丘史、文字、思凪
の文車（漢文）
･漠時

｡まとまりのある作

品を醜み、古典にＵｕ
しむとともに、文化
と長竺に対する関,、
を涼める。

[文系］作品のテー
マ・作者の思想を鰹
みとる。
上代から江戸期まで

の文字史を系暁的に

学ぶ。
･河氏狗里

･大■８
．ｍ目俳曲
・中古女誼ＲＥ文字
・諒堕､！
・圧史、文字、思想
の文申（漢文）
［理系］文車のあら
すじを理月Ｉし、ロ味
関心を濠める。

･源氏鞄浬
･大風
･敏動体■

･且妄花伝
･花月草子
･丘史、文字、思想

の文車（漢文）

r7百章－５軍ﾄﾞヨ(５年、６年）
０－人の文学者・評
曲家の文車をまと

虫った形で腿み、恩

魁・人1,性を知る。



６年一貫カリキュラムにおける2-2-2制を基本として、国語科指導内容を、「聞くこと・話すこと」

「書くこと」「読むこと」「言語事項」「書写」「古文・漢文」「読書指導」という七つの観点から編成

した。ここでは、「聞くこと・話すこと」「書くこと」「読むこと」「言語事項」の３領域ｌ事項につい

て詳説する。

６－１話すこと・聞くこと

’、２年は、自分の体験を相手に理解してもらえるように話したり、話し手の意図を考えながら聞

き取ることに主眼をおき、事実と意見との関係に注意して話したり聞き取ったりすることを目指す。

具体的には、３分間スピーチやインタビュー、テーマ研究に基づく発表などが考えられる。

３．４年は、話し合いの場を通して相手の意見を正しく聞き、自分の考えを効果的に主張すること

を、グループ活動や発表活動を通じて育成する。グループディスカヅショソやプレゼソテーショソ技

法を意識した発表などが考えられる。

５．６年は、自己の主張が相手に認められるよう、説得する技能を身につけさせ、問題解決のため

に相手の立場や考えを尊重する聞き手であり、話し手を育成することを目指す。ディペートやシンポ

ジュウム形式のディスカッションなどが考えられる。

６－２書くこと

１．２年は、身の回りにある事柄から広く取材し、相手にわかりやすく伝えられる文章を書けるよ

うにする。３．４年は、文章の構成に注意しながら自分の考えが相手に正確に伝えられるように、

400字から1000字程度の決められた枠の中でまとまった文章が書けるように段階を追って学習する。

５．６年は各自の問題意識に基づき、自らテーマを設定して自己の思想を表現力豊かに伝えられる能

力を培い、確かな構成力と豊かな発想力を身につけ、論理的で説得力のある文章が書けることを目指

す。

６－３読むこと

１．２年次は、文章の構成や筋道をとらえ、目的や必要に応じて要約することができるよう、さま

ざまな種類の文章を読む。３．４年は、文章の内容を言語表現に注意しながら正確に読みとり、社会．

歴史．自然との関わりの中で自己の考えを深める。５．６年は、文学的な文章から言葉に対する感受

性を磨き、言葉にならない心情を理解し、自己の認識の深化を図ろ。また、説明的文章から筆者の独

自性や思想を読み取り、自己の精神世界の拡充につとめる。

６－４言語事項

１．２年において、口語文法の理解につとめ、日本語のしくみに関心を持ち、抽象的な概念を持つ

語奨に注意する。３年から古典文法の学習を系統的に行い、４年までに基本的な文法事項の習得を目

指す。５．６年では、古典の文章解釈を深めるための文法習得の完成を目指す。言語の歴史的変遷を

理解し、日本語に対する関心を深め、豊かな言語感覚を養う。

漢字学習については、小学校学習指導要領との関連で学年別配当漢字の習熟につとめ、文や文章の

中で漢字を適切に使うセソスを養う。書写に関しては、特別な時間をもうけず、字形や配列、配置に

注意して書くことに配慮し、後期課程の芸術科書道との連携を深める方向で考えている。

－４３－ 



第３章社会科

落葉典雄・笠井智代・勝山元照

鮫島京一・武田章・吉ＩＢ裕

１中等教育学校における社会科学習の意義

２１世紀に入り、複雑に変化する社会状況のなかで、確固とした自己認識・社会認識を持つ自立した

個人の育成が求められている。

「情報化」「グローバリゼーショソ」「少子高齢化」「環境問題」等のキーワードで語られる社会変

動の中で、生徒は将来の主権者として生きていくために、複雑化する社会の構造と変化を、いくらか

でも客観的に把握できる力を身につけることが必要である。人間関係のあり方が変化し、「個の孤立」

が進行する時代だからこそ、問題を内向・内閉して考えるだけではなく、社会的視野のなかで、自己

を相対化して把握する力が必要である。いわゆる「生きる力」は社会的視野を持つことなしに育たな

い。こうした社会認識や個人認識は、思春期から青年期にいたる中等教育段階において、飛躍的に伸

びるものと考えられる。ここに中等教育学校における社会科学習の根本的な意義が存在する。

「現代」に通じる社会認識育成のためには、小学校段階の基礎学力に加えて、中等教育段階での社

会科の基本的「知識」や魁闘な「想念（イメージ)｣、社会科的「基礎概念」の理解や習得が必要であ

る。また、自ら課題を設定し対象に働きかけ、分析・統合していくための体験や「方法」的学力の習

得が必要である。さらに、教科の枠をこえた各種「基礎的能力」「基本的学力」等の習得が前提にな

る。

社会科の学習を支える各種「基礎的能力」「基本的学力」は、単に社会科学習にとりくむだけでは

身につかない。社会科の学習領域は、他教科以上に多面的かつ総合的である。逆に、社会科の学習が

他教科や「総合的な学習」に還元されることも多い。したがって、社会科各分野・科目間ではもちろ

んのこと、他教科との連携や「総合的な学習」との関係を強化していく必要がある。また、いわゆる

「学際化」の進行は、学問体系上からも社会科各科目・分野の構造的改革や、授業で扱うべき基本的

「知識」や「概念」の再検討を迫っている。

こうした中等教育学校における社会科学習の意義は、この間実践してきた本校の「2-2-2制」構想

を発展させることによって、いっそう系統的でみのりあるものになると思われる。後述するように、

社会認識力は「2-2-2制」の各段階で独自の特色がみられるが、なかでも中間の３．４年期に、社会

認識能力の大きな飛躍がある。この時期に「現代」的「世界」的視点を積極的に取り上げ、社会科的

「基礎概念」に対する理解力と「方法」的学力を育成することを通して、社会科学習の意義はいっそ

う効果的なものになると考えている。

２社会科の基本的な考え方
２－１６年一貫社会科として

(1)６年一貫社会科と必修「現代社会」

本校社会科では、高等学校社会科の「地理歴史科」「公民科」分割決定（実施は94年）以降も、「社

会科」としての一体性を重視して、６年一貫教育に臨んできた。中学「社会科」が分割されなかった

という事情もあるが、より本質的には、高校各科目の系統性よりも社会科各科目・分野の連関性の方

が重要と考えたからである。
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1973年、本校では文部省指導要領改定による必修化に先駆けて４年「現代社会」を設瞳した。「現

代社会」では、現代の諸問題に対する生徒の問題意識の育成にこだわったほか、中心的なとりくみと

して「フィールドワーク」を実施した。総合教科「奈良学」「環境学」が誕生するまで、４年「フィー

ルドワーク」は３年「歴史スライドづくり」と並んで、社会科における「方法」的学力育成のための

二大実践であった。これらの実践は、本校の総合教科の成立に貢献し、「フィールドワーク」は「総

合教科」の中心的活動として実践されることになった。「現代社会」が必修科目から外れた後も、本

校では４年「現代社会」を、６年一質社会科の「要」科目と位置づけ、必修を継続した。「要」科目

とは、中学社会各分野を総合し、高校各科目の方法的前提となる「融合社会科」ということである。

(2)３．４年「現代史」「現代社会」構想

新カリキュラムでは、１年「地理」２年「歴史」の基礎学習をふまえた上で、３．４年を社会科の

「要」と位置づけている。まず「中学公民的分野」「中学地理的分野（一部)」と高校「現代社会」の

融合を進めて、「現代社会」を世く゜また、「中学歴史的分野（近現代史部分)」と高校「日本史Ａ」

「世界史Ａ」の内容を融合して、「現代史」を創設する。本校は以前から近現代史学習を重視してき

たが、「現代社会」と並行履修することによって、現代的課題といっそう連関し、課題解決学習を盛

込んだ歴史学習が可能になると考えている。同時に、「現代史」学習によって「現代社会」理解も深

まるだろうと、両科目の相乗効果を期待している。

５年「倫理」や６年「政治経済」はもちろん、５．６年履修の「日本史」「世界史」「地理」各科目

においても、現代的課題や課題解決学習を積極的に位世づけようとしている。「男女同権」の学習が

基礎となって「女性史」が理解できるのであって、その逆ではない。「環境問題」を学習するから、

｢自然と社会」のとらえ方、「歴史」の観方が変わるのである。社会科では、新カリキュラムにおいて

「現代社会」「現代史」学習を「要」とする６年一貫社会科の姿勢は継続したいと考えている。

(3)世界認識の系統的育成

社会情勢の変化は、従来の「国家」や「地域」のとらえ方の見直しを迫っており、一国的枠組みで

国家や社会をとらえることの限界を明らかにしつつある。本校社会科では、以前から「世界」認識の

育成を重視して、中学各分野で「世界」学習の比重を多くしてきたほか、高校「日本史」でも不充分

ながら「世界史」との関連を重視するなどしてきた。また「奈良学」「環境学」「世界学」等の「総合

的な学習」に積極的に参加し、世界認識の育成に関わってきた。新カリキュラムにおいても、時間数

削減もあって事情は厳しいが、各科目・分野で「世界」学習の比重をたかめて対応する。内容面では

修学旅行とも関係して、「アジア」認識の強化を図りたい。

１．２年の「地理的分野」「歴史的分野」では、「新中学指導要領」のように、「世界」に関する学

習を「日本理解」のための背景説明的なレベルにとどめない方針である。「世界」学習の時間確保の

ために、教科内容の組換を行なう。「地理的分野」では、人口問題や地域間の結びつきに関する部分

を「現代社会」に、「歴史的分野」では、産業革命以降の学習を「現代史」で扱って、時間的なゆと

りを生み出す予定である。１．２年で、「世界」に関する学習を薄くして「基本的知識」を軽視する

ことは、世界の人々の自立した幕らしや歴史の歩みに対する理解を困難なものにさせる。習得される

「基本的知識」が必要以上に少なくなれば、３年以降の世界学習に過負担を生じさせることになる。

｢総合的な学習」との関連も重視して、「世界認識」重視の姿勢を継続・発展させる予定である。
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(4)自己認識育成との関連

自己認識と社会認識を結びつける試みは、吉田裕（現副校長）担当の「倫理」「現代社会」等の学

習を除けば、不充分なものであった。「社会認識の育成→自己認識の深化」という方向で関わるのが、

社会科の基本姿勢として臨んできたものの、「自己認識の深化」の課題については、ほとんど意識的

なとりくみがない状況になっていた。

しかし、近年の社会状況の変化と生徒の社会意識・自己意識の変化は、従来の基本姿勢に修正を迫っ

ているように思える。「自己認識の育成→社会認識の深化」という逆の「論理」も、授業等において

重視されるべきではないかと考えている。つまり、社会的・普遍的価値を重視する従来の社会科教育

とは少し視点を代えた、個人的な生き方や価値観の交流に比重を置いた学習を幅広く展開できないか

ということである。社会科では「倫理」を中心科目としつつ、他の科目・分野においても、どう関わ

ることが可能かを検討していく予定である。また、後述するように芸術科との合科科目「芸術と社会」

において、自己認識と社会認識との関係を正面から扱う予定である。自己認識育成の課題は、「芸術」

「現代国語」「家庭」「保健」等の教科・科目や「総合的な学習」「特別活動」などとも関係する分野

なので、教科の枠をこえたカリキュラム全体での本格的な検討が必要であろう。

２－２「合科」構想と「総合的な学習」への参加

(1)「合科」構想と社会科

いわゆる「学際化」の進展は、学問体系の上からも従来の教科構成の見直しを迫っている。例えば

現代「考古学」の水準は、自然科学的諸学問との関係なしに語ることはできない。「民主主義」や

「人権」といった概念も時代と共に変化する。以前なら、「社会科」で対処できたものが、「環境」

「生命倫理」のように教科を超えて扱わねば対応できないテーマが次々と登場してきている。学問の

最先端の動きと「教科」は区分して論じるべきであって、人類の普遍的価値としての「文化」を効率

的に学ぶ「教科」の構成は、より安定的・固定的であって当然であろう。しかし、社会科は学際化＝

学問的再編の動きに、最も敏感でなくてはならない教科であると考えている。

こうした前提に立って、新カリキュラムでは５年を対象に、「自己認識の育成→社会認識の深化」

の課題を正面にすえた合科科目「芸術と社会（仮称)」や家庭科内科目「家族」への参加協力を構想

している。後述するように、「芸術と社会（仮称)」は、美術科と社会科の教員が、それぞれの立場か

ら「文化」の問題を取り上げ、個人の価値判断を引き出した上で、受講者の相互理解を深めようする

授業構想である。５年「家族」は、テーマによって社会科が協力（出講）しようとするもので、個と

社会をつなぐ「家族共同体」についての理解を深める上でず有効な手立てになると考えている。

なお－時、新カリキュラム作成にあたって、社会科・家庭科・保健体育科の３教科で、５年の新科

目「いのち・暮らし」の構想を持ったが、３教科の姿勢の違いや時間割編成上の問題などがあって、

今回は実を結ばなかった。

３．４年で実施予定の「アカデミックガイダソス」は、生徒に学問的興しろさの一端を体験させよ

うという意図に加えて、受講するテーマの「取捨選択」作業を通して、「自己」や「自己の関心」に

ついて考えさせようとするものである。大学の研究者や専門家の協力を得て実施する予定だが、社会

科ではできるだけ「学際的な分野」で開設したいと考えている。

(2)「総合的な学習」への参加

「総合的な学習」については、別項で詳しく取り上げるが、問題解決学習や体験学習を重視する
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「総合的な学習」は、いずれをとっても、内容・方法両面で「世界認識」や「現代認識」を重視する

本校社会科の基本的方向性との関連が高い。

「奈良」（１．２年）では、世界遺産にも登録されている「文化財」や「自然環境」及び「奈良町」

フィールドワーク等を行うほか、生活上の興味関心からテーマを決定して、調査活動を行う予定であ

る。これらのとりくみは、社会科の「地理的分野」「歴史的分野」との関連が深く、地域学習の基礎

にもなるわけで、今後「社会科」と「総合的な学習」との役割分担を検討していきたい。「情報」（１．

２年）は、技術と国語が中心になってとりくむ予定だが、社会科でも情報機器の活用を進める予定で

ある。また、新教科「情報」（５年）は「情報Ｂ」が中心となる予定だが、「情報と倫理」「情報と地

域再編」「情報と軍事史」などのテーマをあげて、社会科各科目でどう扱うか検討中である。

「環境学」（３年）「世界学」（４年）については、社会科は積極的に参加しており、この間のとり

くみについては、過去の本校『研究紀要』に詳しい。ただ、「総合的な学習」における社会認識・方

法的学力の育成を考えた場合、固定的な現状の班編成（男女４名ずつの８名班）の再検討も含め、問

題解決学習の徹底をどう図るかが今後の課題であろう。個人的なテーマ研究の必要性から、５．６年

で自由選択科目「卒業研究」が創設される構想があるが、社会科も参加の方向で検討している。

体験学習、問題解決学習が強調される「総合的な学習」だが、中等教育学校では小学校とは違った

論理が要求される。児島邦宏は『総合的学習』（ぎようせい：1998.11）のなかで、「総合学習と発達

段階」について論及し、以下の道筋を主張している。

「生活総合学習」（小学校前期）→「課題総合学習」（小学校後期～中学校前期）→「教科総合学習」

（中学校後期～高校前期）→「総合教科」（高校後期～）

本校では「奈良学」「環境学」が、学際的視点からの総合「教科」としてスタートした経緯もあり、

社会科としても、児島氏の指摘を参考に、「発達段階と総合的な学習の関連」について、検証を進め

たい。いずれにせよ、中等教育特有の困難や負担増の問題は残るものの、社会科は全教科の中でも

「総合的な学習」との関連が最も深い教科との認識に立って、実践していく予定である。

２－３社会科の学力と2-2-2制

(1)社会認識の発達と2-2-2制

社会科では、６年一貫のカリキュラムづくりを推進するにあたって、従来から生徒の社会認識上の

発達課題を重視し、多くの実践を試みてきた。生徒の社会認識の発達は個人差が大きく、機械的に論

じることは誤りであるが、学習集団としては、１．２年、３．４年、５．６年で可段階的な格差が見

られることを確認し、公開研究会や各種研究会などでたびたび問題提起も行ってきた。いまだ仮説の

域を出ないが、１年～６年の社会科の学力には、次節に述べるような特徴があると思われる。

なお社会認識に関わって、本稿では一応以下のように規定して論じている。

.「想念（イメージ）」→「ＣＯ想像図」など、非言語的で感覚・知覚的認識に属するもの。

．「基本的知識」→「裁判官」など認識上具体物への復帰が容易で、社会認識の基本となるもの。

．「基礎概念」→「司法」など抽象度が高く、高次の社会科的分析方法のツールとして必要なしの。

同時に、2-2-2制における各段階の特徴を、「低次の社会認識→高次の社会認識」という脈絡でとら

えるのではなく、１年生なら１年生なりに、５年生なら５年生なりに、「成長段階固有の理解の権利」

としてとらえる必要があると考えている。また今後は、奈良女子大学・附属校園間の連携はもちろん、

小学校や大学教育との関係も視野に入れた「社会認識」についての検討を進めていきたいと考えてい

る。
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(2)１．２年の学力の特徴

自分なりの興味関心に基づいて、「知る」ことが楽しい傾向にある。３年以上に比べると、教師サ

イドの狙いには敏感で、素直に「おもしろいに違いない」と信じて、「指示」に従う傾向が強い。

「鎌倉武士」「地方裁判所」「総理大臣」などの各種「基本的知識」の習得は可能である。大切なこ

とは「知識」が羅列的暗記物として習得されるのではなく、いかに具体的な資料（史料）に基づいて

「想念（イメージ)」が豊かに習得されるかであろう。またこの時期は、具体物に触れることや体験

学習・交流教育等の持つ意義も大きい。

しかし、具体物から遠く、抽象度の高い「在地領主」「司法」「行政」などの「社会科的基礎概念」

になると、理解や習得は困難である。

思考方法では、授業に登場する人物などに対して、自ら身を寄せながら考えようとする「共感的思

考」傾向が強い。あまり周りの目が気にならないのか、「思いつき」も含めて授業中の発言は多く、

｢意見表明」が苦にならない様子である。しかし、問題を持続的に考え、互いに思考を練り上げてい

くようなテーマ性の高い討論は苦手である。調査・発表学習では、長期間・長時間によるものは苦手

で、個人よりグループ活動が効果的な場合が多い。．

(3)３．４年の学力の特徴

自分なりに、学習の「意味」を感じることができれば、意欲的に学ぶ年頃である。逆に「意味」が

自覚できない目的不明の学習を嫌うようになる。しかし、自分の関心がどちらを向いているのかを自

覚できない模索の段階でもある。

「鎌倉武士」「地方裁判所」等の基本的知識をもとに、「在地領主」「司法」など「社会科的基礎概

念」の入口に到達することは可能である。しかし在地領主と司法（検断権）の関連を扱うことは、無

理である。大切なことは「基本的知識」と「基礎概念」が、生徒自身の中で立体的に結びつくかどう

かである。その際、現代的課題を踏まえた問題解決的学習方法による訓練が、重要な意味を持つと考

える。知識や概念の羅列的・一方的注入では内実のある「社会科的基礎概念」は形成されない。

思考方法では、「共感的思考」に代わって「分析的思考」が目立ってくる。論理的な文章表現力も

急成長する。一方で「信長の気持ちになって発言なんかできない」と醒めてくる。クラスの雰囲気に

もよるが、周りの目がとても気になるのか「思いつき」的発言は大きく減少する。教師サイドからう

まく組織できれば、賛成・反対、ＡかＢか、といった２項討論（ディベート）は可能になる。しかし、

生徒自らが討論を組織しつつ、多岐にわたったテーマやスタイルで討論するのはまだ荷が重い。

(4)５．６年の学力の特徴

１～４年以上に個人差は大きい。社会科や各科目に対する興味関心格差が明確になる。自分の将来

の方向性や目的意識もはっきりしてくる段階でもある。テーマが明確で意欲があれば、かなり高度な

探求的能力を発揮できる。逆に生徒に目的意識が育たなければ、讃末な受験情報などを信じて、「ど

の科目が一番楽で、点が稼げますか？」といった「安楽な」履修選択を求める傾向も出てくる。

今までに習得した「基本的知識」や「社会科的基礎概念」を用いて、「荘園領主と在地領主（貴族

身分と武士身分）の関係」といった体系的な学習もそれなりに可能になる。問題点は大学入試の影響

もあって、歴史学習等では知識・概念を羅列・注入しがちな「モザイク的通史」学習に陥りやすいこ

とである。５．６年段階にふさわしい豊かで多面的な学力育成のためにも、「テーマ」性が高く、考

える授業を創造していく必要がある。
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分析的でより広い視野からの複眼的思考ができるようになり、「テーマ」性の高い発表も可能にな

る。発表の主体性・論理性・実証性などのレベルが上がり、生徒自身による討論運営や１～２名によ

る50分間の模擬授業形式等も可能になる。社会科各科目間による差異はあるが、慣れてくれば二項討

論に加えて多項討論、対話的議論などケースバイケースで多用な方法が展開できる。

(5)「自己学習力」の育成と2-2-2制

2-2-2制における生徒の理解や思考力、討論・発表等を通した各種表現力の特色については述べて

きたが、決定的な発達段階上の違いは、「教師から進められて、疑わずに面白いと思ってやる」段階

と「自分で面白い課題を発見しなくては、探求する気にならない」段階の違いであろう。

前者の重要性は否定しないが、後者の段階になってはじめて「自己学習力」と呼べるのであろう。

後者の「自己学習力」が育つためには、各種の基礎・基本的な力が身についていないといけない。単

なる興味関心だけでは、３年以降の課題解決学習は苦しい。１．２年の調査・発表学習で大活躍して

いる生徒が、３．４年になると急に失速することある。これらのケース多くは、各種の基礎・基本的

な力が定着していない場合である。

また、基本的知識が定着したからといって、それだけで「自己学習力」はつかない。思春期特有の

自分理解や自己探求の営為と、「現代」や「世界」に関する関心が触れあったときに、自発的な課題

探求能力が形成されるのではないかと思われる。そして、この「自己学習力」の揺簾期にあたるのが、

中等教育学校における３．４年段階ではないかと、本校社会科では理解している。

この時期の生徒は、「うろつき」「むだ」「ゆとり」等の営みを決定的に必要とする。教師は効率を

求めすぎてはいけない。現在でも本校の各種活動が重なって、一部の生徒が「課題解決学習」という

名の「詰込み」教育に、四苦八苦していることもある｡新カリキュラムでは、「自己学習力育成」を

意図したとりくみが、どの分野でも大幅に増加する勢いである．社会科に限ったことではないが、

｢課題学習」の実施時期の調整・精選も今後の重要な検討課題となろう。

３社会科６年一貫カリキュラムの特徴

３－１社会科各科目の構成

(1)現代認識に関する科目・分野

社会「地理的分野」（１年）「現代社会」（３．４年）「倫理」（５年）「政治経済」（６年）「地理」

(５．６年）※「芸術と社会」（５年）が該当する。

地理と公民的各科目の連携を強化し、共に現代理解のための科目・分野としての融合．連携を進め

る。１年「地理的分野」では、テーマ学習的要素は重視しつつも、今後の社会科学習に必要な基本的

知識の習得をめざすｄ小学校での「地理」的内容の履修が断片的であることを考えると、中学である

程度の知識習得の課題は重要と考える。もちろん、世界や日本の各地域を網羅的に学習する、従来の

地理学習スタイルはとらないが、前期「世界地理」・後期「日本地理」学習とし、「新指導要領」の方

向より「世界地理」学習の比重を高くする。

３．４年「現代社会」では、今まで地理分野で扱ってきた「人口問題」や公民的分野で扱ってきた

「憲法学習」や「経済学習」の基本的知識をふまえる。さらに、「現代社会」学習の基本として１５～２

０程度のテーマを選んで単元を構成し、生徒の調査・発表活動や討論を組み込んで、課題解決学習に

力を入れる。ＮＨＫ特集『世紀を越えて』などの映像教材も積極的に活用する。討論を重視するため

には、２０人程度の少人数授業が理想であるが、社会科までは条件整備が難しいのが現状である。
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５．６年においては、各科目の系統性を重視するが、「地理Ｂ」については現代的課題をより重視

した「地理Ａ」的な要素を取り入れた融合的な科目とする。「政治経済」においても、国際理解関係

の比重を高くする。「倫理」や合科科目「芸術と社会」では、前述したように「個人認識と社会認識」

との関係を正面から扱う。

(2)歴史認識に関する科目・分野

社会「歴史的分野」（２年）「現代史」（３．４年）「日本史」「世界史」（５．６年）が該当する。

｢日本史」「世界史」の一体化を進めるために各科目・分野の再構成を図る。

２年「歴史的分野」では、前近代の世界と日本の歴史を学ぶ。小学校での歴史学習が人物史・文化

史の断片的学習であることをふまえて、「地理」と同じく「基本的知識」の習得を重視する。前述し

たように新指導要領の方向よりは「世界史」学習の比重を高くする。日本史は原始～明治期までを単

元的に構成する「通史」学習をめざすが、「世界史」学習との関連部分や社会生活史を増やし、以前

より政治事件史学習の大幅削減を図る゜

「現代社会」との連携を図るためにも、３．４年に「現代史」を新設し、中学社会「歴史的分野

（近現代部分)」高校「日本史Ａ」「世界史Ａ」を融合した内容とする。「現代史」は、本来なら２０世

紀初頭から始めるべきであろうが、2.3.4年の単位数のことも絡んで、どこから始めるかは今後の検

討課題である。またＮＨＫ特集『映像の世紀』などの映像教材を積極的に活用するほか、１５～20程度

の単元を設け、討論なども組み込んだ「テーマ性」の高い内容をめざす。

５．６年においても「日本史」「世界史」のつながりを重視した構成とする。受験体制の制約はあ

るが、「日本史」「世界史」でもＢ科目を基調としながらも、各Ａ科目の視点や主題学習を取り入れた

「単元的日本史」「構造的世界史」の完成をめざす。

(3)社会科の2-2-2制と新カリキュラム

社会「地理的分野」「歴史的分野」（１．２年必修）ては、社会科にとって必要不可欠な基本的知識

の習得を目標とする。「総合的な学習：奈良」との役割分担をはかりつつ、「世界国調べ」「歴史新聞

作り」「世界遺産フィールドワーク」などの各種調査活動や体験学習を行なう。週４時間から３時間

履修への削減をうけて、歴史では「日本政治事件史」部分を中心に教育内容の大胆な削減を検討中で

ある。いずれにせよ精選した「基本的知識の習得」がこの時期の学習の基本である。

「現代社会」「現代史」（３．４年必修）では、基本的知識の習得に関わる部分は継続しつつも、現

代分析の基本となる課題解決学習の方法と社会科的基礎概念の習得をめざす。授業は、意見表明や討

論、各種発表を取り入れたテーマ性の高い学習内容となる予定である。また、「総合的な学習：環境

学・世界学」との連携を図ろ。

「地理」「世界史」「日本史」（５．６年）「政治経済」（６年）については、生徒の関心に応じて深

く学ぶための選択科目とする。これら各科目においては、教育内容の系統性を重視すると共に、「現

代史」「現代社会」で培った現代的関心や問題意識を]1種しつつ、概念的思考力育成のために「深く

考える学習」をめざす。「倫理」（５年）では、自己認識と社会認識の関係を正面から扱う。

３－２新科目および合科・連携をめざす科目

(1)「現代社会」（３．４年）

現在は、３年で「中学社会公民的分野」を置き、懸法学習や経済学習の基礎を学習している。「少
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年犯罪と少年法改定問題」など、現代社会的な事象はよく取り上げられるが、「刑法」「裁判」「議会」

等に関する「基本的知識」の習得と、「司法」「立法」等の「社会科的基礎概念」をまず理解すること

に、公民学習の重点が置かれている。これに対し４年「現代社会」では、まず「少年犯罪をどう考え

るか」といったテーマがあり、新聞記事を読んだり、調査活動等を行って必要な「知識」や「概念」

を入手しつつ、考えたり議論したりすることによって、認識を深めていくということに学習の力点が

ある。

新カリキュラムでは、「公民的分野」や－部「地理的分野」の学習内容を、基本的に「現代社会」

に取り込み、３．４年全体を通して「現代社会」的な「テーマ学習」として実施しようと考えている。

その際、憲法や経済に関する学習などで、系統的な知識・概念を重視せねばならない分野もあり、授

業スタイルの上でも臨機応変な対応が求められる。テーマに基づく、各学習方法の質的な「脇分け作

業」が、現在進行中の「社会科カリキュラム」作りの緊急課題である。

(2)「現代史」（３．４年）

近現代史学習を軽視しないために、本校では３年で「中学社会歴史的分野」を継続履修して近現代

史学習をていねいに扱っているほか、５．６年「日本史Ｂ」「世界史Ｂ」の学習においても近現代史

先習を試みてきた。しかし、近現代認識育成という観点から見た場合、３年と５年の間で１年間の間

隔が空いて履修が散漫になる上に、内容によっては重複するものも多かった。また、５年の近現代史

先習では、「日本史」の場合は、幕末明治維新期という節目があり、･中学での基本的知識が豊富なこ

とから、比較的スムーズであったが、逆に「節目」が難しく、基本的知識が比較的希薄な「世界史」

の場合は困難も多かった。

また、政治史中心で日本史中心の「中学社会歴史的分野」の学習から、いきなり文明史的視点や

「社会・生活・文化に関する事柄にも焦点を当てた近現代世界の学習を」と、多角的な視点を強調す

る高校「世界史Ａ」学習に跳ぶのでは、生徒の歴史認識育成にとってかなりの無理があると考えた。

そこで新カリキュラムでは、中等教育学校の利点を生かして、３．４年履修科目「現代史」創設を

決定した。「現代史」は今のところ産業革命以降20世紀末までの「世界と日本」の歴史を対象とする

予定である。理論的には２０世紀初頭から始めるのが正しいのであろうが、２年歴史の時間数の問題も

あって、－部近代史を含む構成になる予定である。なお、「世界史学習」の比重が高く、６０％以上に

なる予定である。各単元４～６時間構成を基本に、講義・調査活動・討論などの時間を組み込んだ

「単元史」学習にしようと構想している。『映像の２０世紀』など映像資料も取り入れ、「現代社会」と

の連携も図りつつ、課題意識と「方法」的能力の育成に務める予定である６

(3)「芸術と社会」（５年）

新カリキュラムのめざす、「個の確立」「自立した人格の形成」に近づくために芸術科と社会科によ

る合科科目「芸術と社会（仮称)」を創設する。「倫理」との共通性も多いが、「倫理」が文献資料を

もとに人間関係の問題を正面から扱うのに対し、「芸術と社会」は非言語的資料を用いて社会的問題

まで扱おうとする点が違う。現在両科目を、５年自由選択科目として予定しているが、「倫理」を６

年履修にして、現在以上に思想史学習を鑑り込むことも検討している。

「芸術と社会」は二つの視座に基づいている。一つは、現代世界が当面している諸問題を根本的に

は価値の問題としてとらえる視座である。たとえば環境問題を解決するためには、私たちの生活様式

そのものを問わなければならない。どのような生活様式に高い価値をおくかということである。いま
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一つは、「個の確立」や「自立した人格の形成」を、体験と通した価値との出会い、自己認識、表現

という過程としてとらえる視座である。具体的には、ある作品が表象している価値や価値体系をとり

あげ、それに対する生徒一人ひとりの価値判断を問うことである。

上記に述べた二つの視座が交錯する地点を「humanities（人文)」と理解したい。ここでいう

humanitiesとは、文学などの言語的表現だけでなく、ダンスや映画や音楽などといった非言語的表

現をも含むものであり、そのいずれもが現代世界を表象している｡したがってhumanitiesは、私た

ちが現代世界認識を深め、個の確立を試みるにあたって、格好の素材を用意しているといえよう。た

とえば、エロス（愛）とタナトス（死）を扱うにあたって、ムソクの『叫び』をとりあげる。エロス

とタナトスとは何か、ムソクはどのような歴史社会的文脈でこの二つのテーマに取り組んだのか、そ

の現代的意義はどこにあるのか、などを検討する。

社会にはいたるところに解決すべき問題がある。それらを自分の知識と結びつけて解決してゆく力

が「学力」であろう。本科目ではさまざまなhumanitiesをとりあげ、現代世界の仕組みや既存の価

値観の矛盾を学び、現代世界が抱える諸問題を乗り越えてゆく構想力をつけたい。

(4)「家族」（５年）

従来から、本校家庭科では「家庭生活における男女の役割」などをテーマに、グループ毎による調

査・発表活動にとりくんできた。この分野は社会科の学習領域とも関連するだけに、以前から教育実

践レベルでの情報交換を行ってきた。

新カリキュラム作成にあたって、家庭科から５年で「家族」をテーマにした新科目を設けないかと

の構想があり、合科科目構想も含めて検討した。しかし、今回社会科が多くの新構想に着手しようと

していることから、当面は家庭科内新科目「家族」に、テーマによっては社会科が協力する提携科目

として構想できないかと考えている。

社会科では、現代の家族の問題を深めることは、生徒の生活や将来にとってはもちろん、自己認識

や社会認識形成の媒介項としても極めて重要であると考えている。また、教育方法的にも多くの可能

性を秘めているテーマであるので、今後とも前向きな検討を重ねたいと考えている。
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※5.6年(とくに6年)Iま.受験との関係が｢概念｣｢探究｣｢討鎗｣の方向性の障害となろう。

要検討

知職(生活的

概念)_概念

(社会科学的

概念)どう？

｢自己主張｣と

｢他者理解｣の

相互育成

自己にとって

社会を考える

意味＝どう青

戒？

世界史の理誼的枠組？

世界前近代史の扱い？

国家･地域･都市･身分制

などの検討

現代文学。

映画など芸

術との連撹



個の理解Ｉ 
特徴知識･概念各種技能思考力日本世界地理公民

Ｉ
ｌ
１
ｌ
ｒ
ｌ
Ｌ
ｌ
ｌ
 

、
』

■
 

Ｊ】〃】

Ｉ 

社会科の新カリキュラム

育てたい学力内容 歴史理解 現代理解 掴の理解

特徴 知識･概念 各種技能 思考力 日本 世界 地理 公民

小低

小中

小高

具体相を通し

て､「興味｣を

もつ

体験･疑似体験

生活の｢具体相｣･書きことば･イメージ

｢具体相｣→

基本的知識

なぜ､どうして

どうするの？

断面的

人物文化史

諸産業

主な国 憲法入門？

1年

2年

自分なりに

興味をもって

｢知る」

基本的知識

の習得

(鎌倉武士）

(裁判所）

視点の広がり

まとめ･発表

意見表明

体験･交流

共感的

思考方法

社会への

知的好奇心

社会史的

｢通史」

多文化世界

と日本社会 → 

文化圏的

｢断片史」 → 

3年

4年

自分なりに、

｢意味｣をもつ

て学ぶ

知識から基礎

概念へ

(在地領主）

(司法）

課題学習

多様な表現

二項討論

協同･主張

分析的

思考方法

現代的課題

の認識

(世界史の中の日本史） ￣ 

(同時代史的世界近現代史）

(｢映像の世紀｣的）

現代社会の諸問題

(含む憲法･経済の基礎知鬮
← (｢世紀を越えて｣的）

｢個｣と人権

｢個｣と社会

5年

6年

自分の目的

意識をもって．

｢探究｣する

基礎概念の

習得･応用

(荘園制）

(国家権力）

課題追究

主題的表現

多様な討論

模擬授業等

相方認識

系統的

思考方法

現代的課題

との関連把握

及び追求

単元的通史

(主題学習

を盛り込む）

構造的通史

(主題学習を

盛り込む）

系統地理

(主題学習を

盛り込む）

人間関係論

(ゼミ形式）

国際関係論

(ゼミ形式）

個・共同体・

国家の関連

社会的な

｢自我」

学問

視点

2歴史でも日本･世界の関

運重視｡地域の視点､調査

発表学習重視。

世界的視野重視の問題Iま

｢現代社会｣で.｢公民｣は

相対的に｢知識｣重視

｢共同体」一

｢恒｣の時代

社会的把握

※５．６年(とくに6年)は.受験との関係が｢概念｣｢探究｣｢討論｣の方向性の障害となろう。

要検討

知識(生活的

概念)→概念

(社会科学的

概念)どう？

｢自己主張｣と

｢他者理解｣‘

相互育成

自己にとって

社会を考える

意味＝どう青

成？

世界史の理論的枠組？

世界前近代史の扱い？

国家･地域･都市･身分制

などの検討

現代文学。

映画など芸

術との連携
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総合学習との関連

統合型 分；j〔型 他｢構想｣(即実現しない）

環境 世界 奈良 情報 人権･福祉・身体･家族

生徒の生活意識

小低

小中

小高

1年

2年

自然と生活

の調和

自然と生活

関係史

多文化地域

存在を紹介

多文化地域

の歴史

奈良の人々

の生活

奈良の文化

財学習

▽｜▽ 
世界国調べ

(パソコンで）

コミュニケー

ションの歴史

多文化理解

人権の状況

人権の歴史

(知識習得）

他との相違

性の相違

性差の歴史

(知識習得）

新生活開始

自分崩し･思春期最中

3年

4年

各環境問題

の学習

(ゴミ･森林

公害等）

｡ 普遍的課題

の学習

(平和･環境

南北等）

｡ 

奈良の今日

的課題

(文化財保存

問題）

情報化社会

の学習

(マスコミ→

相互発信）

自由･平等

生存･友愛

(各｢人権」

問題の学習）

※ 

掴･家族･性

問題等の学

晋

自我の形成･孤独

クラブ･生徒会の中心

科目選択(文理）

5年

6年

主題的科目

学習(構造）

(大量生産→

消費→廃棄）

メカニズム

主題的科目

学習(構造）

(多文化共生

人類普遍的

課題の相克）

世界･日本・

地域の連関

(世界遺産.

ユネスコ活動

日本･奈良）

情報化社会

の問題点

(情報化と国

際的課題）

軍事･資本

｡ 主題的科目

学習(構造）

(身分制社会

→市民社会）

｢人権｣概念

主題的科目

学習(構造）

(ジェンダー、

家→家族→

？？） 

※ G･Ｃ､修学旅行

学園祭の中心

進路決定･受験

社会的自我の形成

学問

視点

自然と人･社

会関係からの

アプローチ

多文化共生

普遍的課題

素材提供

文化財学習

奈良の課題

地域の視点

と素材提供

｢情報｣の相

対化､｢情報」

と意思の視点

提供

｢人権＝差別」

の克服、自己

愛と友愛の視

点提供

｢個｣と共同体

をつなぐ。

家族崩壊･男

女共生等

要検討

｢環境問題」

の社会的解

決・実践的

課題

｢世界｣をどう’
把握するか？

アジアの視点

奈良の地域

的課題とは

なにか？

ツールの習得

が大前提､で

なければ.論

識にならず

｢人権｣概念

の見直し必要

HR学習から

総合的学習へ

家庭･保健

と合科的に、

5年で設定で

きないか？



し、

本校社会科｢カリキュラム｣構想｢新指導要領｣に基づく｢カリキュラム｣例 爺
憾
燗
惑
什
Ｓ
脱
細
－
癖
鯛

学年、三位・科目単位・科目。｜－・・目単位・科目単位・科目単位

③
③
 

※太字は必修.下線は選択必修.他は自由選択科目

※中学は便宜的に1週間あたりの時間数に修正している

※単位数は要求段階一削減の可能性あり

※太字は必修､下線は選択必修､他は自由選択科目

※中学は便宜的に1週間あたりの時間数に鯵正している

[1］「新指導要領｣では､当然のことながら､中学高校間に断絶があるのに対し､６年一貫(2-2-2制)カリキュラムである。

高校では､公民科･地理歴史科に分かれているのに対し､６年一貫社会科の構成になっている。

[2］１年｢地理的分野｣は世界学習の比重を高くしている｡人ロ問題や地域間の結合については､｢現代社会｣で履修する。

２年｢歴史的分野｣は世界史学習の比重を高くしている。19世紀末以降の歴史は､｢現代史｣で瞳鯵する。

[3］３．４年｢現代社会｣は､中学｢公民的分野｣｢地理的分野｣の一部､高校｢現代社会｣の融合科目である。

３．４年｢現代史｣は､中学｢歴史的分野｣高校｢世界史A｣｢日本史Ａ｣の融合的科目である。

[4］５年｢芸術と社会｣は､芸術科との合科科目である｡家庭科内科目｢家族｣への協力も検討中である。

５．６年｢地理B｣｢世界史B｣｢日本史Ｂ｣各B科目では､各A科目的な課題学習的要素を盛り込む予定である。

学年 薑分野･希 単位 分野･科目 単位 分野･轆 ロ】】。 単位 学年 分野･輪 目 単位 分野･科目 単位 分野･科 】ロロ。 単位

中１

中２

中３

高１

高２

高a

公民的分野

現代社会

j圃理

政治経済

2.4 

２２２ 

Hh理的分野

地理的分野

蝿螂

1.5 

1５ 

２４ 

歴史的分野

歴史的分野

Ａ 

》

史界世

ＢＢ 史史界本世曰

1.5 

1.5 

２ 

２ 

４４ 

1年

2年

３年

4年

5年

6年

現代社会

現代社会

倫理

芸術と社会

政治経済

２２ 

２２３ 

地理的分野

》》》

３ 

３３ 

歴史的分野

現代史

現代史

世界史Ｂ

日本史Ｂ

世界史Ｂ

日本史巳

３ 

２２ 

３３３３ 
[公民科］［地理歴史料］



指導内容一覧表６ 

： 
映像の20U1妃(6時、
※35分■宙十用■

映倣の２０世紀(6町旧
※35分■百十餌皿

匹史蟹田作り(a時岡）建合孚西との■係で
｢地図と地口R■五｣の
実佗B０期を前倒し可伍

－５７－ 

帝歴丙1面詞 使用敏和戸面面7軍両面ﾃｺ区7面1百詞「颪亘7互莅百戸１庇7両i面詞
拙舎２ゆ■〔ョ） ＨＲ 3Dどち2邸中（ａ） ＨＲ 沮代空(２） Hu代吏(２）

4月 堕垈上人■ 

歯Ba し牛至

サルから人へ 日本のｎＨＬ

5月

毎侭し女囚

＝＝し牛蜑 古代文明 Eh染とアジア･アフリブ

6月

已士竺垈
(北知荊】

鎧
古代アジア的世界

吉ｆｒＲｚｚＴＩＳ二

紙代Ｒ六ｍ屯IＴ アフリカの時代

凸、午,0毛ｍＢｒ出しレア甥

7月

(中98）

(近■）-－

輻代ロ土レア錫ア

９月

(中田･皿団）

【ｈＯＨ･薄型）

ゴ五＝’△Ｈ９貝｡、■９７丁 画１次世皿大皿 江磨毎差歯ニレ曰本

10月

ローＬ仏Ｏ■汀、へＦＰＡＲ０

１画7玩戸－－’
豆アジア）

辰ﾃE百豆窟百百ｺ［ 

屍ﾗ55面五百面1l￣ 
傭蚕至百55恵更弓
ｒ－－－－－－－ｌ 

11月

宜日Fアジア）

■アジア）

【死アジア｡」kアブ01力

中世日本社会

大Lt五画代

大正H2のロ土

オイルシコヅクと世、

８０匁代の日本･アジプ

1２月

両ララワヲラテヨ
(ヨーロッパ） 抵価ロ土社会 ＋エ宝し苞⑰9与会田

冷函nWE住

1月

【士畢）

(中■采）

缶世曰本社全 アツア太平要匹孚 室庶伯■化社会

2月

(オセアニア） 名亨:＝＝ｎ局の唾0Ｐ

町■ｍ四ｆＥ野＝えら

3月

■午ゥ生、生４生



科目【単位政。.１丁Ｉ科目【位敷．。，.、■-

現le社会(２） Ｂ２’‐ 

F~逗工－■■■■■[－５ﾛﾏｺご亙了￣■■■■■
■■■■■■■■■ 
■■■■■■■■■■ 

F■ 一一亡

②
⑭
 

本来｢文系の日本史｣｢理系の日本史｣などありえないから
解決方渋案
･定期的に理系のみ拍習をする
－拭験は同じ内容'二出来るが補習が｢必修｣になるのはいかがなものか
.嵐験を文理別Iﾆする-実質的に2組顕になってしまい､負担増
･文のI単位を別のものにしてしまう
－このI単位分の斌験は｢しない｣か＿
｢文は50分拭験｣｢理は30分鼠験｣のようにしてしまうか

新ｶﾘでは.bcdの解決が必要．
⑪での蒲選をしつつも鰹界があり､bcdは時間外柏否'二ならざるを得ないか

【5年世界史の注】文が3.理が2の差具を解決するのが麓纏
解決方途室
・定期的に理系のみ槽習をする
－顕nAは同じ内容に出来るが拍固が｢必修｣になるのはいかがなものか
・試験を文理別にする→実■的にZ穣虹｢二なってしまい.負担増
・文のI単位を別のものにしてしまう－不可臆

科目(単位蛍） 使用故室 科目(単位畦） 使用敏竃 週日【且hb酌） 使用較宝 掴ロ(唾位敏） 佳閉戟室 科目(里位拉） 俸田些竃 三２口ｆ■《回勧】 使用故室 科目（単位⑭） 便用敏窓 科目(単位敬） 使用軟室

現代社会(２） 現代社会(２） 曰本史曰(３） 日本史曰(２） 日本史Ｂ(３） 世界史巳（３） 世界史Ｂ(２） 世界史Ｂ(３）

時､B上堕、 基本的'三回左 ■大西員f華命

原始社会 二±的'二面左 8斤OPなOど砦｡、画布Ｌ巴 田 失吏時代

寮笙参学ぶ ロ士毎審､〕田伍し竹」 「 古代ﾌ肺jエント

人鉋里蜘上森達

声佛越中銅刊分巫 〃 自由牢住とナショナ0」 ｽﾞム

本些二I士量俸Ｉ 国瞭経済の助向 古Ｉ上*f‐の梯ウレ扉 田 口上 アザアの古典文明

iL士駒｣し繕審弓手岳

植民餌主鹿

J『

同上 同上 同上 内時アジア

因画f也力しl士？ 歸固宇邑上座蜂■動

イスラ上按界

同上 〃 同上

平和'二生きる 亜忠する固盟経済 同上 同上

迪誼 Bわが＝'二､ 西ヨーロッパ世界 〃 ＝っの世界大■２

鷹戯賎１輪i識i二1l鴇二:H爲罵。底i亜獅輌UHH画点一~￣’l爵i粛正歪55面i五ZXHi繭一二］｢一一－－．－－－’r－－－１ 肩－－－－１１－－ヨ１－－－~￣~鐸~ヨ[￣￣１ ｒ￣－－~－１ '－－ｺ 匠琶雷芒写邑ゴ

亡詔支壷 〃 冷戦

[i砺i鰯Iiijiii竜r鷺。 圃彊…漣＝二コヨユ匹品ﾕ毒UUP毎ユ巨硅Ｉ 旧－－=＿
近代ヨーロッパの皮Ｚ

Ｊ「 現代の世界

齢虫ロレI士 変専すら国Ｅ政謹 同上 同上 ヨーロッパ近fG四宝

同上 〃 団止

－句、＝と左上_～Ｌ準０J 固田社会と地域針舎 同上 同上

一輪プ了白詣寿去岳呂一

アジア賭帝国 〃 実苣的にない

fR済⑫Lきみ１－－ 因田扮今の伯■ 同上 実■的に無い

同上 PＵ 実曰的にない

同上 実■的に無い
とご毒ｆｎｌｆ典⑤ ２１世紀審横組する

同上 〃 典臼的'二ない

同上 実臼的に無い

３錘▲生民生貝竺＆錘PR控Ｓ錘6年

[５年日本史のFﾛ圧」

文が3.理が2の差異をWF決するのが伍伍
L5年ロ卒王の拍汪】

現状は.曰3凪位＋b演習2単位(文系)｡c拍召(理凝伶蟄者)｡｡国立二次｢二必要な者の個別補習



Ｂａ曰忽Ｂａ２２⑧

図上

;霧憲一

中
③

＜解決策＞
･文系で実施予定の｢膝図｣しﾐｭﾚｰｼﾖﾝ敦材｣を理系で削除
する予定であるが､内容を圧迅しないと苦しいか
(1単位を劇物にすることも考えられる）
･5年生でのみ地理患学習する生徒を寺由して.現在は地陸において
餌ぺ学習を取り入れている邸.その見直しを迫られる可能性もある
(2)どの単元というのでなく､視聴覚楓墨が使用できる軟室がよL、

倫理のテーマは生後と相臥して駿めるので露助i9である。

科目(単位数） 使用敏室 科目【阻付功】 使用敬重 科目【単位■】 Ｉ－ｎＺＵ只一 千キロＬＰ＝コユ■￣■ 《■用敏郡…田画一］､目爾１画…=。 ￣庁百コ■器エヱ

地理Ｂ(３） 地理曰〔盆） 地】■Ｂ(３） _憤理(２） 政治経済(２） 芸術と針■凸【③）

注(2) 同左 注(１） 社会科敏 ■ 宅丑ママ可可強凡 琿冴 ＝＝￣ 庫避現 社会科歓亜
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第４章数学科

大西俊弘・河合士郎・佐藤大典

山上成美・横弥直浩・吉田信也

１中等教育における数学学習の意義

１－１国際社会で通用する人材育成

「国際化」・「情報化」の進展に伴い、経済活動においては、既に個々の国レベルではなく「全世界」

が単一の市場として機能している。２１世紀の中等教育を考える際には、「国際化」・「情報化」の視点

が、今後ますます重要となってくる。従来の日本の教育界においては、有名大学への進学率を上げる

ことが最終目標であるような風潮があったが、今後はそのような些末な目標ではなく、世界の中で通

用する人材の育成こそが最重要の課題となってくるであろう。

諸外国においては、数学は人間の概念形成における根幹的な文化の一つと捉えられている。また、

数学には、芸術や文学と同様に人類の文化遺産としての側面、思考を表現する普遍的な言語としての

側面もあり、数学は高等教育を受ける者の共通の素養として重視されている。国際社会の中で通用す

る人材を育成していくためには、単に語学学習の奨励といった表面的な取り組みだけでは不十分であ

り、様々な活動の基礎となる思考力の部分から鍛えていくことが肝要である。そのためには、論理的

思考力育成にもっとも適した教科である数学が、今まで以上に重視されるようになってくる。

１－２数学的な考え方の社会的需要の増大

「情報技術社会」・「IT革命」などといわれる昨今、コソピュータ・情報関連機器の利用が急速に

日常化・高度化してきている。また、例えば表計算ソフトにおける「関数」の概念のように、数学的

な概念が社会生活の中で使われる場面が、年を追うごとに増加してきている。また、「ベクトル」の

概念は、高等学校以上の教育を受けた層にはかなり定着してきており、日常的な会話の中でも「一定

の方向性」といったような意味で比嶮表現として使われるようにもなってきている。

従来は、普通の企業で仕事をするに際しては、高等数学は不要であると考えられていた。しかし、

例えば金融機関における「金融工学」のように、最先端の高等数学が多くの産業で実際に使われてお

り、門外漢の想像を遙かに超える速さで一般産業への数学の浸透は進んでいる。

また、業務用ソフトウェア開発やその利用は、今では業種に関係なく必要不可欠なものとなってい

る。これらのソフトウェアの開発者に数学的な素養や論理的思考力が求められるのは当然であるが、

ソフトウェアの一般ユーザーにとっても使いこなしていくためには、数学的な素養や論理的思考力が

求められている。それらが企業人の一般的な素養として求められる社会が到来してきたと言えるであ

ろう。すなわち、我々の営む複雑な現実社会を理解し、生き抜いていくためには、文系・理系を問わ

ず、数学的な素養が必要であり、その素養を常に育成・発展させていかねばならない。そのため、中

等教育段階から生涯教育の基礎となる充分な下地を作り、考える力を醸成することが大切となってく

る。

１－３入試科目数削減と大学生の学力低下

・諸外国の大学では、入学後に直接的に数学が必要な分野であるかどうかに拘わらず、入学に際して

は、必ず一定の数学的知識・数学に対する理解を要求するのが普通である。また、文系の学部であっ
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ても、数学の講義が用意されているのが普通である。そのため、中等教育段階においても、数学に関

して充分な授業時間数を確保しているところがほとんどである。中等教育で扱う教材のレベルが日本

よりも低い国もあるが、ほとんどの国の生徒は数学嫌いになっておらず、大学に入ってからも積極的

に学習を進めているようである。

ところが、日本では、受験に向けた数学が幅を利かし、一般には数学は選別の道具としてのみ存在

理由があるように受け止められている。そのため、「受験生の過負担を軽減する」という一見もつと

もらしい建前のもとに受験科目数の削減が続き、文科系においては、数学を全く課さない学部や、数

学の比重が極端に低い学部が大勢を占めるにいたった。国公立大学においても、セソター試験で数学

を課していない大学・学部が存在する。また、理科系においてすら、数学Ⅲや数学Ｃを入試に課さな

い大学が増加してきた。ある科目を「入試に課さない」ことは、その科目を「高等学校で履修しなく

てよい」と解釈されてしまい、その結果「数学、を履修していない工学部生」などが出現してしまう

ことになった。数学に限ったことではないが、入試科目数の削減により、大学生の基礎学力が著しく

低下してきていることが各方面から報告されており、国大協でもセソター試験において再び５教科７

科目を標準とするようにする動きがあるなど、入試科目数の見直しが進んでいる。

したがって、今後は、文系の進路を希望する生徒にも十分な数学的素養を身につけさせる必要があ

る。

２数学科の基本的な考え方

２－１新学習指導要領の問題点

(1)中学校段階の内容の希薄化

今回の学習指導要領の改訂では、学校週５日制の完全実施や総合的な学習の時間の導入により、義

務教育段階では、各教科の授業時間数や内容が約３割削減された。その結果、低学年での内容がたい

へんに薄いものとなっている。特に、小学校における授業時間数削減により、今後中学校に入学して

くる生徒の基礎学力は、現在よりも平均して低下することが予想される。また、小学校の教材の一部

が中学校に移行されたことにより、中学校での授業のスタートラインは従来より下がり、より基本的

な内容から教え始めなければならなくなる。さらに、中学校の教材の一部が高等学校に移行されるた

め、概して中学校の数学の内容は、義務教育終了時に修得しておくべきものとしては、笹だ不十分な

ものとなる。

(2)高等学校段階の内容の過密化

ところがその一方で、今回の改訂では、高等学校卒業時の理科系の数学・理科のレベルは下げない

という基本方針があるようである。そのため、高等学校の数学は、授業時間数の総枠が減り、中学校

からの移行内容も加わるにも拘わらず、従来と同じ程度（具体的には、数学、の微分・献分）まで至１１

達しなければならないという、甚だ矛盾に満ちたものとなっている。内容が減らずに、授業時間数だ

けが減れば、当然のことながら授業内容は以前にも増して過密なものとなるであろう。

高等学校の数学は、中学校の数学よりも抽象度が上がるため、生徒にとっては内容的に急に難しく

なる印象があり、現在でも理解するのに時間がかかる生徒が多い。その上、今後新学習指導要領のも

とで中学校時代にゆっくり勉強してきた生徒が高等学校に入学してきた場合、高等学校での急激な授

業のスピードアップについていけず、適応できない者が多くなることが予想される。

－６１－ 



(3)発達段階を無視した内容の先送り

中学校から、高等学校に移行された内容は多岐にわたるが、その中には生徒の発達段階をあまり考

慮せず移されたものが多い。

例えば、円に内接する四角形の性質などは、高等学校でやるよりは、中学校で他の平面図形の性質

と一緒にして系統的に学習する方が学びやすいであろう。

また、不等式の性質や一次不等式の解法は、現在は中学校で７～８時間かけて指導している内容で

あるが、高等学校の数学Ｉに移行された場合には、２時間程度で消化せざるをえなくなってしまう。

考え方や計算技法に生徒が慣れたり、思考を熟成させる時間をとることなく、一次不等式→連立不等

式→絶対値の不等式→二次不等式と授業が進んでいくならば、多くの生徒が消化不良を起こす可能性

がある。

次に、統計分野に関しては、中学校の内容から削除され、高等学校の「数学Ｂ」・「数学Ｃ」に移行

されたが、これらの科目は内容選択の科目であり、一般的な生徒がこの分野を選択する可能性は非常

に低い。情報化社会の進展と共に、統計教育の重要性が叫ばれているにも拘わらず、多くの生徒が中

等教育６年間で統計分野を全く学習しないことになってしまう可能性が高い．

２－２中等教育学校としてのカリキュラムの編成

前述のように、中学校・高等学校と分断して考えた場合には、新学習指導要領には様々な問題点が

ある。しかしながら、６年一貫教育である中等教育学校の場合には、自由に教材の配列順序等を入れ

替えることができるため、バラソスのよい教育課程を編成することが可能となる。また、中等教育学

校は高等学校入試にも拘束されないため、一般の中学校よりも時間的ゆとりが生じ、課題学習等にゆ

とりをもって取り組むことが可能となる。中学校・高等学校の新学習指導要領の目標・内容に関して、

十分に理解・咀噸した上であえてそれを有機的に組み替えることによって、生徒の発達段階にとって

無理のない数学の学習体系を構築したい。

具体的には、まず、１年からしっかりとした基礎学力（思考力・計算力・洞察力など）をつけてい

くことを重視する。本校は入学に際して学力検査を課さない中等教育学校となり、今後入学してくる

生徒の学力幅が広がっていくことが予想される。そのため、１年では、標準単位数３を超えて、４単

位の数学を設置する。また、前期課程（中学校段階）の３年間は、全て４単位を設置し、ゆとりをもっ

て数学教育を進めていきたいと考えている。ただし、この段階で標準単位数以上を設置する理由は、

あくまで基礎学力の充実と後期課程（高等学校段階）の内容の過密の緩和が目的であり、一部の私立

学校に見られるような単なる高等学校の内容の前倒しが目的ではない。

前期課程の到達目標は「関数で世界を見る考え方」の陶冶、後期課程の到達目標は「微分積分」の

概念理解においている。また、本校の６年一貫教育を行う際の基本的な理念である2-2-2制と組み合

わせて構想したのが、下記の新カリキュラム表（案）である。
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数学科新カリキュラム案一覧表

（注）教科「情報」の授業は、数学科の教員が担当予定
● 

指導内容等に関するより詳しい一覧は、ｐ､66～の表に示す。

３中等教育学校における数学科６年一貫カリキュラムの特徴

３－１系統カリキュラム

数学科では、2-2-2制に対応して、別表のように２学年ごとの段階に分けて、数学科では、2-2-2制に対応して、別表のように２学年ごとの段階に分けて、カリキュラムを編成

した。その際に、教材を精選し、生徒の発達段階を考慮するとともに、教材の一貫性、数学的な系統

性にも留意して教材を再構成した。学習指導要領では、中学校の各学年に分散している関数教材（比

例・反比例、１次関数、２次関数）を、３年でまとめて扱うのが大きな特徴である。そのため、指導

内容の順序が学習指導要領とは大幅に異なるため、通常の市販の教科書では対応できｵEいことが予想

されるので、授業書（学校で作成した教科書）の作成に今後は取り組んでいく予定である。また、科

目の名称も学習指導要領とは別のものとし、「代数学Ｉ」嫌の名前を学校独自に付けることによって、

名称からも科目の内容・系統性及び2-2-2制が明確に分かるようにした。

３－２選択必修制

現在のカリキュラムでは、後期課程の数学においては、５年（高等学校２年）から自由選択制をとっ

ており、数学を全く履修しないことも可能であった。しかし、先に述べたように、今後は、数学的な

素養の重要性がますます燗してくると予想されるので、５年までは数学を全員に必履修とし、論理的

思考力と表現力を育成したい。これらの力の育成は、当然、他教科の学習や社会生活にとっても有用

であると確信している。

現行のカリキュラムで５年に設置していた数学の科'二1は、「数学Ⅱ・数学Ａ」（４ili位）・「数学Ｂ」

(２iii位）であり、どちらも主として、理科系の生徒と大学入試センター試験程度の数学を大学受験

に必要とする文系の生徒を対象としていた。本校の生徒の実態を考えた場合、上記のような科目設定

が大多数の生徒の要望に肢も適しているとは思われるが、一部の生徒には荷が重い現実もある。また、

数学的な力があっても、進路希望の実現のためには、それほど数学が必要でない生徒もいる。それら
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学年 科目名 単位数 選択・必修 文系１ 文系２

1年
代数学Ｉ

幾何学Ｉ

２ 

２ 

必修

必修

2年
代数学Ⅱ

幾何学Ⅱ

２ 

２ 

必修

必修

3年
ｔ数．幾何学Ｉ

解析学Ｉ

２ 

２ 

必修

必修
将良庄X二ＩＬ少ABR扱伍

4年
ｔ数． 幾何学Ⅲ

解析学Ⅱ

３ 

２ 

必修

必修
少人数授秦(両）

5年

代数・幾何学Ⅲ

解析学Ⅲ

総合数学Ｉ

(情報Ｂ＊）

３ 

３ 

３ 

２ 

選択必修

選択必修

選択必修

必修

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

6年

ｔ数．幾何学Ⅳ

解析学Ⅳ

総合数学Ⅱ

演習Ｉ

演習Ⅱ

３ 

４ 

２ 

３ 

２ 

自由選択

自由週 尺

自由選） 尺

自由選 尺

自由選択

△ 

△ 

△ 

○ 

○ 



の生徒への現実的な対応も考えながら、全ての生徒に、人類の文化として数学の持つ面白さや価値を

伝えたいという思いから、５年以降には２つの数学学習のコースを設定することにした。

具体的には、５年で数学を選択必修とし、１つは従来型の受験にも十分に対応できる科目「代数・

幾何学Ⅲ」・「解析学、」と、もう１つは受験を意識しないで数学を楽しむ科目「総合数学」を設置す

る。

３－３総合数学

この科目（コース）は、大学入試等においてそれほど数学を必要としない文科系の生徒を対象にし

て、前述のように国際化・情報化社会で生きていく素養を育成することを目標とする。具体的には、

別表のように、数学を使って現実社会や自然界の問題を解決する体験ができる単元・教材で構成する。

５年に設置する「総合数学Ｉ」は選択必修であるため、従来型の科目を選択しない生徒は全員選択

するものとする。また、６年に設置する「総合数学Ⅱ」は、自由選択科目とし、数学に興味関心のあ

る生徒が継続して学習を進めていくものとする。当然のことながら、６年では選択しないことも認め

る。

３－４少人数授業

６年一貫教育は、長期的な教育活動の結果、生徒の「学力」差が次第に開いていきやすい傾向があ

る。その傾向を打破していくには、教師が「学力」差が開きにくい分かりやすい授業をすることはも

ちろんであるが、「学力」差が開いてしまった場合には、それを回復する手だてを早めに講じること

が必要となってくる。また、生徒の進路保障もきわめて重大なことである。これらのためには、少人

数でのきめ細かな指導が必要になる。

本来ならば、少人数授業としてさまざまなレベルの講座を各学年で多数開講できればよい（習熟度

別講座編成）のであるが、１学年３学級という本校の学級規模では教室・教員の手配等の問題があり、

全て一度に解決することは難しい面がある。そこで、当面は20人編成の少人数講座（40人に対する２

人でのＴｅａｍTeachingも可能である〉を、学力差が開きやすい４年の授業に取り入れてみたい。そ

の結果を踏まえて、将来的には３年にも拡大していく方向で研究を進めたい。

３－５テクノロジーの利用・課題学習

コンピュータやグラフ電卓をはじめとするテクノロジーに関しては、本校は全国的に見ても比較的

早い時期から積極的に研究・活用してきた実績がある。近年は、３年の３学期に作図ツール（ＧＳＰ）

を用いた平面幾何の課題学習を実施している。

平成13年度に完成する予定の総合教育棟には、複数のコソピュータ室ができるため、他教科と時間

的・場所的に競合することなく利用できる体制が整う。今後も、テクノロジーの利用が効果的な場面

においては、それらの機器を一層活用していきたい。また、そのための充分な教育環境（設備・スタッ

フ・教材開発）もあわせて追求していく。

３－６教科「情報」との関連

新設される教科「情報」の授業は、本校では、数学科の教員が行う予定である。そのため、数学科

の教員全員が情報科の免許の取得を目指すように申し合わせている。

教科「情報」には、当然のことながら独自の目標があり、数学科の目指すものとは異なっているが、

－６４－ 



内容的には数学的な思考を要求される可能性が高い教科である。特に、「情報Ｂ」は、コソピュータ

の原理の基本的な部分や数理科学的な考え方や方法を扱うため、数学との関連が深い。

数学科においても、「数学Ｂ」の中に、「(3)統計とコソピュータ、(4)数値計算とコソピュータ」とい

う項目があるが、これらは授業時間数の制約から数学の授業の中では扱うことが困難である。特に、

統計分野に関しては、中学校の内容から削除されたので、ここで履修しない場合には、$:|則等教育６年

'111で全く学習しないことになってしまう可能性が高い。そこで、本校では、「情報Ｂ」の授業の中で、

コソピュータを利用しながら統計的な題材を扱いたいと考えている。

－６５－ 



４カリキュラムー覧表

科目内容腕目内容 科目内容ｌ科目内容科目内容朧内容

☆必修選択
※自由選択

－６６－ 

学勾 1年 2年 3年 4年 5年 6年

分留 科目 内容 勵目 内容 靴目 内容 斗目 内容 靴目 内容 内容

代数学

一幾何学 代数学Ｉ（２）｜幾何学Ｉ（２）
1.正の数。

負の数

2.文字式

3.1元1次

方程式

1．平面図形

2.三角形
･四角形 代数学Ⅱ（２）｜幾何学Ⅱ（２）

1.連立2元
１次方程式

2.1次不等
式

3.式の計算

4.平方根

5.2次方程
式

1．相似と

平行線

2.五心

3.円の性質

代数・幾何学Ｉ（２）
1．三平方の
定理

２空間図形

3.課題学習

4.確率

代数・幾何学Ⅱ（３）
1.三角比

2.式と証明

3.図形と

方程式

代数・幾何学Ⅲ（３）☆
1．高次方程

式

2.ベクトル

3.行列

代数・幾何学Ⅳ（３）※
Ｌ式と曲線

2.演習

解析学 解析学Ｉ（２）
1．比例.

反比例

2.1次関数

3.2次関数

4.関数の
ﾒガネ 解析学Ⅱ（２）

1.2次関数
と方程式

･不等式

2.三角関数

3.指数.
対数関数 解析学Ⅲ（３）☆

1．数列

2.微積分法

解析学Ⅳ（４）※ 法法限分分習極微積済１２３４ 

総合数学 総合数学Ｉ（３）☆
1．数列と
自然･社会

2.関数と

増え方.
減り方

3.確率と

ギャンブル 総合数学Ⅱ（２）※
1．幾何学を
追求

2.無限を
追求

3．自然現象

を追求

演習
演晋Ⅱ

演百Ⅱ（３）※（２）※ 
文系
センター

対策

文系
二次対策
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代数学Ｉ（２）

1．正の敏･負の数

正の数と負の数
j､護と塑篭

乗法と除法
２文字式

文字と式
1次式の針耳

文字式の肝卸
３１元1次方程式

1次方程式

1次方程式の利用
文字式の利用 １１１１１２１１２ 代数学Ⅱ（２）

U・埋ｴ匹Ｚ元Ｕ伊(刀伍式

連立方程式

迎立方程式の利用
２．１次不等式

２ 

；２ 

不等式 ’１ 
不等式の解き方ｉI
3．式の計算

式の展開

因数分解
4.平方根

索因数分解
平方根
平方根の計算
5.2次方程式

２次方程式
２次方程式の利用

３３３３３ 
１１ ０■ ３３ 

代数・幾何学Ｉ（２）
1．二手ｂＵＪ疋2里

三平方の定理

三平方の定理の応用
２空間図形
空間の図形
立体
図形の叶丑

3.腺題学習

GSPによる腺題学習
4.確率

集合と要素の個数
順列と組合せ
砿率

白白■Ⅲ：巾、：中中

５５■■げゆ古□け』●●ら』■。＆、』凸
＆□■甲■己ら

９勺■■●。■①●●中旬■●勺句■●■①■■勺■■■ＰＰ▲白い①句と■甲■土■の■白？●白△■申士ロ。二

３３１１ 
Ⅱ ▲ Ｉ 

ＡＡＡ 代数・幾何学Ⅱ（３）
1．三角比

三角比

三角膨への応用
２式と狂明

因数分解
整式の除法･分数式
等式.不等式の鉦明
命題と集合
3.図形と方程式

点と直線
円

軌跡と領域 Ⅱ！ⅡⅡⅡＡⅡⅢⅡ ●●句Ｓ４ｓｃ⑪。●Ｐ？■勺■●Ｓ■■Ｐ■甲凸■■■凸■Ｔ■甲■■■■孑由■甲＋、』■Ｃ宇凸ＣＣＢ凸■ｃＢｃ』ＧＣＢ①ｃＳＣ凸●●●で凸ロ。△ｃｃ二凸ＤＣ？□ＳＢＴ■凸。△仲？●●■■■●と■■。 代数・幾何学Ⅲ（３）
1．高次方程式

複素数と２次方程式

高次方程式
2.ペケトル

平面上のベクトル

ペクトルと平面図形
空間におけるペクトル
3.行列
行列の計算･逆行列
連立1次方程式

点の移動 。□ＧＢ■ザ凸ＢＳｐＵ凸。いじり■Ｓ●●■凸●▽■●Ｓｃ凸●■の■●■。▲■勺の■■甲■白申巾■甲甲巾■甲ＰｆＰ・白Ｐ』■●甲＆凸■ひら▲●けＦＢと●ＳＢＢｃＰＣＳ■、。●①●凸●●句■●●午■ ．ⅡⅡＢＢＢＣＣＣ 代数・幾何学Ⅳ（３）
1．式と曲線

２次曲線
媒介変数衷示

極座祝
2.演習

入賦問題演習

ＣＣＣ 

ＣＧｃ午Ｃ３ｂＣ＆◆◆■白●■由り甲●口■■■■■●ＰＰＢら▲■ＰＢＢ凸甲』凸。ＰＳＣｃＢＣ⑰●■４●□で●勺■。。ｑ芒■Ｐ■○凸●○印■凸の＄・●■甲■■●中甲・止血中ご■巾■■申ら▲土中＄巴・●甲甲』
幾何学Ｉ（２）

１．平面図形

点の集まりと基本の図購１
点の集まりと作図

図形の移動

角と平行線
2.三角形･四角形

三角形と合同

鉦明の仕組み
三角形

平行四辺形

１ 

１ 

１ 

２２２２ 幾何学Ⅱ（２）
1．相似と平行線

相似な図形 ３ 

平行線と線分の比１３
２五心

三角形の五心ｉＡ
3.円の性質
円の性質

円周角
円と四角形 １２Ａ 解析学Ｉ（２）

1．比例･反比例
変化のようす
比例y反比例

2.1次関数

卒歓の中に見いだす
1次関数

1次方程式と1次関数
3.2次関数

事象の中に見いだす
２次関数

4.関数のﾒガネ

数学と環境

１１２２２３ 
Ｉ ■ ３ 解析学Ⅱ（２）

1.2次■敵と方租式･不等式

２次不等式
租々の問題

2.三角関数
三角関数
ｶﾛ法定理
3.指数･対数関数
指数関散
対数関数 ＩⅡⅡⅡⅡⅡ 解析学Ⅲ（３）

1．数列
数列とその和
数学的弼納法

二項定理
２徴税分法

微分係数と導関数
導関数の応用
積分法

積分法の応用 ＢＢＢⅡⅡⅡⅡ 解析学Ⅳ（４）
1．極限

数列の極限
関数の梗限
２微分法

微分法
微分法の応用

3.積分法
不定積分

定積分
積分法の応用

４演習
入斌問題演習

ｎｍⅢⅢⅢｎｍ 

総合数学Ｉ（３）
1．数列と自然･社会

フィポナッチ数列

自然の中の数列

黄金分割
元利均等返済

2.関数と増え方･波ﾘカ
バクテリア

放射性物資
人口増加
3.確率とギャンブル
どっちが得？ 総合数学Ⅱ（２）

1.幾何学を追求

多面体

ザッカーポール

螺旋
2.無限を追求

無限極たすには？
無限掴を数えるには？
無限いろいろ

3．自然現戴を追求

雨粒で死ぬ？

演舌Ｉ頂舌Ⅱ（⑩）一色》
文系センター対策

文系二次対策

数学科新カリキュラム宝と学習指導要領の差異の－藍
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戸可崗垂亜覇一

代数学

幾何学

代数学Ｉ（２）

幾何学Ⅱ（２）

U・些凹"再■・只凹"■■

正の蚊と負の敵
、津上華窪
兵窒と陸生
2.文字式

文字と式
1次式のﾛf算
文字式の､f算
3.1元1次方租式

0次方租式

6次方租式の利用
文字式の利用

計 ０７胸８７８５７４弱ｔ６８Ｂ８ＧヶＦ０Ｉｆ６ｒ居ら■●Ｐ５■２２印５２■■＄■■：■■Ⅱ□：■・Ｈｇ曰且ｄＺａ６■ｚ＄■６５２■Ⅲ■７３■■０日
１－平面哩醒

画の集まりと基本の囚灘３
点の集まりと作図
図Npの移動
角と平行範
2.三角形･四角形

三角形と合同

証明の仕組み

三角魁

平行四辺形

肘

４ 

５ 

:０ 

５８６０網

代数学Ⅱ（２）

幾何学Ⅱ（２）

1．迎立2元1次方程式

乙立方超式

連立方程式の剰用
2.1次不等式

不等式
不等式の解き方
3.式の叶算

６ 

５ 

１２ 
１０ 

式の辰閲１７
田⑭分解１８
4.平方根
=田2h分解

平方根

平方根の計算
5.2次方租式

２次方租式
２次方程式の利用

叶 ３６７５０的
１－相似と平行釦

相似な図形
平行城と知分の比
2.五心

三角Hjの五心
3,円の性頁

円の健氏

円周角
円と四角彫

肘
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代敵・幾何学Ｉ（２）
U･＝刊＆』。Ｗ巫巫

三平方の定理

三平方の定理の応用
2.空ＩＨＩ図形

空間の図形

立体
図形の計丑
3,ＵＲ通学百
GSPによる臣田学否
0.随率

集合と要秦の個数
四列と組合tｔ
磁牢
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■衷歓と２次方程式
■次方穣式
Ｌベクトル

平面上｡，ベクトル
ベクトルと平面図形

空間Iﾆおけるベクトル
３.行列

Iﾃ列のBf算･逆行列
連立1次方租式
点｡､移動

肘
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代数・幾何学Ⅳ（３）※

1次曲紐

匹介変数表示
■塵梗
2.汝晋

入拭閏Rn演習

肘 ２ 
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解析学 解析学Ⅱ（２）

1．比例･反此りり

宝化のようす

比倒･反比例
２１次関数

卒象の中に兄い鱈す

1次凹敏
1次方程式と1次関数
ａＺ次関敵

事象の中'二見いだす
２次田nk
4.関数０，メガネ

数学と■塊

計

２ 

９ 

２ 

４ 

０ 

iｉ 

０２ ０５ 
解析学Ⅱ（２）霧俳６８魂８句Ｏ０ｑ０Ｕｄ０Ｂけ山守ｂＰＦ白白■ひＬ由宇■、■■Ｐ・■■■■凸●句凸●・凸。■●勺■ｌ馴 解析学Ⅲ（３）☆

1．敏列

敗列とその和
欧字的妬納法

二項定理
Z.ｕR積分銭

微分9F政と導関数
導凹数の応開
租分法
楓分法の鷹用

肘 ７ 

”３５０Ⅶ５８ 
５ 

解析学Ⅳ（４）※
1丁掻限

敏列の祖国
関敏の祖因
2,微分途

微分迭

轍分淺の応用
3.積分鰭
不定積分
定積分
積分法の応用
4.浜四

人拭問、演習

計

９仰川狛７９Ⅲ■ｑ■■。■■勺■曰１■Ｓ６ＢＢＣＬＰＳ■■巴■ザの■⑤凸■■△■■■ロロ■①
鋤晒

縫合数学 鍵台数学Ｉ（３）★
１．種槻lと已璽･杜銭

フィポナッチ敏列
自然の中のnh列
負金分酎
元利均等返済 勺■■。▲１日Ⅲ５１■■ひしＰ５■Ｐ０ＰＢＬ
２．８０数と増え方･減り方
パケテリア

放射性物寅
人ロ増加
ユ確串とｷ四Vﾝブル

どっちが褐？

針
総合数学Ⅱ（２）※

Ｕ･軍T四手き?■期叫

多面体
サッカーポール

匹暁

2.額田を追求
無田圃たすには？
無限田を蚊えるにば？
無限いろいろ
ユ自繍現象を遡求
雨粒で死ぬ？

計 ０ヶ。■けら●■Ｂ、■Ｂ■甲凸。■。●０■■句。■Ｕ■ロ■■■■■中十●も●５勺▲ａＤ０８■００●ａ■■■ＢＤＦ
演習 餌■Ⅱ項■■｛■】［■〕■■ 

文系センター対蛍

文系二次対策
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第５章理科

越野省三・中道貞子・林良樹

屋鋪増弘・矢野幸祥

Ｉ中等教育学校における理科学習の意義

１－１理科教育の目標

1989年度に本校カリキュラムを検討した折にまとめた理科教育の目標を次に示す。

(1)自然現象に対する興味を大切にし、さらに深く知りたいという学習意欲を引き出すこと。

(2)自然の即｢物・現象に関する基本的な概念や原理・法則を系統的に理解させ、自然科学の基礎的な

知識を身につけさせること。

(3)科学の方法を習得させること。すなわち、自然の事物・現象の中に|ｌｌｊ題を見出し、観察や実験を

行い、情報を染め、推論し、仮説をたて、検証を行うという一連の方法を身につけさせる。

(4)自然のしくみやはたらきを分析的ならびに総合的に考察することにより、科学的な思考力を養う

こと。

理科教育本来の目標は、時代が移っても変わらない部分であり、以上にあげたものは先ず確認すべ

き理科の教育目標である。しかし、２１世紀を迎えて理科教育に要求される課題はさらにふくらんでい

るといえよう。一方で、教育が抱える今日的な問題を解決するために、理科教育においても考えるべ

き点があると思われるので、次にそれらの点について言及したい。

１－２現代社会に対応できる科学的な能力の育成

現代社会は発達した科学技術に支えられている。科学技術により物を生産する人と生産された物を

使用する大多数の人がいる。物を生産する人には、科学的知識や思考力が必要不可欠で、それらを使っ

て新しい物を作り出す。資源の乏しい我が国は、物の生産により国際社会で生きてきたが、物を生産

する人材を養成するために理科教育を大いに貢献させたい。一方、物を使用する一般の人も、生活の

いろいろな場面で問題や課題に遭遇したとき、科学的知識は大いに役立つし、科学的な方法・考え方

でそれらを解決することができる。また、日常生活で使用する機械の仕組みを理解するには、科学的

知識や思考力が必要である。科学技術に支えられた現代社会で生きていくために、科学的な能力を育

成し、科学が社会にもたらす諸問題についても関心をもたせたい。

２０世紀は科学技術の急速な発達によって即物的欲求が満たされるようになった。その結果、文化的

利便性が得られるようになった一方で、様々な環境問題をはじめとする弊害も生じてきた。しかし、

科学の利便性を捨て、何十年も前の生活に戻ることはできないだろう。今後は、科学により生じた弊

害をも視野に入れた、バラソスのとれた発展を目指すという視点が敢要になるだろう。そのために、

科学的自然観を養い、自然の仕組みと本来のありようを科学的に探究する能力と態度を育てたい。

科学が発展していく一万で、近年、自然との共生ということが重要視され始めた。自然との共生を

考えるためには、自然のすばらしさを認識する必要がある。理科教育の原点は、自然現象をじっくり

見ることから始まり、そこから、驚きと感動が生まれる。自然のすばらしさを感じ、さらに自然への

畏敬の念を抱くことができる人間を育成したい。
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１－３子供たちの現状の分析とそれに応えるための理科教育

教師が望ましいと考える理科教育も、それを受ける側の現状把握が正確でなければ空回りするであ

ろう。現代の子供たちの現状についても考えておきたい。

子供たちの理科離れが言われるようになって久しいが、中央教育審議会の「２１世紀を展望した我が

国の教育の在り方について（第一次答申1996年７月)」の中では、次のような分析がある。＜子供

たちが学問的あるいは知的な関心を持って問題を真剣に考える姿勢が希薄になっているという「知離

れ」といった現象が生じてきており、それが「理科離れ」として指摘されているのではないか＞

このことは、日々教室で対応している生徒たちを見たとき、あるいは彼らを取り巻く環境を考えた

ときに納得できることである。多くの情報を得ることはできても実物を知らないで育ってくる子供。

有機的な感触のない映像や刺激的な情報を満載したゲームなどに多くの興味関心を示す子供。便利に

利用できる多くのものがブラックボックス化していて、その原理については疑問を挟む余地もなく、

ただ利便性だけが追求されるものに囲まれた生活。こうした現代の子供にとっては、自然界に存在し、

以前の生活の中では知的好奇心を満たすための対象物であったものが、容易に彼らの興味関心の対象

となり得ないのではないか。

豊かな物質に囲まれ、我慢をすることの訓練を受けていない子供たちが、従来型の講義を中心とし

た授業に興味を示さないことは当然ともいえよう。理科教育においても、子供たちを取り巻く現状を

十分認識した上で、先に挙げた理科の目標を達成させるための手段を講じなければならない。幸い、

本校では、従来から観察・実験を重視した教育、生徒自らに疑問をもたせ、自らの頭で考えさせる理

科教育を実施しており、今後もこうした教育を積極的に取り入れていきたい。

ノーベル化学賞受賞者である白川氏が、テレビ番組で司会者の「理科の学習でいちばん大切なこと

は何ですか？」の質問に答えて、「自然に触れること、自然を自分の目でしっかり見ること」と発言

されていたことは、まさに本校理科教育の取り組みのバックポーソであり、今後も大切にしていきた

いことである。生徒たちを取り巻く状況がそれを難しくしていることを考えれば、意識的に彼らに実

物に触れさせ、彼らの中に眠っている知的好奇心を揺さぶる理科教育こそ、現代の子供たちに必要な

ものであると考える。

１－４中等教育学校における理科学習の特色

1972年以来、中高６年一貫校として教育を行ってきた本校では、理科のカリキュラムにおいても、

高校入試がない点を生かし、中高で重複している内容を精選し、生み出された時間を観察や実験に当

てる様に努力をしてきた。

1989年から実施されている現行カリキュラムにおいては、４年（高校１年）に総合理科を開設した。

多くの学校で理科Ｉがなくなったことに伴い、高校１年から選択制が導入されて、高校理科は２科目

選択が主流となった。その中で、本校では４年の理科が必修であり、しかも物理・化学・生物・地学

の４分野を網羅した内容で学習させたことは、他校にない特色であった。理科２科目選択の弊害とし

て以下のような意見がある中で、本校の選択は評価できるものと考えている。

高等教育フォーラムホームページ「日本の理科教育が危ない」問題多い２科目選択制

松田良一（東京大学大学院総合文化研究科・教養学部助教授）より

高校で１度も生物の教科書を開かなかった学生が医学部に行き、物理学を勉強したことのない学生

が機械工学を専攻する・・・・こんな事態が、全国の大学とりわけ理工系学部で生じ、少なからぬ混

乱を起こしている。４年前に施行された理科２科目選択制を内容とする新学習指導要領で育った学生
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達が、昨年４月から大学で学び始めたためだ。選択しなかった科目については中学校卒業レベルの知

識しかないため、大学の講義を高校レベルの理科の補習から始めないと、全く理解できない学生が多

数出現している。このまま現在の理科２科目選択制が続けば、「科学技術創造立国」の将来にも大き

な影を落としかねない。

生徒の進路保障という点から、学習指導要領にある内容を削減することはできない。しかし、６年

間という長いタイムスパソの中で教える内容を組み直し、精選することができる点は、６年一貫教育

の魅力であり、利点である。中等教育学校においてもこの点を生かしたカリキュラムづくりを目指し

た。

２理科の基本的な考え方

２－１自然科学の基礎・基本の習得

１で述べた理科教育の目標実現のため、自然科学における基礎・基本が何かを検討し、６年間のそ

れぞれの段階に適した学習内容を配置する。

２－２観察・実験の重視

・観察・実験を通し、科学的な自然観を養うとともに、科学的な思考力を育成する。

．－人ひとりがしっかりとした技術を身につけられるよう、また、安全に実験に取り組めるよう、少

人数学級（20人）やティームテイーチソグで、きめの細かい指導を行うことを目指す。

・問題解決の手段として、自然現象のモデル化とシミュレーションをも活用する。

２－３探究活動と課題研究の重視

・生徒自らが課題をもち、仮説の設定・実験の計画・実験結果の考察・研究報告書の作成・研究発表

等により、科学的な思考力を養うと共に、科学的に議論をする力、意見をまとめる力、発表する力

などを養う。

２－４総合学習とのかかわり

・総合学習の中でも、環境学と理科とのかかわりは大である。また、世界学や分散型総合学習に位置

づけている奈良学とも積極的にかかわり、教科の枠内だけではできない今日的な課題と教科学習の

連携をはかる。

２－５情報教育とのかかわり

・実験・観測の計測や自然現象のモデル化、シミュレーショソに情報機器を活用し、その技法や有効

性について理解させる。

・表計算ソフトを使って実験・観測データをグラフ化したり、分析したりすることにより、情報の分

析力を養う。

・実験や観察の結果を情報機器を使ってプレゼソテーショソすることにより、得られた情報を表現し

それを他人に伝える能力を養う。

・理科の学習のために、イソターネットを利用し、情報の収集や発信の方法を習得させる。また、こ

のときイソターネット情報の信頼性の問題や情報発信のモラルについても考えさせる。

・情報化を支える科学技術に関連した基礎的な内容をカリキュラム内に組み込む。

２－６進路に対応した選択制の導入

・医歯薬系の大学では、理科３科目履修が望ましいとされている。こうした大学の動きにも対応でき

るカリキュラムを検討する。
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３中等教育学校における理科６年一貫カリキュラムの特徴

３－１単位数および学力の内容

丘＝西一

竪囲囲囲謡
田■可■冠■■、■■耐■■m■

■TT■－－－－ 

５年は、２または１科目辺択

６年は、理系は理科Ⅱから、ｌまたは２科目辺

低学年（1.2年)～高学年（５．６年）における各科|]において育てたい学力内容は、以下の表

に示す通りである。

３－２カリキュラムの基本的な流れ

１．２年

.「基礎理科」は、基本的には中学校の学習指導要領の内容に準拠している。ここでは、物理・化学・

生物・地学の各分野の概念形成の基礎を作るとともに、基本的な実験操作や観察方法を習得させる。

特に、基本操作・基礎知識の習得には充分な時間を確保したい。

さらに、奈良の自然についての学習と「奈良学」との有機的な関連づけに配噸したい。

３．４年

.「総合理科」は、基本的には中学校の学習指導要領の内容と、高校の学習指導要緬「理科総合Ａ」

および「理科総合Ｂ」の内容に準拠している。ここでは、生活体験だけによる浅い認識から、より

深い科学的な認識を育て、実験においても定量的な取り扱いができるようにする。

・学習指導要領においては、「理科総合Ａ」または「理科総合Ｂ」のいずれかを選択すればよいこと

になっている。しかし、本校理科では、これらの内容を再構成し、４年までは、理科４領域にわた

る学習を全員必修の形で履修させたい。このことの鋪１の理由は、１－４で述べたように現在まで
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学年 1年 ２年 ３年 ４年

科目 基礎理科Ｉ 基礎理科1１ 総合理科Ｉ 総合理科1１

単位数 ４ ３ ４ ３ 

学年 ５年

科目 物理Ｉ 化学Ｉ 生物Ｉ 地学Ｉ

単位数 ３ ３ ３ ３ 

学年 ６年

科目 物理1１ 化学Ｉ 化学1１ 生物Ｉ 生物1１ 地学Ｉ

単位数 ４ ２ ４ ２ ４ ２ 

＝ＥＳ･印画絹佇口旧 汀イーＺｍｒ久凹F已■~已匹且＝ 科字的忠考力

低学年

基礎理科

基凹的観察･実験技能の習得
･器具の扱いの基理
･測定の仕方の基硬
･スケッチの仕方
･表やグラフの作成

経験に基づく知倣の習得
･光／音／力／、気
･身のまわりの物質
･身のまわりの生物
･岩石／天気の変化など

身のまわりの自然現象に対する思考力の
育成

･原因と軸果をつなぐ喰理的思考
･比較と分類

中学年

縫合理科

生徒自身による観寮実験の0f囮と実施
より高度な観察実験技能の習得
･鴎旦の扱い方の習熟
．より正確な観察や洵定
･レポートの作成
･発表

経肢的な知臓の抽象化と一般化
０カ.物質丘・細胞など

知臓の現実生活への五用と応用
･エネルギー利用
･自然と人､、など

より抽象的な科学的思考力の育成
･自然現象の本質を理解する能力
･自然界の一様性と多椋性を理解する
能力

･時間粕をもとにした生物／地学現象を理
解する能力

高学年

週択理科

仮脱に基づく観察･実験の課囚の通宝と
その検匠

。観察･実験の計画と盟具の準働
･観察･実験の実施
･観察･実肢結果の考察とレポート作成
･研究発表と肘1日

科学掻きの習得
･期.エネルギー量子
･生命の本質の理解
･プレートの運、など
･物寅の構造と化学変化
現象の法則化とIHI理の発見

科学的な概念をモデル化する能力
仮脱の設定､椎０２



実施してきたカリキュラムの中で４領域を必修にしてきたことが有意銭であったと考えるからであ

る。第２に、４年までを全員必修のカリキュラムにすることにより、内容を組み替える際の自由度

が増し、独自のカリキュラムを組んだり、精選が行いやすいという利点がある。このことはIlj学年

における自主活動をするゆとりを生み出すのにも役立つ。第３の理111は、もし、４年の理科を選択

科I]にすれば、３年の段階で科目選択を余儀なくされ、このことは、iiijK11課程の段階ですでに理系・

文系のいずれに進蹄をとるかの選択を迫ることになる。本校生の現状から考えてこれは非常に難し

い選択であり、６年一貫教育の利点をそいでしまうことになりかねないと考えるからである。

.これまで物理・化学・生物・地学の各分野で学習したことを自然科学として総合し、５．６年の専

ｌ１１ｌ的な選択科目の学習のための基礎固めを行う。そして、この年次までに一般社会人に必要な基礎

的な自然科学の内容を全員に習得させたいと考えている。

･中学年の「多様な自主的学習方法を取り入れる」という教育目標をうけ、生徒が主体的に学習に取

り組む学習方法を導入する。さらに、総合教科で実施しているフィールドワークなどで実験を行う

にあたっては、教科の授業を発展させ、生徒たち自身の自主的な計画や方法を教師がサポートする

形になるよう配噸していく。

・３年では「環境学」との密接な連携をとり、理科の教授内容の中に、環境学に必要な基礎的知識を

含めるように配噸する。

、開講予定のアカデミックガイダンスにおける理科の内容については、「科学する月」を育てるため

に、様々な試みをしていきたいと考えている。私たちが日常生活で目にしたり聞いたりしているこ

との中には、現代科学の第一線の研究と関わることも多い。遺伝子組み換え食品、クローン、ロボッ

ト、内分泌撹乱物質（いわゆる環境ホルモソ)、プレートと地震などについては、一般の新聞にも

登場する話題である。大学や研究所での研究の一端に直接触れることは、大きな刺激になるものと

期待していろ。講師を招くだけでなく、生徒たち自身が直接研究施設や企業などを訪問するような

企画も実現できればと思っている。

５．６年

．今までに学んだ知識をより系統化・深化させるとともに、探究活動・課題研究に積極的に取り組ま

せたい。1999年度に告示された新学習指導要領においても探究活動．課題研究は重要視されており、

１～４年の理科や総合教科で培った能力を基礎に、探究活動・課題研究を通して、科学技術の発達

した社会に生きるものとして、真に応用力のある科学的なものの考え方や行動のできる生徒を育て

たい。

・６年間の学習内容について、重複を避け、総合学習との関わりを考え、中学及び高校学習指導要領

にある内容を組みかえていく。

次に、各科目におけるカリキュラムの特色について述べる。

３－３物理分野

今回の６カ年-1Ptカリキュラムを構成するにあたって前提としたことは、中学および高校の新学習

指導要領の内容を大きく逸脱しないということである。すなわち、内容は変えずに学習する時期に部

分的に変更を加えた。特に、中学後半と高校前半において変更が著しく、１年や６年ではあまり変更

はない。1年から４年までは理科が必修であり、５．６年では選択となるため、必修事項をどのよう

な内容とするか、また、どのように扱うかという点を重視した。すなわち、５年で物理を選択しない

生徒は卒業後も物理を学習する機会がない可能性があるために、全員が学習すべき内容として何を選
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ぶかを熟慮、検討した。たとえば、物理Ｉのはじめに置かれている「電気」の内容は、電磁気学の知

識というより、生活の中の電気が中心となっているので、必修とするのが適切であると考えられる。

また、この部分を必修期間である３．４年に下ろすことによって、５．６年における実験時間を確保

することができる。もちろん、物理Ｉの内容であるから、この項目全体を移動させることはできない

ので、残りの部分は６年の「電気と磁気」に移動させた。

理科が必修である１～４年で、１．２年を「基礎理科｣、３．４年を「総合理科」としているが、

｢基礎理科」における物理の内容は光・音・力・電気などで、身近な物理現象を扱う。これに続く

「総合理科」では、「基礎理科」の基礎事項を総合的に考えること、およびその展開ということが主

眼となっているが、具体的には、３年で「エネルギー｣、４年で「運動と力」を学習する。

学習指導要領では、２年において電気を扱い、「電流」と「電流の利用」を学習することになって

いるが、本校では前者を２年で、後者を３年で学習することにした。この理由は、２年では第１分野

の時間が１時間しかないということもあるが、「電流の利用」とは電気のエネルギー利用ということ

であるから、エネルギーを中心とした３年の「総合理科Ｉ」で学習するのがよいと考えたからである。

「エネルギー」の考えは力学においても用いられるが、もともと電気や熱、光などのいろいろな物

理分野の内容を総合的に考えるために重要な概念であり、１．２年で本校の「基礎理科」を学習した

後で、これらを総合的に理解するために学習するのが適切であると考えられる。

学習指導要領の「理科総合Ａ」は４年で学習し、物理分野の内容は「環境問題としてのエネルギー」

であるが、本校では３年で「環境学」が設けられているので、３年「総合理科Ｉ」において「エネル

ギー｣、それも「生活や社会との関連を重視したエネルギー」を扱うこととした。したがって、「理科

総合Ａ」の中の「資源開発と利用｣、「いろいろなエネルギー」の項目が３年で学習されることになる。

すなわち、本校の「総合理科Ｉ」の物理分野はエネルギーを中心とした内容になる。しかし、３年で

あることから、あまり定量的な展開はしたくない。おもに「エネルギーの変換」を扱い、定量的な扱

いは「エネルギーの保存」として、４年で運動の法則の後で学習することにした。したがって、本校

の「総合理科Ⅱ」の物理分野は力学が中心となる内容となっている。

学習指導要領では、３年において学習する事項として、「運動の規則性」と「科学技術と人間」を

置いているが、「運動の規則性」の中の「運動と力」の内容は３年では理解しにくいものであること

が、さまざまな調査や授業経験からわかっている。特に運動する物体にはたらく力について、静止し

ている場合と違い、運動する方向に何らかの力がはたらくと考える生徒が非常に多い。しかし、理解

しにくいからといって、これまでの学習指導要領のように、この項目を必修からはずすべきではない。

力と運動の関係は物理的分野の中でも特に基本的な内容であるので、全員が学習した方がよいと考え

られる。そこで、本校では、「運動と力」は、４年で扱うこととした。

５．６年の選択理科の中の物理Ｉ・物理Ⅱについては、学習する順序を学習指導要領どおりにしな

いで、波動・力学を５年で、熱・電気・原子を６年で行う。これは本校では文系の物理選択者がほと

んどいないために、単元ごとの展開が可能となり、５．６年を通して物理を学習する方が理解しやす

いと思われるからである。また、６年における「物質と原子」か「原子と原子核」の選択については、

現代物理学の量子論的な考えを学習し、大学での物理につなげるという点から、「原子と原子核」の

方を採用した。

３－４化学分野

１．２年では、できるだけ多くの身のまわりの物質に触れさせることにより化学反応の面白さに気
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づかせることを目標としている。多くの化学反応を扱う目的で、学習指導要領では３年で学習するこ

とになっている酸化還元反応の一部を扱うことにしている。また、実験を多く行うことにより、各種

器具の扱い方、試薬の扱い方などの基礎技術や器具の洗い方など、化学実験のマナーの習得も目標と

している。実験を行う際、本来、生徒がもっている個人の興味に根ざす好奇心を大切にするため、実

験時間を十分に確保するようにした。

３．４年では、より確実な粒子概念の確立を目標に、イオソが関与するさまざまな化学反応を取り

あげる。３年で「環境学」を履修するため、学習指導要領においては中学では扱わないことになって

いる酸・塩基反応について学習させることにした。またその際、定義などの理解がスムーズに進むよ

うに、イオソについても扱うことにした。物質の化学的性質と原子の電子配置の関係も考えさせる。

化学反応の観点を定性的なものから定量的なものに移す過程として不可欠な「モルの概念」は特に重

要視したい。また、概念の確立と同時に多くの物質を実際に扱うことにした。これは低学年において

は物質を巨視的にとらえているが、高学年になるに従い微視的にとらえることになってくる。中学年

においては視点は違えど同じものを見ているのであるということを明確にさせたいためである。ここ

では現実に扱う物質と抽象的概念とを的確に結びつけられるように配慮したい。

５．６年では、今までの学習を基礎に、系統立てて学習させたい。物質の構造と性質は密接に関係

しているため、先に物質の構造と状態を、後に物質の性質を学習するようにした。ここでは基礎知識、

実験技術を修得させると共に、物質観を確立させたい。また、自然現象の理解を深め、興味、関心を

呼び起こし、探究の意欲を高めるために、探究活動・課題研究に積極的に取り組ませたい。これは、

生徒が本当に自然現象に好奇心を働かせ、この面白い現象や事象に疑問を抱き、追究してみようとす

る姿勢を持てるようにすることを第一の目標に、またそれにより、正確に物事を見る力および考える

力が育成され、問題解決の手順がとれるようになることを期待して実施する。

３－５生物分野

１．２年では、基礎知識・基礎技能の修得に重点をおいて学習を進める。１年「植物の世界｣、２

年「動物の世界」の学習の中で、私たちの身近に生息している生き物の観察を中心にした学習を行い、

身近な自然に親しむとともに、生物界の見方を養う。また、「奈良学」とも連携し、郷土奈良の自然

に対する理解を深め、郷土との関わり方を考える機会にするとともに、愛着心を育成する。さらに、

実験・観察を通し、理科の学習に必要とされる実験・観察技術の基礎を身につけさせ、また、結果の

まとめ方や考察の仕方についても習得をはかる。

３．４年では、生徒自身に課題を設定させて実験を行わせるなど、自主的な学習態度を身につけさ

せるように配慮した学習方法を取り入れる。３年では、生物体の基本単位である細胞を中心に生殖に

ついても学習させる。また、「環境学」を進めるのに必要な基礎的内容を理解するために、学習指導

要領では高校に設置された科目である「理科総合Ｂ」の生態系に関する内容を３年で学習するよう配

慮した。４年では、必修理科の仕上げとして、生物のもつ一様性と多様性の両面からアプローチする

ことにより生物の本質の一端に触れられるようにした。つまり、遺伝現象に見る一様性や生物界を歴

史的・空間的に見る多様性を理解させるとともに、それらの学習を通して科学の方法を身につけさせ

ることである。特に、遺伝現象については、５．６年で学習する内容の一部を取り込んで、できるだ

け最新の情報を与えていきたい。

５．６年では、系統だった学習をさせ、入試にも対応できる学力をつけるよう配慮する。５年では、

生物Ｉの学習内容である「生命の連続性」および「環境と生物の反応」を扱う。また、６年では、生
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物Ⅱの内容である「生物現象と物質」および「生物の集団」を扱うこととした。生物Ⅱでは、「生物

の分類と進化」「生物の集団」のいずれかを選択できることになっている。課題研究に十分な時間を

確保するためにも、両方を学習させるための時間はない。「生物の集団」の学習は、今日の環境問題

を考える上でも重要であり、本校ではこの単元を取り上げることにした。しかし、進化の概念は、生

物というものを理解する上で重要な基本概念でもあるので、「生物の分類と進化」は、２年の「生物

の分類と変遷」や４年の「生物の変遷」の中で学習させることにした。また、課題研究は、これまで

の生物の学習を総括する意味を持たせ、十分な時間を確保して５年後半から６年前半で実施したい。

６年では、文系のための生物の時間を２単位開講する。その第１の目的は、クローソやヒトゲノム

計画が一般の新聞紙上にも登場し、生物学の最先端は複雑で難しくなっており、それらを正確に理解

するためである。第２には、５年の授業では演習は全くできないので、受験対策としての演習をここ

で行おうと思う。また、将来センター試験で理科２科目が課されたときには、「理科総合Ｂ」の復習

と演習も行う予定である。

３－６地学分野

地学分野の内容は、認識の対象が空間的及び時間的に広がっていくことに特徴がある。つまり、日

常の経験的な世界にある岩石・地層、天気の変化、天体の動きから出発して、認識の対象は地球から

宇宙へと空間的に広がる。また、時間的な認識の対象も、現在観察している岩石・地層から、それら

がつくられた何千万年も前の世界へ、さらに46億年間の地球の歴史へと広がっていく｡このような空

間的及び時間的な認識の広がり方が、生徒の発達段階にできるだけ適合するようにカリキュラムを編

成した。

１．２年では、岩石・地層や天気の変化など生徒が直接体験できる身のまわりの自然を扱うように

した。１年では「奈良学」との関連で、学習指導要領では高等学校の地学Ⅱで扱う奈良の岩石と地層

を学習させる。変成岩も学習指導要領では高等学校の地学Ｉで扱う内容であるが、変成岩の一種であ

る片麻岩は奈良の基盤岩で、本校の生徒が普通に目にしている岩石であるので取り上げた。また、学

習指導要領では１年で地質年代を扱うようになっているが、地質年代の区分は生物の進化の歴史と関

連させないと理解が難しいので４年に移した。１年では絶対的な年数を中心に大地の歴史を扱い、地

質年代の区分はごく簡単に触れるだけにとどめる。次に鉱物や岩石、気圧や前線など、基礎的な科学

概念の習得にも力を注ぎたい。

３．４年では身のまわりの自然から、地球へと認識の対象を広げる。天体の動きから地球の運動を

考え、太陽系から宇宙へと視野を広げていくようにした。恒星と宇宙は高等学校の地学Ｉで扱う内容

であるが、私たちが生きている世界（空間）の広がりを認識するためには、恒星と宇宙の学習は必要

不可欠であるので、その基礎的な内容を３年で取り上げた。また、３年では「環境学」との関連で、

理科総合Ｂの内容である地球環境に関することを４年から移して扱うことにした。４年では地球の形、

内部、その変動や歴史など地球そのものを扱う。

５．６年では、地学Ｉを自由選択させる。地学Ｉを選択するのは文系の生徒で、地学Ⅱは文系の生

徒にとって高度で難し過ぎるので、地学nは選択科目に入れていない。地学Ｉが扱っている内容は、

固体地球、大気や海洋、宇宙である。認識の対象は空間的及び時間的に最大限に広がり、現在得られ

る様々な自然界の情報から、何億年も前のことや何百光年も離れたところのことがどのようにして分

かるのか、基本的な科学の方法、考え方を学習させる。また、プレートテクトニクスなど地球科学や

宇宙科･学の新しい知識から科学的な自然観を養う。
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初埋姉野 化学分野 生物分濁 地字分野

1年 身近な物埋現象1

ア．光と音
イ．力と圧力

身の回りの物質

ア.物質のすがた
イ.水溶液

極物の生沽と梱頚

ア．身近な植物
イ．植物の体のつくりと働き
ウ．植物の仲間

ﾌ、2の段21［

ア．地圃と大地の歴史
イ．火山とマグマの活動
ウ．地腰

２年 釘】Ⅲﾉｾより卿2里弓已翠乙

ア．阻流
化学変化と腺十・分十

ア.物質の成り立ち
動物の生活と裡類

アイウエ ●●●● 
身近な動物
動物の体のつくりと働き
動物の仲IIil
生物の分類と変遷

大ﾗﾋﾞ[と七clj糞化

ア．気象観iIMと天気
イ．大気中の水
ウ．天気の変化

３年 エネルキーと生沽

ア．Ｈ１流の利用
イ．仕瓢とエネルギー
ウ．エネルギー資源

化学変化と限十・分ナ

ア.化学変化と物質の質ｆｋ
物質と化学反応の利用
ア.物質と化学反応の利用
イ.物質と化学反応

細歴と寧殖

ア．生物と細胞
イ．生物の殖え方

自然と人ＩＨＩ

ア．生態系

イ．自然界のつり合い
ウ．人間の活動と地球環境の変化

現汪の地球難境

ア．多様な地球の景観
イ．大気と水の鰯環

地球と宇宙
ア．天体の動きと地球の運動
イ．太陽系と宇宙

４年 迎助の規則住

ア．運動と力
イ．エネルギーの保存

目癖の冊履，［

物質と人間生活

ア.物質の榊成と変化
物質の構成
ア.物質と人1111生活
イ.物質の榊成粒子

科学技術の進歩と人間生活

生物の移り変わり

ア．生物の変遷
イ．遺伝の規則性

生物の多様性

移り変わる地球

ア．地球の形とその内部
イ．地球の変動
ウ．地球の歴史と生物

-5-年 波・力学
ア．波

イ．運動とエネルギー
ウ．いろいろなエネルギー

靭賢の楓頚と性質

ア.化学反応
物質の栂造
ア.物質の樽造

物質の穏類と性質
ア.無機物質
イ.物質の種類と性質に関する探究
活動

生命の連綴性

ア．細胞
イ．生殖止冤生

環境と生物の反応
ア．環境と動物の反応
イ．環境と植物の反応

地坪の緬旗

ア．地球の概観
イ．地球内部の活動
ウ．地層と地質時代

課題研究

６年 熟。、u気・娘子

ア．熱
イ．ｆ､気と磁気

ウ．原子と原子核
畷題研究

物質の襖頚と住質

ア.有機化合物
化学平衡
生活と物質
ア.天然物質
イ.合成物質
ウ.生活と物質に関する探究活動

隈題研究
ア.特定の化学的邸象に関する探究
活動

イ.化学の歴史的実験例の研究

生物現象と物質

ア．タンパク質と生物体の磯能
イ．遮伝悩報とその発現

生物の集団
ア．個体群の榊造と維持
イ．生物群製と生態系

課題研究

大気・褥泙と宇宙

ア．大気と海洋
イ．宇宙の楠成
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物理分野化学分野

蹄
鱗
燗
諭
ｎ
ｓ
剛
澗
Ｓ
Ｉ
岬
鯛

－
『
“
１

学年 ｣倶雄n回Ⅱ4FＩ立棹｡〕カリキュラム

１年

震デーーニ]。霊二二二＝
２年

圃繭一一一コ－－

画匝莚ニーニニコ、

『雨~￣￣－－－－－=可

３年

岡面U515iJnij量~弓~方正蓮Hii￣二一］

[麺pFfJ薊､蚕二三束７F冒早=弓

､5F鞠EW『Zｱ、〒￣￣→

田蔬５５莉７W－－~~~~］

n面『Z=一一一］

￣￣=－－－可

４年

漂二壼二二コ
5年

篝三f三二
藤一一一一一一三］

Ef画ⅢE三三F両二一￣－－コ

旧5面繭￣￣－－－二＝］

６年

爲襄ニーニニ_二二t
瞭冒FZ1i面字FR＝－ｺ~

厩頭雨「￣~~￣=￣=コーーレ

:≦三三二二
F雨字で原字i圃声￣三一コ

囹麺雨穂~=￣￣~￣Ｆ－Ｔ－。

学年 ｣倍漣Tm亜（汀ｉ率BIUKjカリキュフム

1年

隅FT研二万Y7E-デー￣ニコーーー

床廓『－－－－＝コーーロピ麺一＝二二二二コ

２年

匿萱５５扇面[宮－－￣一一］

庇蕊ZETEZ1爾面寳扇Ｆ~可

廟F而筬5豆15一一一一一ｺ

『E蕊HETE扉５５記ﾗ霄烹ｱｰｰｮ

３年

罵霊悪將悪雲襄ｉ |篝1篝i菫r墜iＩ
４年

ﾛ魏rEEIWFHﾋﾞｰ乏蚕ｉＥ－－￣司

匝頑Z露Ju画=芒~=~￣~一芸］

阿而可藏Z露Ｔｒ－－－－］

帝－－－~￣了］

５年

廟藺疋ﾌ､W正憲一一一一一］

墓
６年

腋万W『悪EI霧軍１戸つ

EE房､蘭､贋=~－－－￣二．

厩I雨厩一一一一二－￣可

－ 

－－ 

函7E吾可詞刀

化学平衡

圧藩Z覇賓~￣=一二一一￣￣｜

厩函i厩一一一二＝￣￣］



生物分野地学分野

癖’

『
②

学年 梧迫軍鏑本梗のカリキュラム

１年

E鰯玩…=－１

￣:F￣弓

W爾玩5777m~=〒~=＝．

－－ [身近R副醗区二二二:二コ

席覇石葎FうちﾏﾐﾏIZi圏I蔓二二二］

l1iiF橘EZHbIW－．－丁~￣￣~－－１

２年

Fii彌石葎5ﾗﾗ天~症1T;言－－－１

mi雨5ﾗT雨F副~￣￣~=￣~１

Ⅲ[EFI面Eii彌－－－－－－．
－画覇ﾗﾗ下戸ﾗｰﾗｰ｢－－．

－願輌１鞭｢￣~=二一一一~ゴ

ブI魎彊霊画Ｅニーコ
3年

|:票'二三二二
篭ii=三二

４年

蕊１k=Ｉ
震二謡姜二二二二
FE國亘喜厩藤一三弓

５年

馬?二二二二

鰯票襄＝二Ｉ
６年

蟇－ 

－－ 

－ 

…EZI溺砺５厩官－１

，mm言耐冠iiZ~宅而詞Z--=~＝。

届同旨扉万舜ii蓬否羅蒋二二二コ

l窪Wii扉蕊を重雇索一r二一一二］

…－－二Ｅ二二二コ

学年 指導要領 本校のカリキュラム

１年

地震震三Z弓Ｉ
1ｦE1頭J歴更三三菱X画Ｆ－－ｌ

厨励砺E惠若一一二二l

FZ壹嬬155--￣－－｜

厩F=￣￣￣~－－－可

２年

気象観測と天気

蓬二ｺ'&壬
F葱iiiiWZ｡面電＝一言

､雷雨尿一一一一一ｌ

５Ｅ烹両E7E￣￣~￣￣］

３年

太膿系と惑星

痴薊莇曹rY顕両輌~￣。

=Tilrj姜
４年

庭蕊:~J雨面褒iir￣１

厘繭厨mEm戸一~－１

5年

唾ﾜﾗ丙葡「￣－－｜

匠豆亟両2懸一司

冊砺笘I碩蒔1ﾓｰｰﾃｰﾆ］

6年

奈良の地墹と岩石

霧二=:二廠露テテーーーー￣￣］

[謡ｶﾞﾗ燕ｉＥ－－－－=］



６指導内容一覧表

－８０－ 

学年 項Ｅ 閉1Ｍ 内容 実験・観察

１ １．光と音

ア．光の反射と屈折

イ．凸レンズのはたらき

ウ．音

２．力と圧力

ア．力と変形

イ．力のつりあい

ウ．圧力

１ ７ １ １ 

７４６５８５ １ ８ １ － 

直進、反射、屈折

実像・虚像の位憧

空気の振動、音の高さ、楽器

フックの法則

直線上の力のつりあい

圧力、大気圧

･光の反射と屈折

･物体と像の位置

･音の伝わり方、音の高さ

･ばねののびと力

・２力のつりあい

・トリチェリーの実験

２ 1．電流

ア．静電気

イ．電圧と電流
カー急寸与ｵ圧猿

[17］ 
３ 

７ 

７ 

摩擦電気

回路と電圧、電流

オームの法則

･摩擦電気発生

･直列・並列回路と電圧・電流
.ニクロム線の諭圧と誼流

３ 1．電流の利用

ア．磁界

イ．電磁力

ウ．電磁誘導

エ．電流と熱

ウ．交流

２．仕事とエネルギー

ア 仕事

イ．エネルギーの種類

ウ．エネルギーの変換

３．エネルギー資源

ア．エネルギーと生活

イ．エネルギー資源の利用 ３４３５３３３４２５ 
１ 

１ 

８ 

０ 

１ Ⅲｎ口
磁石・電流と磁界
モーター

発電機

ジュール熱

直流と交流

仕事、仕事率

力学的・電気・熱・化学エネルギー

いろいろなエネルギーの変換

エネルギーの消費、

石油、原子力、太陽、水力、風力
波力

･磁石の磁界

･磁界中の誼流

･誘導電流

･電気器具と熱

･階段を上がる運動

･熱による仕噸

･発電と電気の利用

･太陽電池、風力発愈、原子力発電

４ １．運動と力

ア．力の種類と性質

イ．直線上の運動

ウ．力と運動

２．エネルギーの保存

ア．力学的エネルギー

イ．熱エネルギー

ウ．電気エネルギー

１ ０ ２ １ 

６７７５５５ 
１ ５ １ ．－ 
重力、摩擦力、作用反作用

速度、等速運動、落下迎勁、

力と運動の変化

運動エネルギー、位置エネルギー、

エネルギー保存法則

熱と仕事、電流と熱

電流と仕事

･静止摩擦力

･落下運動、斜面の球の運動

･台車の運動

･台車の運nMJエネルギー

･摩擦による熱の発生

･ジュールの法則
５ １．波

ア．波動

イ．音波

ウ．光波

２．運動とエネルギー

ア．運動

イ．運動の法則

ウ．力学的エネルギー

エ．運動量

３．いろいろな運動

ア．放物運動

イ．円運動

ウ．単振動
エー万右日'六 ０７３５８７０７７７７ 

１１１－ 
１１ 

０ 

０ 

０ 

３ 

３ 

３ 

１ 

１ 

－ 

波の性質、波の伝わり方

音の性質、共振、ドヅプラー効果

反射、屈折、回折、干渉、偏光

運動の３法則

力学的エネルギーと保存

運０１力量と保存

水平投射、斜方投射

角速度、向心力

単ふりこ、ばねふりこ

ケプラーの法則、万有引力

･水波の観察

･音速の測定

･光の波長測定

･力と加速度

･力学的エネルギー保存
･運動量の保存

.投げられた球の距離と時間

･向心力

･単振り子・ばねふりこの周期

6-1物理的内容

'１鶴撫ｒｌｌ鵜鉄
膨狼

内部エネルギー

･比熱の測定
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２．電気と磁気

ア．電界

イ．竃流

ウ．磁界

エ．電磁誘導

オ．交流と電磁波

３．原子と原子核

ア．電子と放射線

イ．粒子性と波動性

ウ．原子の欄造

エ．原子核

オ．素粒子と宇宙

４．課題研究

・クーロンの法則

･直線電流と磁界

・レンツの法則

･電気共振

･光電効果

･放射線

ロＰ

讃解昏水浮8瀬と二麺の金属の組合

撞気の取り上

－８１－ 

学年 項巨 力ま 実験・観察

１ １．身の回りの物質

ア.物質のすがた

イ.水溶液

[35］ 
2０ 

1５ 

純物質と混合物

純物質の性質・混合物の性質

(融点・凝固点沸点）
分離

気体の生成とその性質

溶液
姉散．法躍麻一濃解應FIh線、再結晶

･食塩水の性質

･融解・凝固のときの温度変化

･沸臓のときの温度変化

･混合物の融点・沸点

･ワインの蒸留・分留

･昇華

･水素・アンモニア・塩化水素.

二酸化炭素の生成と性質

･二酸化硫黄・窒素の性質

･大気中の二酸化窒素量の測定

・再結晶

２ １.化学変化と原子・分子

ア.物質の成り立ち

イ.化学変化と物質の質量

[18］ 
1３ 

５ 

単体、化合物

物質の燃焼、酸化、還元

原子説、分子説
原子記号、モデルと化学式、
分子式、組成式、化学反応式

･銅粉と硫黄の反応

･木炭・硫黄・マグネシウム・鉄.
アルミニウムの燃焼

･アルミニウムの再生

･エタノール・ろうの燃焼

･銅粉の酸化
･水の合成

Ｒ＿ワイ收竺笠IInZkl室

旧iirTに篇 L蕊



ＵＩ動

晦一塩基一ＤｋＬ中jFp滴忘、滴扉ｎｎｌ･ロコ扣柄

１１髄気分１．余底KＯ

寒鍵平imf津$解l意．ｉ慨1画軽気体の溝Ｉ・擬[司点閲

騨邑希薄溶液の催E質建コヒ

－８２－ 

４ １．化学変化と原子・分子

ア.化学変化と物質の質量

２．自然の探究

３.物質と人間生活

ア.物質の檎成と変化

４.物質の櫓成

ア.物質と人間生活

イ.物質の構成粒子

５.科学技術の進歩と人間

生活

[5］ 

[2］ 
[10］ 

５ 

1０ 

[14］ 

[4］ 

４ 

1０ 

質量保存の法則

定比例の法則

気体反応の法則

自然の見方・探究の仕方

元素の概念、単体と原子、原子の

構造（ボーアモデルまで）
イオン

三態変化、化学反応式とその意味

化学の人間生活への貢献

実験の基本操作と物質の探求方法

原子、分子、イオン

第３周期までの元素、およびアルカ

リ金属、ハロゲン、希ガス元素

原子量、分子量、式量および物質且

形状記憶合金、水素貯蔵合金、磁性

金属、磁性流体、超伝導体、高性能

分睡膜、合成紙、高吸水性高分子、

磁性高分子、諭導性高分子、

メモリー・プラスチック、ニュー

セラミックス、液晶ポリマーなど

マイクロカプセル、光ファイバー

新しい竃池など

･硝酸銀水溶液と塩酸との反応

･炭酸ナトリウム水溶液と塩酸の

反応

･炭酸ナトリウムと塩酸との反応

･スチールウールの燃焼

･炎色反応

･元素のスペクトル

･パイルシュタイン試験（塩素の検

出）

･身の回りの物質から成分を取り出

す（分離操作）

･ハロゲンとその化合物

･ナトリウムの性質

･反応における物質量の関係

･形状記憶合金、水素貯蔵合金、磁

性流体、超伝導体、低融点合金、

高吸水性樹脂、磁性高分子、感光

性樹脂、自由樹脂、化学発光、形

状記憶プラスチック、光ファイバ



朝画の稲ｴｮﾚｲﾇｷ蹟

01ヨＥ令腫

7Ｍし会

の庇

請恒歴の合旧

野に閣する深深活、

面物採集・偶

２ 父j司辿０

祭且公園の、繩

TI4勿のf狂Ｃ

の花の檀jiI

－８３－ 

６ Ｌ物質の種類と性質

ア.有機化合物

２.化学平衡

3.生活と物質

ア.天然物質

イ．合成物質

ウ.生活と物質に関する探究
活動

3.課題研究

ア.特定の化学的事象に関

する探究活動

イ.化学の歴史的実験例の

研究

５ 

８ 

０ 

０ 

５８４ 
１ 

１２ 

１ 

１３ 

１ 

３ 

５ 

２ １ 

５ 

３ 

１ 

－ 

１ 

脂肪族炭化水素

アルカン、アルケン、アルキン

アルコールとエーテル

アルデヒドとケトン

カルポン酸とエステル、油脂

芳香族炭化水素

フェノール類、ニトロ化合物、

アミン

反応の速さ、活性化エネルギー

可逆反応、化学平衡、質通作用の法

則、平衡の移動

絹、綿、羊毛、天然ゴムの榔造と性

質

糖類、タンパク質、炭水化物、脂肪

の構造、性質、反応

アゾ染料、ナイロン、ビニロン等の

合成繊維

合成樹脂、合成ゴム、ポリエチレン

等の特徴や用途

化学的な事象に関する応用的、発展

的な観察、実験

化学の歴史における著名な実験の再

現などによる原理・法則の確率の経
緯

・分子構造モデルの組立

・メタン・アセチレンの生成とその

性質
･アルコールの酸化

･アルデヒドの性質

･エステルの合成とケン化

･石鹸の合成

･フェノール類の性質

･ベンゼンのニトロ化

･ニトロベンゼンの還元

･化学反応速さ

･化学平衡の移動

･塩化物イオン濃度の測定

(モール法）

･天然ゴムの加工

･銅アンモニアレーヨンの合成

･糖類の性質

・タンパク質の性質

･牛乳成分の分離と検出

･ナイロンの合成

・ジアゾ化とカップリング反応

･樹脂の合成と性質

･研究発表

・日常生活で興味・関心のある事象

について各自で実験・観察を行い

発表

３.物質の種類と性質
ア.無機物質

ｒＨＪｳﾛ伝写【－Rrl司一〆｣丞空弱EI1ih ■に;|蕊議Ｉ

学年 項目 n丁 11]饗 内容 実験・観察

Ｒ－ｑ生q3hlbh内室

’ 
1．植物の生活と麺類

ア．身近な植物観察

イ．植物の体のつくりと鋤
き lJi縢;[悪島

植物採集

PCによる植物の同定

学校周辺のタンポポ調査

奈良公園の植物観擦
アブラナ・タンポポ・エンドウ

･ユリの花の観察

赤糸・白糸の観察



|蕊為1－
維管束の観察

光合成の実験

呼吸の実験

蒸散の実験

ウ．植物の仲間

イチョウ・マツの観察

コケ・シダの観察

サギ池のプランクトンの観凛

1．動物の種類と生活

ア．身近な動物観察

[35］ 

昆虫採集・標本作成の方法

校庭の動物

奈良公園の動物

感覚器官・神経系・運動器官

２
３
４
 

イ．動物の体のつくりと働

き
骨格標本、神経標本の観察３

０
 
１
 消化・呼吸・血液循環・排出 消化酵素の実験

血球の観察

いろいろな脊椎動物の観察ウ．動物の仲間 生活場所、体のつくりと特徴、

増え方

無脊椎動物

生物の分類

地球上の生物の変遷

５ 

２
２
４
 

エ生物の分類と変遷

1．生物の細胞と生殖

ア．生物と細胞

[12］ ３ 

生物体を櫛成する細胞

体細胞分裂

身近な生物の殖え方

植物細胞・動物細胞の観察

タマネギの体細胞分裂の観察

減数分裂の観察
ロ
冗
』
４

イ．生物の殖え方

2．自然と人間

ア．生態系

[23］ 

生産者・消費者・分解者

学校の周りの環境

生物どうしのつりあい

物質循環
人間と環境

分解者の働きの実験

学校の周りの環境胴査

５
８
２
３
２
 

イ．自然界のつりあい

ウ．人間の活動と地球環境
の変化

の保全３ 

1．生物の移り変わり

ア．生物の変遷

[11］ ４ 

地球上の生命の誕生

陸上への生物の進出

現在の生物の世界へ

遺伝の法則性

１
１
２
４
 イ．遺伝の規則性 エンドウの観察

ショウジョウバエの観察

ＤＮＡの抽出実験遺伝子の本体

生物界の多様

３ 

２．生物の多様性 ７ 

5Ｍ鴇…造と織艫 [26131綱…造と徽鱸 細胞の観察・細胞の大きさの
測定
ＤＮＡとＲＮＡの染め分け

酵素のはたらき

原形質分離の観察

減数分裂の観察噸|蓬灘鮒塞イ．細胞の増殖と生物体の

構造
２．生殖と発生

ア．生殖細胞の形成と受粉

イ．発生とその仕組み

３．環境と動物の反応

ア．体液とその恒常性 :ililili雛:‐
ウニ、カエルの発生の観察

カエルの血球観察

ゾウリムシの浸透圧調節

メダカの体色変化

－８４－ 



のﾛ偲球の掴』篭舌容体～作uｎ体．柾刺激の弓

の実験、迷路実騨

の吸収－１多鋤・光合 西』;Rの実騒

、閣假

酊堀ﾜⅧ

雫篝;i;蒜： 鴇i再學
実験・観察

士と風化した岩石の観察

－８５－ 

６ 

(理系

1．タンパク質と生物体の機能

ア．生物体内の化学反応と

酵素
イ．同化と異化

ウ．タンパク質の機能

２遺伝情報とその発現

ア．遺伝情報とタンパク質
の合成

イ．形質発現の調節と形態
形成

ウ．バイオテクノロジー

3．個体群の構造と維持

ア．個体群の維持と適応

イ．物質生産と植物の生活

４．生物群集と生態系

ア．生物群集の維持と変化

イ．生態系とその平衡

５．課題研究

０００２２６８８ 
８８ 

１１１１１１１ 
１ 

１ 

１ 

０ 

０ 

６ 

６ 

８ ｔ 

３ 

３ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

生物体を作る物質、生体内の化学
反応と酵素
呼吸、光合成、窒素同化

免疫、筋収縮、細胞間情報伝達

遺伝子と遺伝情報

タンパク質合成のしくみ

遺伝形質の発現と調節

遺伝子操作、細胞融合

個体群の成長嫌式や維持される仕組
光合成による植物の物質生産

植物の形態、生活との関連

個体群間の相互作用

植物群落の遷移や生態分布

食物網、物質循環、エネルギーの流

特定の生物や生物現象に関する研究

自然環境に関する鯛査

脱水素酵素の実験

アルコール発酵、色素の抽出

ＤＮＡ模型の作製、ＤＮＡ抽出

組織培養、細胞融合の実験

ウキクサ個体群の調査

植物群落の調査

６ 

(文系

1．生命の連続性
ア．細胞の微細榊造

イ．生物体内の化学反応と
酵素

ウ．同化と異化

エ．タンパク質の機能

2．遺伝情報とその発現

ア．遺伝の法則

イ．遺伝子と染色体

ウ．遺伝情報とタンパク質
の合成

ェ．バイオテクノロジー

３．生物の移り変わり

ア．生物の変遷

４．生物と環境

ア．生物の多様性

イ．生物と環境とのかか
わり

ウ．生態系とその平衡 ４○４田△没－０←ＤｌｏＰ０４△Ｐ０、０句』（』
－ 

１ 

１１ 

７ 

９ 

５９ 

１ 

１ 

ｔⅢ 

１ 

１ 

細胞槽造

生物体を作る物質、生体内の
化学反応と酵素
呼吸、光合成、窒素同化

免疫、細胞間情報伝連

メンデルの法則

染色体説

タンパク質合成

遺伝子操作、細胞融合

生物の誕生から現在の生物まで

多様な生物と生活の多櫟性
個体群の成長様式や維持される仕組
み

食物網、物質循環、エネルギーの流
ナ1

脱水素酵素の実験

アルコール発酵、色素の抽出

ＤＮＡ模型の作製
ＤＮＡ抽出
組織培養、細胞融合の実験

ウキクサ個体群の調査

’ 
イ．刺激の受容と反応

４．環境と植物の反応

ア．植物の生活と環境

イ．植物の反応と調節 し|懸糾
ウシの眼球の観察、光受容体の働き

筋収縮とＡＴＰ

走性の実験、迷路実験

補償点の実験

オーキシンの働き



のｲ宅田の毎r四99

1形、側tＩ尼iのn画み世

ｎ場

－８６－ 

２ １．天気とその変化

ア．気象観測と天気

イ．大気中の水

ウ．天気の変化

[25］ 
４ 

1０ 

1１ 

気象観測、雲の種類

気圧の変化と天気

湿度と露点、飽和水蒸気量

雲のでき方、雨

等圧線と風、前線

高気圧と低気圧、天気図

天気図の変化と季節の天気

･校庭での気象観測

･観測データのグラフ作成

･雨水のｐＨ測定
･露点と温度の測定

･雲をつくるモデル実験

･断熱膨張の実験

･陸と海の暖まり方のモデ

ル実験

･前線のモデル実験

３ １．地球と宇宙

ア．天体の勅きと地球の

運動

イ．太陽系と惑星

ウ．恒星と宇宙

２．現在の地球環境

ア．多様な地表の景観

イ．大気環境

ウ．人間の活qMlと地球環

境

２ 

８５１４３ 

１１ 
５ 

１ 

２ 

８ 

１ 

Ⅲ 

天体の日周運動と地球の自転

四季の星座の移り変わり

１年間の太陽の動き

地軸の傾きと地球の公転

太陽と月、惑星の見え方

太陽系の欄造、惑星の世界

恒星とその距離

星雲と星団、銀河系

大陸、大陸棚、島弧、海洋底
大気の層欄造、オゾン圏

大気の温室効果

大気と水の循環、

森林破壊、オゾン層の破壊
酸性雨

･太陽の日岡運動の観測

･パソコンによる天体のmｈ
きのシミュレーション

･太陽の観測、惑星の観測

･パソコンによる惑星の運

動のシミュレーション

・インターネットによる地

球環境情報の収集

４ １．移り変わる地球

ア．生物がすむ惑星、地

球

イ．地球の変動

ウ．地球の歴史と生物の

変遷

[12］ 
３ 

５ 

４ 

惑星、地球の特徴

地球の形と大きさ

地球の内部

世界の震源分布とプレート

プレートの動き、大陸の移動、

山脈の形成

地球の誕生、生命の艇生

先カンプリア時代、古生代

中生代、新生代
氷河時代と人類の進化

･地形図から地球の半径を

求める実習

･示準化石の観察

ルー|鑿||蕊IIl



－８７－ 

５ 1.地球の構成

ア．太陽系の中の地球

イ．地球の形状

ウ．地球の内部

エ．火山とマグマの活動

オ．地震

力．地層の形成

キ．地殻変動

ク．化石と地質時代

１０ 

３００ 

０ 

０ 

２ 

０ 

５１ 

１２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

Ｏ ｕ 
地球の自転と公転

地球と惑星の運動

地球楕円体、ジオイド

地球の内部構造

地球の構成物質

溶岩の化学組成と火山活動

プレートと火山の分布

火山災害、マグマの発生

火成岩の鉱物組成と

化学組成、マグマの分化

地震発生の仕組み

地震の震度とＭ

地震のエネルギー

地震の発生頻度

地震とプレート

日本列島の地震

地震にともなう地殻変動

地震災害

風化作用、流水の３作用

地層の構造、地層の形成
続成作用と堆積岩

断層と摺曲、整合と不整合

造111運iih

変成作用と変成岩

地質図、

示相化石と示単化石

絶対年代と相対年代

地質時代

･フーコーの振り子の実験

･パソコンによる太陽の動き
のシミュレーション

･地球の形の探究活動

･パソコンによる地球内部

を伝わる地震波のシミュ

レーション

･火成岩の偏光顕微鏡観察

･岩石の探究活動

･地震データの統計分析

･堆積岩の偏光顕微鏡観察

･変成岩の偏光顕微鏡観察

･地質図の作図

･示準化石の観察

６ １．大気と海洋

ア．大気の熱収支

イ．大気の運動

ウ．海水の運動

２．宇宙の構成

ア．太陽の活動

イ．恒星の性質と進化

ウ．銀河系と宇宙

５０５ 
１１ 

１ 

０ 

０ 

２ 

３ 

－ 

－ 

０６４ 
１ 

１ 

太陽放射、太陽定数

地表と大気と熱の流れ

大気の大循環、

大気の断熱変化、雲と降雨

気団と前線、温帯低気圧

海洋の構造、世界の海流

風浪とうねり、津波、潮汐

太陽の表面、太陽の構造

太陽光のスペクトル

太陽のエネルギー源

恒星の年周視差と距離

案視等級と絶対等級

恒星のスペクトル型とＨＲ図

星雲と星団、恒星の進化

銀河系、銀河系外星雲

宇宙の成り立ち

･直達日射量の測定

･太陽光発電の発電量の分析

･パソコンによる地球と月の

運動のシミュレーション

･太陽黒点の観察

･太陽スペクトルの観察

･吸収線をつくる実験

･恒星のＨＲ図の作成



第６章英語科

秋山啓子・荒木孝子・加藤勇・塩川史

平田健治・前田哲宏・南美佐江

１中等教育学校における英語学習の意義

１－１ことぱの学習として

人llUUの精神生活において、ことばは切り離せない重要な意味を持ち、１１１１題を解決したり物語を話し

たり方策を練ったりするときの理性に関わる思考には、ことばが璽要な役割を果たす。この点で、こ

とばの学習そのものに意味がある。

しかし日本語だけの学習では思考を日本語の枠の中に閉じこめてしまうことになり、目文化中心主

義（ethnocentrism）に陥る危険性を伴う。ここに外国語（英語）を学習する意味がある。

また、学ぶ対象としてのことばを与えられることにより、生徒が、社会交渉のほとんどがことばを

通じてなされるということに気づき、ことばに対する感性、言語観を得るiil能性があるという点でも

有意義である。

さらに、英語の学習過程で、将来新たに英語以外の外国語を学ぶために必要なストラテジーを学ぶ

ことができる。

１－２グローバル・リテラシー（国際対話能力）のために

英語は、現実問題として国際共通語（linguafranca）としての性格をｆＩ１ｒびており、インターネッ

トの世界的な普及はその流れを加速した。英語を学ぶことにより、接触可能な文化圏を広げ、情報を

自在に入手し、理解し、意思を明確に表明できる可能性を持つ。すなわち「世界へアクセス」し「世

界と対話」できるグローバル・リテラシーを身につけることができる。

さらに、異言語理解を通じて異文化としての言語の存在に気づき、理解し、その知的活動の中で、

母語とそれをとりまく文化を客体化してみることができる。例えば、英語の文法体系には英語の思想

が反映されており、また、表現形式には英語での思考決定のプロセスや思考が具現しているのである。

それらを学ぶことをj、じて、我々は日本語をことばとして再認識し、特徴を知り、さらに日本語によ

り形作られた文化の存在に気づくのである。英語を学ぶ中で育った、このカルチュラル・リテラシー

を基礎にグローバル・リテラシーが生まれ、世界を視野に入れて活躍できる人間となる可能性を持つ。

２英語科の基本的な考え方

英語科６年間の目標を「コミュニケーショソ能力の育成」と、「認識の世界の拡大と深化」とする。

そのためには、生徒にとって意味・内容のあるコミュニケーショソを大切にしたいと考える。

教室は、言語面に蔽点を置いた、英語を「学ぶ」場ではなく英語を「使う」場、すなわちコミュニ

ケーションを実践する場でなければならない。生徒はコミュニケーションを通して、自分自身が持っ

ている英語を活性化していくなかで、実践的コミュニケーショソ能力をつけていく。

また、意味・内容のあるコミュニケーションを実践するためには、さまざまな状況での会話表現を

練習するような、「英会話」では不十分である。theme-basedinstructionを亜祝し、プロジェクト

により内容のある自己表現をしたり、学びたいテーマを生徒が選べる機会を作りたい。

「英語」については、idealizednativespeakerの幻想を捨て、災・米語だけでなくworld

－８８－ 



Englishesをさして「英語」とする。したがって、ｍｙEnglishとyourEnglish間でコミュニケーショ

ソできること（communicability）を重視する。教室では、拙い英語ではあっても、生徒間、教師一

生徒間の英語でのイソタラクショソを大切にしたい。

以上に述べた本校英語科のねらいを、より効果的に実現するため、少人数の学習環境を整えること

が必要である。そのため、1991年度より前期課程で実施している20人単位の授業形態を継続すると共

に、その学年枠を広げて、できるだけ多くの生徒に理想的な語学学習の環境を提供する努力をしたい。

３中等教育学校における英語科６年一貫カリキュラムの特徴

３－１実践的コミュニケーション能力の養成を目指したカリキュラム

新学習指導要領では、外国語の目標として、中学校学習指導要領で「実践的コミュニケーショソ能

力の基礎」を、高等学校学習指導要領で「実践的コミュニケーション能力」を養うことが謡われてい

る。本校のカリキュラムでも、「実践的コミュニケーション能力」を養うことを目指している。

まず、「実践的コミュニケーション能力」であるが、それは特定の技能を指しているのでも、特定

の英語の種類を指しているものでもないと考える。

従来から「コミュニケーション能力」を、speaking，listening，reading，writingという４技能

に分けたり、言語的能力／社会言語能力／談話能力／方略的能力などに分けたりしてきた。そのよう

な解析はそれなりに有効だが、あくまでも理念形に過ぎない。コミュニケーションとは常に総合的な

ものであるのだから、４技能をバラバラに習得した後で足し算をして本当にコミュニケーション能力

が向上しているかどうかはなはだ疑問である。実践的コミュニケーション能力とは、従来のこのよう

なコミュニケーショソ観を批判的に乗り越え、言語の使用者、使用場面、技能をも巻き込んだダイナッ

ミックな全体的能力である、と捉えなければならない。

このような考えから本校のカリキュラムでは、コミュニケーショソ能力を下位区分することなく提

示した。原則として、４技能の全てを実際に総合的・有機的に用いると同時に教材への理解や知識を

深めていく。部分から全体ではなく、全体から部分へと考えていきたい。結果的にはいわゆる統合的

アプローチを取ることになる。

３－２弾力性に富んだカリキュラム

６年一貫教育の趣旨に基づいた2-2-2制に従って、それぞれをIntroductoryEnglish，Integrated

English，TopicStudiesの３段階に分けた。従来のカリキュラムでは、３年から４年になるときに

英語が質量ともに急に変わり、生徒がとまどうことがあった。６年間を見通した一貫性のあるカリキュ

ラムを作ることでそのような弊害をなくしたい。

従来のカリキュラム作成と言えば、言語材料の配置が大きくウエイトを占めていた観が否めない。

このような旧来のカリキュラムでは、文法項目を細分化し、それを積み上げ式に配置する。その結果

それぞれの項目を終えること目体が目的化してしまう傾向があった。それは一見精級・整然としてい

るようだが、言語学習を連続的・直線的・分割的に捉えており、本当の言語学習の姿とはほど遠い。

それでは実践的コミュニケーション能力を養うことはできない。

だからといって、このカリキュラムが文法の学習を軽視しているのではない。事実、１．２年では、

後に示す通り、文法構造を基本にした構造シラバスになっている。しかし、そうであっても、文法や

文型といった言語材料の知識の習得が最終目標ではなく、あくまでもそれはコミュニケーショソを成

立させるための手段であるということを強調しておきたい。
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またあらかじめ全てがプリセットされたシラバスの下で生徒がそれを教師から与えられてこなして

いくだけでは、自らの学習に責任を持つことのできる、いわゆる自立した学習者を育てることはでき

ない。教師と学習者との「交渉」の余地も残しておかなければならない。あまりに細分化されたカリ

キュラムでは実際の運用で困難に陥りやすい。現実的にも巡用可能なカリキュラムでないと意味がな

いのである。このような考えに基づいて全体的・発達的に言語学習を捉えたカリキュラムを作成した。

３－３「聞くこと・話すこと」に重点をおいたカリキュラム

中学校学習指導要領では、特に「聞くこと・話すこと」を重視するように護っている。私たちも、

常日頃から、英語習得に関して、特に低学年での音声指導がたいへん重要であることを実感してきた。

年齢が上がるに従って音声言語の習得が困難になることは研究によっても経験によっても明らかであ

る。本校のカリキュラムではまず、１．２年で、特に音声を伴った活動を積極的に導入し自然な英語

のリズム、イントネーション、発音を身につけることを目指している。

ただ、このことによって、コミュニケーショソはオーラルだけに限られたり、イソフォメーショソ

ギャップのようなことを主体とした活動ばかりやっていればよいと考えるとすると、それはコミュニ

ケーションというものを一面的にしか捉えていないことになる。インターネットを通したメールなど

の普及を見れば分かるように、「読む・書く」という能力も同じように必要であるし、前述したよう

に、４技能をバラバラに学習しても全体としてコミュニケーショソ能力はつかない、というのが私た

ちの基本的な考え方になっている。「聞く・話す」ことに璽点があると言っても、それらは「読む・

話す」ことと有機的に連関していなければならない。実際、高校の学習指導要領では、「情報や相手

の意向などを理解したり、自分の考えなどを表現したりする実践的コミュニケーション能力を養う」

とあり、４技能には分かれていない。

同時に、１．２年は「聞くこと・話すこと」に重点を極くといっても、それ以降は音声を軽視する

ということではない。それ以降も、学習者が自然に英語を発話できるような環境づくり、英語による

授業、６年間を通したマルチメディア語学教室での演習などを行うことで、音声指導の充実を図りた

いと考えている。

３－４theme-basedinstructionを行うカリキュラム

コミュニケーショソをするには、確かに「意欲」や「技術」も必要だが、その「内容」もそれにも

増して重要である。本当に伝えなければならない、または伝えたい「内容」を持っていれば「意欲」

もそれに伴うはずである。「内容」の伴わない「意欲」や「技術」など考えられない。英語授業が英

語によるコミュニケーショソ能力を高めようとするのなら、授業の中で本物のコミュニケーショソが

成立している、または授業そのものがコミュニケーショソになっていないといけない。

生徒が主体的に考え、自分の意見を発表し、また他者の意見を聴きながら再び自分に返っていく、

そのようなまさに実践的なコミュニケーションが成立するためには、生徒が考える対象や座標軸のよ

うなものが必要である。それがいわゆるthemeである。

３～６年に共通するtheｍｅとして、LifeandCulture，SocietyandCommunication，Science

andTechnology，Nature＆Environmentの４つを設定した。学習者が、英語学習の過程でコミュ

ニケーショソ能力を高めつつ、それと同時に、自己を見つめ、自己と他者との関係の中で、新しい世

界に向かって自らを変革しながら、自己実現を図っていく。それに必要な領域をカバーするに足る

themeであると考えている。theｍｅはそのための契機としてはたらくものである。
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３．４年のIntegratedEnglishではそのtheｍｅに関連したtopicを扱い、５．６年のTopicStudies

では生徒自らがtheｍｅに基づいてtopicや課題を見つけていく。

これらを実際に授業で実践していくためには、４技能を自然に使えるような場を提供できる統合教

材が必要になってくる。また、トピックの選択・決定についても教師と生徒との共同作業という要素

が高まってくると、それに応じた教材も必要になってくる。中学・高校の検定教科書だけではなく、

教師自らが、生徒の意見や状況を考慮にいれながら、適切な教材を見つけてきたり作成したりするこ

とがますます必要になってくるだろう。学習者のレベルや状況に応じて自主教材を作成するには確か

に多くの労力が伴うであろうが、逆に、タイムリーなtopic、新鮮なtopic、自分の教室の、自分の生

徒にまさしくビックリなtopicを即座に扱うことができるという大きな利点がある。

３－５学習者中心のカリキュラム

このカリキュラムでは、学習者中心のカリキュラムを目指した。学習者をwholepeopleとして捉

え、授業はあくまでも学習者中心であり、教師は生徒とともに授業を作り上げていく、その援助者と

しての役割を果たすべきであると考える。

本校のカリキュラムでは、学年が上がるに従い、ある程度の枠組みの中から生徒がトピックを選ん

だり、またもっと自由に、自分にとって意味のある課題を見つけたりする中で、教師と一緒に授業を

作り上げていく授業を目指している。それと平行して５．６年ではReading，ＬＬSeminar，

Vocabulary，ＮＥＴ，Writingなどの様々な科目を設置し、生徒が自らの興味や必要に応じて履修を

選択できるようにしている。

カリキュラムやカバーすべき項目があらかじめプリセットされていて、生徒はこれをこなしていく

だけでは、passivelearnersの域を越えない。私たちは、学習者が自らの学習を自覚的・批判的に捉

え、それらを積極的に組織化したり、計画していける自立したactivelearnersもしくはcreatorsを育

てていきたい。それならば、学習者中心のカリキュラムになることは必然的な要請である。

３－６自己学習能力の育成を目指したカリキュラム

コミュニケーショソ能力を養うことが英語教育の使命であることは今更言うまでもない。その背景

には「使える英語を」という社会的要請があるのも確かである。しかし、学校教育である以上、英語

能力があれば就職に有利という次元に終始するものであってはならない。

ことばというものは、人のアイデンティティを担うものである。外国語学習は、就職や海外旅行に

役立つためだけの技能やスキルの習得に終わるのではなく、自己イメージの変換、自己実現、生き方

などをも含むものでなければならないと考える。まさにこれは学習指導要領の理念の一つである「生

きる力」につながるものでないだろうか。

また、新学習指導要領では教育内容の厳選と同時に基礎・基本の定満が調われていろ。カリキュラ

ム作成にあたっては住々にして「あれも教えたい、これもやりたい」という思いからどんどん詰め込

んでしまいがちではあるが、それではいくら時間があっても足りることはない。いかに自立した学習

者を育てるか、ということが生涯教育の観点から考えて重要だと思う。

「基礎・基本」とは特定の文法項目や技能を指すのではなく、学校を卒業してからも自らの必要や

目的に合わせて学習を継続していくことができる自己学習能力であると考えたい。学習者は常に自分

の学習方法を点検しながら、自己評価を行っていく。ポートフォリオによる評価も械極的に導入して

いきたい。学習者はその事によって自分の学習に対する責任を自覚し、学習の軌跡を展望しながら将
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来計画を立てることも可能になる。そのような自立した学習者を育てるために、このカリキュラムで

はwhattolearnとhowtolearnのバラソスの取れたカリキュラムを目指した。

３－７少人数クラス

２１世紀が始まった今、外国語教育の将来を考える時、クラスサイズの縮小は本校のみならず、日本

の英語教育にとっても、是非とも達成しなければならない目標のひとつである。

本校の英語科では何十年も前から20人で英語授業を行うことの意義と有効性を訴えてきた。その結

果、1991年度より、１．２年において英語授業の20人クラスを導入した。その成果や有効性が本校の

教師、保護者に認められ、1993年度からは１～３年で20人クラスを導入することになった。教育改革

の一つとして小・中学校の少人数クラスが導入されるというが、特に外国語教育にとっては喜ばしい

改革である。私たちは、この方向性を追及すべ<、さらに４年でも20人クラスを導入することを考え

ている。

私たちが今まで行ってきた20人クラスでは、次のような利点が確認されている。

（１）学習者の心理的束縛からの開放

（２）教師と生徒のより望ましい人間関係の構築

（３）生徒同士のより密接な人間関係の構築

（４）４技能のバラソスのとれた授業が容易になること

（５）学習者中心、学習者参加型の授業がより容易になる

（６）自己表現の場の増加

（７）発話回数の増加

（８）より細やかな指導が可能になること

（９）多様な角度からの評価が可能になること

４カリキュラム一覧表

章末のカリキュラム表参照

５学習指導要領との関連性

基本的にこのカリキュラムは、新学習指導要領の理念に合致したカリキュラムであると考えている。

今回の中学校学習指導要領には、「生徒の実態や地域の実情に応じて、学年毎の目標を適切に定め、

３年間を通して英語の目標の実現を図るようにすること」と述べられている。つまり、学習の指導計

画の作成について教師の裁量が増えたのであり、このカリキュラム作成にあたっても、この教師の裁

量を最大限に生かした特色のあるカリキュラムを作ったと自負している。これからは、教師が、「カ

リキュラムデザイナー」として、学校の状況、「生徒の実態」「地域の実情」などに応じて独自のカリ

キュラムを作成していくことが求められて<と考えている。

前述したように、従来のカリキュラム作成では、文法・文型や語彙、発音などの言語材料や場面・

機能などの言語活動の「配列」や「指導順序」に多大の関心が注がれる傾向にあった。しかし、コミュ

ニケーショソ能力という極めてダイナミックな能力の育成という観点にたった場合、果たしてそれが

どれくらい有効であったのだろうか疑問である。

実際、今回の学習指導要領では文法項目の配列lllFi序がなくなった。私たちは、このカリキュラムを

作成するにあたり、まず「コミュニケーションする」とはどういうことか、その能力はどのように青
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成できるのかを考えるところから始めたが、その過程で細目積み上げ式のカリキュラムを否定した。

今回の学習指導要領のキーワードとなった「実践的コミュニケーショソ能力」や「基礎・基本」に対

する私たちの考え方は「３．中等教育学校における英語科６年一貫カリキュラムの特徴」で示してお

り、その限りにおいて、本校のカリキュラムは学習指導要領の理念に沿ったものであると考えている。

しかし、学習指導要領の「考え方」との差異を－つだけ挙げるとするならば、それは語彙指導であ

る。新学習指導要領では使える語葉を中学では100語も減らしている。コミュニケーショソ活動をす

るにはそれ以上の語蘂が必要だろうし、また、コミュニケーショソ能力そのものに関して言っても、

従来以上に語彙力が深く関係しているのではないかと考えている。

このカリキュラムでは、１．２年から語彙指導の充実を図るよう計画している。その時期は特に身

近な話題について話したり間いたりという活動が多くなると考えられるが、身近なことを表現する時

にはかえって、ある程度の語彙が必要なのである。３年・４年生のIntegratedEnglish、５．６年の

TopicStudiesでは、そのトピックや話題に応じて必要な語葉を学習していかなければならないだろ

う。しかし学習指導要領の語蘂数も、具体的にどの語を使ってよいとか使ってはいけないと言ってい

るのではない。どんな単語が必要かはまさしく「生徒の実態や地域の実情に応じて」指導していくべ

きなのである。

６指導内容一覧表

章末の指導内容一覧表参照

６－１１．２年のシラバスについて

英語を学習する上での入門期にあたるこの時期は、特に英語特有の音声やイソトネーショソ、リズ

ムを徹底的に訓練する必要がある。同時に、語蘂や文法といった基礎・基本をしっかりと指導するこ

とも忘れてはならない。したがって、他学年（３．４．５．６年）とはちがい、文法構造を基本にし

た年間授業計画（構造シラパス）となっている。これまでも、特に中学校の文部省検定教科書に従え

ば、同じような構造シラバスであったが、ここで注意したいのは、指導期間と文法配列順序が若干従

来のものとは異なる点である。

本シラバスの最大の特徴は、これまで中学校３年間をかけて指導してきた文法構造を２年までの２

年間で網羅していることである。したがって、本シラパスを作成する上で最初に考慮した点は、文法

指導にかける絶対的時間が減少することで、指導すべきことを全て指導できるかということである。

このことを考えた場合、従来のように文法項目を一つ一つ積み上げていくような配列順序ではなく、

螺旋状に習った文法を復習しながら新出文法項目と比較して学習していくような配列順序にし、先に

述べた量的減少に対応した指導方法の質的変化が重要となってくる。また、様々な第２言語習得研究

の成果を考慮に入れ、できるだけ自然な第２言語習得順序と並列するように配列順序を考えた。その

特徴を以下に述べたい。

まず、配列された文法項目は１年の４月から時間が経過していくにしたがって、比較的簡単なもの

から構造が複雑で難しいものへと移行している。例えば、１年の４月では、基本的な語彙学習やあい

さつといった日常的に使われる定型表現から始まり、２年の３月では２つ以上の節から成る関係代名

詞を学習する。ただし、ここで言う比較的簡単な文法や難しい文法というのは、ただ単に語彙から文

レベルにわたることだけを意味するのではなく、構造と意味の属性の強いものやそうでないもの、日

本語にもあり、同じような構造を用いて表現するものやそうでないもの、さらには日常の英語での．
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ミュニケーショソ場面において使用頻度が高いと思われるものやそうでないもの、主で多岐にわたっ

ていることに注意したい。

また、前述したように、時間的な制限からできるだけまとめて指導できる文法項|]はまとめて指導

するよう配列した。例えば、従来であれば１年の２学期に指導される現在進行形と２年の２学期に指

導される動名詞をまとめて-j"ｇformとし、１年の６月に指導する。その他、法助動詞の過去形

（could，would，should）の指導とともに、それらと関係の深いと思われる仮定法の指導を同時期

（２年７月）に行う。ただし、前にも述べたように、本当に２年間で全ての文法項目を網羅するため

には、これまで以上に指導方法の模索をし、授業内容そのものの質的な変化が必要とされるであろう。

６－２３．４年のシラバスについて

この時期は、１，２年で学んだ英語の構造面（文法項目）を、文脈の中で読んだり聞いたりする中

で確認し、自らそれを使って話したり書いたりすることの中で適切な使い方を学んでいく。６年間の

中では、どんな場面で、どのように使われており、使うのか、機能面に最も重点が置かれる時期であ

る｡また、意味のつながりや論理の一貫性を考えながらまとまりのあることを述べたり、文章に表し

たり、理解したりすることができること（談話能力の育成）を目指す。

３，４年は、１，２年のｈｅｒｅａｎｄｎｏｗの世界から、次第に視野を広げてゆき、５，６年での自ら

の課題を設定するために、さまざまな題材にふれるべき時期である。したがって、英語科で６年間の

英語学習のtheｍｅとして設定した、LifeandCulture，SocietyandCommunication，Science

andTechnology，NatureandEnvironmentの４つを網羅する、さまざまなtopicを、教師の方か

ら、数多く、比較的浅く、幅広く与えていく。総合教科として「環境学｣、「世界学」を学んでいるこ

と、キャリアガイダンスを行っていること、４年ではGlobalClassroomに向けての準備としての学

習が始まることに留意し、topicを設定した。

教室は、このtopicについての英語を読み、聞き、考え、話し、書き、発表するコミュニケーショ

ンの場になる。topicにより、４技能が統合された形である。さらに、自己表現を大切にするため、

topicによっては、プロジェクトを実施し、他の生徒とも成果を分かち合う。

６－３５．６年のシラバスについて

５．６年の必修の英語科目をTopicStudiesと名付けた。その特徴は、科目名から想像できるよう

に、さまざまなtopicを中心にしたtopicstudiesであること、４技能を統合的に扱うこと、them医based

instructionによって授業を行うこと、などである。このことは基本的に３．４年のIntegrated

Englishにも当てはまる。

このカリキュラムでは、３～６年を通してまず、LHeandCultu1℃，SocietyandCommunication，

ScienceandTechnology，NatureandEnvironmentの４つのtheｍｅを設定した。

IntegratedEnglishでは、教師がtheｍｅと関連させたトピックを投げかける。出来るだけ多様なト

ピックを扱いたいと考えている。すると、必然的にそれぞれのトピックの扱いが軽くなる。それに対

してTopicStudiesでまず、４つのtheｍｅの下で扱うトピックを絞り、より深く探求していきたい。

TopicStudiesでは、どんなトピックをどのように扱うか、学習者と教師との「交渉」の余地を大き

く取った。今回は、より学習者中心のカリキュラム、自己学習能力を養うためのカリキュラムを目指

したが、そのためには学習者がトピックの選択に主体的に関わることのできるような場を提供するこ

とも必要である。また、たとえ、トピックを１度選んでも、生徒の様子や意見、状況に応じてよりふ

－９４－ 



さわしいものに変えたり、手を加えたりしていく柔軟性や勇気を持つことも必要だと考えられる。以

上のことからできるだけプリセットされている項目や事項を少なくし、弾力的に使えるシラバスになっ

た。

５年も６年も同じシラバスに従うことになっているが、このカリキュラムが細目積み上げ式のカリ

キュラムでないことを想起すれば、その事はそれほど奇異なことではないはずである。５年でどんな

トピックを扱い、どんな活動をしてきたかで、６年で扱うトピックも変わってきて当然だし、学習者

もそれぞれの段階の応じて発達してきているのである。

topicと平行してlanguage，activitiesという項目を並べた。languageにはどのような種類の英語を

扱うか、activitiesにはどのような活動を行うかが挙げられている。しかし、どれをとっても網羅的

なものでもなければ、これ以外は扱ってはならないという制限的なものでもない。つまり、ここに挙

げられている以外の種類の英語を扱ってもいいだろうし、ここに挙げられたactivities以外はしては

いけないというものでもない。現場の状況、生徒の好み、それまで扱ってきたtopicなどによって柔

軟にtopicや、それに相応しい英語教材、活動を選んでいけばよいと考えている。

従来のようなぎっしりと項目が書き込まれている細目積み上げ式のシラパスのほうが優れていると

いう保証は全くない。言語学習は元来的に連続的・分割的なものでも、あらかじめ方向づけられてい

るものでもなく、全体的・発達的・予測不可能なものであるとの考えからこのようなシラバスになっ

たのである。

６－４リーディングのシラバスについて

(1)５年

３．４年で基本的なリーディソグスキルは習得している。５年では、－歩進めてリーディソグスキ

ルを体系的に学習していくことを念頭において、シラバスを作成した。様々な種類の英語に接し、そ

の英語の種類や状況に応じてスキルを使い分けるよう指導する。また、比較的長い英文にも触れ、英

文を読む楽しさや喜びを体験することができるようにしたいと考えている。

(2)６年

６年では今まで以上に学習者の自律が求められる。学習者が自らの好みやこれからやろうとしてい

ることの目的を客観的に捉え、一人一人の状況に応じた英文を自分で見つけてきたり、自分の学習ス

タイルや学習方法に十分に自覚的になり、betterlearnersになることを目指す。

単に情報を得るために読むだけではなく、自分の意見や考えを持って、批判的に掘り下げて読むい

わゆる「批評読み」が重要な活動になる。また、優れた文学作品にも触れ、人生について考える機会

を提供したいと考えている。

本校の生徒の多くは大学進学を希望している。それに必要なだけの英語力を習得することもこの学

年の大きな目標である。

６－５ライティングのシラバスについて

従来、英作文では、和文英訳が中心的な活動になっていた。和文英訳は語順や文法、語法などを正

確に習得することには確かに役に立つ。しかし、これからは学習者中心の英語教育、発信型の英語教

育が求められている。従来の和文英訳は真のライティソグではない。積極的に自分の意見や考えを英

語によって表現できる機会を設けていくことが必要である。またイソターネットなどの発展により

e-mailによるコミュニケーショソもますます重要になるであろう。コミュニケーショソというとオー

－９５－ 



ラル・コミュニケーショソだと狭義に誤解する傾向があるが、ライティングも重要なコミュニケーショ

ソ手段である。リーディソグ、リスニング、スピーキソグなどと有機的に連関しながらライティング

を指導していきたい。

ライティソグを指導する時には、(1)文法上の正確さ（grammaticalcorrectness)、(2)文脈上の適

切さ（contextualappropriateness)、(3)テクスト上の結束性（textualcoherence)、(4)話題別の語

奨（topic-basedvocabulary)、の４つの指導が重要だと考える。

(1)については、６年ということもあり、シラバスには明記しなかった。しかし、話すことに較べて

正確さがより一層要求されるのが書くという作業なので、あらゆる局面で、臨機応変に指導すること

としたい。

(2)については、オーラル・コミュニケーショソにおける文脈や状況に適切な表現を選択する重要性

を考慮に入れている。これを機能別表現（functionalexpressions）として構造化した。トピックも

これに併せて記載したが、もちろんそれは状況や生徒の実情などに応じて弾力的に扱うものだと考え

ている。

(3)については、従来からも言われて来ているのだが、paragraphwritingの技術を、空間的配列、

時間的配列、比較・対照などに分類しながら、系統的に指導したい。そして、最後には、理由を並べ

て一定の自己主張ができる所まで進みたい。そのことで、状況や場面に合わせてそれにふさわしいラ

イティソグを行えるように指導する。

(4)については、特にシラバスには明示しなかった。しかし、語菓指導も重要であることは言うまで

もない。TopicStudiesで扱うtopicに関係する語彙を学習することで、リーディング、スピーキソグ、

リスニソグなどとも連動した指導を考えている。

－９６－ 
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学年 学期 月 Language Functions Topics ProjeCts 

1年

前期

後期

４月

５月

６月

7月

9月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

3月

Alphabets,Basicwords（nouns、adjectives，
verbs+ing)‘Ntmubers，Ｄａｙｓｏｆｔｈｅｗｅｅｋ，Months 

CopuIaBe，PIurai･Prepositions，Wh-question 
forms（what，where，when） 

ingｆｏｒｍ 

PresentForm，Articles（a/the） 

助動飼HodaIs（can/can.ｔ；may/inaynot；must/mlust
not)．PastTenSe 

Wh-questionforms（when・who，whosawhich，why）
Possessives（-,s） 

hDwmuch，ｈｏｗmany，Existentialthe｢ｅ 

wantｔｏ・ｐＩａｎｔｏ，Cqnparative

Superlative 
Pronoun（smething，someone） 

HodaIs（ｗｉｌｌ/goingｔｏ）ａｎｄ（haveｔｏ/must） 
IndirectObjectives 

IndirectObjects 

IntroducingoneseIfDescribing, 
Inquiring 

Desc｢ibing， 

ExpressinglikesanddisIikes， 
Referencing 

Exprossingabilityand I、

andrequiringpermission， 

ａｂｉｌｉｔｙ，Ｇｉｖｍｇ 

Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ 

lnquiring‘Reasoning 

Inquiring,Describing｡ 
ExDressingexistence 

Expressingintention，Cmnparing 

Comparing 

Expressingandaskingintention･lnviting 

Expressingattitudes 

Family，ReIatives，Friends， 
OneSelf 

Actions 

Foods・Beverage，
Entertainment，Weather． 

SｃｈｏｏＩｓｏｆｔｈｅｗｏｒｌｄ 

Theworldmap 

ＡｇｕｉｄＢｔｏＮａｒａ 

Professions 

TravelIIng 

Dreams 

SchooIlife 

Self-introduCtioncards 

Researchreport 

Ⅱ aｐ ｏｆＮａｒａ 

RecitationconteSt 

２年

前期

後期

４月

５月

６月

フ月

9月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

3月

CDnjunction（when） 

IndirectObjects 
sｍｎｅａｎｄａｎｙ 

Infinitives 

Sｏｄｏｌｎｅｉｔｈｅｒｄｏｌ 

Modals（pasttense：would，should，could)． 
ConditionaIs（real/unreal） 

PassiveVoice・ReflectivePronouns

PresentPerfect（経験）

PresentPerfect（完了・結果）

TagOuestions 
RelativeClauses 

RelativeClauses 

RelativeClauses 

Reporting 

Directingotherstodosmething 

Expressingintentionandattitudes， 
Expressingagre印entanddisagreement

ExpressingemotionaIattitudBs, 
SDecuIating・Makingsuggestions，

ExpressingemotionaIattitudes、Reporting

Expressingexperiences、Repo｢ting，
lｎｑｕｉｒｉｎｇ 

ReportingresuIts 

Inquiring，Comparing 

Describing 

1mpartingfactualinformation 

ScheduIe 

Events 

Places，Services，Language． 
Personalｐ｢eferences 

FutureP1ans 

Worldheritage 

PersonaIexperiences 

Photographs 

Ａｒｔ 

Geography 

Science 

Ｄｉａｒｙ 

SuJwnaryofresearch 

Skitoontest 
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学年 学期 月 Ｔ oPIcs Theｍｅｓ LanguageandSkiIls CommunicathJeAcljviIjes Proiects 

３年

前期

後期

4月

5月

6月

７月

9月

1０月

1１月

1２月

1月

２月

3月

TasOesandPreferencBs 

FnendsandFamily 

History-Heritage 

SpecialOccasion 

Endangs｢edSpeciBs 

Recycling 

IntoS pace 

Ｇ｢eatpeople 

ＪｏｂｓａｎｄＰ｢ofBssions 

L脂ａｎｄCulture

LifeandCuIture 

L汁eandCulture

LHeandCunure 

NatureandEnvironment 

NatureandEnvironment 

ScienceandTechnology 

LifeandCulture 

L箙ａｎｄCulture

ScanningfbrinfO｢matjon 

WriljngsentencesaboutoneseIf 
Ｄｒａｍａ 

Makingin佗陶ncesノWnting

LookingI｡｢topics 

WritingsentBncesaboutthe 

Pa届graphfOrm

Writingａｐａ崎gr曰phaboutspecial

Topicsofpa埴g垣phs
Wrnjngapa喝g眉phaboutexUnct
Texts1momInte｢netﾉMainideasof 

pamg祠phs

ScientificwTitingノMainideasof

paragraphs 

BiDgraphyノOrganizationof
pa崎9画phs

Newspaper 

ScanningノWrilingaspeech

GivingpersonalinfbTmalion 

Descrlbingpeople 

Describingpastevents 

､ＢＳＣ｢ibingspecialoccasions 

CIa｢Hyingfactsandideas 

COⅡectinginfcnnation 

Taki ngasuIvey 

RelatingchmonologicaIinIbrmatioｎ 

GivingreaSons 

lnteIviewi nｇ 

Makingaskit 

Makingaposter 

Makingaposte「

Seaにｈｏｎｉｎｔｅｍｅｔ

TVconね｢ence

Makingaspeech 

４年

1111期

後期

４月

5月

６月

７月

9月

1０月

1１月

1２月

1月

２月

3月

Language 

Ｓｍｏｋｉ ､９ 

ComputerScience 

Education 

G1obalWarming 

TheMedia 

Gender 

Prejudice 

(Revi 

SocietyandCommunication 

SocietyandCommunication 

ScienceandTechnoIogy 

SocietyandCommunic瓠oｎ

Ｎａh｣rBandEnvimnment 

SocietyandCommunication 

SocistyandCommunicaticn 

SocietyandCommunicatjon 
LN巴andCuiUIre

GuessingwDrdmeaningsノ

organ瞳amonofpa通glaphs

Le姉efち’Expressingopinions

Guessingwordmeaningsノ

WrningaboutJapanesecuⅡure 

NewspaperノOrganizaHonof

pa焔9噸phs

ＴＶｐｍｇｒａｍノOrganizationof

p曰泊g届phS

New巴paper
OrganizaticnofparagTaphsノ

TVprDg眉、ノOrganizationofpa｢ａ

speechﾉSong'NonIicUon 
Findinglhepatte｢nDfoTganizaUon 

Agreeinganddisagmeeing 

Givingadvice 

GivingcauseandeffCct 

TakingasurvBy 
Expressinqideas 

GMnginfcrmation 

Exp｢essingcpinions 

Holdingdiscussions 

Holdingdiscussions 

Ｗ｢Ningaletter 

TVconference 

E-mailccmmunication 

MakingaclassnewSlDaper 

Discussion 

Discussion 
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学年 学期 Theｍｅｓ Topics Language Activities 

5.6年

前期

後期

4月

5月

6月

7月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

Lif⑧andCuIturo 

SocietyandCommunication 

ScienceandTechnology 

NatureandEnvironment 

daiIylifb,food,entertainmenLTV 

sports,f白Shion,youthculture.

f垣mily､friends,schooll脆.human

reIations,pBrsonality・housing

theEnglishIanguage･Iiterature， 

internet,globaIism・ｍａｓｓmedia，
informationag⑧,nonverbal 

communication,traveLindustry, 

transportation･crime,politics 

凸

traditionandtechnoIogy,genetic 

engIneerIng． computerscience1 

cyberspace,industry･medical 
ｓｃＩｅｎｃｅ， evolution,ene｢gy,black 

hole,Darwinism 

globalwarmin3polIution､outBr 

spac0,grBenrevoIution,geography 
Bco1ogy・ａｃｉｄrain,ozon⑧layer，

９ 

naturalresources,energy･Climate, 

ｓｐＢｃＩｅｓ． 

exp 

genetics,population． 
１０sion 

adveItisement,newspaperwriting， 

ＴＶ＆radioprcgTam,Ietters， 

biography,autobiography， 

noveIs,ｐｏ０ｍｓ・dramas,historically
importantdocumentsandspoech, 
documentsontheWeb 

newspaperwritingscientinc 

writing,documBntsontheWeb,ＴＶ 
program， lBcture 

naturalwriting,ｄｏｃｕｍｅｎｔｓｏｎｔｈｅ 
Web,Iecturo,movie､ＴＶprogram 

describingyourIi他styl⑤s･designing
■ 

presentation,expressingones 
ideas・pubIicspeaking,usingａｎ

effbctivedBlivery,groupdiscussion． 
criticaIwriting 

listeningtopoems,watching ｍｏｖＩｅｓ 

andvideos,rBadingaIoudIiterary 

text`appreciationofIiterarytext， 

recitation,creativBwriting‘ 
●●、■

eXpressIngonesoplnIon， discussion 

listBningtolecturBs・reading
scientificwriting・rBsearchingusing

internet,scanning,takingnotes 

listeningtolecture･summarizin＆ 
▲０●■ 

BXPreSSIngOnBsoPInIon， discussion 

readingsci⑧ntihcandnature 

writingsummarizing,doscribing 

figuresandgraphs,anaIyzingdata． 
thinkingIogicaⅡy,postBrsession． 
discu5sion 



５．６年Reading

６月

６年
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P唾pose Skill5 ＤＣ⑪iIedSkiIls Topic 

5年

前期

後期

４月

５月

６月

フ月

9月

1０月

1１月

1２月

1月

2月

3月

hTuprovingRea⑪ｎｇＳｋⅢ５ 

RcadingforPIeaswe 

Inten5ivEReadinH 

Rea⑪ngforPIeaB山白

ＲＥa出ｎｇＦａｇｔ巴「

S巴archingforlnfom1ation

ＲｃＢ｡gniｴingOrgnnizntion 

1)PTwiBwing＆PTedjcting2)Sbanning＆ 

SkimminE 

3)MainIdらａｓ＆TopicScntences4)PattBm5

5)MakingInfcrenBes 

WriousMaRennls（LanRuaHs＆Communi巴らtion．

HistoTy･CM1iZntion・Culture`Nature.Ｌif⑤．
ScicncQ､Indu＄try,Ｍ⑥dcrnLiving,） 

NoveIB･Hi5toricaIWHtinE5,ｅｔｃ(Life・Art・Literatu｢e）

MddngOutIines＆SummlDrizinBPas”ges 

VaTiousMateriDI5(HumanReIation3`DaiIyLife 

Language＆LnnBuDgeLenmingSociety,Tbpis5 

orthBDay） 

ShortSto両e$・ＢｉoロnphiE己.ｅｔｃ(Ufe・Art,LitBrat町ｅＰａｒｔ２）

Rea出ngSpBBdSkimmjn＆Req出ngConmTehcn5ion(An$wsrinH･ＴｎＩｅｏｒＦａＩ＆巴.） Wnou5MatBnnIs(PnTt2） 

6年

前期

徴期

C制tiCaIR巴ading(ReadimgFa域er＆lntcnziveRcajng）

ReadingfbrSpecifibPu巾oBe(Re巴由ngIorEntrancGExamination5）

VaTiQu巳MnterjaIB

Term Month FunctionaIExpressions 
(contextuaIappropriateness） 

Language Topic 

PargagraphWriting 
(textualcoherence） 

Language Topic 

1ｓｔ 

４ 

５ 

６ 

７ 

９ 

1)AppreciationOCelebration､PIeasure 

2)ApoIoEv・ReEret・Svmpathy,condolences

3)PlanPrediction｣ntention 

4)Permission,Prohibition 

5)InvitationSuEEestion・Proposition

6)Request､DemandoAdvice,Recommendation 

7)Necessitv･ObIiEation 

8)HoDe･Ｗｉｓｈ 

9〕Assurance･Expectation

10)A画eement.、isaRreement・SupportOOpposition

ＧｏｏｄＮｅｗｓ 

ＢａｄＮｅｗｓ 

TransportationPmobIem 

ShoppinE 

lnvitation． 

Rubbish 

MassMedia 

CrosscuIturaIUnderstanding 

FutureＬｉｆｅ 

LifetimeEmpIovment 

Introduction 

Space 

Tｉｍｅ 

Comparison,Contrast 

Reason 

Communitylntroduction 

PostwarJapaneseHistorv 

BritainandJapan 

HairstyIes 

2,. 

1０ 

1１ 

1２ 

１ 

Reason 

Reason 

Reason 

Ｒ⑥坐⑥、

Reason 

WasteoutofOurSchoDI 

GIobaIWarming 

TeasingandBuIIying 

Gender,HandicappedPeopIe･etc． 

CeIIPhones｣nternet 

My6-YearSecondarvSchoolLife 

６年Ｗ



英語科カリキュラム

］
。
〕

＊言語材料については_教材の内容に沿ったものを扱う６

*6年生のTopicStudiesは.文系では人文科学(Ideas)､理系では自然科学(Facts)的なものをトピックとして扱う。

学年 1年 2年 ３年 4年 5年 ６年

科目(単
位）

IntrOduCtoryEngli5h(３） 
TT(1) 

lntGgratedEngIish(３） 
ＴＴ(1) 

TOpjCStudieS(必３)*6年のみ文理別

Reading 

(週2-コース別）
lntcnsivc/Rapid 

Writing(選2,習熟度別）
GUided／Creative 

下肥から1単位選択
ULSeminar(０５） 

WcabuIary(q5） 
NTE(ｑ５） 

Writing(05） 

LLSemina(自２）

Reading(自２）

目榎

英Ili特有のリズム･イントネーションに親しみ.身近な鰭題について．
筋単な日常会露ができる。
自己の発見･穂立。
学習事項としての英騎ではなく､英騎は使うものとして餌樺する。
基本的な英胴の構遁'二ついて学ぶ｡学習方法を学ぶ。

まとまった内容の英文を理鰐Ｌ・自分の憲見をlUi単な英晤で述べるこ
とができる。
自己から視野を広If､世界を知る。

抽象的概念を含む相当且の情報を収集､加エ､莞値することができ一喝面.
状況を考慮した高度で鴛合的な言頗運用能力を身につIﾅる゜
広い世界との関わりを考えた自己の再翌鐸

増面ﾄピッ
ク

具体的事象･場面空色聖空塑一一一一一-－－－－－－－－－－－￣司砺雨諏
･喝面

あいさつ．自己紹介.第３者の紹介、日常生活.学校行事.過去の出

来車.買い物､食事､道案内､旅行など

文化･習慣･科学･情報･環境･教育･人権など
広く･浅くflcxiblcなﾄﾋﾟｯｸ選択を行う。

自分'二とって意味のある課題を見つける。

活動 BasicCommunication･Pre$entation 
BasicCommunicationandDebatC･Presentation 

GuidedDiScuSSion 
FreeDi5cuSSion 

コミュニ

ケーション

能力

入門期・現存と逼塞の基本的概念とその
･特'二英隔の音画･リズム･イント形態が理解できる。
ネーションに慣れる。.身近で具体的な文を音読する
．英脳の基本的鯛頓が理解でき際.踊句や文を正しく発音する。
る。・身近な生活で使う会臆に慣れ．
･英贈での基本的な会鱈や自己簡単な英寵で事柄を脱明し､適切
紹介ができる。な応答ができる。
身近な単旙を聞き.理解できる。・単文の兜鱈にとどまる鱈けでな

<、１つの節からなる文を､２つ以上

使った応答ができる。
・身近なトピックに基づいたスピー

チやスキット原稿がちける。

･vaHetyに富んだ英胴を聞き.大
意を掴むことができ.社会H1面に
応じた首案があることを知る。

EyG-contactやGestursを交えて騒
す ロ

･Natu面ISpeedの英甑を聞き.大意を掴む。

･音声変化(弱化.連結､同化､脱落一遍紬など)に留意して.英鬮を
聞く ◎ 

･時制の概念渥Iﾅでなく､英寵特有の相の概念とその形態が理解でき
る｡ 

･２つ以上の節からなる英文を理解し､表現できる。
･Parag掴phReadingの基本を身につける。
･大まかな鱈の内容が把握でき､メモがとれる。
･Paragraphが杏ける。
．比較的抽象的な鳩面やトピック'二つし､ての会鱈やプレゼンテーション
ができる。

.ある程度の理論的思考|こ基づく嚢現ができる。
会鱈をしている相手を意魔した袈現ができる。

・自分にとって意味のある様々な場面での英鯛を醜み･聞き･尭彊省の怠
図を掴み．自ら問題意臓を持ち､それを袈現できる。
・抽象的な場面や概念を含む相当量の情報を細部まで理解し､その場面
に応じた嚢現ができる。
･２つ以上のParagrnphからなる文章を読み_Ｐａ掴graph間の構成を考え.理
解できる。

･Parag面phを鎗理的Iこ構成することによって.文章が書ける。
-会臆をしている相手との人間関係を考えて-堤面に応じた対応ができる。

【T教官
Typingによるアルファベット指導.E-maiIを使った自己紹介.ＬＬ槻器を
使った音声練習(正しく聞き取る練習）

E-maiIを使った怠見交換.インターネットを使った情報収集.マルチメ

ディア(音声教材･ビデオ･映画)を使った贈学演習

マルチメディアを使った情報収集と情報発信

授嚢 20人学級.NETとのTＴ 20人学級.NTEとのTＴ 選択クラス

プロジェクト

スキット作リーポスター作り＿自由課題(豆休み楳囲)．ShowandTcI］

〔自己紹介.日ｌａ自分史.道案内.奈良の紹介.世界文化遺産｡､詔
介など］

ポスター作り_ビデオ作り.英隔俳句作り＿自由課題(夏休み課題八壁

新聞.1分mIスピーチ

課題研究(卒論）

行事 ReCitationContest SkitContest 

SpeechConte5t ACJC-Ande庵｡、Ｈ､Ｓ,との交流

GlobaICIassrocm 

(４年2学期－５年１学期）

総合教科 奈良学(奈良の地理･歴史につい
て）

環境学(GlobalwamlingGarbagcな
ど）

世界学(異文化コミュニケーション
能力の育成） 悟麹掌(ＷＷＷ検索）



第７章芸術科

長谷圭城・森１１１

口
国

利

2-2-2制にあわせたカリキュラムについて

－３年での必修選択制の導入一

芸術科は、本校カリキュラムの重要なポイントである2-2-2制において、必修、選択必修、自由選

択の３段階で、それぞれ十分な単位数を確保したいと考えた。現在のカリキュラムでは１，２年が２

時間、３年が１時間（以上必修)、選択となる４年が２時間、５年が１時間であり、2-2-2制とは、時

間的にもシステム的にも雛合性に欠ける単位数となっている。特に、実技教科での週１時間という枠

では、生徒が作業の準備や片付けに要する時間も惜しまれる上、行事や休日で授業が欠けた場合の非

継続性のことを考えると、いずれの学年においても２時'1Mの確保が必要であった。そこで、各学年と

もに２時間を保証し、各段階で十分な課題をこなせるようにした。そのためには、各段階で以下のよ

うなことが重要であると考える。

１．２年の必修段階では、基礎的技能や知識などを習得するために、発達段階に応じた課題につい

て、個人差に応じた適切な指導が必要であり、選択段階に対する十分な準備も含む。

３．４年の必修選択の段階では、必修段階での学習の成果を生かした上で、生徒が選択した課題な

ども取り入れて、自主制を生かした活動を重視したい。新カリキュラムでは、「浅く広く」という３。

４年での選択の特性を生かし、３年終了時での選択変更も認める事とした。

５．６年は、基本的に進路を視野に入れた生徒を対象とし、個人的課題に対応した演習をこなすも

のとした。

芸術科・音楽

森田昌利

１中等教育学校における音楽学習の意義

学校という環境で音楽を学習する場合、－番重要と考えられるのは、生涯的に音楽に関心を持ち続

け、愛好しつづける動機づけや、基本的な技能や教養の修得にあると考える。授業の学習成果が、刹

那的なその場限りの活動にとどまらず、生涯にわたって音楽的活動を続けていける素地をつくりたい。

一般的に音楽的教養や能力は、各家庭における個別的オルッスソで養われる場合が多く、すでに小

学校時代から個人差は非iirに大きいものである。幼少のころから、ピアノやバイオリソなどを個人レッ

スソで学びながら、基木的なソルフェージュの能力や音楽的な感受性や関心などを身につけている生

徒と、まったく経験のない生徒では、授業に臨む際にいろいろな面で差異がある。そのような理由で、

生徒の音楽を学習する上での能力差は、５教科におけるそれよりより大きいと考えられる。中学校と

高校の接続ということだけで考えても、さまざまな実状のいろいろな中学校から高校へ進学するそれ

ぞれの生徒の能力に対応するということは、非常に困難な現実的問題をかかえているといわざるをえ

ない。

しかし、家庭環境の違いにより、生涯にわたって音楽を楽しむ可能性を限られたものにするのは、

-102-



非常に残念なことである。幼少時からの音楽活動や体験の欠如を補うべく、学校教育が担うべき責任

は、非常に大きいというべきであろう。

６年一貫にすることでその能力差を少しでも解消し、個々の課題に対してより有効な指導が実現し

うるといえる。また、６年という長い期間にわたって継続的に学習することにより、生徒の発達段階

や個人差に応じて柔軟に指導する事で、より効果的な学習が期待できると考える。

２音楽科の基本的な考え方

音楽活動を個人的な楽しみにとどめず、能動的に演奏をして楽しむ場合にも、受動的に演奏を聞い

て楽しむ場合においても、共同体験を重視したい｡その際、活動単位があまりに大集団になると、個

性的表現の発露が困難になると考えられるため、小人数のグループ活動を重視したい。

１．２年の必修段階では、器楽、歌唱の基本的な技能修得をめざすという観点から、課題とする曲

はあまり演奏が困難にならないように平易なものとする。特に器楽の場合は、それぞれの楽器のリー

ダーを養成し、効率的に学習できるようにする。また、自分の楽器だけではなく、他の楽器の特徴も

理解し、音色を楽しめるようにしたい。

３．４年の選択必修段階では、アソサソブルの楽しみや、表現の多様性などを追求するため、多少

は演奏に困難を伴う曲にも取り組みたい。また編成や、能力に応じた曲のアレソジも必要な課題であ

る。

５．６年の自由選択段階は、個人的な進路や能力に応じたそれぞれの課題を設定する。専門実技の

レッスンの準備、必要なソルフェージュの演習、音楽通論の課題、生徒の人数によるアソサソプルな

どを予定している。

中等教育学校における音楽科６年一貫のカリキュラムの特徴
・２年の必修の期間には、基本的な技能・知識の学習をめざす。

・４年の選択必修の段階では、表現の多様な可能性や、アソサソプルの楽しさを追求する。

・６年の選択では、進路に沿った個人演習を課題とする。

３ 

１
３
５
 

４カリキュラムー覧表

５学習指導要領との差異

本校の単位数は、標準単位に比べて１．２年で余裕があるため、中学の３年分を全員必修の１．２

年に割り当てた。各項目は、個々の生徒の実体や教材に応じて、柔軟に対応することとする。

-10十

1年前期 器楽基本練習（二部合奏）・二部合唱・鑑賞

1年後期 二部合奏・二部合唱・鑑賞

２年前期 グループ合奏・鑑賞

２年後期 合唱（グループ）・鑑賞

３年前期 合奏（グループ）・合唱（３部）

３年後期 アンサンブル（全体）・鑑賞

４年 3年と同じ

５．６年 専門実技・音楽通論・ソルフエージユ・アンサンブル



高校の音楽Ｉ.Ⅱが選択必修の３．４年に相当する．

音楽ｍは、５．６年でそれぞれの進路に応じて、内容を精選する。

６指導内容一覧

！ 
芸術科・美術

長谷圭城

１中等教育における美術学習の意義

人間のコミュニケーショソには、言語を通じたものと、視覚・触覚といった非言語的なものがある。

言語的表現については国語、数学、英語などで取り組まれており、非言語的表現についての教育の中

核を担うのが美術教育である。

中等教育において非言語領域を対象とする美術学習の役割は、生徒の成長段階に応じて２つある。

１つは１．２年の必修段階である。この段階では、発展途中のあらゆる感覚を知覚することを豊かに

することが目標となる。視覚や触覚だけでなく、身体的感覚を含む非言語的領域について知り、体験

し、学ぶことは、自由なものの見方から自由な発想・着想・表現へといざなうことである。それらは、

言語的領域を学ぶにあたっての基礎を用意すると同時に、豊かな人格形成にとってもかかせないもの

である。もう一つは３年以降の選択段階である。この段階では自己認識と他者理解が目標となる。自

己と他者を同化したり、異化したりすることは、この成長段階では日々おこなわれている。この反復

迎動は、自己の形成、他者理解、世界認識と不可分である。今後、生徒達が営む社会は、多様な文化
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1年

器楽

声楽

鑑賞

楽器の基礎的な演奏法を身につけ、音色に気をつけて演奏する。

曲菰に応じた発声により、言葉の表現に気をつけて歌う。

バロックの時代背景（１）・歌曲の伴奏について

2年

器楽

声楽

通

鑑賞

楽器の特徴を生かし、ｉiIにふさわしい音色や奏法を工夫して表現する。

IMI菰に応じた発声により、美しい言葉の表現に気をつけて歌う衝

声部の役割を生かし、全体の響きに調和させて演奏する。

バロックの時代背（２）・古典派の作曲法

3年

器楽

声楽

鑑賞

曲の構成、曲想の把握とその表現の工夫

歌詞、曲想の把握とその表現の工夫

音楽の美しさと構造のかかわり

４年

器楽

声楽

鑑賞

重奏・合奏における豊かな表現

声域の拡張と曲種に応じた豊かな発声

３年に同じ

５．６年

専門実技課題曲の個人練習

個人的課題のソルフェージュ

音楽通論の演習問題



につつまれることが予想される。その中で自己の考えを構成する時に必要な、異質なものへの理解と

寛容は、このような迎勤のなかから育てられる。自らの認識を超えた未知なるものへの探究心、また

それらへの寛容心を、表現された作品、つまり実体あるものから培える場として、美術学習は深い意

味を持つ。

２美術科の基本的な考え方と中等教育学校における美術科６年一貫カリキュラム

の特徴

美術科では、以下のような視点から、カリキュラムの作成を試みている。

人間の何かを表現したいという欲求や、過去に表現されてきた作品の背景をさまざまな観点から理

解させることで、文化的表現へのリアリティーを持たせる。また、芸術に対しての理解と活動をすす

めることで、生涯を通して表現活動を愛好する文化的素謎を身につける。

１．２年（必修）

さまざまな素材への興味づけと基礎的な技法・知識の理解

３．４年（選択必修）

自己世界の形成と他者世界の理解

歴史的な作品の成立とその背景の理解

５．６年（自由選択）

コソセプト考案から作品完成までの体験

生涯を通じての美的興味の確立
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４カリキュラムー覧表

形四を便つ複杷を

目を用じくる
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1年美術 2年美術 ３年DC術 ４年美術 ５．６年美術

4月

晴天･校内写生

色彩.平面

記録と妃は

長轡き平面.フロッタージュ

卵を創らないで落とす

(パッケージンゲデザイン）１

立体`班制作

コマーシャルづくり

(テーマとシナリオ決定）

映像.班制作

個人制作

個人指導

5月

晴天･校内写生

色彩.平面

皿母上皿惟

且空き平面.フロッタージュ

卵を剖らないで落とす

立体･班制作

コマーシャルづくり

(絵コンテ）

個人制作

個人指導

6月

晴天･校内写生

色彩.平面

レタリング

色彩.平面

ひもを 塵つ｜趣一祠
立体． 旺伊 作

卵を割らないで落とす

24枚の写瓦をとる

(擬人化と物阻付）

コマーシャルづくり

(撮影.■集）

個人制作

個人指導

７月

木と遊ぶ

色彩.立体

ひもを使った空間構成

立体.班制作

豆休み座HＢ

コマーシャルづくり

(撮影.編集）

個人制作

個人指導

9月

木と遊ぶ

色彩.立体

ひもを使った空間挺成

立体.班制作

24枚の写文をとる

写真

コマーシャルづくり

(撮影.■染）

個人制作

個人指導

10月

自銭の素材から､絵の具づくり

色彩.平面

キャラクターづくり

色彩.平面

１５才の自回像

人日hによって油or水彩.平面

校内ポスターをつくる

平面･デザイン

個人制作

個人指導

11月

幾何形魍を使って棋楳をつくる

色彩.平面

写生金とI春日大牲:苗::： :：： 

キャラクターづくり

色彩.立体

１５才の自画像

人数によって油or水彩.平面

校内ポスターをつくる

平面･デザイン

個人制作

個人指導

12月

幾何形態を使って棋様をつくる

色彩.平面

キャラクターづくり

色彩.立体

１５才の自画像

人Rhによって油｡『水彩.平面

校内ポスターをつくる

平面･デザイン

個人ｐＩ作

個人指導

1月

目を閉じてつくる

粘土･立体

コラージュ(写真の合成）

平面.構成

自己の巴駝■

色彩．平面

自由ＷＩ作

自由制作

個人WI作

個人指導

2月

目を閉じてつくる

粘土･立体

コラージュ(写真の合成）

平面.構成

自己の貝陀紐

色彩.平面

自由制作

自由制作

個人制作

個人指導

3月

目を閉じてつくる

粘土･立体

マルチメディア掲示板

平面.構成

自己の■陀囚

色彩.平面

自由制作

自由ロ作

四人制作

個人指導



第８章技術科

吉川裕之

１中等教育における技術学習の意義

昨今の科学技術はかつて人類が経験したことがないスピードで進化し枕けている。イソターネット

の普及率は特に急速で、2000年秋の祗話による調査で３割を越えた。また、２０代では６割を越えた結

果が出ており、もはや現在の中等教育の年代にとっては趣味で扱うものではなく、生活に必要な能力

として必修指導の対象となるべきものとなった。コソピュータ以外でも葹気エネルギーを利１mした生

活用具は激増している。

手先の不器用な子どもが本当に多くなった。ただ、そのほとんどが「やったことがない」リギに起因

するものである。つまり体験不足である。労働体験だけでなく遊び体験までもが欠如している。生活

を営む上で、私たちは自分の生活環境をつくっていかなければならない。そのためにはどういう能力

が必要なのか。２０世紀は「買って、使って、捨てる」生活を評価したまま終わったわけではない。生

活を工夫し、向上させる姿勢と能力を身につけることが必要なのではあるまいか。この力を生活向上

力と呼ぶこととする。生活向上力は知識と工夫・実践能力・出来映えの３つの要素によって枇成され

る。これらを総合的に体験し、かつ興味深く学習を進めていくには、もの作りに取り組む71Fが必要で

ある。手を動かし、素材に触れることが人間として大切である。そしてそれは同時に人間性を豊かに

する取り組みでもある。人生の中の中等教育期にあたる６年間は、人間形成にとって非常に大きな意

味を持つ期間である。理論を踏まえ、材料からものを作り上げるという作業が、手先の器用さだけに

とどまらず、脳の発達にも非常に効果的である。

技術を学ぶことは個々の生活を商めるにとどまるものではｋい・ヒトは人間として「生産」という

活動をつくり出した。そしてこれは人類が存在する限り行われ続けるものである。環境・エネルギー・

資源といった今ｌＪ的な課題に技術的に向き合い、生産のためのよりよい技術の発達についての考え方

を学ぶものである。

科学は自然におこるさまざまな現象や法則を理解するものであって、技術は人間の生活や生産に役

立つものである。家庭教育力が低下していると声が挙がる今日、中等教育期に学校教育のＩＩＥ'でもの作

りの体験を持つことは、今まで以上に重要視されるべき教育内容だと考える。

２技術科の基本的な考え方

もの作りを通して基本的な生活向上力を育成することを目標とする。また、次々に出てくる新技術

が私たちの生活にどのような影響を及ぼし、そしていかに対処すればよいかを的確に判断する能力を

培う。素材、技術への興味関心を喚起し、実践していく自己教育能力の育成を目標とする。なお、学

習効果を高めるために、以下のことに留意する。

（１）生徒の発達段階、興味、関心を重視して学習内容を精選・工夫する。

（２）実験・実習の中で主体的に学習する姿勢を育て、創造性・応用力・判断力・協調性を鍵う。

（３）体験的学習を通して生徒が課題を発見し、問題解決する姿勢を育て、習得した知識・技能を家

庭生活及び社会の中で生かし、実践できる力と態度を育てる。

（４）学習内容を基礎から発展応用できるようにして、個性を尊重する。

（５）創る喜び、働く喜びを感じられる機会や場を提供して人との関わり方を学び、すすんで仕事が
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できるようにする。

(6)総合学習とリソクし、さらに応用・発展させる態度を養う。

３中等教育における技術カリキュラムの一覧と特徴

2-2-2制の本校の目標の中において、技術は教科性より早期の技能修得をめざし、３年までの必修

科目として次のように設定した。

１年【工創基礎１】（1.5単位）２年【工創基礎２】（１単位）３年【技術総合１】（１単位）

また芸術の必修選択科目として美術との合科で生活デザイソを新設した。

４年【生活デザイン】（１単位）

それぞれの科目の目標については、以下のとおりである。

【工創基礎】工創とは「わざをもってつくり出す」怠の造語である。コンピュータを活用することに

より、情報社会を創造することも、この中では大きな目標としており、「創」を用いた言葉とした。

身のまわりの生活と飛躍的な進歩を見せる科学技術とをリソクさせることにより、科学技術への興味・

関心を高め、よりよいくらしを求める態度を培う。また、日常的な工具の使用法、情報学の基礎とな

るコンピュータの基本的な使用法について実験的・体験的学習を通じて基礎的な技能を習得する。

【技術総合】技術を総合的にとらえ、必要な知識と技術を習得させ、製作実習を通してものづくりの

大切さ、楽しさを学び、具体的な生活向上の能力と実践力を育てると共に、生産の社会的役割を知る。

【生活デザイソ】美術で学んだ知識やデザイソカを活かして、技能習得を目的としたもの作りではな

く、くらしにゆとりをもたらすしの作りへと幅を飛躍的に広げ、個性と創造性を育てる。また、生涯

学習の基礎を作る。

４学習指導要領との差異

中等教育の中においても技術は３年までの履修とし、本校の６年一批カリキュラムとしての特徴は

発揮できていない。その中で、2-2-2制に合わせて設定した技術のカリキュラムには、学習指導要領

と比較して次のような特徴を持たせた。

１．２年を「工創基礎」と位置づけ、技術に対する知識・理論・考え方等および技能修得のための

実験的・体験的な学習を行うこととした。ただし、他教科のコソピュータ利用のタイミソグ等も考感

に入れながら内容の進行を設定したため、履修学年の規定をなくした学習指導要領を超越し、学年内

でも非常に複雑かつ整理された形で履修は行われる。単位数は1.5単位を必要とする。

３年は「技術総合」と位置づけ一貫した製作実習を展開する。単位数は１単位を必要とする。

指導内容は、生徒の発達段階や興味・関心とを考噸して、次の内容を組みかえた。

中学校の学習指導要領「Ａ技術とものづくり」については、まず「ものの形を正しく捉える力」を

重視したいと考えた。そのため、中学校では扱わない内容となっているキャビネット図、等角図、及

び第三角法についても扱うこととし、比較的多くの時間を取ることとしている。木材加工・金属加工

は、木材・金属を生活空間の中の材料としてその性質等を扱うと共に、さまざまな工具の実験・体験

を積極的に取り入れ、取り扱い及び手入れ・保符について学ぶ。電気回路及び半導体については現在

の日本産業の発展やコソピュータとも関連させながら取り扱う。また深化のためにＩＣ工場の見学を

年間プログラムに組み入れる。瓶気事故の防止と共に、環境問題と発電、屋内配線については自分の

生活つくる上で必要と考えられるため取り扱うこととした。従来の技術の授業の中核をなしてきたリ

ンク機構・エソジソなどの機械についてはトピックスとして取り扱うのみで、系統的な履修は行わな
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い。ただし、機櫛的な部分を始め、必要に応じて生活デザイソの中に組み込まれることも構想中であ

る。枚培は技術室iiijにボランティアの菜園と花壇を整備中で、観察の呼びかけを行うにとどめる。

３年間の技術のまとめとして３年では作品作りに取り組む。

中学校の学習指導要領「Ｂ情報とコンピュータ」においては、本校の新たな取り組みである「情報

学」との関迦を念頭に{置く必要がある。「情報学」とは現段階では櫛想段階ではあるが、中学校の技

術、国語、総合及び高等学校に新設される教科「情報」を中心とした、Ili報教育構想である。本校で

は、「環境学」「世界学」といった総合学習をはじめとして、殆どの教科でコソビュークを利用した学

習が行われている。これらは学校教育にコンピュータが取り入れられて以来、本校をはじめ、どの学

校でも現在進められつつある取り組みであろう。教科の単元内でのコソピュータの利用が研究されて

いる現段階では、教科を越え、また中学・高校の境界を越えて、コソピュータ学習を系統的に整理し、

推進されている学校は殆どない。しかし、汎用性が特性のコソピュータが、多岐に利用されれば利用

されるほど、学習の系統性がより必要となる。そしてこれは、重樫する教材の精選による、授業数の

削減への対応でもある。現構想の中では、コンピュータをツールとして駆使できる力の基本として、

コソピュータの構造、概念から基本操作、ネチケットまでを「技能基礎」の一つとして「情報入門」

と位置づけ、1年を中心に技術の授業内でサポートする。具体的には、本校のコソピュークシステム

の利用方法、ワープロの技能向上、情報収集手段としてのイソターネットを取り扱う。これらで学ぶ

内容は、２年での「情報と表現｣、５年での「情報Ｂ」をはじめ、６年1111の本校でのコンピュータの

利用の基礎となるべきものである。学習指導要領では(1)から(4)とされている中身を本校なりに取り扱

い、高めていくものとした。ただし、これから４，５年のうちに各小学校のコンピュータ授業の普及

が飛躍的に伸びることや、本校の設備の充実などコソピューク教育を取り巻く環境は大きく変化する

ことが予想されるので、現在行っている履修内容は非常に流動的である。

５指導内容一覧表
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1年工創基磁１１．５単位 ２年工創基礎２１単位 ３年技術総合１１１M位

学習内容
＜ものを捉える＞

①キャビネット図

②等角図

③第三角法

＜ものに触れる＞

①材料を知る

･木材の性質と利用

･金属の性質と利用

゜その他の材料

②工具の扱い

･木工具の扱い方と実習

･金工具の扱い方

.ｆ通気工具の扱い方と実

習

＜コンピュータの利用＞

①コンピュータの構成

②自己紹介カードの製作

・タイプ速度の向上

･文章の加工

・デジタルカメラの利用

･画面栂成

･印刷処理

＜コンピュータの利用＞

①インターネットの特徴

②インターネットのモラル

③インターネットの利用
・ホームページ

･検索実習

・レポート作り

④メールの利用
・アカウント取得

．受送信

＜ものを作る＞

①コンピュータを使用した
もの作り

＜コンピュータの利用＞

①榊想と股ilf

＜ものを作る＞

①製作

･材料の選択

･加工法の破盟

･加工



第９章家庭科

永曽 義子・原田美知子

１中等教育における家庭科学習の意義

自己中心・過食・拒食症.引きこもり・不登校．いじめ・児童虐待・過保護・少年犯罪の増加・凶

悪化など、種々の問題が近年、子ども達に起こっている。また一方、日本の社会は少子化・高齢化へ

と急速に進んでいる。そして、不況・環境問題を抱えている。これらの問題を考える時、当然のこと

ながら、社会の基本単位である家庭が注目される。人間関係をつくりだす第一歩は家庭であるが、そ

の家庭の教育力は残念ながら低下して、子ども達の生活体験不足も深刻である。日本の文化や生活力

を受け継いでいく家庭の機能は弱くなり、家庭生活の在り方も多様化して、種々の問題を提起してい

る。中等教育期を迎えた子ども達は、家族・家庭の在り方、家族と自分との関係、自分の存在などに

ついて、深く考え、悩み、だんだんと家族・家庭を客観的に考えられる時期へと成長する。この時期

に学校教育において、衣・食・住を中心とした生活の知識や技術を習得させ、家族・家庭の意義や社

会との関わりを理解させて、生活の自立をはかると共に、男女が協力して家庭や社会を創造する能力

や実践的な態度を育てることは、現代において、より重要になってきている。学校教育の中で主体的・

積極的に実験・実習・研究を通して、男女相互の理解を深め、将来に向けて家庭生活の在り方を考え

ていくことは、自分の家庭教育だけでは味わえない多くの示唆を与えることになる。また、この中等

教育期の６年間で繰り返し継続学習することにより、技術の習得もめざましいものがある。体験学習

する中で、創意工夫する力・問題解決能力・協調性・社会性などの総合力を身につけていくのである。

これらはすべて将来の生活にとって役立つものである。さらに「心」・「頭」・「手」を生かした人間と

して基本的な生活力を家庭・学校・社会との連携の中で習得していくことが今後ますます重要になる

だろう。また学校生活の中でも、子ども達が受験科目だけに偏らず、情操の発達・身体機能の発達・

将来の生活能力の発達などの教科をバランスよく組み合わせて、健全な精神構造の中で過ごすことが

重要である。人間の健全な発達・人格形成上からも、家庭科を学ぶ意義は大きい。

２家庭科の基本的な考え方

男女が協力して家庭生活や社会生活を築いていくことができるようにするため、男女共学として男

女相互の理解を深めながら、基本的な生活力を育成することを目標とする。さらに人間の健全な発達

と生活、家族・家庭の意義や社会との関わりについて理解を深め、今後どのような生き方をするべき

かを広い視野から考え、実践していけるような自己教育力の育成を目標とする。

なお学習効果を高めるために、以下のことに留意する。

（１）生徒の発達段階、興味、関心を重視して学習内容を精選・工夫する。

（２）学習形態はすべて男女共学として男女相互の理解を深め、協力する姿勢を育てる。

（３）実験・実習・研究を多く設定して主体的に学習する姿勢を育て、協調性・創造性・応用力・判

断力を養う。

（４）体験的学習を通して習得した知識・技能を家庭生活の`１１でも生かし、将来の生活の中で実践で

きる力を育てる。

（５）個人研究・グループ研究などを通して、生徒が課題を発見し、研究して前向きに問題解決する

姿勢を育てる。
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（６）生徒の個性を大切にして、学習内容の基礎を重視し、発展応用できるようにする。

（７）創る喜び、働く喜びを感じられる機会や場を提供して人との関わり方を学び、すすんで仕事が

できるようにする。

（８）家庭科で学んだ内容を、総合学習で生かし、さらに総合学習で学んだことを、家庭科で応用・

発展させて深化・探究する姿勢を養う。

なお、家庭科と総合学習との関係については次の通りである。生きることを対象とする家庭科その

ものが総合的学習であると、考えている。各教科で学んだ知識を生活に生かす工夫をしたり、逆に生

活する上で悩み、考えて解決しようとする時、各教科で学んだ知識を応用して解決することも多い。

人間が生きていく上で、学んだことや培った感性を総合的に生かして、知・徳・体のバラソスをとる

ことが重要である。生きることを対象にしている家庭科は、各教科と相互に深く関連しあうものであ

る。その意味で、家庭科を学習することが総合的学習であると考えられる。

今回の新カリキュラム作成にあたり、保健体育科との合科として「食と健康｣、社会科との合科と

して「家族」を考えた。これに対して保健体育科より、「いのち・暮らし・健康」という科目名が提

案された。さらにカリキュラム委員・保健体育科・社会科・家庭科で、検討した結果、「いのちと暮

らし」に決定された。しかし、再度検討すると、合科そのものに対する考え方の相違、６年一貫の小

規模校であるが故の教師の過負担、今後の総合学習の担当方法が未定であるなどの理由で、合意に至

らなかった。以上の経緯から、家庭科として「食と健康」・「家族」の中から、今後ますます生き方が

問われるであろう「家族」に焦点をあてることにした。そして、生徒の発達段階を重視して５年で

「家族」を教科として取り組むこととした。

３中等教育における家庭科６年一貫カリキュラムの一覧と特徴
2-2-2制の本校の目標に合わせて必修科目として次のように設定した。

１年【生活基礎１】（1.5単位）２年【生活基礎２】（１単位）３年【家庭総合１】（１単位）

４年【家庭総合２】（２単位）５年【家族】（２単位）

また芸術の必修選択科目として、美術との合科で【生活デザイン】を新設した。

３年【生活デザイソ】（１単位）

さらに自由選択科目として【生活学】を設定した。

５年【生活学】（２単位）６年【生活学】（２単位）

それぞれの科目の目標については、以下のとおりである。

【生活基礎】自分の生活をよりよくするために実験的・体験的学習を通じ、基礎的な生活技術を習

得させて、身のまわりの生活への関心を高め、生活的自立をはかる。

【家庭総合】人間の健全な発達と生活を総合的にとらえ、家族・家庭の意義や社会との関わりにつ

いて理解させると共に生活に必要な知識と技術を習得させ、男女が協力して生活を創造する能力と実

践力を育てる。

【家族】家族・家庭・社会について、広い視野から考察して、今後の家族の在り方、関わり方や将

来の自分の生き方を考え、課題を主体的に解決し、さらに生活の充実向上を図ろ態度を養う。

【生活デザイソ】美術で学んだ知識やデザイソカを生かして、被服を製作し、創る楽しさ・喜びを

感じさせ、個性と創造性を育てる。また、食生活や住生活への応用・生涯学習の基礎をも作る。

【生活学】１，２年の生活基礎や３，４年の家庭総合・総合学習によって習得した知識や技術を応

用・発展させて、将来の生活設計を構築する上で必要な実践力を養う。

－１１１－ 



４学習指導要領との差異

本校の６年一貫カリキュラムの特徴である2-2-2制に合わせて設定した家庭科のカリキュラムには、

学習指導要領と比較して次のような特徴がある。

１．２年を「生活基礎」として、中学校の学習指導要領の内容を取り上げ、単位数も中学校の標準

lli位2.5単位を学習することとした。

３．４年を「家庭総合」として、高等学校の学習指導要領の家庭総合の内容を取り上げ、単位数は

高等学校の標準単位の４単位のうち３単位を学習することとした。

５年を「家族」として、３．４年で不足する家庭総合の単位を補い、「家族」を中心として、さら

に応用・発展させる内容を取り上げ、２単位を学習することとした。

指導内容は、６年一ftカリキュラムを生かし、壷複する内容は精選し、生徒の発達段階や興味・関

心を考慮して、次の内容を組みかえた。

・中学校の学習指導要領「Ｂ家族と家庭生活の(2)幼児の発達と家族、(5)幼児の生活と幼児のふれあい、

(6)家庭生活と地域とのかかわり」の内容を、高等学校の学習指導要領「(1)人の一生と家族・家庭、

(2)子どもの発達と保育・福祉､(3)高齢者の生活と福祉」の中に組み入れることとした。ただし、３．

４年の家庭総合で扱うには単位数が不足する上、生徒の発達段階を考慮すれば、できるだけ高学年

で扱うことが望ましい内容でもあるので、３．４年では導入部分を扱うこととし、５年の「家族」

の中で発展させて扱うこととした。

・中学校の学習指導要領の「Ｂ家族と家庭生活の(4)家庭生活と消費」の内容を高等学校の学習指導要

領「(5)消費生活と資源・環境」の中に組み入れ、若者に関わりの深い販売方法や梢ＩＨＩ生活・消費者

としての意志決定、消YH行動について中学年の適切な時期に扱うこととした。

・高等学校の学習指導要領「イ衣生活の科学と文化の被服材料、被服の構成、被服整理」については、

中学校の学習指導要領「Ａ生活の自立と衣食住（衣生活)」でまとめて学習し、重複を避けた。

５指導内容一覧表
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生活の自立と食生活 生活の自立と衣生活 生活の自立と住牛活 家族と家庭生活

１年生活基礎１
咽単位

①衣服の選択と手入れ
(15） 

・衣服と社会生活との関

わり

・目的に応じた着用と工

夫

･衣服材料の種類と特63〔

･日常着の手入れと管理

･日常着の計画的な活用

と選択

②簡単な衣服の製作

(20） 

･衣服の構成

･エプロン製作

･手入れのための実習

①室内環境の整備と住
まい方(4)

･住居の機能

･室内環境と住まい方

の工夫

①自分の成長と家族・家

庭牛活との関わり(1)

②家庭と家族関係（３）
･家庭・家族の機能

･家族のよりよい関係作

り

家庭生活と地域社会

③家庭生活と消費（２）
･環境に配慮した消費生

活の工夫
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２年生活基礎２１単位
①中学生の栄養と食事
⑧ 

･栄養と食事・健康

･栄養素の種類と働き

･中学生の栄養の特徴

･食品の栄養的特質

.１日分の献立作成

②食品の選択と日常食の
鯛理(14）

･食生活の安全と衛生．

管理

①家庭生活と地域とのか
かわり(5)

･環境や資源に配慮した

生活のエ夫

①家族へのプレゼント作
り(5)

３年家庭総合１１単位
①食生活の課題と綱理の

応用(20）

･食生活調査と研究

･日常食の調理とエ夫

･会食の計画と実践

①消費生活と資源環境
(10） 

･家庭の経済生活

･消費者の権利と資任

･消費行動と資源・環境

４年家庭総合２２単位
①食生活の科学と文化
(20） 

･生活文化の伝承と創造

･食生活の設計と綱理

･家族の食生活と栄養

①衣生活の科学と文化
(15） 

･作品製作（被服製作.
手芸など）

･生活文化の伝承

①住生活の科学と文化
(15） 

･住居の機能

･住空間の計画

･住環境の整備

･住生活の課題研究

①生き方を考える(10）

･宵年期の生き方と結婚

･人の一生と発達課題
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５年家族

２単位

５年生活学２
単位》６年生活学
２単位

①家族のための食事作り

(30） 

･離乳食と病人食

･幼児の食事とおやつ

・１週間の献立と昼食作

り

・生活習慣病を予防する

ための献立と実習

・もてなし料理の企画と

実習

・行事食・郷土料理の実

晋

･老人食の特徴と実習

、ハゾ、ハゾヘヅ、ゾベゾー、／Ｖヘロヘゾ、グロソ、ハゾーヘヅム、'ｐＶへ

青年期の健康と生活の自

立（30）

･青年期の朝食と調理

･青年期の昼食と調理

･青年期の夕食と鯛理

･鯛理の栄養評価

･家計の中の生活費と食
賛

、ハ■ハザヘゾヘヘグ刊ハヅ律Ｖへ"、ハ｡'、ハマハゾマヘもハロハソヘゴへ

食文化の伝承と発展

(30） 

･季節と行事食

・日本料理の特徴と実習

・西洋料理の特徴と実習

・中国料理の特徴と実習
･手作りのお菓子、パン

デザート

･家庭料理の工夫

へ／ＶｐＶへゾヘーヘゾヘーハーヘーヘヅヘテ■へごハ､ハやハvへザ｡～ヘマ

個性を伸ばす手芸作品

の製作（20）

例：被服製作・編み物・

刺繍・パッチワーク.染

色等

ヘゾヘーハ、ヴヘャグヘ.グヘゾR～凸、ソ▲ＶヘーハゾP～分マヘマヘヅヘヴへ■／ﾛ･ハー

将来の衣生活への応用

(10） 

､公､口ノヘ／ｖ、'へ‐～会いへジヘーヘヅ■Ｖ、分\へ勺'、ヘヘヅヘヴへ`

快適な住まいの工夫

(5) 

己,へ〆ｖ、、-,-、全一へゴー､＝〆ｖ含～、-▲ｖ、■･‐勾百へ．

住生活の工夫（10）

①人の一生と家族・家庭

(4) 

･人の一生と発達課題

･家族・家庭と社会

･生活設計

②子どもの発達と保育．
福祉(4)

･子どもの発達

･親の役割と保育

･子どもの福祉

③高齢者の生活と福祉
(2) 

･高齢者の心身の特徴と

生活

･高齢者の福祉

･高齢者の介護の基礎

④課題研究とホームプロ
ジェクト(20）

(施設の見学・実習とボ

ランティア活動を含む）
'、ﾜﾍｸﾞﾆｰﾀ、ヘゾヘゾ②マヘヅヘ■'ヘーハ｡ハロ'ｎ足｡咄ハヅーへ七．、'Lｖ

生活的自立をめざして

(5) 

／ザ、､ハ画ハグー､_～グマヘザヘー､-'、-ヘーーベーーー"‐

生活的自立のために

(10） 

・１人暮らしのマニュア

ル

・１人暮らしの経済観念

・１人暮らしの食生活

･仲間と集う会食作り

（）は時間数



第10章保健体育科

大内淳也・出野上良子・中司みずほ

奈良重幸・松田正昭

１中等教育における保健体育学習の意義

最近の子ども達は様々な問題を抱えている。いじめ、不登校、青少年犯罪の凶悪化など枚挙にいと

まがない。また、昔に比して年々、人間関係を結ぶことがうまくできなくなっている。その結果引き

起こされるストレスに対しても適切に対処することができず、心身ともに傷つきやすくなっている。

このような状況のなかで保健体育学習の担う役割は重要度を増している。なぜなら、単に体力の向

上や迎動技能の独得、運動文化の享受だけではなく、学習を通じて、どう人間関係を築いていくのか、

築いていけばいいのかを具体的に体験し、獲得することができるからである。また、そのことを一番

期待されている教科なのである。

以下、保健体育学習の意義について具体的に述べていく。

(1)運動や健康についての理解と実践を通して、体と心を一体としてとらえる能力を育てる。

自分の体に関心を持ち、変化に気付き、体の調子を整えることで心の健康を保つ。また、仲間の体

にも関心を持ち、様々な運動を通して交流することで、心身のつながりを得て、コミュニケーション

能力を養う。

(2)変化する現代社会において、近代スポーツの意義や必要性を理解するとともに、自己の状況や能

力に応じてスポーツに親しみ、生活を明るく健全にする態度を育てる。

運動の歴史・文化的な意義などへの理解を深め、自然との関わりにも着目し、自己の体力や生活に

応じてより広い視野でスポーツに取り組む。

(3)心身の発達にともない、生きる力を身につけた、調和のとれた人lMIを育てる。

仲間との運動を通しての交流の中で、公正、協力、責任などの態度を育て、適切な判断を下すこと

ができる知識を身につける。また、体力の向上を図り、健康に生きる刀、明るく活動的に生きる力を

身につける。

(4)心（精神）の健康に留意する態度を育てる。

現代の子ども達の精神的な未熟さは「キレろ」などという表現をされるが、心身の調和を保ち、自

己の欲求やストレスをコントロールし適切に対処する方法を知る必要がある。また、自己の欲求を正

しく導き、意欲、生きがいへと昇華し自己実現を図ろ力をつける。

(5)ヘルスプロモーショソの観点に立ち、健康に関する様々な知識を基盤として、適切な生活行動を

選択し実践する力を育てる。

適切な生活行動を自ら選ぶためにはその礎となる正しい知識が必要である。また、その知識は実を

伴うものでなければならない。自ら学び、感じ取る学習活動を通して、生涯を通じて健康に生きるた

めの基盤となる知識を習得する。

(6)現代社会の変化にともない現れる様々な問題を正しく理解し、自己の意志を確立する力を育てる。

生命、環境問題、科学の発達と倫理観などの問題などにも視野を広げ、PIF実を知り、他者の意見を

聞き、自らの問題として考えることにより、社会の中の人間存在としての正しい自己を確立する。

上記の保健体育学習を通じて、生徒個々の「クオリティ・オブ・ライフ：qualityo（life」の向上、
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充実を生涯にわたって指向する態度を育成することが目標である。

２保健体育科の基本的な考え方

以下のような基本的視点をペースにしてカリキュラムを組んでいる。

(1)自ら進んで運動に親しむ能力や態度を育成する。

(2)多種多様な運動を経験させることにより、心身の調和的発達を促進する。

(3)自らの興味・適性に応じた種目をさらに深め、運動能力や技能を高めるとともに、運動の喜びを

体験させる。

(4)男女共習により、運動やスポーツの共有と実践への理解を深め、そのおもしろさや楽しさを実感

させる。

(5)自ら進んで行事に参加するとともに、自主的な企画運営を行える能力を育成する。

(6)生涯を通じて、健康な生活を営む知識と能力を体得させる。

３中等教育学校における保健体育科６年一貫カリキュラムの特徴

(1)６年を３つの時期に分ける2-2-2制の目標がそれぞれにつながりを持っている。

低学年（１．２年）：従来より基礎的な学力育成を主眼としているが、様々なスポーツの基礎とな

るスキル習得にさらに重点をおいた学習内容となっている。これにより中学年以降の運動技能の向上

がスムーズにいく。また、仲間との人間関係づくりに配慮して通年固定の講座編成とし、基礎的な運

動を通して心身のつながりが深まるようにしている。

中学年（３．４年）：様々なスポーツ文化にふれることに主眼をおいている。近代スポーツを実践

するためのルールや技術を学び、仲間とともに活動することで運動技能の向上を目指す。また、高学

年での選択制にスムーズにつなげるために、ここでは制限をもうけての選択制を実施する。生徒が自

ら選び学ぶことを大切にしたいが、中学年では様々な形のスポーツを習得するためにメニューを用意

し、年間を通して偏った選択にならないように配慮している。

高学年（５．６年）：従来行ってきた選択制をさらに発展させて行っていく。４年までに学習して

きたスポーツから自分に適したものを選び、将来の生活の中に根ざしていくことができるように高め

ていくことを目標とする。また、近代スポーツの枠に制限されない自由な発想に基づくスポーツの楽

しみ方も追求していく。自分の能力や状況に応じてスポーツの生活化を目指す。

(2)講座編成条件をカリキュラムの目標に合わせて変えていく。

前述したとおり、低学年では通年固定で１クラス30名の講座である。また、心身の発達に大きな差

異が生ずる時期でもあるため、男女別習で実施する。中学年では、選択制を導入し１年を４期に分け

授業のメソバーはその都度入れ替わる。３年では男女別習、４年では男女共習とし心身の発達段階に

合わせてスポーツを通しての体と心のつながりを深めていく。従って、３年では60人の生徒を２人の

教師で分担して担当し、４年以降では120人の生徒を４人の教師で担当することになる。高学年では

自由な選択制を基本とし、１年を３期（６年は２期）に分け男女共習の授業を実施する。

(3)保健のカリキュラム～現代化とグローバル化～

保健のカリキュラムは２．３．４．５年で週１時間実施する。体育と異なり６学年を2-2-2に分け

ることはできないが、４年間の授業のなかで、学習の視点は３段階に発展させて取り組んでいく。

①自らの心と身体についての理解を深める。

②自己をとりまく家族や地域社会に関わる健康課題について理解を深める。
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③日本から世界へと視野を広げ、健康課題について理解を深める。

取り上げる内容については、教科書で取り扱っている基本的な保健知識をふまえたうえで、現在及

び今後我々が直面していくであろう諸問題（例えば医療の発展と生命倫理の問題など）にまでふみこ

んで取り扱っていく。現代に生きる生徒達につぎつぎ現れる健康課題について、必要な知識を与え、

共に考えていきたいからである。

そのような我々の方向性から、総合教科「いのち・暮らし」という発想が生まれた。様々な健康課

題を保健科だけではなく家庭科、社会科と共に、大きな視野から再考することにより、深化できるの

ではないか、と考えた。しかし、３教科の事情が異なり、教科の内容について具体的に検討する前に

新カリキュラムでは総合教科として取り上げないという結論に達した。

保健体育科では従来より「環境学」に参加してきた。今後どのような形で総合教科に参加していく

のかは未定であるが、柔軟な姿勢で取り組んでいきたいと考えている。

カリキュラムー覧表４ 
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ﾖと年 怨世笹「Ｐｑ琴 自生悪９曰毎 備考

１年

乏年

トレーニング【

体Iまく･し、体つくり迎動
ジムナスティックスＩ

体操の導入
ランニング･スキルＩ

走迺動の導入
ジャンピング･スキルⅡ

園上空蓮動の導入
スローイング･スキルＩ

投亜動の導入
ハンド･ゲーム１

ﾊﾙｰﾎﾞｰﾙ.ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ､八．ｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙの導入
フットーゲーム【

サッカーの導入
ラケット･ゲーム【
ﾃﾆｽ.ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ､卓球．ｿﾌﾄ木.－ルの導入
スイニンムブＩ

トレーニングエ

ジムナスティックスⅡ

ランニング･スキルⅡ

ジャンピング･スキルエ

スローィング･スキルⅡ

ハンドーゲームⅡ

プット･ゲームⅡ

ラケット･ゲームⅡ

スイミングⅡ

３年生以降で行う運動種
目の基本目的技術を学ぶ

基礎的な運動能力の
向上

学習を通して他人の体
への気づきや思いやり

(＝人､､関係づくり）

男女卸I晋

３０人授栞

それぞれＩとⅡは

異種目の亟画を
行う。

もしくはIはＪより
高度なことを行う

３年

犀前言重覆爾7冒蘓官戻示霊戻戸
Ｉ期(Ｂ週）
男子個人粗目１期
陸上･体操･ラケット粗目より２桓目を閲８月
女子団体粗目１期
正史*主上Ｕ２矛缶曰ｷﾛｮ題

江湖（１１週）
男子団体粗目１期及び水泳
球技より２種目を悶願
水泳は必修
女子個人粗目１及び水泳

医上･体操･ラケット粗目より２種目を開購
うｋ罰ｕ±座Ｌ鐸

、期(フ週）
男子値人種目邑期及び体つくり運動
陸上･体操･ラケット粗目よりＺ種目を開館
体つくり亟動は必仇優
女子団体種目２期
ｒ曵炉色上1Ｊ②矛■曰葬屈、■

IWUl(９週）
男子団体粗目２期
球技より屋粗目を開講
女子個人種目２及び体つくり返動
陸上･体操･ラケット趣目より２種目を開撫

多様なスポーツ文化'二
親しむ
(ルールも含む）

教師樋並び



女共百選択ＷＩ４秤目
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４年

男女共否選択制(４種目よ'Ｊ１選択）

スポーツＩ（8週）
体操餓技陸上競技武道ダンス
球技ニュースポーツより４種目

スポーツⅡ(8週）
水泳･トレーニング

体操競技陸上観技武道ダンス
球技ニュースポーツより４種目

スポーツ、(１０週）
体操餓技陸上競技武道ダンス
球技ニュースポーツより4種目
スポーツⅣ(9週）
体操競技陸上競技武道ダンス
球技ニュースポーツよ'j4種目

学習を通して自己の体
(体力.体胴､健康)への
気づき

運動技能の向上

120人一斉授業

1時間授巣を週２
単位行う

５年

６年

男女共否完全選択IHI(教師主導）
1期(１２週）
体づくり運動
器控邇動

睦上館枯
球技
武道
ダンス
ニュースポーッ

Ⅱ期(１２週）
体づくり運動
墨控運動
陸上鞭技

球技
ダンス

ニュースポーッ

水泳･トレーニング

、期(１１週）

体づくり運動
器械運動
陸上MUi技
球技
ダンス
ニュースポーッ

男女共否完全選択制(生徒主導）
【期(１２週）

体づくり運動

器械運動
陸上競技
球技
武道
ダンス

スポーツ･体育理舗

Ⅱ期(１２週）
体づくり運動
器械運動

陸上競技
球技
武道
ダンス
スポーツ･体育理輪

スポーツの生活化(生
涯スポーツ)をめざして
運動技能･技術の定潜
をはかる

スポーツ(運動文化)を
通しての自己実現を
はかる

スポーツ･運動文化の
継承･発展に積極的

に関わる力量を高める

教師横並び

120人一斉授業

体育･スポーツ理嫡
(文化史.歴史.運動
技術分析など)の

グループ研究

年年年年２３４５ 
心身のはたらきと発達

陣害の防止

健康な生活と疾病の予防

現代社会と健庫

生涯を通じる健康

社会生活と睡庫

個人(自分)し便座

個人生活における健康
安全に関する理解を通し
て､健康'二生き抜く資質
能力の基罐をつくる。

社会上碗店

自分をとりまく社会の健康
蝶題について考える。

世界の健匝狸題

世界のかかえる今日的
健康問題を理解し､生涯を
通じて自らの健康を管理、
改善していく資質､能力を
能力を高める。

保健科カリキュラム案



５学習指導要領と本校カリキュラムとの差異

(1)中学校学習指導要領との違い

体育においては大きな違いはない。武道の取り扱いについては本校の実状にあわせて検討していき

たい。

保健は指導要領においては「３学年で48時間程度を配当すること」となっているが、本校では２．

３年で週１時間の授業を配当している。従って、２学年あわせて70時間を配当していることになり、

指導要領に比して多くの時間を割いている。本校では従来よりこの形での授業を実施してきた。心身

の発達が著しい２．３年においては自分の心と体の変化についてじっくりと理解を深める必要があり、

妥当な時間配当だと考えている。また、３の「カリキュラムの特徴」の項でも述べているとおり、４

年間の保健学習内容を考慮すると、時間数が必要である。

(2)高等学校学習指導要領との違い

体育においては、近代スポーツの「運動の合理的な実践を通して運動技能を高め運動の楽しさや喜

びを深く味わう」ということのみにとらわれることなく、自ら運動をプロデュースする力も育成して

いきたい。時には「運動の不合理な実践」になることもあるかもしれないが、そこから生み出される

新たな楽しさや喜びにも注目していきたい。具体的には５．６年の選択制授業での実施を考えている。

保健は大きな違いはないが、取り扱う内容をグローバルな視野にたったものにまで発展させていき

たいと考えている。また、社会問題についても随時取りあげ、生徒達に考える機会を与えていきたい。

６指導内容一覧表
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第３編総合学習

カリキュラム委員会

第１章総合学習の構造化について

１総合学習についての基本的な考え方

本校では1990年度から３年配当の「奈良学｣、1991年度から４年配当の「環境学」という２つの総

合教科を実施してきた。1999年度からは、３年配当を「環境学｣、４年配当を「世界学」に変更し、

｢奈良学」は１．２年の各教科においてその内容を実施することになった。

本校のこれまでの総合学習は、環境や国際理解などの学際的な学習内容と、フィールドワークなど

一般の教科活動ではできない学習方法の導入により、約10年間で一定の成果を収めてきた。しかし、

これらの総合学習は、新学習指導要領の「総合的な学習の時間」を意識したものではないため、「生

きる力の育成」よりは「学際的内容」に重点を置いてきた。その呼称を総合教科と称してきたことも、

そのことをあらわしているといってよいであろう。今後、これまでの経験をふまえて、新課程におい

てどのように総合学習のカリキュラムを編成していくのかが、本校に課された大きな課題である。現

在は、過去の総合学習を総括した上で、時間をかけて慎重に全校的議論がなされているところである。

そのため、本報告には未確定な部分があり、新課程実施時には多少内容が異なる可能性がある。

新カリキュラムにおける総合学習の基本的な考え方としては、６年一貫の中等教育学校としていか

に総合学習を構造化するかにある。その際、学校全体のカリキュラム編成の基本方針である2-2-2制

に則って行う。まず、低学年（１．２年）において、分散型総合学習「奈良学」・「情報学」を設置し、

フィールドワークを中心に据えたリサーチ学習の基礎になる能力を身につけさせる。醤物やインター

ネットを使った情報の収集から情報処理やさまざまな方法での発表の能力をつけるさせることが目的

である。学習は基本的に学級単位とし、その活動内容によって班別活動を取り入れる。

次に、中学年（３．４年）においては、２年間で培った能力を生かして統合型総合学習と称する

「環境学」‘「世界学」を実施する。基本的には現在の内容を継承する。この２つの総合教科は、過去

11年間本校が積み重ねてきた、フィールドワークを中心とした総合学習の形態である。新カリキュラ

ムになって多少内容が異なっても、これまで総合教科の中心に据えてきた、フィールドワークをその

学習の中心に据えることに変わりはない。情報が簡単に手にはいる世の中であるからこそ、直接の聞

き取り調査がいかに大切であるかを実感させることが重要であるからである。学習の基本単位は３～

８人程度の班で、低学年時よりも焦点を絞った内容について、より深い理解を得ることを目標とする。

高学年(５．６年)においては｢卒業研究｣を設定し、生徒個人の興味関心の強い分野において、これ

までの総合学習などで習得した能力を深めさせることをねらいとする。ただし、「卒業研究」は、生

徒の意欲を重視して自由選択科目にするため､｢総合的な学習の時間｣にカウソトすることはできない。

また、現代の社会において、医学・心理学・社会学などさまざまな側面から重要視されている「生

命」の問題について、保健体育科・家庭科・社会（地歴・公民）科による総合学習「いのち・暮らし」

を企画したが、種々の条件が整わずに成立にはいたらなかった。そこで、現代的課題である家族の問
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題に家庭科を中心にアプローチする「家族」を総合学習として立ち上げることを構想している。「核

家族化」「個人主義」「文化の継承」「少子化」「老人介護」「家庭内暴力」などをキーワードに、生徒

個々人が抱える家族についての課題について、それぞれが個々に考えていく学習を企図している。

このように、本校の総合学習は６年間の中で、学習内容は探究的なものから教科的なものへ、学習

単位は大きな集団から個人へ志向することを意図している。学習方法としては、フィールドワークな

ど自主的な活動を中心に据えつつ、必要に応じて講義・講演・見学・観察などを取り入れている。ま

た、近年、学校だけでなくさまざまな教育現場で取り入れられている参加型学習も、積極的に取り入

れ、開発がすすむ多様な参加型の学習方法を取り入れ、それを各教科の授業において援用することも

総合学習の目的のひとつである。学習方法や学習内容について、「教科から総合へ」「総合から教科へ」

ということが相互に行われることが、これから求められる開かれた学校づくりにとって必要なことで

あろう。

「総合的な学習の時間」においては数値による評価はしないということであるが、本校の総合学習

の経験から、まったく評価をしないのは教育的効果が得にくいと言える。生徒の学習意欲を高める現

実的な理由からも、評価は必要であろう。また、たとえば大学の推薦入試の際も、何らかの評価が残っ

ていないと、総合学習での成果が加味されないということもおこってくる。これまで本校では、フィー

ルドワークでの活動の状況を中心に、さまざまな活動における学習のようすを総合的に見て、ＡＢＣ

の３段階で評価をしてきた。しかし、それだけではなく、自己評価や相互評価が可能なポートフォリ

オ評価を本年度の「世界学」において試行している。総合学習ではどのような評価方法が最適なのか

を探ることは、今後の大きな課題である。

ところで、2002年度から全国の小学校で「総合的な学習の時間」が開始され、全ての児童が総合学

習の経験者となったときには、これまでとは異なった対応を迫られる可能性も十分に考えられる。特

に、低学年における「学び方を学ぶ」力をつけさせる面において、小学校での活動と重複せず、しか

も発達段階に応じた力を身につけさせることは、容易なことではないであろう。

２統合型総合学習

本校のこれまでの総合学習の最大の特徴であった、多教科乗り入れの特設教科（学校設定教科）と

いう形態のものを「統合型総合学習」と称する。複数の教科・科目の学習内容をあるテーマで統合し

た形態という意味である。1990年度から1998年度までの「奈良学」と現在の「環境学」・「世界学」が

それに該当する。つまり、従来の教科の壁を取り払い、複数教科の教員がそれぞれの専門を生かしつ

つ、話し合いを積み重ねながら１年間の学習内容をつくっていく（チーム制）というものである。他

教科の教員と話し合いながらひとつのカリキュラムをつくっていく作業は、困難を伴い時間と労力、

精神的負担を担当教員に強いる。そのことを全教科の教員が理解するためにも、1999年度より７教科

群（国語・社会・数学・理科・英語・保健体育・技術家庭十芸術）から必ず１人は総合教科担当者を

出すという原則が合意されている。たとえば、2000年度の「環境学」と「世界学」担当者の教科は、

それぞれ理科・社会科・保健体育科・国語科と英語科・社会科・数学科・芸術科（音楽）であるbこ

の方式の最も大きな課題は、各教科の特性をどのように出すか、あるいは、いかに自らの教科にこだ

わらないで関わっていけるかということである。学級担任制の小学校と違い、教科担任制の中学・高

校は教科の垣根が高いため、自分の教科の専門を生かすことを考えがちである。一時的にでもそれを

捨て、ひとりの大人として環境や国際理解の問題に関わっていくことは容易ではない。

新カリキュラムにおいても、「環境学」と「世界学」は基本的に統合型で行う予定である。しかし、
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その担当教員については校内にいくつかの意見があり、これまでのようなチーム制、原則的に２人で

１学年を担当するＴＴ制などの案がある。内容だけを考えるのであれば、これまでの総合学習担当者

の大部分は従来のチーム制を支持している。しかし、チーム制は担当教員への負担が大きく、研究開

発校として本校が新たに取り組むカリキュラムにおける教員への負担からすると、「環境学」「世界学」

ともチーム制で行うのは実際問題としてたいへん苦しいと言わざるを得ない。また、１学年を学級の

垣根を取り払って４つ（環境学）ないし５つのクラス（世界学）で同時開講するため、時間割変更が

事実上不可能であるなどの問題点もある。チーム制の総合学習はたいへん大きな意義も効果もあるが、

それによる影響も大きく、学校の教育活動全体のバラソスを十分考慮して決定しなくてはならない。

今後、「環境学」と「世界学」の担当方法をどのようにするかは、早急に解決すべき課題である。

さらに、担当教員の教科を固定するかどうかも議論のあるところである。「環境学」は、1991年度

に理科２名・社会科１名・保健体育科１名で始まり、教員が少ないことから負担感が大きいという理

由で当初参加していなかった家庭科の教員が、1997年度からできる範囲で参加することになった。実

際には1997年度・1998年度家庭科１名、1999年度技術科１名が担当した。しかし、1999年度に配当学

年が３年になることでそれまで「奈良学」が担っていた「学び方を学ぶ」ことが「環境学」に要求さ

れるようになった。さらに、７教科群から「環境学」「世界学」のどちらかに少なくとも１名は出る

原則が決定され、以前よりも担当者の専門性の必要性は薄まった。また、このとき「世界学」には英

語科の教員が少なくとも１名は担当することも決まった。つまり、現在は「世界学」担当の英語科教

員１名以外は担当教科は決まっていない。このため、新カリキュラムにおいては、チーム制かＴＴ制

かということとともに、担当教科を固定するかどうかも大きなポイソトである。

３分散型総合学習

1999年度から「奈良学」は、特別に時間を設けずに各教科で「奈良学」的な学習内容を行うという

方式に変えた。つまり、「奈良学」の内容を各教科に分けた「分散型総合学習」である。１．２年に

おいては、リサーチ方法の習得などいわゆる「学び方を学ぶ」ことを主眼とする総合学習を実施する

ことは、以後の「環境学」や「世界学」において大きなプラスとなる。2000年度の各教科における奈

良に関係する内容は、1年理科での校内および奈良公園における植物観察、１年社会科における奈良

町フィールドワークや２年における東大寺フィールドワークなどである。しかし、これだけでは総合

することは困難で、各教科活動におけるさまざまな奈良についての学習をまとめる時間が必要である。

新カリキュラムにおいては、７月と12月にそれぞれ５日ずつフィールドワークや発表をする時間を設

定することで、この問題をクリアしていきたいと考えている。

「奈良学」以外にも分散型総合学習としては「情報学」を設け、技術の時間の「情報入門」と国語

における「情報と表現」を中心に、さまざまな教科で情報に関する学習をして、それらを総合してい

きたいと考えている。情報化社会といわれる現代において、あふれる情報の中から的確な情報を入手

していく力と情報を発信していく力は、すべての教科に必要なものであろう。

これら分散型総合学習は、「環境学」や「世界学」が学際的内容を重視するのとは異なり、リサー

チ方法の習得に重点を置いている。そのため、７月と12月に設定する短期集中期間の「奈良学」は学

級担任が担当し、「情報学」はすべての教科で取り組むなど、教科の専門性にこだわらずに担当でき

る性格のものである。

しかし、先述した小学校で総合学習が行き渡ったときの問題は、内容的にも配当学年からも、分散

的総合学習に対する影響が大きいと言える。
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第２章統合型総合学習

１環境学

(1)理念

環境に関する問題は、生徒にとって身近であり世界的な課題でもある。また、２１世紀に解決が求め

られている重要な問題である。教育の場においてもこの問題を取り上げる必要があることは、現在広

く認識されている。それゆえ、理科・社会（地歴・公民）科・保健体育科・家庭科など多くの教科で

環境に関する内容を扱っている。

また、教育現場の閉塞状況を打開するために学習方法の転換が求められており、生徒の自主性や体

験学習を重視した総合教科として1991年度から本校で実践してきた「環境学」は、新カリキュラムに

おいていよいよ重要性を増すであろう。

さらに、環境の問題について学習して知識を得ることも重要ではあるが、問題を学んで、自分には

何ができるかを考え、行動をおこすことが必要であろう。そのことが、これまでの「環境学」では十

分に果たされてこなかったという反省の上に立って、今後のカリキュラム編成を考えていかなくては

ならない。

(2)カリキュラム

「環境学」のカリキュラムの中心はフィールドワークであることは、「環境学」開設当時から一貫

して続けてきたことであり、新カリキュラムになっても同様である。なぜなら、総合学習の本質は、

他の教科活動ではなしえない生徒の自主性を重んじた活動にあり、その時間を十分に保障することが

必要不可欠であるからである。そのことを「環境学」では、学校外での聞き取り調査を主な活動とす

るフィールドワークの時間を十分確保することで実現してきた。

ただし、４年配当であった1991年度～1998年度までと、３年配当になった1999年度・2000年度にお

いて、その内容と役割に変質がある。それは、３年と４年の発達段階の違いという点もある。しかし、

それ以上に総合教科のカリキュラム上、主に「学び方を学ぶ」力を獲得する時間であった「奈良学」

の代わりをしなくならなければならなくなった点が大きいと考えられる。ところが、今後の小学校や

本校の低学年における総合学習の進展次第では、「環境学」の役割が再度大きく変質することも考え

られる。「環境学」における教科的色彩の濃淡は、このように３年までに生徒が身につけた力の内容

によって決定される部分があり、カリキュラムについても柔軟に対応する用意が必要である。

なお、1991年度～1999年度の「環境学」の実践は、毎年の本校の紀要に詳しく報告されている。

(3)他教科との連携

1998年度までの「環境学」は理科・社会科・保健体育科・家庭科の教員が担当していたことからも

わかるとおり、これらの教科と密接な関わりを持って行われてきた。しかし、これ以外の教科も参加

することは可能である。たとえば、1999年度の「環境学」において、ゴミ問題がテーマになったとき、

｢環境学」担当者から全教員に協力依頼があった。これに呼応して、国語科・数学科・理科・社会

（公民）科・保健体育科・技術家庭科の授業で関連した内容の授業が実践された。（本年度紀要「環

境学」の項参照）このような教科との連携により、他教科の学習内容のより深い理解にも役立つもの

であり、教員の担当方法が変化しても必要不可欠である。

また、その関わり方について、国語科は本紀要で述べているように、ツールとしての側面だけでな
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<、そのコソテソツに積極的に関与することが国語科の総合学習へのかかわり方であるとしている。

つまり、イソタビューやプレゼソテーショソの方法などを教えることのみが、国語科の総合学習にお

ける役割でなく、その教育内容においても積極的に関われるとしている。さらに、英語科の新カリキュ

ラムはトピック学習を基本としており、Nature＆Environmentを３～６年に共通のテーマとして

設定している。英語で書かれた文章を通して世界の環境問題へのアプローチがなされ、「環境学」と

の連携がうまく進めば、大きな成果が得られるであろう。

このように、直接担当している教科以外でも積極的に関わることができ、それによって「環境学」

とともに、各教科活動の質もおおいに高められると考えられる。

２世界学

(1)理念

「世界学」創設の理由は、国際教育に対する時代の要請の高まりと、教科活動における国際教育の

必要性からである。本校では修学旅行の行き先は生徒が決定するが、結果として1995年度から隔年で

シソガポール修学旅行を実施してきた。また、日本を含め６ヶ国の高校生が世界の諸問題について話

し合うグローバルクラスルームも、本校で開催した2000年度で４年目となる。このような本校の国際

教育プログラムの充実により、教科における活動において、これら諸活動と連携しつつ国際教育の質

の向上を目指すものが必要となった。

現在の高校生が外国との接触なしに、これからの社会生活を営んでいくことは考えられない。さま

ざまな場面で異文化に接し、何らかの価値判断を迫られることになろう。そのような場合、文化やそ

れに基づく価値観が異なる人々と分かり合うためには何が必要かを考えることが大切である。他国や

他の文化について理解することも大切であるが、その先には、異文化を持った人同士が分かり合う異

文化間理解があることを認識しておくことが重要である。

また、先進工業国としての日本の姿しか知らないこれからの生徒たちにとっては、過去の日本を知

ることも重要なことである。それにより、世界は相互依存関係によって成り立っていることを認識し、

異なった価値観を許容する寛容さが育つのであろう。寛容さが身につけば、多文化共生ということに

ついても議論が成立するであろう。ただし、多文化共生という言葉については、「多文化共生社会を

めざす」ことの是非も含めた判断をさせていきたいと考えている。、

このように「世界学」では、異文化間理解・自国理解・現代認識・歴史認識といったキーワードを

含んだ内容についての学習を進める。それにより、相互依存関係で成り立つ現代世界には多様な価値

観が存在することを認識し、自らの考えを構築していける人間づくりを最終的な目標とする。

(2)カリキュラム

本校の国際教育の特徴として、先述した海外修学旅行とグローバルクラスルームがある。これらの

活動とリソクさせることにより、「世界学」をさらに質の高いものにすることができる。修学旅行や

グローバルクラスルームの交流校とのネットワークを活用して、外国の高校生と意見交換など深い交

流をすることが比較的容易である。もちろん、これら６ヶ国に含まれない地域や異なった文化を持つ

国々についての理解も必要である。さらに、このようにして意見交換するなどの情報を共有する手段

さえ持たない人々の存在を強く認識しておくことも大切である。

「世界学」は、まだ2000年度で創設２年目であり、カリキュラムも定まっていない。新カリキュラ

ムにおいても、具体的にどのような内容にするかは決まっていないし、担当者によってその内容は工
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夫されることになっている。もちろん、理念に示したような内容がその中心になるが、それをいかに

生徒に提示し、理解させるかという点に考慮した年間カリキュラムと教材づくりが必要である。

(3)他教科との連携

「世界学」はこれまでも積極的に多くの教科との連携を図ってきた。たとえば、2000年度には「現

代社会」との共催でクロアチアのＮＧＯスタッフの講演会を実施した。来日中のクロアチア難民支援

ＮＧＯのスタッフに講演を依頼し、その事前事後学習を「現代社会」とタイアップすることで行った

ものである。つまり、クロアチアの地理的・歴史的背景を「現代社会」で学習して、講演は「世界学」

を担当する英語教員の司会と通訳によって進めた。このように、実際の授業構成の中で各教科が協力

することもできる。

また、各教科で行った手法を取り入れることも大切である。たとえば、「在日外国人の話をきく」

プログラムの中で、いくつかのグループに分かれて話を聞いた後、内容を共有するために行ったスキッ

ト（寸劇）は、英語科で２年生時に実施している手法であることから、生徒たちはスムーズに実行で

きた。もちろん、その逆も重要であり、「世界学」で行ったロールディスカッションなどの参加型学

習を各教科活動の中に取り入れている。

さらに、本校では新課程において学校設定科目として３．４年に「現代史」を設ける予定である。

｢世界学」の理解をより深いものにするために、この科目との連携は欠かせないものとなるであろう｡

第３章分散型総合学習

１奈良学

(1)理念

1998年度までの「奈良学」が「学び方を学ぶ」力を生徒につけ、翌年の「環境学」においてその力

が発揮されたように、新カリキュラムにおいても、リサーチの基礎を身につけることが大きなねらい

である。従来型の一斉授業方式がチョークアソドトークという名で、一方的伝達でしかないと批判さ

れる中、自ら調べる学習方法は重要な意味を持つ。その学習方法を身につけることは、４年の「世界

学」や各教科での学習の糸ならず、卒業後もさまざまな場面で生かされるであろう。新カリキュラム

における「奈良学」は、1990年度から1998年度まで実施した「奈良学」とは形態が大きく異なるが、

そのめざすところは大きくは変化しない。

「分散型総合学習」における学習活動は、各教科活動の一環としてあるため、フィールドワークな

どまとまった時間を必要とする学習活動ができない。しかも、総合学習を設定する最も大きな理由の

ひとつは、そのような学習活動にこそあるといっても過言ではない。そのため、新課程においては次

ページのような短期集中方式によるカリキュラムの開発をめざしている。
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総合学習短期集 中方式（案）

１
２
３
４
５
 

７
月

旧
一
＊

７月午前中授業の５日間十１２月の3限授業の午後５日間(－回あたり３時間相当）

(2)各教科における奈良学

1999年度以降は時間割に「奈良学」の時間はない。各教科でできるだけ奈良に関する内容を取り上

げて、それを全教員が共通に認識しつつ、総合していく方向を模索するというのが現在の状態である。

たとえば、社会科においては１年生で奈良町、２年生で束大寺をフィールドにした調査学習を実施

している。また、理科では１年生で校内・奈良公園の植物観察を行い、奈良の自然についての理解を

深めている。各教科でそれぞれ独立して実施されているこれらの活動を総合していくには、どのよう

な方法が適当であるかを探っている。しかし、何らかのまとまった時間をとらなくては、それらを総

合することは困難である。

この２年間の試行により、分散的に各教科で行っている奈良に関する学習内容のまとめとして、分

散型総合学習においても核となる教科や時間が不可欠であることが明らかになってきた。この２つの

課題を解決するため、短期集中方式が考案された。

しかし、各教科において「奈良学」との関わりを重視しなくてはならないことに変わりはなく、今

後も短期集中の内容といかに連挽できるか継続して研究して行かなくてはならない。

２情報学

(1)「情報学」と教科「情報」

新学習指導要領では、教科「情報」が新設される。ここでは、まず教科「情報」と本校独自の総合

学習「情報学」との関係について述べる。

新学習指導要領によれば、教科「情報」のＡ・Ｂ.Ｃの目標は、次の通りである。

「情報Ａ」

コソピュータや情報通信ネットワークなどの活用を通して、情報を適切に収集・処理・発信するた

めの基礎的な知識と技能を習得させるとともに、情報を主体的に活用しようとする態度を育てる。

「情報Ｂ」

コソピュータにおける悩報の表し方や処理の仕組み、備報社会を支える情報技術の役削や影響を理

解させ、問題解決においてコンピュータを効果的に活用するための科学的な考え方や方法を習得させ

る。

「情報Ｃ」

愉報のディジタル化や情報通信ネットワークの特性を理解させ、表現やコミュニケーションにおい

てコソピュータなどを効果的に活用する能力を養うとともに、情報化の進展が社会に及ぼす影響を理
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１年 ２年

７月 １ｌ２ｌ３ｌ４ｌ５ 
総合学習ガイダンスなど

見学･体験学習く自然＞(奈良公園･春日奥Ｉ』など）’
見学･体験学習く社会＞(地場産業･学研都市など）

見学･体験学習 ＜人文＞(奈良町･祭 &公’劃など）

班分け･テーマ 設同 田口ロ

フィールドワークガイダンス

1分Iナ･テーマ設定

フィールドワーク（ 鷲 吉取り認 査）
〃

〃

烟月

６ 

７ 

８ 

９ 

1０ 

リサーチ活動(図智卜館･インターネット）
〃

〃

〃＋発表準備

発表

〃

〃

〃

発表準備

発表



解させ、情報社会に参加する上での望ましい態度を育てる。

これらの目標から見ても、「情報」は本来、総合的な側面をもっており、総合学習的に扱うべきも

のであると考える。つまり、本校では、教科「情報」の性格をく手段＞としての情報と、＜目的＞と

しての情報を融合・総合したものととらえている。

そして、具体的な内容を検討した結果、「情報Ａ」「情報Ｃ」の内容は関係教科、関係分野、関係学

年に分散させて学習するのが最適であるという仮説を立てた。つまり、各教科の様々な場面で「情報

Ａ」「情報Ｃ」の内容に気づかせ、浮かび上がらせることができ、そうすることで「情報Ａ」「情報

Ｃ」の内容を学習することができると考えた。具体的には、「情報Ａ」の内容は技術科等が中心とな

り、「情報Ｃ」の内容は社会・地歴・公民科等が中心となって実施できると考えた。

それに対し、「情報Ｂ」は数理科学的である。問題解決においてコンピュータを効果的に活用する

ための科学的な考え方や方法を習得するためには、集中的・統合的に学習する方が学習効果が上がる。

以上のような意図で、総合的な学習の時間と「情報Ｂ」を統合して「情報学」を開設する。

｢情報学」と教科「情報」

｢情報学」

地歴

公民
数学 国語

英語技術 情報Ｃ情報Ａ

環境学世界学理科

(2)「情報学」の構想

以上の考えをもとに、次のように「情報学」の構想をたてた。

①理念

ますます情報化の進むこれからの社会で生きていく生徒たちにとって、過剰な情報を取捨選択し、

必要な情報のみを取り出し、有益な情報を発信できる力は必須のものである。そのような力をつける

ためには、情報や情報手段に関する知識・技能、情報に関する科学的な見方・考え方を獲得しなけれ

ばならない。

そのために、本校では６年一貫教育を見通し、クロスカリキュラムと総合的な学習、及び新設の必

修教科である「情報」を統合して、「情報学」を開設する（分散型総合学習)。

②構造

１．２年

目的・コソピュータをツールとして駆使できる力の基本を身につける。

・ネットワーク社会の情報に関するエチケットを身につける。
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・情報を自らの考えでまとめ、表現し、発信する力を身につける。

技術・国語・英語・社会を中心とした教科とのクロスカリキュラムで、「情報学」の基

礎を構成する。

方法

３．４年

目的 .様々な場面で、コソピュータをツールとして駆使する。

・イソターネットを通じて、情報を収集し発信する。

総合学習「環境学｣、「世界学」を通じて、「情報学」の実践を行う。方法

5年

目的 ・コソピュータの機能や科学的な活用方法について理解する。

・課題を設定し、それをコンピュータを利用して解決する力を養う。

必修教科「情報」の科目「情報Ｂ」の学習を通じて、「情報学」の理論的な面の強化を

図る（本来は「教科」であるが、これを解体して分散型で実施することを研究開発する)。

方法

この構想を図で表すと、次のようになる。

5年1年，２年 3年’４年

(3)具体的な展開案

「情報学」の具体的な展開については、平成１２年度に以下のように決定した。

①実施学年

１年：情報入門２年：情報と表現

②実施倦態

年間を通して、適当な時期、場面で実施

③主たる担当教科

情報入門：技術科が中心情報と表現：国語科が中心

この展開方法に基づいて、具体的な内容・カリキュラムを平成13年度に決定する。その際、各教科

とのクロスカリキュラム、他の総合教科との連携などに留意して研究を進めろ。

－１２串



第４章卒業研究

１個人での総合学習

１０数年の歴史を持つ本校の総合学習「奈良学」・「環境学」・「世界学」は、いずれもグループごとに

調べ.まとめ・発表するという形態である。つまり、生徒個人一人ひとりが調査・研究を行い、個人

でまとめるという場面が設定されていなかった。

東京学芸大学の児島邦宏氏による、次ページのような「総合的学習の学習段階」（児島邦宏『総合

的学習』ぎようせい1998）を見ても、個人で追求する総合学習が必要だと考えた。

２「卒業研究」の案

上で述べた考えにより、５年までの教科学習や総合学習で培った力をもとに、個人の興味・関心で

選んだテーマを研究して深め、一人でまとめる「卒業研究」を構想した。現在のカリキュラムを編成

した研究開発においても、「卒業研究」は構想されていたのだが、総合教科との絡みで実現しなかっ

た。カリキュラム委員会から「卒業研究」の構想を出し、議論したところ、多くの教官が今回はぜひ

実現したいと考えていた。

国立の附属では、東京大学附属中等教育学校が、すでに「卒業研究」の長い歴史を持っている。そ

の実践を参考にしながら、本校の「卒業研究」の形態を模索していった。

東京大学附属中等教育学校では、「卒業研究」が必修となっている。本校もその方向で考えていっ

たのであるが、他にも新構想がたくさんある上に初めての試みでもあるので、生徒・教官の負担を考

えて次のように予定している。

●５年、６年の自由選択科目とする。

●ひとりの教員の持つ生徒の下限は設けない（１名でもよい)。

●単位認定と評価については、今後の検討課題とする。

平成13年度は、以下の事項について研究を深める。

●生徒がテーマを決定する際の指導方法

●生徒が研究をすすめ、深めていく際の指導方法

●生徒を担当する教官の決定方法

●評価方法

●自由選択ではあるが、できるだけたくさんの生徒に履修させるための方法
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(低）

小

学（中）
校

(高）

中学校

高校

￣ 

￣ 

￣ 

生活総合学習

￣ 
￣ 
￣ 
一
￣ 

課題総合学習

￣ 
￣ 
￣ 
￣ 
￣ 
￣ 

教科総合学習

￣ 
￣ 
￣ 
￣ 
￣ 

総合教科

共通学習

課題選択学習

問題設定学習

グループ学習

個人(テーマ)学習



奈良女子大学文学部附属
中等教育学校研究紀要第42集
2001年３月

第４編新教科・合科構想

第１章生活デザイン

長谷圭城

１創設の意義・ねらい

科学技術や工業、情報と流通の発達により、現代世界の生活スタイルは大きく変化している。気候

や地理的要因によって生活の営みのなかでつくられた文化も、その影響を大きく受けている。今後の

生活文化は、世界的文脈と地域的文脈との相互関係の中で形成されていくと予想される。こうした変

化の過程のなかで、生活文化におけるデザイソの性質も大きく変わってきている。デザイソとは、生

活に必要な製品を製作するにあたり、その材質．機能．技術および、美的造形などの諸要素と、生産．

消費面からの要求を検討、調整する総合的造形計画である。また近年では、その美的造形や諸要素の

中に、環境問題などの地球規模的なものが強く含まれてきている。身近なものつくりの基礎を理解す

るには、科学技術や工業生産とのかかわりを無視することはできない。それに加えて、そのモノが考

案された理由、それらを受け入れる時代背景、また普遍的なしのとして今まで受け継がれている価値

など￣連の過程や歴史を通して学ぶことも多い。今日にいたっても評価され使用されつづけるデザイ

ソからは、創造的・美的価値だけではない、人間の連綿と造られてきた思想をも読み取ることができ

る。

また、中等教育学校の３．４年は肉体が完成されつつある時期である。椅子のデザインの豊富さか

らも考えられるように、デザイソと身体との関係は深い。また、ドアのかたち、大きさなどの歴史的

な変化、昔の日本家屋の特徴・性質などを、社会構造からだけではなく体のサイズや能力など身体性

から考察することも重要である。身体とデザイソ・デザイソと社会の関係性を、身をもって学ぶ最適

の時期であり、実体の作業を通して思索・表現することの意義は大きい。そこで今回の新カリキュラ

ム作成にあわせ、６年間を通じたものづくりの学習・活動の場としての新科目「生活デザイソ」を提

案する。

２生活デザインの基本的な考え方

デザイソ全般を人間の歴史の表象として見つめ、それらの持つ時代背景を把握することで現代の文

化を捉え直し、生活の営みへの先駆の精神を培うことを目標とする。また、この「生活デザイソ」で

の体験が、今後、生徒達が形成していくであろうモノの価値判断基準の一因になることを期待する。

３指導方法について

中等教育の中で、手作業を通してものつくりにかかわる実習教科には、美術、工芸、技術家庭科な

どがある。そこでの重複した関係性の深い課題について、お互いに協力して指導にあたることで、計

画から制作までの内容を充実させたいと考える。そのために、技術・家庭科からの協力を出講という

かたちでお願いする。１．２年段階で学ぶ美術的基礎、技術・家庭科で学ぶ技術基礎や生活基礎を受
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けて、３．４年の授業を進めたい。工芸、技術、家庭の重複範囲を再編成することで各科目のもつモ

ノづくり・デザインに対しての課題が、生徒達にとってよりリアリティーをもって深められることを

意図する。

４指導内容・カリキュラム

中学校美術に含まれる工芸、高等学校での工芸1,2,3を「生活デザイソ」として統合する。対象範

囲は、服飾・イソテリア・プロダクト・環境・建築デザイソとする。生活の中にあるデザイソの、伝

統的な歴史的基礎から現代の作品までを含め、地理的・文化的背景までを認識させる。また、その制

作を目的とする。

５年次目標

3年（選択必修）

身近な生活の中でのデザインを通じて、文化

服飾デザイソを主とする。

4年（選択必修）

生活世界全般の中でのデザインを通じて、文

イソテリア・住居デザインを主とする。

５．６年（芸術科として統合し、自由選択）

コソセプト考案から作品完成までを体験する

文化的認識を深める。

文化的認識を深める。

生涯を通しての造形的興味を確立する

－１３２－ 



授業年間計画表６ 

これまでの経緯と今後について７ 

当初、「生活デザイソ」を創設するにあたって目標にしたのは、６年一貫教育での、「ものづくり学

習」であった。本校には工芸科の専任教諭がいないため、美術教諭が工芸の指導を担当している。そ

のため、美術教諭と技術教諭が中心となりカリキュラム開発にあたった。まず、中学領域で終了する

技術と、高校領域で始まる工芸との接続の可能性から探られた。２つの科目がもつ重複範囲の再編成、

連続性を目的とした教科の合科構想から始めて議論を重ねる中で、生活文化全般をとらえるために家

庭科への協力をお願いした。現在は、「表現科｣、「創作科」（いずれも仮称）などとして、教科の再編

の可能性などが話し合われ進められている。しかし各教科の考え方の違い、芸術枠としての単位認定

の扱い方、各教科ともに人員が少ないことによる今後の教諭への過負担などの問題が現段階で出てき

ている。今後は、生徒達にとっての効果的な学習形態を探ることを最優先とし、他教科の授業の進度

にあわせた内容面の調整が課題とされる。
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３年生竃デザイン ４年生活デザイン ５．６年生活デザイン

４月

5月

6月

7月

9月

ガイダンス

ファションデザインについて

（6日伯．アジア．ヨーロッパ）

（現代）４

バスケタリー（轟心.曲ぐ行

（体を■うちのをつくる）

畠）

バスケタリー（■Ｃ、紡ぐ行』）

（体を銅うものモつくる）
?Ｔ■再■P－勺マーーーー●－－－～￣■■ＵＯ■Ｗ■ｂ可

fP尽睡■

リー

企．皮

アクセ

色Hｆ 、皮ヒモ）

工芸科担当
ガイダンス

住居のデザインについて

（世界の住居・現代）４
㎡｡￣－０■守一｡⑪｡￣－－－－｡￣｡｡=｡=－－－－｡▲￣◇

レゴ・プロプクモ便っ】LftZG

（１００分の1スケール）
－－－ｓ．－▲－｡⑪耳▲▲－－．ｏ△■｣Ⅱ－⑫｡▼ＴＰＰ寺P■■一一●寺一一⑪－－

ﾚｺﾞ立体｡Ra制ｆＴ

【班テーマ決定）

（デザイン決定）

（スケッチ、図面）
ロー￣￣｡｡￣-0凸｡￣￣｡￣￣印▲←￣－－－－

(湖作）

発表.往古

工芸科担当
芸術科と銃合

1０月

１１月

1２月

1月

２月

3月

衣、朗作

休負■・ホームウェア＄

（デザイン決定）

（採寸p型低づくりj）

（武断としるしつけ）

(発皮．仰伺）

★もデザインＴろ

文をデザインすら
－－－－－－－▲－４△△L■￣■￣し｡｡●－－

京

回科柤』回
インテリアデザインについて

あか0J、巳史

（■台からラン
Fぎ
う

.－－７訂~￣
ンプシェード）（２）

イサム・田□あかＩ)について（Ｚ）

(、披脇明．日本厨明）（２）

和砥を使ったランプシ

（デザイン決定）

，エード
ーーー斡与一一■Ｕい‐ヰーー～＋０

(スケ

（湖fF） 伍恂科担四
(制作）

､▲■■O的一一■－－守一■｡￣￣●－－－－－－

発牢生む

掩干のデザイン

（スケッチ）

(見安）



第２章「芸術と社会」（仮称）

鮫島 京 ･長谷圭城

１創設の意義・ねらい

新カリキュラムでは、５．６年生時における目標として「個の確立と将来の展望一個性、能力、

進路に応じた学力の習得と自立した人格の形成」ということを掲げている。この目標に少しでも接近

するために、新科目「芸術と社会」（仮称）を５年生の自由選択（社会科枠）で設置したい。

本科目で核となる概念は「humanities（人文)」である。それは、音楽や美術などの芸術の領域と、

詩、小説など狭い意味での文学、さらに歴史の領域の大部分、哲学の領域の多くの部分を含んだ広い

意味である。このなかで芸術が他の領域と違うのは、言語を媒介にしないことである。新科目「芸術

と社会」では非言語的領域も対象としてとりあげる。なぜ「芸術と社会」なのか。そこには二つの理

由がある。

第一に、「個の確立」や「自立した人格の形成」をめざすのであれば、生徒一人ひとりの価値の問

題（価値判断）に関わる対象をとりあげなければなるまい。humanitiesはその格好の対象であると

考えられる。

すぐれた個々の作品には普遍的価値が個性的に表現されている。私たちがそのような作品に心を動

かされるのは、自分の体験との間に共通の価値を見出すからである。すなわち私たちはhumanities

との出会いを通じて、どのような物語（価値）が自分にとって大切なのか、どのような物語（価値）

を自分は語ることができるのか、どのような物語（価値）なら自分の生きる糧になるのか、どのよう

なものなら耐えられ、どのようなものなら耐えられないのかを自らに問いかけるのである。この問い

は「個の確立」や「自立した人格の形成」を模索するのであれば常についてまわる問題であり、容易

に答えが出ない問題である。humanitiesを対象とした授業は、生徒が自らの価値観を形成するにあ

たっての手助けになると考える。

第二に、現代世界の問題は根本的には価値をめぐる問題であり、humanitiesは価値の問題に関わっ

ているからである。たとえば南北問題である。それはただ単に貧富の格差があるだけではない。北側

の豊かさ（われわれの豊かさ）の大部分が南側の犠牲に基づいているのである。南北問題を解決する

ためには価値観の転換が不可欠である。すなわち、南北の格差を縮めることの方が私たちが豊かにな

ることよりも大事なのだという考え方にならないかぎり、格差の問題は解決できないのである。これ

はまさに価値観の革命である。そして価値の問題に関わっているのがhumanitiesなのである。

前述の５．６年時における目標にある「個性、能力、進路に応じた学力の習得」は、現代世界の問

題に関係づけられていなければならない。社会をみわたせばいたるところに解決すべき問題がある。

それらを自分の知識と結びつけて解決してゆく力が「学力」であろう。現代世界の問題が多種多様な

ものであるから、各教科はそれぞれの特性に応じて「個性、能力、進路に応じた学力の習得」をめざ

すのである。新科目「芸術と社会」では、さまざまなhumanitiesをとりあげることを通じて、現代

世界の仕組みや既存の価値観の矛盾を学び、新しい価値観（オルターナテイヴ）を形成する力をつけ

たいと考える。
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授業年間計画表２ 
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科目(単位数） 使用教室

5年芸術と社会(３）

4月

感情と身体表現

.｢笑い｣の身体表現

.｢怒りdの身体表現

＊作品の佳宜と解説

5月

同上

･モダン･パフォーマンス

･狂言

･ビデオ作家など

*作品の鑑賞と解説

6月

感情をテーマとした身体表現

｢笑い｣と｢怒り」

･人を笑わせる

･人を怒らせる

＊能動的豪現と受動的表現

7月

同上

｢笑い｣と｢怒り｣を身体で表現する

9月

身体をつかった音楽づくり

＊自由制作

10月

沖縄から日本を考える

･島尾敏雄の｢ヤポネシア｣論

･なんくる組『沖縄が独立する曰』

･囚唄の世界

など

11月

民族の対立を越えて

･バルトークの試み

．Ｍ,ダルウィーシュとパレスチナ

･ジョン･レノンとその時代

など

12月

南北問題を越えて

･ネルーダとﾀゴール

･ボブ･マーリー

･リーバイスエ場の子どもたち

･辺見席｢もの喰ﾗ人々｣など

1月

アイデンティティを求めて

･グローバルな文化とローカルな文化

･サルトル『キーン』

･曰本文学のゆくえ

など

2月

自由研究

3月

自由研究

＊前期を長谷、後期を鮫島が担当



奈良女子大学文学部附属
中等教育学校研究紀要第42集
2001年３月

第５編総合学習センター構想

松本博史

総合学習センターの理念章第１

１意義

本校では、平成14年度からの新指導要領の「総合的な学習の時間」実施に呼応して、これまでの総

合学習「奈良学」（３年)、「環境学」（４年）を、新たな教育課程の全体構想のもと、「奈良学」（１，

２年)、「環境学」（３年)、「世界学」（４年)、「情報学」（１，２，５年)、「卒業研究」（５，６年）と

して発展的に再構成した。そして、これらを中等教育学校における「総合的な学習の時間」として、

６年一貫カリキュラムに位置づけた。

「総合的な学習」の内容や方法の構造化は、６年間の生徒の成長、発達を見通した「発達の論理」

と、学問的系統性に関する「教科の論理」の双方を視野に入れてなされなければならない。また、

｢総合的な学習」では、生徒達の主体的な参加・協働型の問題解決的アプローチやフィールドワーク

が中心となる。そこでの「学習方法の習得」は、特定の教科だけではなく全ての教科に還元され、結

果として、学校全体で教師主導型の授業から生徒主体の探求的授業へとく学習の質＞、＜授業の質＞

の改善、向上を招来する。

このように「総合的な学習」は、本校の教育の質的転換を迫る一方で、奈良女子大学と附属校園の

関係そのものの変革をも迫る。これまでの本校と大学との連携は、主として文学部を中心としたもの

であった。しかし、全ての教科・学年でより充実した「総合的な学習の時間」を実践するためには、

｢教科の論理」の部分で、理学部・生活環境学部・人間文化研究科等の専門的で幅広い全学的な支援

を必要とする。

また、附属小学校における「総合的な学習＝しごと」の歴史は、木下竹次の大正９年からの「合科

学習」に始まり、戦後の「奈良プラソ」を経て、「けいこ.Lごと・なかよし」に継承されている。

今や、この「しごと」の伝統に、本校の「総合学習」の教育的成果を付加し、奈良女子大学へと接続

する「発達の論理」の連続性と「教科の論理」の発展性とを構想する時である。

２活動内容

附属幼稚園・附属小学校・大学・大学院との全学的な連携によって、総合的な学習の教材開発とそ

の実践、地域や全国の総合的な学習の資料の収集・理論的研究・文献的研究・歴史研究等を通して、

｢発達の論理」と「教科の論理」を統一的に融合し、地域教育に資するために「総合的な学習」の実

践的研究の中核となる「総合学習センター」を設置する。「総合的な学習」に関わる総合学習セソター

の主な活動内容としては、以下のようなものが考えられる。

（１）総合的学習のカリキュラム開発とその研究

（２）総合的学習のカリキュラム開発の支援

（３）総合的学習カリキュラムの収集とその閲覧

-137-



（４）総合的学習の実践と共同研究

また、セソターの構成員は、本中等教育学校教官、本学大学・大学院教官と学生、附属幼稚園、附

属小学校教官からなるが、公立学校からの教員の研修も受け入れ、総合的学習の具体的教材の共同研

究・開発を行う。

第２章総合学習センターの必要性

１教育研究と実践の観点から

本校は、平成元年度から研究開発学校として、６年一貫制のもとでく2-2-2年制・総合学習・選択

制＞を研究課題として実践してきた。６年一貫の実践は、平成10年の学校教育法一部改正による中等

教育学校新設に際してのモデルとなった。また、総合学習は、平成14年度からの新学習指導要領にお

ける「総合的な学習の時間」の先導的試行となった。平成11年度から再度、文部省研究開発学校の指

定を受け、中等教育学校としてより連続性と全一性に留意した６年一貫カリキュラムの編成、教科と

教科を繋ぐく梁＞としての多様な総合学習のカリキュラム開発を行い、２１世紀の我が国における中等

教育学校のモデルとなるべく研究中である。

このとき、研究のための研究ではなく、生徒たちの実態を観察し、その身体的・精神的状況を把握

し、彼らの成長・発達を支援する教育の在り方や生徒の実態に即した個性・能力の伸長を図ろ生徒サ

イドでの実践的研究は、総合学習セソターのようなく教育現場＞とく研究者＞との交流が図られろ場

ではじめて可能となる。

２大学・大学院との連携の観点から

附属中等教育学校と大学との間には、以下のような関係が考えられる。

ａ・大学・大学院の教育・研究のフィールドとしての附属学校園

ｂ・附属教官の大学での教科教育法等の講義の担当

ｃ・大学・大学院の研究成果を附属学校園での教育に反映するための方策

。、附属学校園の生徒・教官・保護者の大学・大学院での学習・研究

ｅ・附属学校園から大学までの生徒の接続

特に、リカレソト教育体制の観点からは、附属学校園の教官だけでなく、広く全国の現職教員の大

学院での研究や専修免許取得のための講義や演習を総合学習セソターで開講したい。教育・研究のフィー

ルドとしての附属校園でこそ、理論的研究と実践的研究を統一的に捉えることができ、教育現場から

発想した教育学を構築することが可能となる。

第３章総合学習センターの業務内容

１総合的学習のカリキュラム開発とその研究

総合的学習の性質上、教科書やテキストを固定化し、授業をルーティソ化することはできない。し

かし、優れた実践の内容と方法は継承・深化させねばならない。従って、奈良学・環境学・世界学・

情報学について、前年度の実践を反省・総括し、その各担当者と協力して次年度の実践を組み立てて、
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それぞれのカリキュラムを開発する。その過程でこそ、総合的学習の教育学的な理論的研究がなされ

る。

２総合的学習のカリキュラム開発の支援

本枝での10年以上にわたる総合的学習の実践的経験を生かし、公立中・高等学校の先生方を対象に、

｢on-the-joけtraining」（実務訓練）の形で本校教官との共同研究によってカリキュラム開発を支援

する。また、総合学習セソターで開発されたカリキュラムをリソースとして公立学校へ提供する。

３総合的学習カリキュラムの収集とその閲覧
全国各地の総合的学習のカリキュラム、実践報告やそのデジタルデータを収集し、それを一般に公

開する。また、グローバルクラスルーム、ラーニソグスクールを通して、各国の総合的学習の実践と

の比較研究を行う。それは、本校の総合学習の国際世界への発信でもある。

４本学附幼・附小・大学・大学院との連携
セソターの構成員は、本校教官、本学大学・大学院教官と学生、附属幼稚園、附属小学校教官から

なる。これらの構成員が協力して、上記のセンター業務を行い、定期的に研究会を開催し総合的学習

の理論的研究・調査活動を行う。また、「総合的学習の時間」の講師として、大学教官や附属校園の

教官を招聰する。

５総合的学習の共同実践・研究

セソターは、公立学校からの内地留学長期研修教員を受け入れ、総合学習の授業、フィールドワー

クの指導、プレゼソテーショソの指導等、総合学習全体に渡る本校教官との共同研究を組織化する。

６総合学習センター（総合学習棟）の運営・管理

総合学習棟は、次のような施設からなる。

●総合的学習を実践・研究する場としての「マルチメディア図書館」

●教育の国際化を進めるために語学学習を行う場の「マルチメディア語学教室」

●本校の情報化と国際交流の手段となる「コソピュータルーム」

●本大学と連携・協力し、総合学習に関する研究や発表を行う場「多目的ホール」

●大学と協力し、相談事業を行う場としての「カウンセラー室」

これらの施設・設備の管理を行う。
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奈良女子大学文学部附属
中等教育学校研究紀要第42集
2001年３月

第６編現行カリキュラムの生徒による評価

中道貞子

過去10年間における本校の６年一貫教育を総括するにあたり、研究紀要第41集では、教官アソケー

トを実施して報告をした。ここでは、生徒が現在のカリキュラムをどのようにとらえているのかを知

る目的で実施したアソケートの結果について報告する。

現在の教育課程は、1989年から３年間にわたって委嘱された「研究開発学校における研究」を、委

嘱期間終了後も継続しておこなってきたものである。このカリキュラム下で最初に学習した生徒は、

1994年３月に卒業した。彼らを対象に1994年２月22日に本校教育についてのアンケートを実施した。

また、2000年２月28日には、これとほぼ同じ内容のアソケートを、同年３月に卒業する生徒を対象に

実施した。

アソケート結果から、本校カリキュラムが生徒自身にどのように評価されたかをまとめたい。

さらに、1999年８月には、９４年３月に卒業した卒業生にアソケートを郵送して回答を依頼し、６年

後の変化を調査しようとした。残念ながら、回収率が非常に悪く、約100名の卒業生に送ったアソケー

トヘの回答は、１５名にすぎなかった。そのため、回答には偏りが見られると思うが、これについても

考察したい。なお、質問項目の後の数値は、質問事項に対し、

①そう思う②どちらともいえない③そうは思わなし、を％で示している。

11994年.2000年実施アンケート結果の比較

１基本方針について

(1)６年間は２年単位に区切られていたことを知っていた。

５
７
２
５
４
８
２
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⑪
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(2)低学年の目標は基礎学力の定着であったことを知っていた。

(3)中学年の目標は自主的学習を取り入れるであることを知っていた。

(4)高学年の目標は大幅な選択制を取り入れるであることを知っていた。

2-2-2制であることについて、この制度を始めた頃より、現在のほうが知らない生徒が増えている。

その中で、５．６年の大幅な選択制については、知っていると答えた生徒が比較的多い。2-2-2制の

特色を生かし、生徒にも明確にそれぞれの特色が伝わるカリキュラム編成が望まれる。
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２低学年（１．２年）について

(5)現在の１．２．３年の英語の授業は20人クラスになっています。

これはよいことだ。

(6)低学年には朝の会があります。５．６年のように朝の会はなく

ともよい。

(7)昼の会や昼の掃除をやめて、終わりの会や終わりの掃除にすれば

よい。

(8)低学年にも選択科目を置くとよい。
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２
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英語の20人学級については肯定的である。しかし、後の項目については、いずれも半分近くまたは、

半分以上が否定的意見を述べている。なかでも、終わりの会や終わりの掃除にすることには反対が多

い。これらの項目については、２つの年度間でほとんど意見の差がない。

３中学年（３．４年）について

※奈良学について

(9)奈良学をやってよかった。

幻
”
釦
泌
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，
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③
③
③
③
③
③
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②
②
②
②
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⑩奈良学でやる内容が多すぎた。

⑪奈良学は、課題を解決するため、生徒の自主的活動に期待すること

が多い科目です。このことはよかった。

(ＩＤ奈良学はく社会・国語・美術工芸・英語＞の内容で実施しています。

内容的に適当だったと思う。

★⑫で、３と答えた人は、他にどんな分野が良いと思いますか。

・どの分野が良いというより、英語の分野の必要性がいまいち・分野に分ける必要なし・体育

00年①６５②２０③14

94年①２８②１８③5５

⑰奈良学が６．７時限目にあったのはよかった。

奈良学を肯定的に受けとめている生徒は、今回の方が増えている。一方で、内容が適当だったとい

う意見は減少しているのが不思議だ。また、６．７時間目にあることに対しても、肯定的意見が大き

く増加している。これらのことは、奈良学の内容が変化したことと関連するのだろうか。

教師側から見ると、総合教科の内容は多くなりがちで、フィールドワーク時などは、特に、生徒達

は忙しそうに見えるが、内容が多すぎたと答えている生徒は、約４分の１で、２回のアソケートで変

化がない。「自主的活動」という観点からは、いずれの学年も肯定的に受けとめている。
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※環境学について

⑭環境学をやってよかった。

７
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９
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２
２
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４
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①
①
①
①
①
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⑮環境学の講義の内容はよかった。

⑯環境学におけるフィールドワークはよかった。

⑰講演や川の見学はよかった。

⑱理科・社会科・保健体育科・家庭科の内容で実施したのはよかっ

た。（94年は家庭科はなし）

★環境学について、改良した方がよいと思われる点があれば書いて下さい。

・ありきたりの環境破壊への抗議になりがちなのでもっと独自性を生かしてほしい。

・講義が多すぎる・時間短縮

・やる内容が多すぎる。もうちょっと内容を減らしてその内容を濃くする方がよい。

・フィールドワーク、講演や川の見学については、１日使うべきだ。

・理科分野をふやすべき。環境汚染の原因追及

・ビニール製品をもやしたときに有害だノとか言うものを化学の知識を用いて勉強したが、今となっ

ては理解できるが、このころは何をやっているのかさっぱりだった。

・奈良学についても環境学についても自主性を養うものであるのなら、早期にすべき。

・生徒全員が確実に協力し合って取り組めるようにしたらよいと思う。

環境学は、奈良学よりも肯定的に受けとめられている。講義内容への満足度も、前回よりも若干増

えている。しかし、講義よりフィールドワークに対する肯定的意見が多く、00年の否定的意見は前回

よりさらに減っている。講演や川の見学も、フィールドワーク同様に受けとめられている。担当者の

専門教科が、９４年は理科２名・社会科・保健体育各１名だったのが、00年は理科１名にかわって家庭

科が加わった。そのこととの関わりは、この結果からは読みとれないものの、肯定的意見が11％増加

している。

※その他．

⑲３年の時、「ろう学校」などと交流したのはよかった。
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０
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ＣＯ中学年には朝の会があります。５．６年のように朝の会はなくとも

よい。

､、昼の会や昼の掃除をやめて、終わりの会や終わりの掃除にすれば

よい。

⑫中学年にも選択科目を置くとよい。

交流教育を否定的に受けとめている生徒は少ないが、今回の方が増加している。
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中学年の朝の会がなくてもよいと答えている生徒は減少気味。必要性を感じている生徒が、00年は

半数となっている。低学年においてと同様の結果である。昼の会を終わりの会に変更することについ

ても、低学年の場合と同じく、反対が多い。

中学年に選択科目を置くことに積極的賛成は少ないものの、肯定的意見は低学年に対する選択科目

導入より増加傾向が見られる。

４高学年（５．６年）について

G5）選択科目の選び方に迷った。
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㈱選択科目の選び方についての先生の指導は十分であった。

⑰選択科目の選び方について家族と十分話し合った。

㈱自由選択科目（とってもとらなくてもよい科目）があってよかった。

卿自由選択科目の取り消しができてよかった。

6cリ自由選択科目の取り消し期間が12月まであってよかった。

G1）選択の科目数や時間割によって、空き時間ができたのはよかった。

選択科目の選び方に迷った生徒は、００年では半数に達しており、教師の指導が十分であったと答え

ている生徒は半数にもなっていない。進路指導を含めたガイダンスの充実が望まれる。また、家族と

も話し合っていない生徒も多くいると思われる。

自由選択制があることには肯定的意見が多いが、前回よりは16％減少している。取り消し制度につ

いても肯定的意見が多いものの、６％減少。取り消し期間が長いことに関しても、肯定的意見が多い

ものの減少傾向にある。時間割に空き時間があることにも肯定的だが、これも減少傾向が見られる。

岡高学年の朝の会がなくなったのはよかった。 ①８９②７ 

①７４②１１ 

①２３②２１ 

①２５②１９ 

①８８②８ 

①８７②８ 

①４１②５０ 

①７０②２８ 

①４７②２７ 

①６６②2０ 
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倒昼の会や昼の掃除をやめて、終わりの会や終わりの掃除にすれば

よい。

６４昼の会が終われば、授業のない限り帰宅してもよいのはよかった。

国４～６年での最低修得単位が80単位であることはよい。

鋤生徒によって、２０単位以上の差がでるのはやむを得ない。
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㈱空き時間は有効に使えた。

国自習室として、図書室などが開放されたが、それは十分であった。

６９講座成立条件（10名以上）が厳しかった。

例選択科目で取り消しできる単位数が５単位までであるが、適当な

単位数だと思う。

61）選択教科・科目については、９月に予備登録し、１月に本登録する

ことになっているが、この時期はよいと思う。

㈹４年の３学期に、将来文系に進むか理系に進むかを決定するように

なっているが、この時期でよいと思う。

高学年の朝の会がないことに関しては、圧倒的に賛成意見が多く、今回増加している。終わりの会

や終わりの掃除にすればよいという意見は少なく、否定的意見はいずれの年も56％となっている。早

く帰宅可能な制度の肯定的意見は圧倒的多数である。

最低修得単位数が80単位であることに否定的意見は少ないが、今回は肯定的意見も大きく減少して

いる。修得単位数の個人差についても、仕方ないと考える生徒が減少している。このことは、最近、

国公立大学への進学希望者が増加していることと関係あると考えられないだろうか。

空き時間の有効利用については、いずれの年も回答傾向に変化はなく、半数を超える生徒が肯定的

意見を述べている。一方、自習室については、満足している生徒が減少傾向にあり、自習室の充実が

望まれる。

講座成立条件が厳しかったという意見は少なく、今回は12％に減っている。取り消し可能単位が５

単位であることについては、今回は、回答がちょうど３つに分かれており、肯定的意見については、

前回より18％減少している。登録の時期や文理系決定の時期については、前回と同様の傾向が見られ

た。

５その他

(1)担任のもち方は２年単位がよい。
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(2)生徒会組織（中高別）も２年単位がよい。

(3)クラブ組織（中高別）も変えるとよい。

(4)現在の教室配置でよい。

担任の持ち方を、現在の3-3制から2-2-2制に変えることに対しては否定的意見が半数となっている。

また、生徒会組織やクラブ活動についても、変えることに肯定的意見は非常に少ない。

教室配置については、現状に対する肯定的意見が大きく増加している。前回の生徒は、途中で教室
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配置が変更になったのに対し、今回の生徒は入学時からこの教室配置であるための結果と思われる。

★あなたは自分の進路（学部・学科の決定）を、何年生のいつごろに決めましたか。

・中学生（10人）・４年生（14人）・５年生（12人）・６年生（24人）

②１８③４ 

②１５③６ 

②２３③１６ 

②１３③１７ 

②１０③４ 

②７③８ 

②２１③１４ 

②２３③２０ 

②１９③８ 

②２０③６ 

②４０③３３ 

②４１③1６ 

９
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⑪
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⑪
吸
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⑪
⑪
⑲

(5)本校では自由選択制をとっていますが、コース選択制（選択のパ

ターソをいくつかに固定している）よりは良いと思う。

(6)７限目まで授業のある日が週に何回かありますが、それはやむを

得ないことと思う。

(7)７時間目の授業は疲れる。
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(8)５．６年の学校への登下校はフレックス制（時差登下校制）で

すが、遅刻やさぼりのないよう自分で自分を管理できた。

(9)カリキュラムで、５．６年生で自分にあった科目を選択できるよう

になっているのは、大学進学の効率的な受験体制になっていると思う。

００５．６年生での科目選択では、学校での選択単位をなるべく少なく

して取った方が、学校外で勉強出来る時間や機会が多くなって良い。

学部や学科の進路決定をしている時期は、かなり遅いことがわかる。

自由選択制については肯定的意見が、いずれの学年でも80％近くあり、コース制より自由選択制を

望んでいることがわかる。

７時間目まで授業があることを仕方がないと受けとめている生徒は多いが、今回は減少傾向となっ

ている。しかし、圧倒的多数の生徒が、７時間目の授業は疲れると答えている。

フレックス制のなかで自己管理ができたと答えた生徒が増加傾向にあるのは望ましい。大学受験体

制としても肯定的に受けとめている。学校での学習時間が少なくなっても、学校外で勉強できる時間

が増えることにはならないと考えている生徒が増加している。

①１９②２９ 

①２０②３３ 

①２５②２１ 

①３２②２７ 

①２６②４６ 

①１７②２９ 
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０，５．６年では、朝の会がなくなったので、ＨＲ時間以外の話し合う

機会や時間が少なくなって困ったことがあった。

⑫級友と同じ時刻に下校することが少なくなったので、級友と雑談し

たり、話し合ったり、相談する機会が少なくなった。

⑰今のカリキュラムでは、クラブ活動に消極的になったと思う。

⑭今のカリキュラムでは、生徒会活動に消極的になったと思う。

⑰５年の選択は現在のような選択科目数でよい。

朝の会がなくなっても、話し合う時間が少なくなるとは限らないと考えている生徒が半数である。

下校時刻にばらつきがあることが、友人関係に影響を与えると考えている生徒も少ない。

－１４６－ 



現カリキュラムが、クラブ活動や生徒会活動に消極的になる原因と考えていない生徒が、前回は半

数あったのに対し、今回は約４分の1に減っている。つまり、現カリキュラムが原因で、クラブ活動

や生徒会活動に消極的になったと考えている生徒は増加している。

５年の選択科目については肯定的な生徒が多い。

Ⅱ1994年アンケート対象生徒の追跡調査結果

以下はその結果である。９４年2000年８月に、1994年卒業生にアソケートを郵送し、回答を求めた。

に実施したアソケートと同じ項目については、両者を比較考察した。

(1)６年間が２年単位に区切られていたことはよいことだ。

(2)低学年（１．２年）の目標が「基礎学力の定着」であることはよい

ことだ。

(3)低学年の目標は守られていた。

(4)中学年（３．４年）の目標が「自主的学習を取り入れる」であるこ

とはよいことだ。

(5)中学年の目標は守られていた。

(6)高学年（５．６年）の目標が「大幅な選択制を取り入れた学習」で

あることはよいことだ。

(7)高学年の目標は守られていた。

①３３②６７③０ 

①８０②２０③0 

①４０②２７③３３ 

①８７②１３③0 

①５３②３３③１３ 

①100②Ｏ③0 

①８０②１３③７ 

2-2-2制に対し、積極的な反対はないが、多くの者はどちらともいえないと回答している。

低学年の目標を「基礎学力の定着」としていることはよいとしているが、守られていたと答えてい

る者は40％しかいない。中学年についても同様の傾向が見られる。特に、低学年の授業の中身を目標

に沿ったものに充実させる必要があるだろう。

一方、高学年については、全員が「大幅な選択制」に肯定的であり、目標が守られていたと回答し

た者も80％ののぼった｡
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(8)低学年にも選択科目を置くとよい。

(9)中学年にも選択科目を置くとよい。

(１０低学年の英語の授業が20人クラスになっているのは､.よいことだ。

低学年や中学年にも選択科目を置くとよいという意見は、在学中より増えており、特に、中学年に

ついては、３０％近く増えている。

英語20人学級についても、在学中より肯定的意見が増えている。

99年①７３②１３③13

94年①３１②４３③2７

⑪奈良学をやってよかった。
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⑫奈良学でやる内容が多すぎた。
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②３３③７ 

②３１③６ 

②２０③４０ 

②１８③５５ 

②２０③Ｏ 

②２８③２０ 

②４０③１３ 

②３８③２４ 

②１３③２０ 

②２７③２０ 

②７③１３ 

②３０③１８ 

②４０③７ 

②４９③９ 

②３６③７ 
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⑰奈良学は、課題を解決するため、生徒の自主的活動に期待するこ

とが多い科目です。このことはよかった。

⑭奈良学は４つの分野く社会・国語・美術工芸・英語＞で実施し

ています。内容的に適当だったと思う。

⑮奈良学が６，７時間目にあったのはよかった。

⑯環境学をやってよかった。

⑰環境学の講義の内容はよかった。

⑱環境学におけるフィールドワークはよかった。

⑲講演や川の見学はよかった。

(２０環境学をく理科・社会科・保健体育科＞の内容で実施したのはよ

かった。

(２，３年生の時、「ろう学校」と交流したのはよかった。

奈良学や環境学をやってよかったという生徒は､在学中より増えている。しかし､今回の回答者が１５

名と少ないため、本校教育に対し好意的で肯定的な考え方の持主が回答したということも考えられる。

一方、奈良学や環境学をやってよかったという者が増えているのに対し、交流教育をやってよかっ

たと回答した者はわずかだが減少した。

⑫５年の国語・英語・保健体育の授業が４講座になってよかった。
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⑰６年の国語・英語・保健体育の授業が４講座になってよかった。

０４）５，６年でクラス単位の授業も必要である。

５，６年での授業が４講座になったことに対しては、肯定的意見が多い。在校時には、クラス単位

の授業が必要と考える生徒が62％いたが、今回の回答者は27％に減少している。

⑤自由選択科目（とってもとらなくてもよい科目）があってよかった。
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㈱自由選択科目の取り消しができてよかった。
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①７１②２１③７ 

①７５②１８③６ 

①８６②１４③Ｏ 

①８７②８③５ 

①５０②５０③Ｏ 

①７０②２８③２ 

①８０②７③１３ 

①６６②２０③１３ 

①５０②４３③７ 

①５５②３０③１６ 

①２７②１３③６０ 
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(27）選択の科目数や時間割によって、空き時間ができたのはよかった。

⑱昼の会が終われば、授業のない限り帰宅してもよいのはよかった。

(29リ４～６年での最低修得単位が80単位であることはよい。

(3cリ生徒によって、修得単位に20単位以上の差がでるのはやむを得ない

(31）空き時間は有効に使えた。

図自習室として、図書室・進路指導室の隣の部屋・書道教室などが

開放されたが、それは十分であった。

自由選択制については、概ね肯定的である。また、取り消し制度や空き時間の存在、フレックス制

にも肯定的である。しかし、最低修得単位数が80単位であることに対しては、肯定的意見が20％減少

している。自習室に対する不満も増加傾向にある。
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御講座成立条件（10名以上）が厳しかった。
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００選択科目で放棄できる単位数が５単位までであるが、適当な単位数

だと思う。

御選択教科・科目については、９月に予備登録し、１月に本登録する

ことになっているが、この時期はよいと思う。

岡４年の３学期に、将来文系に進むか理系に進むかを決定するように

なっているが、この時期でよいとおもう。

講座成立条件などについての意見は、在校中と変化がない。登録時期については、１月登録に賛成

意見が増加しているが、４年の３学期に文系・理系を決めることに賛成する意見は約半数である。
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(37）担任のもち方は２年単位（低・中・高学年）がよい。
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(391生徒会組織（中高別）も２年単位がよい。

御クラブ組織（中高別）も変えるとよい。

担任の持ち方を2-2-2制にすることに対する反対は、在校中と変化していない。生徒会組織につい

ても、２年単位にすることに反対意見は、在校中よりさらに23％増加している。しかし、賛成意見も

14％増加し、中立的な意見が減少した。クラブ組織については、反対意見の比率は変わっていないが、

賛成意見が28％増加した。
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《O本校では自由選択制をとっていますが、コース選択制（選択のパタ

ーソをいくつかに固定している）よりはよいと思う。

､リ７限目まで授業のある日が週に何回かありますが、それはやむを得

ないことと思う。

㈹７限目の授業は疲れる。
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

９
４
９
４
９
４
９
４
９
４
９
４
 

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
 

㈹５．６年の学校への登下校はフレヅクス制（時差登下校制）ですが、

遅刻やさぼりのないよう自分で自分を管理できた。

例カリキュラムで、５．６年生で自分にあった科目を選択できるよ

うになっているのは、大学進学の効率的な受験体制になっていると思う

(45リ５．６年生での科目選択では、学校での選択単位をなるべく少な

くして取った方が、学校外で勉強出来る時間や機会が多くなってよい。

自由選択制に対する賛成は、在学中よりさらに増えた。７限目やむなしという意見は、在学中より

減少して反対意見が増えた。また、７時限目は疲れるという回答が100％になった。

自己管理ができたと回答した者は、在校中より増加、効率的な受験体制になっていると答えた者も

増加している。また、学校での選択単位が少ない方が学校外で勉強できるということに肯定的回答は

減少した。

ここでは、各教科に対するアソケート結果については報告していない。しかし、その結果は、各教

科に戻してあり、アソケート結果に現れた課題については、新しいカリキュラムを構築するときに、

改善していけるように取り組んでいきたい。
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奈良学は.譲題を解決するため-生徒の自主的活勘に
鰯期待することが多い科目です.このことはよかった．
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①②③７眼目まで授栞のある日が週に何回かありますが。
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